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はじめに

 

 義肢装具等の製作に係る費用の中で一定の割合を占める「義肢装具等完成用部品（以下｢完

成用部品｣）」については、障害者（「児」を含む。）に真に必要とされる機能や性能等を吟味

し、適切な価格の部品を選定・適合することが求められている。 

こうした中、平成１８年１０月の障害者総合支援法の全面施行を契機に、当協会では厚生

労働省から補助を受けて「義肢装具等完成用部品データベースシステム」を構築し、現在、

多くの自治体や更生相談所、補装具製作（販売）事業者等において活用されているところで

ある。本システムは、国が指定している完成用部品（約３,０００点）の詳細情報を提供する

もので、各部品の形式と価格をはじめ、各部品の構造図や組立加工後の写真、さらには対象

及び構造・効果、使用条件や注意・禁忌事項等の詳細情報を発信し、適切な部品の選定と利

用の推進に寄与しているところである。 

一方、完成用部品に係る情報については、出先の施設や判定現場等、様々な場所で調べる

ことが多く、インターネットによる情報発信と併せて、紙媒体による情報提供も求められて

いるところである。 

こうした状況を踏まえ、本事業では、本システムを活用し、障害者福祉の現場の方々が手

軽に持ち出し・閲覧しやすい完成用部品に係る情報のあり方を検討するとともに、実用的な

「義肢装具等完成用部品ハンドブック」の作成について検討することとした。 

 本事業の実施にあたっては、当協会内に検討委員会（委員長：山﨑伸也 国立障害者リハ

ビリテーションセンター研究所）を設置し、ハンドブック作成に必要な掲載内容、掲載項目、

レイアウト、作成手順等について議論を重ね、委員の皆様にご助言をいただきながら進める

こととした。 

 本報告書については、検討委員会における意見等を踏まえて、事務局の責において取り纏

めたものであり、委員をはじめハンドブック作成検討にあたっての検討にご協力頂いた方々

に深く感謝する次第である。 
 

 合わせて、当協会では平成２２年４月から障害のある方等のニーズと福祉用具の開発や研

究を行う方のシーズを繋げる「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」を運用し、昨年度

は大幅なリニューアルを行ったところである。 

 運用開始以後、これまでに寄せられた全てのご意見を整理・分類、体系化したものについ

て、累計投稿件数とともに本報告書に掲載することとする。 

 

 ◆「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」 

   https://www7.techno-aids.or.jp/ 

 

 

平成３０年３月 

 

公益財団法人テクノエイド協会   
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第１部 
  





 

Ⅰ．本事業の実施概要 

１．本事業の目的 
義肢装具等の製作に係る費用の中で一定の割合を占める「義肢装具等完成用部品（以下｢完

成用部品｣）」については、障害者（「児」を含む。）に真に必要とされる機能や性能等を吟味

し、適切な価格の部品を選定・適合することが求められている。 

こうした中、平成１８年１０月の障害者総合支援法の全面施行を契機に、当協会では厚生

労働省から補助を受けて「義肢装具等完成用部品データベースシステム」を構築し、現在、

多くの自治体や更生相談所、補装具製作（販売）事業者等において活用されているところで

ある。本システムは、国が指定している完成用部品（約３,０００点）の詳細情報を提供す

るもので、各部品の形式と価格をはじめ、各部品の構造図や組立加工後の写真、さらには対

象及び構造・効果、使用条件や注意・禁忌事項等の詳細情報を発信し、適切な部品の選定と

利用の推進に寄与しているところである。 

一方、完成用部品に係る情報については、出先の施設や判定現場等、様々な場所で調べる

ことが多く、インターネットによる情報発信と併せて、紙媒体による情報提供も求められて

いるところである。 

こうした状況を踏まえ、本事業では、本システムを活用し、障害者福祉の現場の方々が手

軽に持ち出し・閲覧しやすい完成用部品に係る情報のあり方を検討するとともに、実用的な

「義肢装具等完成用部品ハンドブック」作成の在り方について検討することとした。 
 
２．本事業の概要 
 （１）検討委員会の設置 

完成用部品に係る有識者及び自治体、メーカー及び団体等から構成する検討委員会を

当協会に設置した。また併せて、ハンドブックの作成・検討にあたっては、日本義肢協

会及び日本福祉用具・生活支援用具協会（義肢装具部会）等にもご協力をいただくこと

とした。 
 

義肢装具等完成用部品ハンドブック作成検討委員会 検討委員 
 

氏 名 所 属 

伊藤 智昭 
一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会 義肢装具部会 
株式会社今仙技術研究所 取締役 営業部・品質保証部部長 

白銀  暁 
国立障害者リハビリテーションセンター研究所 
福祉機器開発部 福祉機器臨床評価研究室 

髙橋 啓次 
一般社団法人日本義肢協会 
有限会社ピー・オー・テック 代表取締役 

野牧 義弘 株式会社啓愛義肢材料販売所 人事・総務・システム部 

矢野 裕一 
オットーボック・ジャパン株式会社 
義肢/モビリティソリューションズ事業部 事業部長 

山﨑 伸也 国立障害者リハビリテーションセンター研究所 義肢装具技術研究部 

横井  剛 横浜市障害者更生相談所  

◎ 
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和田 初江 東京都心身障害者福祉センター 障害認定課 

（オブザーバー） 

氏 名 所 属 

秋山  仁 厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部企画課 自立支援振興室 

今釜 勝彦 厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部企画課 自立支援振興室 

 
（２）ハンドブック作成にあたっての方針 

 
 【基本的な方針】 

○ 完成用部品ＤＢシステムとの違いと連携すべき内容を再検討し、本ガイドブッ

ク作成の目的と役割を明確化のうえ作成すること。 
○ 毎年改訂される指定通知に対して、本ガイドブックは、それに適宜対応した掲

載内容に配慮すること。 
○ 補装具に関して知識が浅い市町村や更生相談所の職員であっても、身体障害者

に支給される｢補装具の概要｣と｢各種ある完成用部品の名称や型式｣を正しく理

解し、適切な判定や支給決定を行う必要があり、恒常的に補装具に関する基礎

知識を確認することができるような専門書的な要素をもたせること。 
○ 補装具の解説を執筆することとし、合わせて来年度以降、指定通知の発出後、

本ガイドブックを迅速に作成するための具体的な仕組みづくりについて検討を

行うこと。 
 
 
＜ハンドブックの構成イメージ＞ 

 
※ハンドブックとＤＢの差別化を図り、詳細はＤＢへのアクセスを促すこととする。 
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（３）掲載する主要項目 
完成用部品の詳細情報に掲載する情報について委員会での議論を経て以下の項目を

掲載することとした。 
なお、部品の分類によって「仕様情報」を掲載すべきもの、掲載する必要がないもの

の２つに区分けし、「仕様情報」が有りのものを「詳細版」、「仕様情報」がないものを

「簡易版」として整理することとした。具体的なイメージ案についてはⅡ．３．「レイ

アウトの検討」を参照のこと。 
 
 

掲載する主要項目 
 

  ① 部品の解説 
   （ａ）補装具の構成 
   （ｂ）完成用部品の種目と範囲 
   （ｃ）各種目の構造図 

   （ｄ）各部品解説 
 
  ※上記の執筆は山崎委員長に執筆を依頼し、検討委員会にて議論を行った。 
   内容の詳細についてはⅢ．完成用部品の解説を参照のこと 
 
  ② 詳細情報 
   （ａ）基本情報 
     （区分、名称、型式、価格、部品コード、分類コード） 
   （ｂ）仕様情報 
     （商品名、対象、材質、寸法、重量、適応体重と活動レベル、問合せ先） 
   （ｃ）写真１（当該部品単体）、写真２（組立加工後） 
   （ｄ）適合部品 
   （ｅ）point（当該部品の主な特徴・機能） 
 
  ※（ａ）及び（ｂ）は完成用部品データベースシステムの既存情報から抽出 
  ※（ｃ）から（ｅ）は企業から新規に情報取得することを計画する 

 
 
 
 
（４）作成の手順 

ハンドブックの作成にあたり、既存データの抽出方法及び、新規情報の取得方法につ

いて、検討を行った。 
情報提供を行う「企業」、情報を集約する「テクノエイド協会」、抽出された情報を書

籍化する「印刷事業者」の３者それぞれが円滑に情報を扱えるよう、作成までの手順に

ついてフロー図に取りまとめた。 
 
 
 

3



 

 
完成用部品ハンドブック作成のフロー図 
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３．検討委員会の開催 
 以下のとおり検討委員会を開催し、ハンドブック作成にあたって必要な議論を行った。 
 
（１）第１回運営管理委員会 
  〇日時：平成２９年１０月２６日（木）１４：００～１６：００ 
  〇場所：テクノエイド協会 会議室 

【実施内容】 
  ・完成用部品データベースシステムの運用状況の報告 
  ・ハンドブック作成の手順等についての検討 
  ・目次構成案の検討 
  ・掲載内容の検討 

 
（２）第２回運営管理委員会 
  〇日時：平成３０年１月２６日（金）１４：００～１６：００ 
  〇場所：テクノエイド協会 会議室 

【実施内容】 
  ・ハンドブックの作成にあたっての方針に関する報告 
  ・第１回検討会を踏まえた目次構成案（改）の検討 
  ・ハンドブックの掲載イメージの検討 
  ・ハンドブックの情報収集の区分けに関する検討 

 
（３）第３回運営管理委員会 
  〇日時：平成３０年３月１４日（水）１４：００～１５：３０ 
  〇場所：テクノエイド協会 会議室 

【実施内容】 
  ・詳細情報の掲載（入力）手順の報告 
  ・完成用部品の解説（案）原稿の検討 
  ・完成用部品データベースシステム等の課題及び活用方策について 

   
 
４．実施スケジュール 
 事業全体の実施スケジュールは、以下のとおり。 
 

検討内容 １０月～１２月 １月～３月 

検討委員会の開催 ★（10/26） ★（1/26） ★（3/14） 

１．目的（コンセプト）の検討   

２．掲載情報の検討   

３．レイアウトの検討   

４．ＤＢ抽出手順の検討   

５．部品解説の原稿校正   

６．原稿の確認   

７．報告書の作成   
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Ⅱ．ハンドブック作成の検討 

１．目次構成の検討 
 検討委員会にて目次構成の検討を実施した。当初はハンドブックの目的、活用法やデー

タベースシステムの概要等についての詳細を第１章として盛り込むことを想定していたが、

完成用部品の基礎知識を確認するための専門的な要素を掲載することに方針転換を行い、

完成用部品の解説を第１章に掲載することとした。 
 第１章で部品の基本的な知識を獲得いただき、より詳細な部分については第２章の詳細

部品をご覧いただくような構成となっている。 

 

 第１章　完成用部品の解説

１  殻構造義肢（イラスト、補装具の解説、名称及び型式の解説）

２  骨格構造義肢（　〃　）

３  装具（　〃　）

４

 第２章　完成用部品の詳細情報　※詳細情報の掲載は任意とする

 殻構造義肢

　基本情報（区分、名称、型式、価格、部品コード、分類コード）

　仕様情報（商品名、対象、材質、寸法、重量、適応体重と活動レベル、問合せ先）

　写真①（当該部品単体）、写真②（組み立て加工後）、適合部品

　point（当該部品の主な特徴・機能）　※１５０文字以内

 骨格構造義肢

　基本情報（区分、名称、型式、価格、部品コード、分類コード）

　仕様情報（商品名、対象、材質、寸法、重量、適応体重と活動レベル、問合せ先）

　写真①（当該部品単体）、写真②（組み立て加工後）、適合部品

　point（当該部品の主な特徴・機能）　※１５０文字以内

　基本情報（区分、名称、型式、価格、部品コード、分類コード）

　仕様情報（商品名、対象、材質、寸法、重量、適応体重と活動レベル、問合せ先）

　写真①（当該部品単体）、写真②（組み立て加工後）、適合部品

　point（当該部品の主な特徴・機能）　※１５０文字以内

 座位保持装置

　基本情報（区分、名称、型式、価格、部品コード、分類コード）

　仕様情報（商品名、対象、材質、寸法、重量、適応体重と活動レベル、問合せ先）

　写真①（当該部品単体）、写真②（組み立て加工後）、適合部品

　point（当該部品の主な特徴・機能）　※１５０文字以内

 第３章　完成用部品の指定について（平成３０年●月●日）

1

 参考資料

１  完成用部品の企業一覧（企業名、住所、電話番号）

義肢装具等完成用部品ハンドブック２０１８　目次構成

内　容

1

 座位保持装置（　〃　）

　公益財団法人テクノエイド協会の概要

　目次

　はじめに

　義肢装具等完成用部品ＤＢシステムの案内

　本書の使い方

 補装具の種目、購入又は修理に要する費用の額の算定等に関する基準に係る完成用部品

2

3

 装具

4
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詳
細

A
0
3
-
0
3
0
0
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肩
継

手
Ａ

　
隔

板
式

詳
細

A
0
3
-
0
3
0
0
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肩
継

手
Ｂ

　
屈

曲
・
外

転
式

詳
細

A
0
3
-
0
3
0
0
-
0
9
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肩
継

手
Ｃ

　
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ａ

　
硬

性
た

わ
み

式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
0
6
0
3

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ｂ

　
単

軸
ヒ

ン
ジ

１
　

遊
動

式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
0
6
0
6

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ｂ

　
単

軸
ヒ

ン
ジ

２
　

手
動

式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
0
6
0
9

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ｂ

　
単

軸
ヒ

ン
ジ

３
　

能
動

式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
0
9
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ｃ

　
多

軸
ヒ

ン
ジ

式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
1
2
0
3

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ｄ

　
倍

動
ヒ

ン
ジ

１
　

リ
ン

ク
式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
1
2
0
6

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ｄ

　
倍

動
ヒ

ン
ジ

２
　

歯
車

式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
1
5
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ｅ

　
能

動
単

軸
ブ

ロ
ッ

ク
式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
1
8
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ｆ
　

手
動

単
軸

ブ
ロ

ッ
ク

式

詳
細

A
0
3
-
0
6
0
0
-
2
1
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

肘
継

手
Ｇ

　
作

業
用

幹
部

式

詳
細

A
0
3
-
0
9
0
0
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
継

手
Ａ

　
面

摩
擦

式

詳
細

A
0
3
-
0
9
0
0
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
継

手
Ｂ

　
軸

摩
擦

式

詳
細

A
0
3
-
0
9
0
0
-
0
9
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
継

手
Ｃ

　
迅

速
交

換
式

詳
細

A
0
3
-
0
9
0
0
-
1
2
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
継

手
Ｄ

　
屈

曲
式

詳
細

A
0
3
-
0
9
0
0
-
1
5
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
継

手
Ｅ

　
作

業
用

幹
部

式

詳
細

A
0
3
-
0
9
0
0
-
1
8
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
継

手
Ｆ
　

手
部

コ
ネ

ク
タ

詳
細

A
0
3
-
1
2
0
0
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
先

具
Ａ

　
能

動
ハ

ン
ド

詳
細

A
0
3
-
1
2
0
0
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
先

具
Ｂ

　
能

動
フ

ッ
ク

詳
細

A
0
3
-
1
2
0
0
-
0
9
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
先

具
Ｃ

　
装

飾
ハ

ン
ド

詳
細

A
0
3
-
1
2
0
0
-
1
2
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
先

具
Ｄ

　
装

飾
手

袋
（
コ

ス
メ

チ
ッ

ク
グ

ラ
ブ

）

詳
細

A
0
3
-
1
2
0
0
-
1
5
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

手
先

具
Ｅ

　
作

業
用

手
先

具

簡
易

A
0
3
-
8
9
0
3
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
ケ

ー
ブ

ル
セ

ッ
ト

簡
易

A
0
3
-
8
9
0
6
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
ハ

ー
ネ

ス
部

品

簡
易

A
0
3
-
8
9
0
9
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
フ

ッ
ク

用
先

ゴ
ム

簡
易

A
0
3
-
8
9
1
2
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
断

端
袋

Ａ
　

上
腕

用

簡
易

A
0
3
-
8
9
1
2
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
断

端
袋

Ｂ
　

前
腕

用

7



 

 

詳
細

A
0
3
-
8
9
1
5
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
電

動
ハ

ン
ド

詳
細

A
0
3
-
8
9
1
8
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
電

動
フ

ッ
ク

詳
細

A
0
3
-
8
9
2
1
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
リ

ス
ト

ユ
ニ

ッ
ト

簡
易

A
0
3
-
8
9
2
4
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
リ

ス
ト

ユ
ニ

ッ
ト

用
部

品

詳
細

A
0
3
-
8
9
2
7
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

簡
易

A
0
3
-
8
9
3
0
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

用
部

品

詳
細

A
0
3
-
8
9
3
3
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
ロ

ー
テ

ー
タ

ー

簡
易

A
0
3
-
8
9
3
6
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
コ

ネ
ク

タ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

詳
細

A
0
3
-
8
9
3
9
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
電

極

簡
易

A
0
3
-
8
9
4
2
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
接

続
ケ

ー
ブ

ル
Ａ

　
電

極
用

簡
易

A
0
3
-
8
9
4
2
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
接

続
ケ

ー
ブ

ル
Ｂ

　
バ

ッ
テ

リ
ー

用

簡
易

A
0
3
-
8
9
4
2
-
8
9
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
接

続
ケ

ー
ブ

ル
Ｃ

　
そ

の
他

詳
細

A
0
3
-
8
9
4
5
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
エ

ル
ボ

ー
ユ

ニ
ッ

ト

簡
易

A
0
3
-
8
9
4
8
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
エ

ル
ボ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
用

部
品

詳
細

A
0
3
-
8
9
5
1
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
バ

ッ
テ

リ
ー

簡
易

A
0
3
-
8
9
5
4
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
バ

ッ
テ

リ
ー

ボ
ッ

ク
ス

詳
細

A
0
3
-
8
9
5
7
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
ス

イ
ッ

チ

簡
易

A
0
3
-
8
9
6
0
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
ス

イ
ッ

チ
用

部
品

簡
易

A
0
3
-
8
9
6
3
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
充

電
器

簡
易

A
0
3
-
8
9
6
6
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
ラ

イ
ナ

ー
ロ

ッ
ク

ア
ダ

プ
タ

詳
細

A
0
3
-
8
9
6
9
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
ラ

イ
ナ

ー
Ａ

　
ピ

ン
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

な
し

詳
細

A
0
3
-
8
9
6
9
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
ラ

イ
ナ

ー
Ｂ

　
ピ

ン
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

あ
り

簡
易

A
0
3
-
8
9
8
9
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

手
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品

詳
細

A
0
6
-
0
3
0
0
-
0
3
0
3

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

股
継

手
Ａ

　
ヒ

ン
ジ

継
手

１
　

伸
展

制
限

付
　

遊
動

式

詳
細

A
0
6
-
0
3
0
0
-
0
3
0
6

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

股
継

手
Ａ

　
ヒ

ン
ジ

継
手

２
　

伸
展

制
限

付
　

外
転

式

詳
細

A
0
6
-
0
3
0
0
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

股
継

手
Ｂ

　
カ

ナ
デ

ィ
ア

ン
式

詳
細

A
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
0
3

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

膝
継

手
Ａ

　
ヒ

ン
ジ

継
手

１
　

大
腿

遊
動

式

詳
細

A
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
0
6

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

膝
継

手
Ａ

　
ヒ

ン
ジ

継
手

２
　

下
腿

遊
動

式

詳
細

A
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
0
9

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

膝
継

手
Ａ

　
ヒ

ン
ジ

継
手

３
　

横
引

き
固

定
式

詳
細

A
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
1
2

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

膝
継

手
Ａ

　
ヒ

ン
ジ

継
手

４
　

前
止

め
固

定
式

詳
細

A
0
6
-
0
6
0
0
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

膝
継

手
Ｂ

　
鉄

脚

詳
細

A
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
0
3

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

膝
継

手
Ｃ

　
ブ

ロ
ッ

ク
継

手
１

　
遊

動
式

詳
細

A
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
0
6

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

膝
継

手
Ｃ

　
ブ

ロ
ッ

ク
継

手
２

　
固

定
・
遊

動
切

替
式

詳
細

A
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
0
9

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

膝
継

手
Ｃ

　
ブ

ロ
ッ

ク
継

手
３

　
安

全
膝

詳
細

A
0
6
-
0
9
0
0
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

足
部

Ａ
　

固
定

足
部

詳
細

A
0
6
-
0
9
0
0
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

足
部

Ｂ
　

単
軸

足
部

8



 

 

詳
細

A
0
6
-
0
9
0
0
-
0
9
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

足
部

Ｃ
　

多
軸

足
部

詳
細

A
0
6
-
0
9
0
0
-
1
2
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

足
部

Ｄ
　

Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｈ

足
部

詳
細

A
0
6
-
0
9
0
0
-
1
4
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

足
部

Ｅ
　

ド
リ

ン
ガ

ー
足

部

詳
細

A
0
6
-
0
9
0
0
-
1
5
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

足
部

Ｆ
　

装
飾

足
袋

簡
易

A
0
6
-
1
2
0
3
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

足
部

調
整

用
部

品
バ

ン
パ

ー

詳
細

A
0
6
-
8
9
0
6
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
吸

着
バ

ル
ブ

詳
細

A
0
6
-
8
9
0
9
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
懸

垂
ベ

ル
ト

Ａ
　

股
・
大

腿
用

詳
細

A
0
6
-
8
9
0
9
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
懸

垂
ベ

ル
ト

Ｂ
　

下
腿

用

簡
易

A
0
6
-
8
9
1
2
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
Ｋ

Ｂ
Ｍ

ウ
ェ

ッ
ジ

簡
易

A
0
6
-
8
9
1
5
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
断

端
袋

Ａ
　

大
腿

用

簡
易

A
0
6
-
8
9
1
5
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
断

端
袋

Ｂ
　

下
腿

用

詳
細

A
0
6
-
8
9
1
8
-
0
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
ラ

イ
ナ

ー
ロ

ッ
ク

ア
ダ

プ
タ

詳
細

A
0
6
-
8
9
2
1
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
ラ

イ
ナ

ー
Ａ

　
ピ

ン
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

な
し

詳
細

A
0
6
-
8
9
2
1
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
ラ

イ
ナ

ー
Ｂ

　
ピ

ン
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

あ
り

詳
細

A
0
6
-
8
9
2
1
-
0
9
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
ラ

イ
ナ

ー
小

児
用

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
0
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ａ

　
ベ

ル
ト

付
先

ゴ
ム

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
0
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｂ

　
Ｓ

Ａ
Ｃ

Ｈ
用

ア
ン

ク
ル

ブ
ロ

ッ
ク

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
0
9
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｃ

　
リ

ア
ル

ソ
ッ

ク
ス

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
1
2
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｄ

　
先

ゴ
ム

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
1
5
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｅ

　
踵

ゴ
ム

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
1
8
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｆ
　

ス
プ

リ
ン

グ
ゴ

ム

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
2
1
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｇ

　
前

止
金

具

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
2
4
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｈ

　
サ

イ
ム

用
ボ

ル
ト

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
2
7
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｉ　

ラ
ミ

ネ
ー

シ
ョ
ン

ポ
ス

ト

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
3
0
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｊ
　

フ
ッ

ト
カ

バ
ー

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
3
3
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｋ

　
ス

ペ
ク

ト
ラ

ソ
ッ

ク
ス

簡
易

A
0
6
-
8
9
8
9
-
3
6
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｌ
　

除
圧

パ
ッ

ド

詳
細

A
0
6
-
8
9
8
9
-
8
9
0
0

殻
構

造
義

肢
義

足
用

部
品

そ
の

他
そ

の
他

の
部

品
Ｍ

　
そ

の
他

詳
細

B
0
3
-
0
3
0
0
-
0
3
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
肩

継
手

Ａ
　

屈
曲

・
外

転
式

詳
細

B
0
3
-
0
3
0
0
-
0
6
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
肩

継
手

Ｂ
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

式

詳
細

B
0
3
-
0
6
0
0
-
0
9
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
肘

継
手

Ａ
　

単
軸

式
（
単

軸
固

定
式

）

詳
細

B
0
3
-
0
6
0
0
-
1
2
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
肘

継
手

Ｂ
　

単
軸

式
（
軸

摩
擦

式
）

詳
細

B
0
3
-
0
9
0
0
-
1
5
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
手

継
手

Ａ
　

面
摩

擦
式

詳
細

B
0
3
-
0
9
0
0
-
1
8
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
手

継
手

Ｂ
　

軸
摩

擦
式

詳
細

B
0
3
-
0
9
0
0
-
2
1
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
手

継
手

Ｃ
　

手
屈

曲
式
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詳
細

B
0
3
-
0
9
0
0
-
2
4
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
手

継
手

Ｄ
　

手
部

コ
ネ

ク
タ

簡
易

B
0
3
-
1
2
0
3
-
0
0
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
義

手
調

整
用

部
品

ソ
ケ

ッ
ト

ア
ダ

プ
タ

―

簡
易

B
0
3
-
1
2
0
6
-
0
0
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
義

手
調

整
用

部
品

チ
ュ

ー
ブ

簡
易

B
0
3
-
1
5
0
0
-
0
3
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
手

先
具

Ａ
　

装
飾

ハ
ン

ド

簡
易

B
0
3
-
1
5
0
0
-
0
6
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
手

先
具

Ｂ
　

手
袋

（
コ

ス
メ

チ
ッ

ク
グ

ラ
ブ

）

簡
易

B
0
3
-
1
8
0
3
-
0
0
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
外

装
部

品
コ

ネ
ク

シ
ョ
ン

プ
レ

ー
ト

簡
易

B
0
3
-
1
8
0
6
-
0
0
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
外

装
部

品
フ

ォ
ー

ム
カ

バ
ー

簡
易

B
0
3
-
8
9
0
9
-
0
3
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
そ

の
他

断
端

袋
Ａ

　
上

腕
用

簡
易

B
0
3
-
8
9
0
9
-
0
6
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
そ

の
他

断
端

袋
Ｂ

　
前

腕
用

簡
易

B
0
3
-
8
9
1
2
-
0
0
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
そ

の
他

ハ
ー

ネ
ス

部
品

詳
細

B
0
3
-
8
9
1
5
-
0
0
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
そ

の
他

ラ
イ

ナ
ー

ロ
ッ

ク
ア

ダ
プ

タ

詳
細

B
0
3
-
8
9
1
8
-
0
3
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
そ

の
他

ラ
イ

ナ
ー

Ａ
　

ピ
ン

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
な

し

詳
細

B
0
3
-
8
9
1
8
-
0
6
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
そ

の
他

ラ
イ

ナ
ー

Ｂ
　

ピ
ン

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
あ

り

簡
易

B
0
3
-
8
9
8
9
-
0
0
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
手

用
部

品
そ

の
他

そ
の

他
の

部
品

詳
細

B
0
6
-
0
3
0
0
-
0
3
0
0

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
股

継
手

Ａ
　

カ
ナ

デ
ィ

ア
ン

式

詳
細

B
0
6
-
0
3
0
0
-
0
6
0
3

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
股

継
手

Ｂ
　

ロ
ッ

ク
式

小
児

用

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
0
3

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ａ
　

単
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
空

圧

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
0
6

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ａ
　

単
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
油

圧

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
0
9

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ａ
　

単
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
空

圧
・
油

圧
・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
制

御

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
1
2

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ａ
　

単
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
ス

プ
リ

ン
グ

・
そ

の
他

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
1
5

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ａ
　

単
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
小

児
用

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
1
8

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ａ
　

単
軸

膝
２

　
ロ

ッ
ク

式
　

ロ
ッ

ク

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
2
1

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ａ
　

単
軸

膝
２

　
ロ

ッ
ク

式
　

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
付

き

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
3
2
4

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ａ
　

単
軸

膝
２

　
ロ

ッ
ク

式
　

小
児

用

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
6
0
3

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｂ
　

安
全

膝
空

圧

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
6
0
6

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｂ
　

安
全

膝
空

圧
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

制
御

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
6
0
9

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｂ
　

安
全

膝
ス

プ
リ

ン
グ

そ
の

他

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
0
3

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｃ
　

多
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
空

圧

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
0
6

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｃ
　

多
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
油

圧

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
0
9

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｃ
　

多
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
空

圧
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

制
御

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
1
2

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｃ
　

多
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
油

圧
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

制
御

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
1
5

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｃ
　

多
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
ス

プ
リ

ン
グ

そ
の

他

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
1
8

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｃ
　

多
軸

膝
１

　
遊

動
式

　
小

児
用

詳
細

B
0
6
-
0
6
0
0
-
0
9
2
1

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
膝

継
手

Ｃ
　

多
軸

膝
２

　
ロ

ッ
ク

式
　

ロ
ッ

ク

詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
3
0
3

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ａ
　

固
定

式
（
Ｓ

Ａ
Ｃ

Ｈ
足

用
）

ピ
ラ

ミ
ッ

ド
（
オ

ス
）
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詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
3
0
6

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ａ
　

固
定

式
（
Ｓ

Ａ
Ｃ

Ｈ
足

用
）

ク
ラ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
3
0
9

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ａ
　

固
定

式
（
Ｓ

Ａ
Ｃ

Ｈ
足

用
）

そ
の

他

詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
3
1
2

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ａ
　

固
定

式
（
Ｓ

Ａ
Ｃ

Ｈ
足

用
）

小
児

用

詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
6
0
3

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ｂ
　

遊
動

式
１

　
単

軸
足

用
　

ピ
ラ

ミ
ッ

ド
（
オ

ス
）

詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
6
0
6

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ｂ
　

遊
動

式
１

　
単

軸
足

用
　

ク
ラ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
6
0
9

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ｂ
　

遊
動

式
１

　
単

軸
足

用
　

踵
高

調
整

機
能

付
き

詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
6
1
2

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ｂ
　

遊
動

式
１

　
単

軸
足

用
　

そ
の

他

詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
6
1
5

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ｂ
　

遊
動

式
２

　
多

軸
足

用
　

ピ
ラ

ミ
ッ

ド

詳
細

B
0
6
-
0
9
0
0
-
0
6
1
8

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
足

継
手

Ｂ
　

遊
動

式
２

　
多

軸
足

用
　

ク
ラ

ン
プ

ア
ダ

プ
タ

簡
易

B
0
6
-
1
2
0
3
-
0
0
0
3

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
義

足
調

整
用

部
品

ブ
ロ

ッ
ク

四
つ

穴
取

り
付

け

簡
易

B
0
6
-
1
2
0
3
-
0
0
0
6

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
義

足
調

整
用

部
品

ブ
ロ

ッ
ク

小
児

用

簡
易

B
0
6
-
1
2
0
6
-
0
0
0
3

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
義

足
調

整
用

部
品

コ
ネ

ク
タ

ソ
ケ

ッ
ト

ア
ダ

プ
タ

・
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

簡
易

B
0
6
-
1
2
0
6
-
0
0
0
6

骨
格

構
造

義
肢

義
足

用
部

品
義

足
調

整
用

部
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細

C
0
3
-
0
3
0
0
-
0
3
0
6

装
具

下
肢

装
具

股
継

手
Ａ

　
ロ

ッ
ク

式
２

　
ス

ト
ッ

パ
ー

付
き

輪
止

め
式

詳
細

C
0
3
-
0
3
0
0
-
0
3
0
9

装
具

下
肢

装
具

股
継

手
Ａ

　
ロ

ッ
ク

式
３

　
レ

バ
ー

ロ
ッ

ク
式

詳
細

C
0
3
-
0
3
0
0
-
0
3
1
2

装
具

下
肢

装
具

股
継

手
Ａ

　
ロ

ッ
ク

式
４

　
ダ

イ
ヤ

ル
ロ

ッ
ク

式

詳
細

C
0
3
-
0
3
0
0
-
0
6
0
0

装
具

下
肢

装
具

股
継

手
Ｂ

　
遊

動
式

詳
細

C
0
3
-
0
3
0
0
-
0
9
0
0

装
具

下
肢

装
具

股
継

手
Ｃ

　
交

互
歩

行
式

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
0
3
0
3

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ａ

　
遊

動
式

１
　

普
通

型

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
0
3
0
6

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ａ

　
遊

動
式

２
　

オ
フ

セ
ッ

ト

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
0
6
0
3

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ｂ

　
ロ

ッ
ク

式
１

　
輪

止
め

式

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
0
6
0
6

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ｂ

　
ロ

ッ
ク

式
２

　
ス

ト
ッ

パ
ー

付
き

輪
止

め
式

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
0
9
0
0

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ｃ

　
ス

イ
ス

ロ
ッ

ク
式

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
1
2
0
0

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ｄ

　
横

引
き

式

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
1
5
0
0

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ｅ

　
ト

ラ
イ

ラ
テ

ラ
ル

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
1
8
0
0

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ｆ
　

ダ
イ

ヤ
ル

ロ
ッ

ク

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
2
1
0
3

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ｇ

　
多

軸
膝

１
　

遊
動

式

詳
細

C
0
3
-
0
6
0
0
-
2
1
0
6

装
具

下
肢

装
具

膝
継

手
Ｇ

　
多

軸
膝

２
　

固
定

式

詳
細

C
0
3
-
0
9
0
0
-
0
3
0
0

装
具

下
肢

装
具

足
継

手
Ａ

　
制

御
式

（
制

限
付

）

詳
細

C
0
3
-
0
9
0
0
-
0
6
0
3

装
具

下
肢

装
具

足
継

手
Ｂ

　
制

御
式

（
補

助
付

）
１

　
一

方
向

詳
細

C
0
3
-
0
9
0
0
-
0
6
0
6

装
具

下
肢

装
具

足
継

手
Ｂ

　
制

御
式

（
補

助
付

）
２

　
二

方
向

詳
細

C
0
3
-
0
9
0
0
-
0
9
0
0

装
具

下
肢

装
具

足
継

手
Ｃ

　
遊

動
式

簡
易

C
0
3
-
1
2
0
0
-
0
3
0
3

装
具

下
肢

装
具

あ
ぶ

み
Ａ

　
制

御
式

（
制

限
付

）
１

　
足

板
な

し

簡
易

C
0
3
-
1
2
0
0
-
0
3
0
6

装
具

下
肢

装
具

あ
ぶ

み
Ａ

　
制

御
式

（
制

限
付

）
２

　
足

板
付

簡
易

C
0
3
-
1
2
0
0
-
0
6
0
3

装
具

下
肢

装
具

あ
ぶ

み
Ｂ

　
制

御
式

（
補

助
付

）
１

　
一

方
向

簡
易

C
0
3
-
1
2
0
0
-
0
6
0
6

装
具

下
肢

装
具

あ
ぶ

み
Ｂ

　
制

御
式

（
補

助
付

）
２

　
足

板
付

一
方

向

簡
易

C
0
3
-
1
2
0
0
-
0
6
0
9

装
具

下
肢

装
具

あ
ぶ

み
Ｂ

　
制

御
式

（
補

助
付

）
３

　
二

方
向

簡
易

C
0
3
-
1
2
0
0
-
0
6
1
2

装
具

下
肢

装
具

あ
ぶ

み
Ｂ

　
制

御
式

（
補

助
付

）
４

　
足

板
付

二
方

向

詳
細

C
0
3
-
1
2
0
0
-
0
9
0
0

装
具

下
肢

装
具

あ
ぶ

み
Ｃ

　
歩

行
あ

ぶ
み

簡
易

C
0
3
-
8
9
0
3
-
0
0
0
0

装
具

下
肢

装
具

そ
の

他
あ

ぶ
み

ゴ
ム

簡
易

C
0
3
-
8
9
0
6
-
0
0
0
0

装
具

下
肢

装
具

そ
の

他
タ

ー
ン

バ
ッ

ク
ル

簡
易

C
0
3
-
8
9
0
9
-
0
0
0
0

装
具

下
肢

装
具

そ
の

他
標

準
靴
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詳
細

C
0
3
-
8
9
1
2
-
0
0
0
0

装
具

下
肢

装
具

そ
の

他
装

具
用

制
御

装
置

簡
易

C
0
3
-
8
9
1
5
-
0
0
0
0

装
具

下
肢

装
具

そ
の

他
デ

ニ
ス

ブ
ラ

ウ
ン

簡
易

C
0
3
-
8
9
1
8
-
0
0
0
0

装
具

下
肢

装
具

そ
の

他
足

板

簡
易

C
0
3
-
8
9
2
1
-
0
0
0
0

装
具

下
肢

装
具

そ
の

他
支

柱

詳
細

C
0
6
-
1
2
0
0
-
0
0
0
0

装
具

上
肢

装
具

肩
継

手

詳
細

C
0
6
-
1
5
0
0
-
0
0
0
0

装
具

上
肢

装
具

肘
継

手

詳
細

C
0
6
-
1
8
0
0
-
0
0
0
0

装
具

上
肢

装
具

手
継

手

簡
易

C
0
6
-
2
1
0
0
-
0
3
0
0

装
具

上
肢

装
具

把
持

装
具

用
部

品
フ

レ
ク

サ
ー

ヒ
ン

ジ

簡
易

C
0
6
-
2
1
0
0
-
0
6
0
0

装
具

上
肢

装
具

把
持

装
具

用
部

品
Ｂ

．
Ｆ
．

Ｏ

簡
易

C
0
6
-
2
4
0
0
-
0
0
0
0

装
具

上
肢

装
具

指
装

具
用

部
品

簡
易

C
0
6
-
8
9
0
3
-
0
0
0
0

装
具

上
肢

装
具

そ
の

他
支

柱

簡
易

C
0
9
-
0
3
0
0
-
0
0
0
0

装
具

体
幹

装
具

斜
頸

枕
用

部
品

簡
易

C
0
9
-
0
6
0
0
-
0
0
0
0

装
具

体
幹

装
具

ミ
ル

ウ
ォ

ー
キ

ー
ネ

ッ
ク

リ
ン

グ

簡
易

C
0
9
-
0
9
0
0
-
0
0
0
0

装
具

体
幹

装
具

前
方

支
柱

簡
易

C
0
9
-
1
2
0
0
-
0
0
0
0

装
具

体
幹

装
具

後
方

支
柱

簡
易

C
0
9
-
1
5
0
0
-
0
0
0
0

装
具

体
幹

装
具

ア
ウ

ト
リ

ガ
ー

簡
易

C
0
9
-
1
8
0
0
-
0
3
0
0

装
具

体
幹

装
具

蝶
番

Ａ
　

二
重

式

簡
易

C
0
9
-
1
8
0
0
-
0
6
0
0

装
具

体
幹

装
具

蝶
番

Ｂ
　

一
重

式

簡
易

C
0
9
-
2
1
0
0
-
0
0
0
0

装
具

体
幹

装
具

前
方

支
柱

固
定

金
具

詳
細

D
0
0
-
0
3
0
0
-
0
3
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
頭

部

詳
細

D
0
0
-
0
3
0
0
-
0
6
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
体

幹
部

詳
細

D
0
0
-
0
3
0
0
-
0
9
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
骨

盤
・
大

腿
部

詳
細

D
0
0
-
0
3
0
0
-
1
2
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
足

部

簡
易

D
0
0
-
0
6
0
0
-
1
5
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
ベ

ー
ス

体
幹

部

簡
易

D
0
0
-
0
6
0
0
-
1
8
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
ベ

ー
ス

骨
盤

・
大

腿
部

簡
易

D
0
0
-
0
6
0
0
-
2
1
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
ベ

ー
ス

体
幹

部
、

骨
盤

・
大

腿
部

供
用

型

簡
易

D
0
0
-
0
6
0
0
-
2
4
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
ベ

ー
ス

体
幹

部
、

骨
盤

・
大

腿
部

一
体

型

簡
易

D
0
0
-
0
6
0
0
-
2
7
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
ベ

ー
ス

体
幹

部
・
骨

盤
・
大

腿
部

・
足

部
一

体
型

簡
易

D
0
0
-
0
6
0
0
-
3
0
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
ベ

ー
ス

上
肢

・
体

幹
部

・
骨

盤
・
大

腿
部

・
足

部
一

体
型

簡
易

D
0
0
-
0
9
0
0
-
3
3
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
調

整
用

部
品

体
幹

部

簡
易

D
0
0
-
0
9
0
0
-
3
6
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
調

整
用

部
品

骨
盤

・
大

腿
部

簡
易

D
0
0
-
0
9
0
0
-
3
9
0
0

座
位

保
持

装
置

支
持

部
調

整
用

部
品

足
部

簡
易

D
0
0
-
1
2
0
0
-
0
3
0
0

座
位

保
持

装
置

身
体

保
持

部
品

胸
お

よ
び

顎
パ

ッ
ト

簡
易

D
0
0
-
1
2
0
0
-
0
4
0
0

座
位

保
持

装
置

身
体

保
持

部
品

胸
お

よ
び

上
肢

パ
ッ

ト

簡
易

D
0
0
-
1
2
0
0
-
0
6
0
0

座
位

保
持

装
置

身
体

保
持

部
品

体
幹

パ
ッ

ド

簡
易

D
0
0
-
1
2
0
0
-
0
9
0
0

座
位

保
持

装
置

身
体

保
持

部
品

腰
部

パ
ッ

ド
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簡
易

D
0
0
-
1
2
0
0
-
1
2
0
0

座
位

保
持

装
置

身
体

保
持

部
品

内
転

防
止

パ
ッ

ド

簡
易

D
0
0
-
1
2
0
0
-
1
5
0
0

座
位

保
持

装
置

身
体

保
持

部
品

膝
パ

ッ
ド

簡
易

D
0
0
-
1
2
0
0
-
1
8
0
0

座
位

保
持

装
置

身
体

保
持

部
品

ベ
ル

ト
部

品

簡
易

D
0
0
-
1
2
0
0
-
2
1
0
0

座
位

保
持

装
置

身
体

保
持

部
品

大
腿

部
パ

ッ
ド

簡
易

D
0
0
-
1
2
0
0
-
2
4
0
0

座
位

保
持

装
置

身
体

保
持

部
品

下
腿

部
パ

ッ
ド

詳
細

D
0
0
-
1
5
0
0
-
0
3
0
0

座
位

保
持

装
置

構
造

フ
レ

ー
ム

屋
内

用
小

車
輪

の
み

詳
細

D
0
0
-
1
5
0
0
-
0
6
0
0

座
位

保
持

装
置

構
造

フ
レ

ー
ム

屋
外

用
大

車
輪

あ
り

詳
細

D
0
0
-
1
8
0
0
-
0
3
0
0

座
位

保
持

装
置

継
手

部
品

頸
部

継
手

詳
細

D
0
0
-
1
8
0
0
-
0
6
0
0

座
位

保
持

装
置

継
手

部
品

腰
部

継
手

詳
細

D
0
0
-
1
8
0
0
-
8
9
0
3

座
位

保
持

装
置

継
手

部
品

そ
の

他
Ａ

　
ア

ー
ム

レ
ス

ト
用

詳
細

D
0
0
-
1
8
0
0
-
8
9
0
6

座
位

保
持

装
置

継
手

部
品

そ
の

他
Ｂ

　
下

肢
用

詳
細

D
0
0
-
1
8
0
0
-
8
9
0
9

座
位

保
持

装
置

継
手

部
品

そ
の

他
Ｃ

　
テ

ィ
ル

ト
用

簡
易

D
0
0
-
2
1
0
0
-
0
0
0
0

座
位

保
持

装
置

固
定

金
具

部
品

簡
易

D
0
0
-
8
9
0
0
-
0
3
0
0

座
位

保
持

装
置

そ
の

他
カ

ッ
ト

ア
ウ

ト
テ

ー
ブ

ル

簡
易

D
0
0
-
8
9
0
0
-
0
6
0
0

座
位

保
持

装
置

そ
の

他
ア

ー
ム

レ
ス

ト

簡
易

D
0
0
-
8
9
0
0
-
0
9
0
0

座
位

保
持

装
置

そ
の

他
支

持
部

カ
バ

ー

簡
易

D
0
0
-
8
9
0
0
-
1
2
0
0

座
位

保
持

装
置

そ
の

他
小

部
品
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 ３
．
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討

 
完

成
用
部

品
用

部
品
の

掲
載

レ
イ
ア

ウ
ト

に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
と

す
る

こ
と

と
し

た
。

 
（

１
）
詳

細
版

の
イ
メ

ー
ジ
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 （
２
）
簡
易
版
の
イ
メ
ー
ジ
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４．詳細情報の入力手順について 
義肢装具等完成用部品ハンドブックに掲載する情報は、以下の２種類の方法のうち、いず

れかの方式により、当該部品のメーカー等に入力いただくこととした。 
 

（１）ログイン画面から部品ごとに入力いただく方法 
 

①「登録部品 一覧／検索」を選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ハンドブックに掲載したい「完成用部品コード」をクリック 
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③入力フォームの最下層にある「ハンドブック用データ」の入力欄に情報を入力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文字入力のルール 
〇半角英数  〇全角かな 

 

入力項目 
 〇商品名（任意） ：４０文字以内 
 〇ポイント（必須） ：１５０文字以内 
 〇適合部品（任意）： 

当該部品を使用するために必須の部品のみ、型番または部品コードを入力する 
 〇部品構造図（必須）： 
  新たに収集する画像ファイル（JPEG,GIF,PNG） 
 〇組立・加工後（任意）： 
  新たに収集する画像ファイル（JPEG,GIF,PNG） 

 

中略 
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（２）エクセル様式をダウンロードして入力する方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文字入力のルール 
 〇半角英数  〇全角かな 
 

入力項目 
 〇商品名（任意） ：４０文字以内 
 〇ポイント（必須） ：１５０文字以内 
 〇適合部品（任意）： 

当該部品を使用するために必須の部品のみ、型番または部品コードを入力する 
 〇部品構造図（必須）： 
  新たに収集する画像ファイル（JPEG,GIF,PNG） 
 〇組立・加工後（任意）： 
  新たに収集する画像ファイル（JPEG,GIF,PNG） 
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Ⅲ．完成用部品の解説 

 検討委員会の議論を踏まえ、ハンドブック第１章に掲載する完成用部品の解説等について、

以下のとおり取りまとめた。 
 
１．補装具で取り扱う完成用部品 
【義肢・装具・座位保持装置の構成】 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２

３号）第７６条に基づく補装具の種目、購入又は修理に要する費用の算定等に関する基準

（平成１８年厚生労働省告示第５２８号）に規定する義肢、装具及び座位保持装置等に係

る取扱要領が別紙にて定められている。 

この取扱い要領で示されている義肢・装具・座位保持装置の価格は、他の補装具とは異

なり、下記のとおり基本価格、製作要素価格、完成用部品価格の合計により価格が算出さ

れる。 

 
義肢・装具・座位保持装置の価格＝ 
①基本価格 ＋ ②製作要素価格 ＋ ③完成用部品価格 

 
①基本価格： 

採型（又は採寸）使用材料費及び義肢・装具・座位保持装置の名称、型式別・

採型区分別・身体部位別に設けられている基本工作に要する加工費の計 
 

②製作要素価格： 
材料の購入費及び当該材料を義肢・装具・座位保持装置の形態に適合するよう

に行う加工、組合せ、結合の各作業によって発生する価格の計 
 

③完成用部品の価格： 
 完成用部品の購入費及び当該部品の管理等に要する経費の計 

 
 

ここで扱われている完成用部品が、厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知「障

害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく補装具の種目、購入

又は修理に要する費用の額の算定等に関する基準に係る完成用部品の指定について」に掲

載されている部品のことである。 

この完成用部品は、義肢・装具・座位保持装置に関する部品を取扱うメーカーが厚生労

働省へ申請し、一定の基準を満たしているものが一覧として掲載されている。毎年、新し

い部品が申請され、掲載部品に追加される。そして、必要に応じて「価格変更」、「品番変

更」、「生産中止により廃番となり削除」等が更新され、毎年度完成用部品一覧の通知とし

て出ている。 

完成用部品は、義肢・装具・座位保持装置の３つの種目について、それぞれ専用のもの

として登録されている。ただし、義肢については製作方法によって使える部品が異なるた

め、殻構造義肢と骨格構造義肢で一覧が分かれている。 
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殻構造義手の構成例 

２．義肢 
（１）殻構造義肢 

甲殻類の肢体の構造と同様に、義肢に働く外力を殻で負担し支持すると同時に、この

殻の形が元の手足の外観を整える構造の義肢である。ソケットと完成用部品、そして部

品同士を支持部で繋ぎ、義肢として組み立てる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①殻構造義肢 義手用部品 
義手は、装飾用、作業用、能動式と様々な義手の製作に殻構造が用いられている。

特例補装具で支給される筋電電動義手用部品も、部品確認ができるよう殻構造義肢の

義手用部品の中に筋電電動義手用の部品も掲載されている。 
 

＜殻構造義手の構造図＞          ＜電動筋電義手の構造図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  （ａ）肩継手 

生体の肩関節の働きを代償するための継手部品で体幹部と上腕部を繋ぐ。肩の屈曲、

伸展、外転などの動きを代償する機能をもつ 
（ｂ）肘継手 

生体の肘関節を代償するための継手部品で上腕部と前腕部を繋ぐものであり、その

動きにより、硬性たわみ式、単軸ヒンジ、多軸ヒンジ式、倍動ヒンジ、能動単軸ブロ

ック式、手動単軸ブロック式、作業幹部式などがある 

（ｃ）手継手 

殻構造大腿義足の構成例 
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前腕部と手部を繋ぐ部品である。手先具の付け外しや手関節の回内・外や、掌・背

屈の動きを再現させるために、面摩擦式、軸摩擦式、迅速交換式、屈曲式、作業用幹

部式、手部コネクタなどがある 

（ｄ）手先具 

手の外観、把持、引っかけるなど手の持つ機能を再現するために、能動ハンド、能

動フック、装飾ハンド、装飾手袋（コスメチックグラブ）、作業用手先具などがある 

（ｅ）その他 ケーブルセット 

コントロールケーブルのためのケーブルセット 

（ｆ）その他 ハーネス部品 

ハーネスに使う腋窩パットなど 

（ｇ）その他 フック用先ゴム 

能動ハンドに取り付ける滑り止め用のゴム 

（ｈ）その他 断端袋 

ソケットを装着するときに断端にかぶせる靴下のような袋 

（ｉ）その他 電動ハンド 

電動義手用の手の形状をした電動の手先具 

（ｊ）その他 電動フック 

電動義手用のフックの形状をした電動の手先具 

（Ｋ）その他 リストユニット 

電動義手用の前腕部と手先具を接続するための部品 

（ｌ）その他 リストユニット用部品 

電動義手用のリストユニット使用の際に用いる小部品 

（ｍ）その他 コントローラー 

電動義手用の手先具の操作方法を制御する部品 

（ｎ）その他 コントローラー用部品 

電動義手用のコントローラー接続のための部品 

（ｏ）その他 ローテーター 

電動義手用の手先具の回内・回外を行う部品 

（ｐ）その他 コネクタブロック 

電動義手用のケーブル配線用のブロック 

（ｑ）その他 電極 

電動義手用の筋電位を感知するセンサー 

（ｒ）その他 接続ケーブル 

電動義手用で、電極用、バッテリー用など専用のコネクタのついたケーブル 

（ｓ）その他 エルボーユニット 

電動義手用の肘継手で、能動的に動くものと電動のものがある 

（ｔ）その他 バッテリー 

電動義手用のバッテリー 

（ｕ）その他 バッテリーボックス 

電動義手用のバッテリーを固定するためのボックス 

（ｖ）その他 スイッチ 

電動義手用の電動で動作する手先具を操作するためのスイッチ 

（ｗ）その他 スイッチ用部品 

電動義手用の動きを操作するためのスイッチの周辺器具 
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（ｘ）その他 充電器 

電動義手用のバッテリー専用充電器 

（ｙ）その他 ライナーロックアダプタ 

ピンアタッチメントありのライナーを用いるときにソケット側でライナーを固定す

る部品 

（ｚ）その他 ライナー 

断端に被せて使う、シリコーンやウレタン等で出来た筒状の部品 

（ａａ）その他 その他の部品 
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②殻構造義肢 義足用部品 

殻構造義肢は、様々な部位の切断で使用できるが、近年骨格構造義足のモジュラー化

されたパーツが主流となり、殻構造義肢 義足用部品が使われる機会は減ってきている。

しかし、足部や足趾レベルの切断者に義足を製作する場合、高さの制約があるところで

も殻構造義肢の義足用部品は有効に使われるものが数多くある。 

＜殻構造義足の構成図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ａ）股継手 

骨盤部と大腿部を繋ぐ股関節の働きを代償する継手であり、ヒンジ継手とカナダ式

のブロックタイプがある 

（ｂ）膝継手 

大腿部と下腿部を繋ぐ膝関節の働きを代償する継手であり、ヒンジ継手、鉄脚、ブ

ロック継手がある 

（ｃ）足部 

足関節及び足部の働きを代償する部品であり、その構造により固定足部、単軸足部、

多軸足部、ＳＡＣＨ足部に分類されている。また、外観を整えた装飾足袋がある 

（ｄ）足部調整用部品 バンパー 

単軸、多軸等軸のある足部に用いるバンパー 

（ｅ）その他 吸着バルブ 

吸着式のソケットを製作するときに用いる部品である 

（ｆ）懸垂ベルト 

義足を懸垂するために用いる 

（ｇ）ＫＭＢウェッジ 

ＫＭＢ式のソケットを製作する際に用いる 

（ｈ）断端袋 

断端に被せる袋、断端の保護やソケットのきつさ調整などで用いる 

（ｉ）ライナーロックアダプタ 

ピンアタッチメントありのライナーを用いるときにソケット側でライナーを固定す

る部品 

（ｊ）ライナー 

断端に被せて使う、シリコーンやウレタン等で出来た筒状の部品 

（Ｋ）その他の部品 
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骨格構造義足の構成例 

義足を製作する上で必要となる小部品、ベルト付先ゴム、ＳＡＣＨ用アンクルブロ

ック、リアルソックス、先ゴム、踵ゴム、スプリングゴム、前止金具、サイム用ボル

ト、ラミネーションポスト、フットカバー、スペクトラソックス、除圧パッド等があ

る 

 
（２）骨格構造義肢 

人体の構造と同様に、中心軸に沿って継手やパイプなどの骨格構造用パーツで義肢に

働く外力を支持し、外観は軟性フォームなどで整える構造の義肢である。ソケットやソ

フトインサートなどの人体との接合部以外は様々な完成用部品を選択し、切断者に合わ

せた義肢を製作する。骨格構造義肢が普及したことにより、義足の股継手・膝継手・足

部などで様々な機能を持ったパーツが開発され、登録される完成用部品数が増えてきて

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①骨格構造義手 義手用部品 
ソケットより遠位部が、完成用部品の組み合わせにより組み立てられる骨格構造義手

で使われる。登録されている部品は装飾用のみである。 
 
＜骨格構造義手の構成図＞ 
 

  

骨格構造義手の構成例 
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（ａ）肩継手 

生体の肩関節の働きを代償するための継手部品で体幹部と上腕部を繋ぐ。肩の屈曲、

伸展、外転などの動きを代償する機能をもつ 

（ｂ）肘継手 

生体の肘関節を代償するための継手部品で上腕部と前腕部を繋ぐもの 

（ｃ）手継手 

前腕部と手部を繋ぐ部品である。手先具の付け外しや手関節の回内・回外や、掌屈・

背屈の動きを再現させる 

（ｄ）義手調整用部品 ソケットアダプタ 

ソケットとチューブ等の部品を接続するための部品 

（ｅ）義手調整用部品 チューブ 

義手の長さを調整するためのパイプ 

（ｆ）手先具 

手の外観を整えるなど手の持つ機能を再現するために、装飾ハンド、手袋（コスメ

チックグラブ）などがある 

（ｇ）外装部品 コネクションプレート 

フォームカバーをソケットアダプタに着脱できるようにする部品 

（ｈ）外装部品 フォームカバー 

義手の形状を整えるための部品 

（ｉ）その他 断端袋 

断端に被せる袋、断端の保護やソケットのきつさ調整などで用いる 

（ｊ）その他 ハーネス部品 

ハーネスが腋窩に食い込むのを防ぐパットなどハーネスに用いる部品 

（ｋ）その他 ライナーロックアダプタ 

ピンアタッチメントありのライナーを用いるときにソケット側でライナーを固定す

る部品 

（ｌ）その他 ライナー 

断端に被せて使う、シリコーンやウレタン等で出来た筒状の部品 

（ｍ）その他 その他の部品 

断端に被せて使う、シリコーンやウレタン等で出来た筒状の部品 
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②骨格構造義足 義足用部品 

ソケットやソフトインサートなどの人体との接合部より遠位部を、様々な完成用部品

の組み合わせにより製作する骨格構造義足に用いる部品である。股継手・膝継手・足部

など様々な機能を持ったパーツが開発され、完成用部品として登録されている。股義足・

大腿義足・膝義足・下腿義足で部品の比較を行うときなど簡便に取り換えが可能になっ

ている。 

 

  ＜骨格構造義足の構成図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ａ）股継手 

骨盤部と大腿部を繋ぐ股関節の働きを代償する継手である 

（ｂ）膝継手 

大腿部と下腿部を繋ぐ膝関節の働きを代償する継手。単軸と多軸があり立脚相制御

と遊脚相制御の組み合わせで多くの種類がある 

（ｃ）足継手 

下腿部と足部を接続する継手で、動きのない固定式（SACH 足用）と底屈・背屈の動

きや内反・外反の動きを再現する遊動式がある 

（ｄ）義足調整用部品 ブロック 

ソケットと完成用部品を繋ぐ木製やウレタン製の部品 

（ｅ）義足調整用部品 コネクタ 

金属性の接続部品、ソケットと完成用部品や完成用部品同士を繋ぐ部品 

（ｆ）義足調整用部品 チューブ 

義足長を調整するパイプ、パイプだけのものと、接続機構が組み込まれたものがあ

る 

（ｇ）義足調整用部品 クランプアダプタ 

チューブと他の完成用部品を接続するための部品 

（ｈ）ターンテーブル 

座位時に股関節の回旋の動きを代償するための部品 
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（ｉ）足部 

足関節及び足先の働きを代償する部品であり、その構造により SACH 足部、単足部、

多軸足部、サイム用足部に分類されている 

（ｊ）義足調整用部品 バンパー 

単軸、多軸等軸のある足部に用いるバンパー 

（ｋ）義足調整用部品 ボルト 

足部を足継手と接続するためのボルト 

（ｌ）外装用部品 保護カバー 

フォームカバーの中などで膝継手の動きを妨げないように膝継手に取り付ける部品 

（ｍ）外装用部品 コネクションプレート 

フォームカバーを足部に固定し、着脱できるようにするための部品 

（ｎ）外装用部品 フォームカバー 

義足の形状を整えるための部品 

（ｏ）外装用部品 ストッキネット 

フォームカバーの上に被せ、衣服が滑りやすくする部品 

（ｐ）外装用部品 リアルソックス 

義足を生体の質感に近づけるための部品 

（ｑ）その他 吸着バルブ 

吸着式のソケットを製作するときに用いる部品である 

（ｒ）その他 懸垂ベルト 

義足を懸垂するために用いる。 

（ｓ）ＫＭＢウェッジ 

ＫＭＢ式のソケットを製作する際に用いる部品 

（ｔ）断端袋 

断端に被せる袋、断端の保護やソケットのきつさ調整などで用いる 

（ｕ）その他 バッテリーキット 

電子制御が組み込まれた完成用部品に用いる専用電池 

（ｖ）その他 ライナーロックアダプタ 

ピンアタッチメントありのライナーを用いるときにソケット側でライナーを固定す

る部品 

（ｗ）その他 ライナー 

断端に被せて使う、シリコーンやウレタン等で出来た筒状の部品 

（ｘ）その他 その他の部品 

足の形状を整え吸着のためのポンプなどの小部品 
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３．装具 
装具とは，四肢体幹の機能障害を目的として使用する補助器具であるが、装具に用いる

完成用部品はその使用部位により下肢装具、体幹装具、上肢装具に区分されている。 

 
①下肢装具 

下肢に対して製作する装具で使う部品になる。継手など身体形状に合わせて曲げ加工

や長さを調整して使う。 

   
＜下肢装具の構成図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ａ）股継手 

体幹支持部と大腿支持部、または、左右の大腿支持部を繋ぐ部品 

（ｂ）膝継手 

大腿支持部と下腿支持部を繋ぐ部品、遊動と固定機能を持つものがあり、固定の方

法も選択できる 

（ｃ）足継手 

下腿支持部と足部支持部を繋ぎ、ストッパーやバネなどにより足関節の動きを制御

できるものもある 

（ｄ）あぶみ 

足継手と足部支持部または靴等を繋ぐ部品、免荷装具用の部品もある 

（ｅ）その他 あぶみゴム 

歩行あぶみ用のゴム 

（ｆ）その他 ターンバックル 

継手を屈曲または伸展させるための部品 

（ｇ）その他 標準靴 

装具製作用に造られた半完成の靴 

（ｈ）その他 装具用制御装置 

装具の動きを制御するために取り付ける部品 
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（ｉ）その他 デニスブラウン 

デニスブラウン副子で用いられる部品 

（ｊ）その他 足板 

靴底用の板や歩行あぶみ用の金属の板 

（ｋ）その他 支柱 

継手と支持部を繋ぐ役目をしている 
 
 
②体幹装具 
体幹装具の完成用部品は、斜頸枕用部品と側弯用装具であるミルウォーキー装具に用

いる部品が登録されている。 
 
＜体幹装具の構造図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（ａ）斜頸枕用部品 

斜頸枕製作時に用いる部品。頚椎の角度を変更できる。 

（ｂ）ミルウォーキーネックリング 

側弯症装具のミルウォーキー型に用いるリング状の部品 

（ｃ）前方支柱 

側弯症装具のミルウォーキー型に用いる体幹を前方から支える支柱 

（ｄ）後方支柱 

側弯症装具のミルウォーキー型に用いる体幹を後方から支える支柱 

（ｅ）アウトリガー 

側弯症装具のミルウォーキー型に用いる支持部より伸び、ベルトを引っ掛けたり矯

正パッドをつけるための部品 

（ｆ）蝶番 

側弯症装具のミルウォーキー型に用いる蝶番 

（ｇ）前方支柱固定金具 

前方支柱を支持部に固定する部品。蝶番式がある。  
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③上肢装具 
上肢装具で使う部品である。継手は必要な肢位に固定するため、身体に合わせた曲げ

加工や長さの調節を行う。 

 
  ＜上肢装具の構成図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ａ）肩継手 

上肢と体幹を繋ぎ、肩関節を必要な肢位で固定するための部品 

（ｂ）肘継手 

上腕部と前腕部を繋ぐ部品 

（ｃ）手継手 

前腕部と手部を繋ぐ部品 

（ｄ）把持装具用部品 

フレクサーヒンジ用部品やバランサー等に用いる部品 

（ｅ）指装具用部品 

指装具用部品 

（ｆ）その他 支柱 

継手に用いる支柱 
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４．座位保持装置 
体幹及び四肢の機能障害により座位姿勢を保持する能力に障害がある場合に用いられる

座位保持装置は、製作加工により製作するものや完成用部品の組み合わせにより座位保持

装置として機能を持たせている。 
 

＜座位保持装置の構成図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ａ）支持部 

頭部、体幹部、骨盤・大腿部、足部、体幹部・骨盤・大腿部一体型などで身体を支

える部品 

（ｂ）支持部ベース 

支持部を取り付ける土台となる部分で、体幹部、骨盤・大腿部、体幹部、骨盤・大

腿部供用型、体幹部、骨盤・大腿部一体型、体幹部・骨盤・大腿部・足部一体型、上

肢・体幹部・骨盤・大腿部・足部一体型がある。 

（ｃ）支持部調整用部品 

パッドなどにより支持部を調整する。体幹部、骨盤・大腿部、足部用等がある。 

（ｄ）身体保持部品 

パッドやベルト部品であり、胸および顎パット、胸および上肢パット、体幹パッド、

腰部パッド、内転防止パッド、膝パッド、ベルト部品、大腿部パッド、下腿部パッド

がある。 

（ｅ）構造フレーム 

支持部を装置の使用目的に合わせた高さや角度に保持するためのもので、屋内用小

車輪のみと屋外用大車輪がある。 

（ｆ）継手部品 

想定的な位置や角度が変わる部分に用いる部品で、頭部を目的の位置に固定する頸

部継手や座と背を繋ぐ腰部継手、アームレスト用・ティルト用の継手がある。 

（ｇ）固定金具部品 

固定するための金具で、取り付け後は動かないところに用いる部品 
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（ｈ）その他 カットアウトテーブル 

座位保持専用のテーブル 

（ｉ）その他 アームレスト 

座位保持専用のアームレスト 

（ｊ）その他 支持部カバー 

支持部専用のカバー 

（ｋ）その他 小部品 

座位保持装置に用いる小部品 
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Ⅳ．義肢装具等完成用部品ＤＢシステムの課題と活用方策について 

１．今後の課題について 
（１）義肢装具等完成用部品ＤＢシステムの在り方について 

完成用部品用に係る新規・変更・削除データの更新作業について、一定のルールを設

け国立障害者リハビリテーションセンター研究所と連携して行っているものの、円滑な

データ移行等を行うには課題が残存し、継続して本システムの改良・開発及び、ルール

の明確化等を検討していく必要がある。 

本ＤＢシステムの利用者からは、新旧対照表の表示や削除された過去の部品を調べた

いとするニーズがある。 

一方で新規部品については、新しく指定されたことが一目でわかるような機能につい

てのニーズがあり、例えば新規部品に「NEW」などの表示をすることで閲覧者が容易に識

別できるようシステムの機能を拡充する必要がある。 

 （２）義肢装具等完成用部品ハンドブックの在り方について 
本年度、ハンドブック作成までのプロセスを整理したところであるが、必要な方へ提

供するには財源がないため書籍化が困難な状況である。 

完成用部品の指定通知は毎年度発出されるため、すぐに古い情報となってしまうため、

定常的に新刊を発行しないと浸透しにくいのではないかと想定される。 

 
２．今後の活用方策 

本ＤＢシステムは利用される層によって、そのニーズが大きく異なることから、区分して

検討を進める必要がある。今後、より多くの関係者に本ＤＢシステムを活用していただくた

めの具体的な方策について以下のように整理した。 
 

利用者層 活用方策 

１．市町村の立場 
 見積書内容の確認 

 部品に関する基礎知識 など 

２．更生相談所の立場 

 部品の機能や性能、価格 

 活用した事例 

 適合判定時の基礎情報 など 

３．メーカーの立場 

 類似する部品との相違 

 適合情報の提供 

 取扱説明書や動画による情報の提供 など 

４．研究職や専門職等の立場 

 適用例の作成 

 支給件数の把握 

 新規部品の開発 など 

５．その他 

 種目名称別コードの周知、連携 

 完成用部品コードを活用した各種統計 

 給付の適正化 など 
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３．まとめ 
 完成用部品用部品ＤＢシステムの運用にあたっては、課題で取り上げたように残存するシ

ステムの不具合等について早急に対応し、円滑かつ適正なデータ管理を行うため、国立障害

者リハビリテーションセンター研究所とより一層の連携を図り、ルールを統一化することと

したい。 
一方、利用者向けには様々な活用方策が考えられるため、検討委員会の議論の結果、需要

が高いことが分かった新規部品が一目で分かる表示についてシステム改修を行うことが求

められる。 
さらに順次、重要性や費用対効果等を勘案し、更なる機能の拡充やシステムの使い勝手向

上を検討することとする。 
 また、本年度検討したハンドブックについて、早急な書籍化は困難であるが書籍化するた

めの機能や体制は一定程度取りまとめを終えた。先ずは当協会のホームページ上でＰＤＦデ

ータを配信すると共に、どれほどのダウンロード数があるのか活用動向の調査を実施するこ

ととする。併せてダウンロード時に属性を問う仕組みとし、どのようなターゲットに向けて

発行すべきかの一助とする。 
 今後は障害者福祉の現場ニーズを踏まえ、ハンドブックの掲載内容等について継続的に検

討することや定常的に配布ができるような仕組みを検討し、ハンドブック活用の幅を広げる

こととしたい。 
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Ⅰ．事業概要 

１．目的 
当協会では、２００９年（平成２１年）度、厚生労働省から開発費の補助を受けて、障

害者や介護者の生の声と福祉用具の開発者や研究者を結ぶ｢福祉用具ニーズ情報収集・提

供システム（以下、本システム）｣を開発し、運用しているところである。

（https://www7.techno-aids.or.jp/） 

本システムは、障害のある方や介助されている方等から、よりよい福祉用具を作るため

のご意見やご要望、日常のお困り事などの情報を収集し、メーカーや研究者へ橋渡しする

ためのものである。 

本年度も、本システムを運用することにより、福祉機器のニーズと技術シーズの適切な

情報連携とその促進を図ることとした。 

また、シーズ・ニーズマッチング強化事業と連携し、障害当事者団体の実現性の高いニ

ーズを抽出し、まとめたものを本システムに蓄積することとした。 

 

（検討経過及びシステム概要） 

  ２００９年度（２１年度） 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの開発 

  ２０１０年度（２２年度） 福祉用具有識者会議の設置、システムの改良 

  ２０１１年度（２３年度） ・これまでに寄せられたご意見等の整理、分類の体系化 

・システムの有効活用に関する研究 

・システムの一部改良 

・本システムの課題と今後の方向性についての取り纏め 

  ２０１２年度（２４年度） ・生活便利用具の情報提供システムの検討 

               ・システムの一部改良（「ご意見」と「掲示板」の統合 

２０１３年度（２５年度） ・生活便利用具の情報提供システムの運用開始 

               ・ご意見等の募集 

  ２０１４年度（２６年度） ・生活便利用具情報提供システムの管理機能の拡充 

               ・シーズ・ニーズマッチング交流会にて 

                ニーズの情報を収集 

２０１５年度（２７年度） ・デザイン、操作性、利便性の大幅な回収 

             ・スマートフォンによる利用拡大 

２０１６年度（２８年度） ・シーズ・ニーズマッチング強化事業と連携し、 

              障害当事者団体のニーズを蓄積 

２０１７年度（２９年度） ・シーズ・ニーズマッチング強化事業で作成した、 

              ニーズ集の情報をシステムに集約 
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２．主な実施内容 
（１）本システムに寄せられたご意見等の分類・整理、体系化 

（２）障害当事者団体のニーズ蓄積 

（３）本システムに投稿されたニーズを障害者自立支援機器等開発促進事業の開発テーマの 

   参考例として情報を追加 

 

３．ニーズの収集状況 
障害者のニーズを踏まえた福祉用具の開発・普及を推進するため、平成２２年度から運

用している本システムにこれまで寄せられた、「要望・アイデア」、「新製品や技術」、「お

知らせ」の３項目について、直近４年間の投稿件数は以下の通りである。 

平成２９年度は、前年から５５件増加し、７０５件の投稿件数となった。 

（５年間の投稿件数） 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

投稿件数 ４８５件 ５２４件 ５６０件 ６５０件 ７０５件 

※平成３０年３月２６日現在の投稿件数 

（投稿者の属性） 

 
※平成３０年３月２６日現在の投稿件数 

属性別では利用者が最も多く、次いで障害者団体、福祉専門職の順に投稿件数が多かった。 

 

利用者
利用者
の家族

障害者
団体

医療
専門職

福祉
専門職

開発
事業者

流通
事業者

行政 その他 不明 合計

投稿
件数

２２４件
（32％）

３０件
（4％）

８８件
（12％）

２５件
（4％）

７１件
（10％）

３７件
（5％）

６件
（1％）

２６件
（4％）

６１件
（9％）

１３７件
（19％）

７０５件
（100％)
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４．主な投稿内容について（平成３０年度 新規投稿） 
今年度の主な投稿内容については以下の通り。 

 

種目 名称・機能 内容 

つえ 複数のロフストラ

ンド杖をまとめる

用具 

ロフストランド杖を２本使用しているので、片手を使用す

る際に杖を１本にまとめられる用具が欲しい。 

つえ 頑丈な白杖 白杖がすぐに折れたり曲がったりするので、曲がらない杖

が欲しい。 

車いす 積雪にも対応した

車いす 

積雪時は車いすで外出できないので、雪も対応した移動用

機器が欲しい。 

特殊寝台 移乗ロボット機器 ベッドから車いすへ簡単に移乗することができるロボッ

ト機器を開発して欲しい。 

特殊寝台 寝ている姿勢を記

憶できるベッド 

人の動きに合わせた動きをしてくれる電動ベッドが欲し

い。例えば、寝ている姿勢のパターンを記憶し、そのパタ

ーンに合わせて自動で動いてくれるベッドがあるとよい。 

移動用 

リフト 

狭い場所でも設置

できる移動機器 

日本の狭い住環境にも対応した、１階から２階へ移動する

ための機器が欲しい。 

移動用 

リフト 

お風呂と洗い場の

高さを容易に解消

してくれる機器 

入浴する時に、洗い場とお風呂のふちの差があり過ぎてお

風呂に入ることができないので、ロボット技術などを用い

て簡単に浴槽に入れる機器を開発して欲しい。 

その他 腕の力や握力が低

下しないバランサ

ー 

使用者の腕の力の方向や、利用者の力を生かすような、腕

を吊り上げるためのバランサー（腕の力や握力が低下する

ことなく、使用できる機器）があると良い。 

その他 車椅子一体型レイ

ンポンチョ 

電動車椅子ユーザーでも使えるような車椅子と一体型の

レインポンチョが欲しい。 

その他 カードを識別する

機器（用具） 

視覚に障害があり、銀行カードや診察券など同じサイズの

カードが様々有るなかで、人の助けを受けなければ認識で

きない状況にあるので、視覚に障害があっても、様々なカ

ードを簡単に識別できる機器（用具）を開発してほしい。 

その他 タッチパネルによ

る入力を補助する

機器（用具） 

視覚に障害があり、スマートフォンやタブレットのタッチ

バネルによる入力ができないので、視覚障害者でも簡易に

操作できるような機器又は用具を開発してほしい。 

その他 髪の毛を後ろで自

由に結ぶ 

先天性多発性関節拘縮症で腕を後ろまで回すことが出来

ないので、自分で髪の毛を後ろで簡単に結ぶことが出来る

ようになるものを開発してほしい。 
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形
状

（
タ

イ
ピ

ン
グ

し
易

い
形

状
物

を
ギ

ブ
ス

先
端

に
簡

単
に

着
脱

（
ク

リ
ッ

プ
や

洗
濯

挟
み

の
よ

う
な

片
手

で
着

脱
可

能
）

６
H

2
8

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

装
具

開
発

メ
ー

カ
視

覚
障

碍
者

用
歩

行
補

助
具

＜
ウ

ォ
ー

ク
リ

ー
ダ

ー
＞

視
覚

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 特

 徴
 -

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

1
.前

方
約

２
ｍ

以
内

に
障

害
物

を
検

出
す

る
と

イ
ヤ

ホ
ン

か
ら

音
で

通
報

し
ま

す
。

2
.障

害
物

に
近

づ
く

と
通

報
音

が
高

く
な

り
、

慣
れ

る
と

音
色

の
変

化
で

距
離

感
が

得
ら

れ
ま

す
。

3
.小

型
・

軽
量

(約
1

0
0

ｇ
)・

長
時

間
動

作
(単

四
電

池
２

個
で

約
1

0
0

時
間

)
4

.検
出

距
離

(1
m

/
1

.5
m

/
2

m
)と

音
量

(大
/
中

/
小

)お
よ

び
感

度
を

そ
れ

ぞ
れ

３
段

階
切

替
で

き
る

。
5

.首
に

掛
け

て
イ

ヤ
ホ

ン
で

聞
く

方
式

な
の

で
、

手
を

使
わ

ず
に

使
用

で
き

ま
す

。
6

.細
い

針
金

等
は

検
出

出
来

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
、

直
径

5
m

m
以

上
の

太
い

棒
は

近
づ

く
と

検
出

し
ま

す
。

注
意

）
　

他
の

補
助

具
や

超
音

波
を

使
う

器
具

の
近

く
等

で
は

、
障

害
物

が
無

く
て

も
通

報
音

が
出

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
　

装
着

し
た

高
さ

の
前

方
を

検
出

し
ま

す
、

足
下

に
は

反
応

し
な

い
か

ら
白

杖
等

と
併

用
し

て
下

さ
い

。
　

こ
の

装
置

は
歩

行
上

の
安

全
を

保
証

す
る

物
で

は
あ

り
ま

せ
ん

、
補

助
具

と
し

て
使

用
し

て
下

さ
い

７
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

福
祉

専
門

職
装

着
が

簡
単

で
壊

れ
に

く
い

装
具

そ
の

他
(障

害
児

用
)

簡
単

に
装

着
が

で
き

て
壊

れ
に

く
い

（
強

度
が

あ
る

）
補

装
具

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

そ
う

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
こ

ど
も

た
ち

も
嫌

が
る

こ
と

が
な

い
の

で
は

。

８
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

そ
の

他
("

")
体

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
装

具
肢

体
障

害
者

用
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用

簡
単

に
装

着
で

き
る

装
具

が
ほ

し
い

。
ソ

フ
ト

な
素

材
で

体
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
も

の
が

い
い

。

９
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

装
具

児
童

の
補

装
具

に
つ

い
て

で
す

。
娘

の
足

の
補

装
具

に
つ

い
て

困
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
意

見
を

い
た

だ
け

た
ら

と
思

い
ま

す
。

い
ま

ま
で

は
歩

行
中

に
使

用
す

る
た

め
、

学
校

用
と

家
用

に
2

つ
の

短
下

肢
装

具
を

利
用

し
て

お
り

ま
す

。
し

か
し

，
成

長
期

の
娘

は
、

身
長

体
重

が
一

気
に

伸
び

、
最

近
足

の
変

形
が

気
に

な
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
整

形
の

先
生

に
相

談
し

た
と

こ
ろ

、
こ

の
ま

ま
変

形
が

進
め

ば
、

歩
行

も
困

難
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

と
の

こ
と

で
し

た
。

そ
こ

で
、

変
形

を
少

し
で

も
防

ぐ
た

め
に

、
寝

て
い

る
と

き
に

つ
け

る
装

具
が

必
要

と
い

う
こ

と
で

、
市

の
方

へ
申

請
に

い
き

ま
し

た
が

、
装

具
は

2
具

ま
で

し
か

認
め

ら
れ

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
今

の
状

況
で

は
、

就
寝

時
の

装
具

が
必

要
な

状
況

な
の

で
、

次
回

か
ら

短
下

肢
装

具
は

１
具

の
み

に
し

ま
す

の
で

、
（

家
と

学
校

を
分

け
ず

ひ
と

つ
だ

け
に

し
ま

す
。

）
そ

れ
で

も
認

め
て

も
ら

え
ま

せ
ん

か
と

い
う

訴
え

に
も

答
え

は
変

わ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
今

回
の

よ
う

な
変

形
と

い
う

想
定

外
の

状
況

で
も

、
認

め
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
す

み
ま

せ
ん

が
、

ご
意

見
を

い
た

だ
け

る
と

助
か

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

１
０

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
装

具
利

用
者

の
家

族
側

湾
症

の
装

具
(T

L
S

O
)

そ
の

他
(側

湾
症

)
装

具
本

体
内

側
の

パ
ッ

ド
に

つ
い

て
要

望
で

す
。

装
具

本
体

と
接

着
剤

で
固

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

か
何

か
で

固
定

す
る

様
に

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

(マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
等

を
接

着
剤

で
装

具
本

体
に

く
っ

つ
け

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

あ
と

も
う

一
方

の
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

を
パ

ッ
ド

の
裏

側
に

く
っ

つ
け

て
お

く
)

要
す

る
に

パ
ッ

ド
を

着
脱

式
に

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？

パ
ッ

ド
は

厚
み

や
大

き
さ

を
微

調
整

し
な

が
ら

作
っ

て
も

ら
う

の
で

、
ひ

と
た

び
装

具
本

体
に

接
着

さ
れ

て
し

ま
う

と
同

じ
サ

イ
ズ

、
同

じ
形

状
の

も
の

を
予

備
と

し
て

作
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
ま

ず
難

し
い

と
み

え
ま

し
た

。
そ

こ
で

パ
ッ

ド
自

体
を

着
脱

式
に

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
そ

う
す

れ
ば

パ
ッ

ド
の

コ
ピ

ー
を

作
製

し
て

も
ら

う
こ

と
が

可
能

に
な

る
の

で
は

？
と

期
待

す
る

と
こ

ろ
で

す
。

パ
ッ

ド
の

替
え

を
入

手
す

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

痒
み

や
チ

ク
チ

ク
が

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。

少
し

で
も

快
適

に
装

具
を

着
用

で
き

る
様

、
ど

う
ぞ

ご
検

討
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。

１
１

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
装

具
利

用
者

簡
単

に
脱

着
可

能
な

リ
ハ

ビ
リ

訓
練

用
下

肢
装

具

肢
体

障
害

者
用

現
在

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
て

下
肢

の
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

し
、

長
下

肢
装

具
を

使
用

し
て

い
る

が
、

脱
着

に
時

間
が

か
か

る
。

歩
行

の
た

め
の

も
の

で
な

く
、

立
位

訓
練

の
た

め
に

簡
易

脱
着

式
の

長
下

肢
装

具
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

そ
の

よ
う

な
情

報
を

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

方
が

い
れ

ば
ご

連
絡

い
た

だ
き

た
い

。
ま

た
、

開
発

い
た

だ
け

る
と

同
じ

ニ
ー

ズ
を

持
っ

て
い

る
方

が
助

か
る

と
思

い
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
２

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)
装

具
障

害
者

団
体

右
下

肢
機

能
障

害
（

脊
髄

性
小

児
マ

ヒ
）

　
等

級
３

級
　

補
装

具
装

着
５

０
年

以
上

　
定

年
で

無
職

　
現

役
時

不
動

産
の

営
業

肢
体

障
害

者
用

問
題

点
　

①
足

首
が

上
下

し
な

い
（

バ
ネ

を
使

用
　

バ
ネ

が
よ

く
つ

ぶ
れ

る
）

　
　

　
　

②
歩

行
時

、
体

の
バ

ラ
ス

が
悪

く
　

左
右

に
揺

れ
ま

す
。

杖
は

、
使

用
し

て
い

ま
せ

ん
。

右
足

は
、

左
足

よ
り

５
セ

ン
チ

程
度

短
い

で
す

。
補

高
し

て
い

ま
す

。
座

骨
シ

ジ
し

て
い

ま
す

。
５

０
年

以
上

装
着

し
て

い
ま

す
が

、
改

善
点

は
膝

の
ス

イ
ス

ロ
ッ

ク
な

な
り

ま
し

た
。

で
き

れ
ば

ア
ド

バ
イ

ス
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

と

１
３

H
2

9
新

製
品

や
技

術
日

常
的

な
衛

生
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

装
具

利
用

者
ギ

プ
ス

肢
体

障
害

者
用

児
童

用
ギ

プ
ス

生
活

を
し

て
み

て
そ

の
不

自
由

さ
、

非
日

常
さ

に
初

め
て

気
が

つ
き

ま
し

た
。

開
発

段
階

で
す

が
プ

ラ
ス

テ
ィ

ッ
ク

樹
脂

で
網

目
の

よ
う

な
ギ

プ
ス

を
み

ま
し

た
。

是
非

日
本

の
技

術
で

実
用

化
さ

せ
て

く
だ

さ
い

。
蒸

れ
な

い
の

で
悪

臭
が

し
な

い
、

シ
ャ

ワ
ー

が
気

兼
ね

な
く

使
え

る
、

雨
の

日
も

困
ら

な
い

、
軽

量
超

音
波

治
療

が
ギ

プ
ス

の
ま

ま
受

け
ら

れ
る

。

１
４

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)車
い

す
移

動
以

外
座

位
保

持
装

置
 車

い
す

福
祉

専
門

職
足

台
高

齢
者

用
車

い
す

利
用

者
が

食
事

の
際

な
ど

に
、

フ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
か

ら
足

を
下

ろ
し

て
能

動
座

位
を

と
れ

る
足

台
が

ほ
し

い
で

す
。

手
作

り
し

よ
う

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
忙

し
い

介
護

職
の

た
め

に
、

廉
価

な
商

品
が

あ
れ

ば
良

い
と

思
い

ま
す

。
福

祉
用

具
カ

タ
ロ

グ
に

目
を

通
し

ま
し

た
が

、
な

い
に

等
し

い
し

、
牛

乳
パ

ッ
ク

等
の

手
作

り
は

手
間

が
か

か
り

す
ぎ

る
と

思
い

ま
す

。

１
５

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
音

の
識

別
を

正
確

に
行

う
機

器
聴

覚
障

害
者

用
難

聴
で

、
現

在
、

箱
形

補
聴

器
を

使
用

し
て

い
る

が
、

人
の

声
の

質
や

回
り

音
な

ど
の

影
響

を
受

け
、

聞
き

間
違

え
て

し
ま

う
ケ

ー
ス

が
あ

り
ま

す
。

音
量

調
整

は
可

能
で

す
が

、
雑

音
が

混
じ

っ
た

り
複

数
の

人
の

声
が

一
気

に
頭

に
入

る
と

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

１
６

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
イ

ア
リ

ン
グ

型
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
用

軽
く

、
小

さ
く

、
お

し
ゃ

れ
な

も
の

で
、

気
軽

に
つ

け
ら

れ
る

も
の

。
骨

震
動

の
も

の
で

、
う

る
さ

く
響

か
な

い
も

の
。

１
７

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

福
祉

専
門

職
雑

音
だ

け
が

聞
こ

え
な

い
耳

栓
そ

の
他

雑
音

（
他

利
用

者
の

声
等

）
で

不
安

定
に

な
っ

て
し

ま
う

利
用

者
向

け
で

す
。

耳
栓

の
中

に
機

械
を

取
り

付
け

、
雑

音
と

必
要

な
音

を
区

別
し

て
く

れ
る

耳
栓

が
あ

る
と

い
い

。
そ

れ
を

つ
け

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

が
し

い
環

境
で

も
落

ち
着

い
て

生
活

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

１
８

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

補
聴

器
補

聴
器

の
お

試
し

サ
ロ

ン
等

の
設

置
高

齢
者

に
多

く
見

ら
れ

る
補

聴
器

の
不

具
合

に
つ

い
て

で
す

が
、

2
－

3
回

ま
で

は
、

販
売

店
に

調
整

に
伺

う
も

の
の

、
改

善
さ

れ
な

い
と

結
局

、
つ

か
わ

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

色
々

な
タ

イ
プ

が
改

善
さ

れ
新

製
品

が
出

て
い

る
よ

う
で

す
が

本
人

の
生

活
改

善
に

つ
な

が
る

も
の

か
、

大
変

迷
い

ま
す

。
使

い
勝

手
、

生
活

環
境

な
ど

を
含

め
て

体
験

で
き

る
の

が
無

駄
な

費
用

も
な

く
望

ま
し

い
と

考
え

ま
す

。
特

定
の

メ
ー

カ
ー

に
捕

ま
る

こ
と

な
く

、
一

個
人

で
は

む
ず

か
し

い
取

り
組

み
で

も
あ

り
、

同
様

の
問

題
を

抱
え

る
人

は
潜

在
的

に
も

多
く

改
善

で
き

た
ら

良
い

か
と

思
い

ま
す

。

１
９

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
オ

ム
ロ

ン
補

聴
器

　
Ａ

－
４

，
　

Ａ
－

５
聴

覚
障

害
者

用
こ

れ
は

医
療

機
器

で
し

ょ
う

か
、

そ
れ

と
も

集
音

器
で

し
ょ

う
か

？
幼

年
時

中
耳

炎
で

右
の

神
経

が
麻

痺
し

て
聞

こ
え

な
く

な
り

ま
し

た
。

し
た

が
っ

て
今

は
左

耳
だ

け
で

補
聴

器
(オ

ム
ロ

ン
）

を
つ

け
て

い
ま

す
が

神
経

が
だ

め
に

な
っ

た
右

の
耳

に
つ

け
る

補
聴

器
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

御
回

答
お

願
い

し
ま

す
。

２
０

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
低

価
格

で
コ

ン
パ

ク
ト

な
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
用

理
想

の
補

聴
器

は
、

低
価

格
で

コ
ン

パ
ク

ト
な

も
の

で
あ

る
が

、
現

状
は

小
型

化
す

る
と

コ
ス

ト
が

高
く

な
る

。
こ

の
ジ

レ
ン

マ
を

解
消

で
き

れ
ば

い
い

と
思

う
。

２
１

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
補

聴
器

の
電

池
の

寿
命

聴
覚

障
害

者
用

機
種

に
よ

っ
て

電
池

の
寿

命
は

異
な

り
ま

す
が

、
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
２

週
間

ぐ
ら

い
し

か
も

ち
ま

せ
ん

。
会

社
の

会
議

な
ど

、
大

事
な

場
面

で
補

聴
器

の
電

池
が

切
れ

て
し

ま
う

と
困

る
の

で
、

太
陽

電
池

を
利

用
し

た
補

聴
器

が
普

及
す

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。
電

池
の

替
え

を
常

に
持

ち
合

わ
せ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
の

で
、

ソ
ー

ラ
ー

や
、

携
帯

電
話

の
よ

う
に

特
定

の
場

所
に

置
い

て
お

く
だ

け
で

充
電

で
き

る
よ

う
な

機
器

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

２
２

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
ハ

ウ
リ

ン
グ

し
て

い
る

こ
と

が
見

て
わ

か
る

補
聴

器

聴
覚

障
害

者
用

補
聴

器
を

耳
か

ら
外

し
て

い
る

と
き

に
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

て
も

、
補

聴
器

を
外

し
て

い
る

の
で

自
分

に
は

聞
こ

え
ず

、
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ハ

ウ
リ

ン
グ

を
起

こ
し

て
い

る
こ

と
が

目
視

で
わ

か
る

よ
う

な
機

能
が

欲
し

い
で

す
。

２
３

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
集

団
補

聴
シ

ス
テ

ム
（

磁
気

ル
ー

プ
シ

ス
テ

ム
な

ど
）

の
普

及

聴
覚

障
害

者
用

各
自

治
体

の
「

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

」
に

よ
り

、
公

共
施

設
に

は
集

団
補

聴
器

シ
ス

テ
ム

の
整

備
基

準
が

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

新
設

の
大

型
公

共
施

設
の

み
が

対
象

と
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
昔

か
ら

あ
る

公
共

施
設

に
は

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
の

普
及

が
進

ん
で

い
ま

せ
ん

。
さ

ら
に

公
共

施
設

の
職

員
に

問
い

合
わ

せ
て

も
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

の
存

在
自

体
を

知
ら

な
い

人
も

い
る

た
め

、
困

惑
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

集
団

補
聴

器
シ

ス
テ

ム
は

安
定

し
て

、
音

を
耳

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

な
の

で
、

使
用

環
境

の
拡

大
を

お
願

い
し

た
い

で
す

。

例
え

ば
、

自
動

車
を

運
転

し
て

い
る

場
合

は
、

車
内

に
い

る
全

員
が

正
面

を
向

い
て

い
る

こ
と

、
車

の
走

行
音

が
大

き
い

こ
と

が
原

因
で

会
話

が
難

し
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

車
載

用
の

磁
気

ル
ー

プ
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

ま
た

、
病

院
や

薬
局

で
は

医
師

や
看

護
師

が
マ

ス
ク

を
着

用
し

て
い

る
（

院
内

感
染

を
防

ぐ
た

め
外

せ
な

い
）

の
で

、
言

葉
が

読
み

取
り

づ
ら

く
な

り
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
施

設
で

は
磁

気
ル

ー
プ

な
ど

の
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

２
４

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
視

覚
ア

ラ
ー

ム
付

き
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
用

補
聴

器
を

は
ず

し
て

い
る

と
き

は
、

音
が

し
て

も
聞

こ
え

ま
せ

ん
。

電
池

が
な

く
な

っ
た

と
き

ハ
ウ

リ
ン

グ
し

て
い

る
と

き
そ

れ
ぞ

れ
見

て
分

か
る

L
E

D
表

示
等

が
つ

い
て

る
と

よ
い

の
で

す
が

。

２
５

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
補

聴
器

利
用

者
補

聴
器

聴
覚

障
害

者
用

海
外

の
も

の
が

だ
ん

だ
ん

強
く

な
り

日
本

の
も

の
は

コ
ス

ト
が

高
い

。
も

う
少

し
日

本
の

や
つ

の
コ

ス
ト

を
下

げ
て

ほ
し

い
。

２
６

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)運
動

時
補

聴
器

障
害

者
団

体
ス

ポ
ー

ツ
中

の
情

報
保

障
機

器
聴

覚
障

害
者

用
ス

ポ
ー

ツ
を

し
な

が
ら

で
も

聴
覚

障
害

者
が

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
れ

る
機

器
が

欲
し

い
。

２
７

H
2

1
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
排

泄
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

つ
え

祖
母

の
紙

お
む

つ
福

岡
県

に
住

む
専

業
主

婦
(5

9
歳

)で
す

。
知

り
合

い
の

施
設

関
係

者
か

ら
こ

の
サ

イ
ト

の
こ

と
を

聞
き

、
投

稿
し

ま
し

た
。

現
在

、
祖

母
(8

0
歳

)は
紙

お
む

つ
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
や

自
身

の
プ

ラ
イ

ド
か

ら
紙

お
む

つ
を

身
に

つ
け

た
く

な
い

と
い

つ
も

訴
え

ま
す

。
た

だ
、

お
む

つ
を

し
な

い
と

大
変

な
こ

と
に

な
る

た
め

、
家

族
と

し
て

も
悩

ん
で

い
ま

す
。

※
祖

母
は

外
出

時
の

み
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
ま

す
が

比
較

的
健

康
で

す
。

良
い

デ
ザ

イ
ン

の
紙

お
む

つ
を

探
し

て
い

け
ば

い
い

の
か

（
そ

の
よ

う
な

紙
お

む
つ

が
あ

る
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

…
）

、
祖

母
に

納
得

し
て

も
ら

え
る

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

続
け

て
い

け
ば

良
い

の
か

（
そ

の
場

合
、

ど
の

よ
う

な
話

を
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

）
も

わ
か

り
ま

せ
ん

。

こ
こ

の
ト

ピ
ッ

ク
に

書
き

込
ん

で
よ

い
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

よ
ろ

し
け

れ
ば

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
を

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
。

２
８

H
2

1
新

製
品

や
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
自

立
す

る
杖

フ
ェ

レ
ッ

ト
手

を
離

し
て

も
立

つ
杖

は
、

役
に

立
つ

。
Ｗ

Ｂ
Ｓ

ト
レ

た
ま

・
Ｎ

Ｈ
Ｋ

い
っ

と
６

け
ん

・
ぶ

ら
り

途
中

下
車

の
旅

で
紹

介
さ

れ
ま

し
た

。
利

用
者

の
多

く
が

、
室

内
で

利
用

し
て

い
ま

す
。

特
徴

●
前

方
に

車
輪

が
2

つ
、

後
方

に
ウ

レ
タ

ン
ブ

レ
ー

キ
　

3
点

で
自

立
し

ま
す

。
●

杖
を

持
ち

上
げ

ず
に

車
を

転
が

し
て

進
め

る
。

●
小

さ
な

袋
を

ぶ
ら

提
げ

る
フ

ッ
ク

が
あ

る
。

車
が

付
い

て
い

ま
す

が
、

ズ
ル

ズ
ル

転
が

ら
な

い
。

●
ア

ル
ミ

フ
レ

ー
ム

約
８

５
０

g
●

サ
イ

ズ
　

Ｓ
・

Ｍ
・

Ｌ
 /

７
５

・
８

０
・

８
５

ｃ
ｍ

ペ
ッ

ト
の

フ
ェ

レ
ッ

ト
と

散
歩

を
、

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
ま

す
。

高
齢

者
の

楽
し

い
歩

行
に

、
歩

行
補

助
具

２
９

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
開

発
メ

ー
カ

夢
の

進
む

杖
肢

体
障

害
者

用
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

(介
護

認
定

者
用

)

多
点

杖
よ

り
　

い
い

杖
の

開
発

を
進

め
て

く
だ

さ
い

歩
け

な
い

人
が

介
護

認
定

う
け

ま
す

が
歩

き
に

く
い

杖
だ

け
を

、
介

護
保

険
対

象
製

品
に

す
る

の
は

ど
う

か
。

多
点

杖
は

介
護

保
険

対
象

で
あ

る
が

、
使

用
者

は
元

気
に

な
っ

た
の

だ
ろ

う
か

介
護

認
定

者
は

、
現

状
維

持
の

ま
ま

、
歩

く
訓

練
を

せ
ず

に
筋

力
が

衰
え

て
い

く
元

気
な

高
齢

者
の

基
本

は
、

一
人

で
部

屋
の

中
を

歩
け

る
こ

と
。

歩
け

な
い

時
に

、
安

全
に

立
ち

上
が

り
　

調
子

の
良

い
時

に
、

移
動

し
や

す
い

杖
が

必
要

で
す

１
日

も
早

く
、

４
点

杖
以

上
の

夢
の

あ
る

　
使

用
者

が
、

歩
き

出
す

杖
の

開
発

が
必

要
で

す
。

介
護

保
険

の
枠

の
拡

大
が

、
理

想
的

な
高

齢
者

社
会

を
築

く
と

思
い

ま
す

。

３
０

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

白
杖

視
覚

障
害

者
用

白
杖

を
使

っ
て

い
て

、
溝

に
は

ま
っ

た
り

、
自

転
車

と
接

触
し

た
り

し
て

破
損

す
る

こ
と

が
多

い
。

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
、

も
っ

と
安

価
に

す
る

な
ど

の
方

法
で

利
用

者
の

買
い

替
え

の
際

の
負

担
が

減
る

と
い

い
で

す
。

３
１

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

段
差

お
知

ら
せ

白
杖

視
覚

障
害

者
用

段
差

が
あ

る
と

知
ら

せ
る

白
杖

。
歩

道
と

車
道

の
段

差
を

登
る

と
き

、
例

え
ば

ピ
ピ

ピ
と

知
ら

せ
る

も
の

。

３
２

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

音
声

ガ
イ

ド
付

き
白

状
視

覚
障

害
者

用
白

杖
が

現
在

い
る

場
所

を
感

知
し

て
、

目
的

地
ま

で
音

声
ガ

イ
ド

し
て

く
れ

る
と

助
か

る
。

ま
た

、
道

だ
け

で
は

な
く

て
、

白
杖

に
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

て
、

「
あ

と
〇

〇
メ

ー
ト

ル
で

障
害

物
で

す
」

と
、

障
害

物
を

感
知

し
て

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

能
が

あ
れ

ば
、

ぶ
つ

か
ら

ず
安

全
に

歩
く

こ
と

が
で

き
る

。

３
３

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

音
声

ガ
イ

ド
付

き
の

白
状

視
覚

障
害

者
用

一
人

で
外

を
歩

く
時

に
、

音
声

ガ
イ

ド
セ

ン
サ

ー
付

き
の

白
杖

が
あ

る
と

歩
き

や
す

い
と

思
う

。

３
４

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

小
型

カ
メ

ラ
付

き
白

杖
視

覚
障

害
者

用
白

杖
に

、
小

型
カ

メ
ラ

を
付

け
て

そ
の

映
像

（
障

害
物

や
段

差
、

曲
が

り
角

な
ど

）
を

音
声

（
イ

ヤ
ホ

ン
）

で
教

え
て

も
ら

え
る

よ
う

な
機

器
が

あ
れ

ば
嬉

し
く

思
い

ま
す

。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

等
を

利
用

し
て

も
、

屋
内

や
地

下
街

な
ど

に
問

題
が

あ
り

そ
う

な
の

で
、

独
自

に
判

別
で

き
る

機
器

の
ほ

う
が

単
独

歩
行

で
き

る
の

で
は

と
思

い
ま

す
。

３
５

H
2

2
新

製
品

や
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
自

立
す

る
杖

「
杖

の
置

き
場

に
困

る
」

と
云

う
Ｎ

ｏ
．

８
９

し
ん

さ
ん

の
ご

意
見

に
賛

同
が

多
い

の
に

驚
き

ま
し

た
。

私
が

最
近

開
発

し
た

自
立

す
る

杖
は

ア
イ

デ
ア

コ
ン

テ
ス

ト
で

優
秀

賞
に

選
ば

れ
ま

し
た

が
ま

だ
試

作
の

段
階

で
す

。
専

門
メ

ー
カ

ー
さ

ん
の

企
画

力
と

技
術

で
こ

れ
が

商
品

化
さ

れ
れ

ば
多

く
の

方
々

に
喜

ば
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
６

H
2

2
新

製
品

や
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

の
リ

ハ
ビ

リ
杖

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

症
の

す
く

み
足

改
善

用
の

リ
ハ

ビ
リ

杖
で

す
。

す
く

み
足

の
リ

ハ
ビ

リ
に

は
床

に
貼

っ
た

テ
ー

プ
を

踏
み

越
え

る
よ

う
に

し
て

歩
き

だ
す

こ
と

が
有

効
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
自

宅
や

リ
ハ

ビ
リ

施
設

で
は

い
つ

で
も

テ
ー

プ
を

貼
っ

て
お

く
こ

と
が

可
能

で
す

が
、

外
出

先
で

は
そ

う
は

い
き

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
使

い
慣

れ
た

ご
自

分
の

杖
に

レ
ー

ザ
ー

発
光

器
を

取
り

付
け

て
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

テ
ー

プ
を

床
に

貼
っ

て
い

る
の

と
同

じ
状

態
を

再
現

出
来

る
も

の
を

作
り

ま
し

た
。

手
元

の
ス

イ
ッ

チ
で

足
元

に
赤

い
レ

ー
ザ

ー
ラ

イ
ン

が
出

現
し

ま
す

。
現

在
埼

玉
の

リ
ハ

ビ
リ

病
院

に
て

実
証

試
験

中
で

す
。

い
ず

れ
歩

行
器

に
も

取
り

付
け

可
能

な
物

し
て

ゆ
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

３
７

H
2

2
新

製
品

や
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
半

身
不

自
由

な
か

た
で

も
一

人
で

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
、

脚
の

開
閉

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

利
き

足
で

不
自

由
な

足
、

脚
の

上
、

下
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
車

椅
子

で
向

き
あ

つ
て

手
の

上
、

下
運

動
お

し
ゃ

べ
り

し
な

が
ら

楽
し

く
で

き
ま

す
。

股
関

節
は

体
を

支
え

る
土

台
で

す
。

股
関

節
の

柔
軟

運
動

は
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
。

検
証

す
み

で
す

。

３
８

H
2

3
新

製
品

や
技

術
屋

外
の

移
動

つ
え

光
る

杖
「

あ
い

棒
」

光
る

杖
「

あ
い

棒
」

は
、

杖
グ

リ
ッ

プ
内

部
に

レ
バ

ー
を

上
下

さ
せ

る
こ

と
で

発
電

、
内

蔵
さ

れ
た

充
電

池
に

蓄
電

し
ま

す
。

蓄
電

さ
れ

た
電

気
に

よ
り

、
杖

の
グ

リ
ッ

プ
部

前
後

に
組

み
込

ま
れ

た
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

を
点

灯
し

ま
す

。
消

費
電

力
の

少
な

い
高

輝
度

Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ

ン
プ

に
よ

る
照

明
は

、
少

な
い

発
電

量
で

長
時

間
の

夜
間

歩
行

時
の

足
元

の
照

明
に

な
る

だ
け

で
は

な
く

、
夜

間
歩

行
中

の
事

故
防

止
に

繋
が

り
ま

す
。

ま
た

、
発

電
＋

蓄
電

に
よ

り
電

池
交

換
は

不
要

で
す

。
発

電
は

片
手

で
歩

き
な

が
ら

充
電

が
行

え
る

こ
と

が
特

徴
で

す
。

こ
の

杖
は

身
障

者
、

健
常

者
、

老
若

の
方

々
、

ア
ウ

ト
ド

ア
な

ど
で

ご
使

用
い

た
だ

く
だ

け
で

な
く

、
停

電
時

な
ど

の
緊

急
時

に
お

い
て

も
確

実
な

照
明

を
提

供
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
こ

の
杖

の
開

発
試

作
品

を
、

身
障

者
（

脳
梗

塞
に

よ
る

左
半

身
麻

痺
：

６
８

歳
）

の
方

に
１

年
間

使
用

い
た

だ
き

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
麻

痺
状

態
で

動
か

す
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

手
の

指
が

徐
々

に
動

く
よ

う
に

な
り

、
握

力
も

強
く

な
っ

た
と

喜
ん

で
い

た
だ

け
ま

し
た

。
ま

た
、

小
平

市
の

外
科

医
院

長
に

サ
ン

プ
ル

を
見

て
い

た
だ

き
、

発
電

作
業

に
よ

っ
て

安
心

し
て

手
の

指
の

運
動

が
出

来
る

だ
け

で
な

く
握

力
強

化
も

可
能

で
あ

る
、

と
評

価
い

た
だ

き
ま

し
た

。

３
９

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
そ

の
他

("
")

お
し

ゃ
れ

な
白

杖
盲

ろ
う

者
用

盲
ろ

う
者

は
白

杖
を

使
う

が
、

外
見

で
盲

ろ
う

者
と

わ
か

ら
な

い
人

が
プ

ラ
イ

ド
が

あ
り

、
使

わ
ず

に
生

活
し

て
い

る
人

が
い

る
。

外
を

歩
く

時
は

、
危

険
な

こ
と

も
多

い
の

で
、

見
た

目
が

お
し

ゃ
れ

な
白

杖
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
気

分
で

パ
ー

ツ
を

変
え

ら
れ

る
杖

が
あ

っ
た

ら
い

い
と

思
う

。

４
０

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
開

発
メ

ー
カ

見
て

す
ぐ

に
障

が
い

者
と

分
か

る
杖

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

に
は

、
白

色
の

杖
を

使
用

し
て

い
る

の
で

、
一

般
の

人
が

杖
を

見
れ

ば
す

ぐ
に

視
覚

障
害

者
だ

と
分

か
り

ま
す

。
肢

体
障

が
い

者
用

は
、

黄
色

の
杖

に
統

一
す

る
と

同
じ

よ
う

に
す

ぐ
に

分
か

る
と

思
う

の
で

、
外

出
時

の
気

分
的

な
負

担
が

軽
減

出
来

る
と

思
う

の
で

、
ル

ー
ル

化
を

し
て

も
ら

い
た

い
で

す
。

皆
さ

ん
の

ご
意

見
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

４
１

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

の
カ

フ
肢

体
障

害
者

用
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
の

カ
フ

は
衣

服
に

よ
り

太
い

も
の

と
細

い
も

の
が

あ
る

が
、

カ
フ

だ
け

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
で

寸
法

を
自

由
に

発
注

で
き

る
物

が
欲

し
い

。
取

り
外

し
可

能
な

カ
フ

だ
け

な
の

で
、

杖
の

メ
ー

カ
ー

と
の

兼
ね

合
い

も
あ

る
と

思
う

が
現

在
は

高
齢

者
を

対
象

に
し

た
細

い
も

の
し

か
な

い
よ

う
だ

。

４
２

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
つ

え
利

用
者

松
葉

杖
用

ポ
ー

チ
肢

体
障

害
者

用
自

身
が

膝
の

疾
患

で
、

長
年

松
葉

杖
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

特
に

、
両

松
葉

の
時

は
、

荷
物

が
持

て
な

い
の

で
リ

ュ
ッ

ク
や

斜
め

が
け

の
バ

ッ
グ

を
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

い
ち

い
ち

立
ち

止
ま

っ
て

バ
ッ

グ
か

ら
出

し
入

れ
す

る
の

は
時

間
も

か
か

る
の

で
、

ち
ょ

っ
と

し
た

物
を

サ
ッ

と
出

し
入

れ
で

き
る

方
法

を
考

え
て

思
い

付
き

ま
し

た
。

例
え

ば
、

病
院

で
の

会
計

の
時

、
財

布
と

、
受

け
取

っ
た

領
収

書
や

予
約

票
な

ど
を

こ
こ

に
入

れ
て

、
座

れ
る

と
こ

ろ
に

移
動

し
て

か
ら

バ
ッ

グ
に

し
ま

っ
た

り
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

職
場

内
で

移
動

す
る

際
に

も
、

小
さ

な
物

な
ら

い
ち

い
ち

バ
ッ

グ
を

持
た

な
く

て
も

こ
こ

に
入

れ
て

移
動

で
き

ま
す

。
試

作
品

な
の

で
、

手
持

ち
の

ポ
ー

チ
に

鳩
目

パ
ン

チ
で

穴
を

開
け

て
紐

を
通

し
て

み
た

だ
け

で
す

の
で

、
あ

ま
り

重
い

物
は

入
れ

ら
れ

ま
せ

ん
が

（
そ

も
そ

も
杖

が
使

い
に

く
く

な
り

ま
す

し
）

、
調

節
可

能
な

結
束

バ
ン

ド
や

ソ
フ

ト
ワ

イ
ヤ

ー
な

ど
、

も
う

少
し

強
度

の
あ

る
素

材
で

固
定

す
る

よ
う

に
し

て
、

服
に

合
わ

せ
て

ポ
ー

チ
も

色
々

付
け

替
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

と
、

松
葉

杖
で

の
外

出
も

、
少

し
楽

し
く

な
る

の
で

は
？

と
考

え
て

い
た

と
こ

ろ
、

貴
社

の
H

P
を

見
か

け
て

御
提

案
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

よ
ろ

し
く

御
検

討
願

い
ま

す
。

携
帯

で
撮

影
し

た
画

像
な

の
で

、
分

か
り

に
く

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
ポ

ー
チ

の
背

面
に

4
箇

所
穴

を
開

け
て

、
内

側
か

ら
紐

を
通

し
、

杖
の

長
さ

の
調

節
用

の
穴

に
通

し
て

結
び

付
け

て
い

ま
す

。

４
３

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

つ
え

障
害

者
団

体
摩

耗
し

に
く

い
杖

の
先

端
ゴ

ム
肢

体
障

害
者

用
杖

の
先

端
ゴ

ム
は

毎
日

使
用

す
る

の
で

、
摩

耗
・

消
耗

が
激

し
い

。
少

し
で

も
摩

耗
し

に
く

い
ゴ

ム
の

開
発

を
し

て
欲

し
い

。

４
４

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
日

常
的

な
衛

生
つ

え
障

害
者

団
体

頑
丈

な
白

杖
盲

ろ
う

者
用

白
杖

が
す

ぐ
に

折
れ

た
り

曲
が

っ
た

り
す

る
の

で
、

曲
が

ら
な

い
杖

が
欲

し
い

。

４
５

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

つ
え

障
害

者
団

体
白

杖
に

電
子

機
器

を
組

み
込

む
こ

と
の

是
非

視
覚

障
害

者
用

白
杖

使
用

者
で

す
。

こ
の

掲
示

板
の

過
去

ロ
グ

を
見

る
と

「
白

杖
に

セ
ン

サ
ー

を
組

み
込

め
ば

・
・

・
」

と
い

う
提

案
を

目
に

し
ま

す
。

白
杖

に
セ

ン
サ

ー
等

の
電

子
機

器
を

組
み

込
む

研
究

や
、

実
際

、
そ

の
よ

う
な

商
品

も
あ

り
ま

す
。

白
杖

を
使

っ
て

い
る

皆
さ

ん
は

、
そ

の
よ

う
な

白
杖

を
使

い
た

い
と

思
い

ま
す

か
？

　
私

は
、

N
O

で
す

。
以

下
、

そ
の

理
由

で
す

。
■

　
非

常
に

デ
リ

ケ
ー

ト
。

難
し

く
言

う
な

ら
「

質
量

」
「

慣
性

モ
ー

メ
ン

ト
」

「
剛

性
」

「
共

振
周

波
数

」
「

先
端

や
握

り
部

分
の

感
触

」
等

、
非

常
に

多
く

の
要

素
が

使
い

心
地

に
関

係
し

て
く

る
。

つ
ま

り
、

白
杖

は
体

の
一

部
と

い
う

わ
け

。
■

　
電

源
の

切
り

忘
れ

、
電

池
残

量
等

が
気

に
な

る
。

■
　

白
杖

本
体

は
消

耗
品

。
高

価
だ

と
紛

失
や

盗
難

も
気

に
な

る
。

■
　

シ
ョ

ッ
ク

や
水

に
弱

そ
う

。
（

そ
も

、
白

杖
は

路
面

を
叩

く
）

と
い

う
訳

で
、

私
は

、
シ

ン
プ

ル
で

軽
い

白
杖

を
愛

用
し

て
い

ま
す

。

４
６

H
2

9
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
つ

え
複

数
の

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

を
ま

と
め

る
用

具
肢

体
障

害
者

用
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

杖
を

２
本

使
用

し
て

い
る

の
で

、
片

手
を

使
用

す
る

際
に

杖
を

１
本

に
ま

と
め

ら
れ

る
用

具
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
７

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

歩
行

器
に

つ
い

て
現

在
、

レ
ン

タ
ル

可
能

な
歩

行
器

で
、

持
ち

手
高

さ
が

９
０

ｃ
ｍ

以
上

な
る

も
の

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
お

り
た

た
め

る
物

(簡
単

に
車

の
ト

ラ
ン

ク
に

収
納

可
能

な
物

）
が

無
い

と
思

い
ま

す
。

あ
れ

ば
ぜ

ひ
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

し
、

現
在

、
そ

の
よ

う
な

歩
行

器
が

無
い

様
で

し
た

ら
、

ぜ
ひ

と
も

開
発

し
て

頂
き

た
い

も
の

で
す

。

４
８

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
そ

の
他

(場
面

)小
物

歩
行

器
・

歩
行

車
ち

ょ
っ

た
し

た
カ

ゴ
が

あ
れ

ば
・

・
・

股
関

節
を

骨
折

し
、

且
つ

膝
も

悪
く

足
を

曲
げ

る
の

に
大

変
な

方
で

す
。

日
中

独
居

状
態

で
が

ん
ば

っ
て

み
え

ま
す

が
、

宅
急

便
の

対
応

や
、

新
聞

代
の

集
金

等
、

何
か

し
ら

玄
関

ま
で

移
動

す
る

機
会

が
あ

り
ま

す
。

玄
関

先
に

印
鑑

や
現

金
を

準
備

し
て

お
く

の
は

不
安

が
あ

り
、

い
つ

も
身

の
回

り
に

持
ち

歩
い

て
み

え
ま

す
。

現
在

、
レ

ン
タ

ル
で

シ
ン

フ
ォ

ニ
ー

を
使

用
頂

い
て

お
り

ま
す

が
、

バ
ッ

ク
に

都
度

出
し

入
れ

す
る

の
は

大
変

な
様

で
す

。
何

か
良

い
カ

ゴ
み

た
い

な
物

を
知

っ
て

い
る

方
が

み
え

ま
し

た
ら

教
え

頂
け

れ
ば

嬉
し

い
で

す
。

４
９

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
馬

蹄
型

歩
行

器
肢

体
障

害
者

用
馬

蹄
型

歩
行

器
で

、
在

宅
で

よ
り

使
用

し
や

す
い

も
の

を
！

1
.幅

、
高

さ
の

調
整

が
も

っ
と

出
来

る
も

の
。

　
例

え
ば

、
日

本
の

家
屋

事
情

や
体

格
を

考
え

れ
ば

幅
は

4
0

ｃ
ｍ

台
ま

で
狭

め
ら

れ
る

も
の

。
2

.抵
抗

器
、

ハ
ン

ド
ブ

レ
ー

キ
は

も
ち

ろ
ん

駐
車

ブ
レ

ー
キ

も
装

備
。

　
椅

子
や

ベ
ッ

ド
か

ら
の

移
乗

時
に

滑
る

。
　

ブ
レ

ー
キ

の
形

状
は

、
車

い
す

に
つ

い
て

い
る

よ
う

な
も

の
か

、
　

歩
行

車
の

よ
う

な
ハ

ン
ド

ブ
レ

ー
キ

を
下

げ
て

固
定

す
る

も
の

等
が

考
え

ら
れ

る
。

上
記

の
よ

う
な

機
能

を
持

っ
た

馬
蹄

型
歩

行
器

が
見

当
ら

な
い

の
で

是
非

開
発

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

５
０

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

利
用

者
の

家
族

ア
ル

コ
ー

そ
の

他
(高

齢
者

)
ア

ル
コ

ー
の

前
方

部
分

に
テ

ー
ブ

ル
を

付
け

る
。

５
１

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

利
用

者
歩

行
器

肢
体

障
害

者
用

赤
ち

ゃ
ん

が
使

っ
て

い
る

歩
行

器
の

大
人

用
が

あ
る

と
良

い
な

と
い

つ
も

思
い

ま
す

。
今

赤
ち

ゃ
ん

用
の

歩
行

器
あ

る
か

は
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
私

が
小

さ
い

頃
は

あ
り

ま
し

た
。

大
人

用
の

歩
行

器
は

、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
と

か
４

点
歩

行
器

と
か

、
手

す
り

が
付

い
て

い
る

も
の

だ
け

で
座

る
部

分
が

あ
り

ま
せ

ん
。

シ
ル

バ
ー

カ
ー

は
、

座
る

部
分

を
出

し
て

座
る

と
き

、
向

き
を

変
え

て
座

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
の

が
大

変
不

便
で

す
。

赤
ち

ゃ
ん

用
歩

行
器

の
よ

う
に

、
座

り
な

が
ら

足
で

歩
い

て
こ

げ
る

よ
う

な
も

の
が

欲
し

い
で

す
。

常
に

リ
ハ

ビ
リ

技
士

が
支

え
て

い
な

い
と

歩
行

練
習

が
出

来
な

い
よ

う
な

患
者

さ
ん

も
、

歩
行

練
習

が
出

来
る

の
に

と
い

つ
も

思
い

ま
す

。
私

は
線

維
筋

痛
症

と
い

う
病

気
で

自
分

が
使

い
た

い
の

で
す

が
、

リ
ハ

ビ
リ

技
士

と
し

て
脳

血
管

障
害

等
の

患
者

さ
ん

を
見

て
い

て
、

こ
う

い
う

歩
行

器
が

あ
っ

た
ら

良
い

と
思

い
ま

す
。

５
２

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

そ
の

他
(医

療
職

兼
利

用
者

の
家

族
)

歩
行

車
肢

体
障

害
者

用
小

脳
失

調
な

ど
が

あ
る

と
歩

行
車

ご
と

倒
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ジ
ャ

イ
ロ

ホ
イ

ー
ル

を
使

っ
た

よ
う

な
、

自
ら

た
ち

な
お

っ
て

く
る

歩
行

車
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

５
３

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

利
用

者
歩

行
サ

ポ
ー

ト
器

具
そ

の
他

(線
維

筋
痛

症
患

者
用

)
線

維
筋

痛
症

患
者

で
す

。
今

、
松

葉
杖

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
だ

と
ど

う
し

て
も

手
が

痛
い

の
で

す
。

握
力

が
な

く
、

ま
た

リ
ウ

マ
チ

の
よ

う
な

関
節

の
痛

み
も

あ
る

の
で

杖
が

し
っ

か
り

と
握

れ
ず

、
う

ま
く

体
を

支
え

る
こ

と
が

出
来

ま
せ

ん
。

ま
ず

、
松

葉
杖

を
使

っ
て

い
る

理
由

で
す

が
、

脚
が

痛
い

だ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

肩
や

背
中

、
腰

が
歩

く
た

び
に

痛
む

の
で

使
っ

て
い

ま
す

。
で

す
が

、
ど

う
し

て
も

片
側

に
体

重
が

寄
り

気
味

に
な

り
、

ま
た

支
え

る
の

に
脇

を
使

っ
て

い
る

た
め

片
側

ば
か

り
が

痛
む

結
果

で
す

。
そ

し
て

杖
を

持
つ

、
と

い
う

こ
と

自
体

が
手

の
痛

み
と

し
て

苦
痛

を
伴

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

今
は

そ
れ

ら
を

総
合

し
て

補
助

し
て

く
れ

る
器

具
が

な
い

の
で

、
そ

う
い

っ
た

場
合

に
で

も
使

え
る

、
例

え
ば

両
脇

で
支

え
て

手
で

持
つ

必
要

が
な

い
歩

行
器

、
な

ど
、

そ
う

い
っ

た
も

の
を

開
発

し
て

も
ら

え
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

是
非

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

５
４

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
歩

行
器

（
重

い
体

重
の

方
で

も
安

全
な

物
）

肢
体

障
害

者
用

そ
の

他
(肢

体
・

知
的

障
が

い
重

複
)

1
0

0
k
g
程

の
体

重
の

方
が

歩
行

器
を

使
わ

れ
る

が
、

知
的

に
障

が
い

が
あ

る
た

め
使

い
こ

な
し

方
が

悪
い

。
転

倒
が

あ
っ

た
の

で
、

安
全

で
使

い
や

す
い

物
が

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
歩

行
器

は
前

に
出

て
し

ま
い

や
す

い
。

５
５

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

福
祉

専
門

職
常

に
転

倒
の

危
険

が
あ

る
人

の
作

業
を

支
え

る
ウ

ォ
ー

カ
ー

そ
の

他
(転

倒
の

危
険

が
あ

る
人

)
当

施
設

の
生

活
介

護
に

は
、

重
度

の
て

ん
か

ん
発

作
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
常

に
脱

力
転

倒
の

危
険

が
あ

り
、

車
い

す
等

に
抑

制
し

た
ら

安
全

で
す

が
、

歩
け

る
方

な
の

で
ス

ト
レ

ス
に

も
な

り
、

み
ん

な
と

一
緒

に
作

業
に

参
加

で
き

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

、
ス

タ
ッ

フ
が

一
人

、
常

に
そ

ば
に

い
て

見
守

り
な

が
ら

作
業

を
し

、
転

倒
の

瞬
間

に
支

え
る

と
い

う
毎

日
で

す
。

施
設

側
の

人
手

も
大

変
で

す
が

、
本

人
に

と
っ

て
も

、
常

に
そ

ば
に

誰
か

が
い

る
の

は
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
そ

の
状

態
を

解
消

し
、

自
力

で
立

っ
て

歩
い

て
作

業
も

で
き

る
た

め
の

ツ
ー

ル
が

必
要

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

肢
体

不
自

由
の

方
が

使
用

す
る

ム
ー

ン
ウ

ォ
ー

カ
ー

に
、

作
業

台
が

融
合

し
た

よ
う

な
器

具
が

あ
れ

ば
、

本
人

の
自

主
的

な
意

思
で

行
動

し
、

作
業

で
き

る
環

境
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

す
。

５
６

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
視

覚
障

害
者

用
信

号
機

識
別

装
置

ほ
と

ん
ど

の
信

号
機

に
は

音
声

が
付

い
て

い
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

視
覚

障
害

者
は

危
険

な
思

い
を

し
な

が
ら

渡
っ

て
い

る
の

が
現

状
で

す
。

管
轄

の
警

察
な

ど
に

、
そ

の
よ

う
な

信
号

機
の

設
置

を
願

っ
て

も
す

ぐ
に

付
く

例
は

あ
ま

り
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

折
角

付
い

て
い

て
も

、
そ

の
音

が
う

る
さ

い
と

消
さ

れ
る

例
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
昨

今
の

画
像

処
理

技
術

な
ど

を
活

用
し

、
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
な

ど
で

信
号

機
を

捉
え

、
識

別
す

る
装

置
を

開
発

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

思
い

つ
い

た
ア

イ
デ

ア
な

の
で

こ
の

カ
テ

ゴ
リ

に
投

稿
し

ま
し

た
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者
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区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

５
７

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

利
用

者
軽

々
歩

行
器

　
(　

公
共

の
バ

ス
・

電
車

に
も

一
人

で
乗

れ
る

　
！

　
）

肢
体

障
害

者
用

腰
が

痛
ん

で
歩

け
な

い
人

た
ち

で
も

、
歩

行
器

が
あ

れ
ば

長
い

距
離

を
歩

く
こ

と
が

出
来

ル
人

は
実

は
ま

だ
い

っ
ぱ

い
い

ま
す

。
で

も
そ

ん
な

ひ
と

で
も

、
家

か
ら

出
て

い
け

な
く

な
る

の
は

、
歩

行
器

が
外

出
用

に
作

ら
れ

て
な

い
か

ら
で

す
。

歩
行

器
は

た
い

が
い

、
重

く
て

大
き

く
て

、
リ

ハ
ビ

リ
向

け
や

、
室

内
用

だ
け

に
な

っ
て

る
も

の
が

多
い

の
で

す
。

軽
く

て
、

丈
夫

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
た

た
め

る
、

安
定

性
も

考
慮

し
た

、
そ

ん
な

歩
行

補
助

器
が

欲
し

い
の

で
す

。
公

共
の

乗
り

物
に

も
乗

れ
る

よ
う

に
た

た
ん

で
軽

く
持

て
る

も
の

が
欲

し
い

で
す

。
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
カ

－
ト

は
歩

行
器

に
は

無
理

で
す

。

５
８

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

医
療

専
門

職
【

要
望

】
片

脚
歩

行
器

（
サ

イ
ド

ケ
イ

ン
）

の
改

良

肢
体

障
害

者
用

　
理

学
療

法
士

で
す

。
重

度
の

片
麻

痺
患

者
さ

ま
の

歩
行

練
習

を
行

う
際

、
片

脚
歩

行
器

（
サ

イ
ド

ケ
イ

ン
）

を
用

い
る

こ
と

が
多

々
あ

り
ま

す
。

そ
の

際
、

持
ち

上
げ

動
作

が
不

要
で

且
つ

体
重

を
か

け
る

と
ブ

レ
ー

キ
の

か
か

る
も

の
が

あ
る

と
練

習
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

る
と

以
前

か
ら

感
じ

て
い

ま
し

た
。

四
輪

歩
行

器
や

二
輪

歩
行

器
に

は
そ

の
よ

う
な

機
能

の
も

の
が

あ
る

の
に

、
な

ぜ
、

片
脚

歩
行

器
は

、
昔

か
ら

ゴ
ム

の
も

の
し

か
な

い
の

だ
ろ

う
と

不
思

議
で

す
。

高
齢

に
な

る
と

腕
の

筋
力

も
低

下
し

ま
す

し
、

認
知

面
の

障
害

を
伴

う
と

杖
の

操
作

が
難

し
い

方
も

多
い

で
す

。
　

そ
の

よ
う

な
製

品
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
も

し
、

無
い

の
で

し
た

ら
ど

な
た

か
作

っ
て

い
た

だ
け

な
い

か
な

と
思

い
ま

す
。

５
９

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

医
療

専
門

職
歩

行
器

（
固

定
式

・
交

互
式

）
肢

体
障

害
者

用
失

調
の

あ
る

方
の

屋
内

移
動

の
た

め
に

、
歩

行
器

（
キ

ャ
ス

タ
ー

の
付

い
て

い
な

い
も

の
）

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
重

心
を

歩
行

器
の

中
で

保
持

さ
せ

る
こ

と
が

難
し

く
、

特
に

前
方

へ
の

転
倒

リ
ス

ク
が

高
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
歩

行
器

を
利

用
さ

れ
て

い
る

方
で

、
同

様
に

前
方

や
左

右
へ

の
転

倒
リ

ス
ク

が
高

い
と

思
わ

れ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
が

、
コ

メ
ン

ト
頂

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
〈

現
在

、
転

倒
予

防
器

具
を

開
発

中
で

す
。

）
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

６
０

H
2

6
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

利
用

者
の

家
族

自
走

式
歩

行
補

助
器

そ
の

他
(老

人
)

従
来

の
車

い
す

以
下

シ
ル

バ
ー

手
押

し
車

以
上

の
も

の
を

探
し

て
い

ま
す

座
面

が
足

を
軽

く
曲

げ
た

位
の

高
さ

で
地

面
を

蹴
っ

て
移

動
で

き
、

接
地

面
は

三
輪

車
様

の
物

一
緒

に
移

動
す

る
と

き
目

線
の

高
さ

が
著

し
く

変
わ

ら
ず

、
自

分
で

歩
い

て
る

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
も

の

６
１

H
2

7
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
歩

行
器

・
歩

行
車

そ
の

他
(福

祉
用

具
貸

与
)

歩
行

器
肢

体
障

害
者

用
肘

を
の

せ
て

持
ち

運
び

収
納

な
ど

軽
く

て
折

り
畳

み
が

で
き

座
り

心
地

に
も

配
慮

の
あ

る
外

出
用

の
歩

行
器

。
持

ち
運

び
収

納
な

ど
軽

く
て

（
5

.0
ｋ

ｇ
）

ほ
と

ん
ど

が
5

.0
ｋ

ｇ
以

上
の

た
め

　
小

柄
な

女
性

に
も

対
応

で
き

る
　

折
り

畳
み

が
で

き
座

り
心

地
に

も
配

慮
の

あ
る

外
出

用
の

歩
行

器
。

レ
ン

タ
ル

品
・

購
入

品

６
２

H
2

8
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
障

害
者

団
体

積
雪

に
も

対
応

し
た

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
積

雪
時

は
車

い
す

で
外

出
で

き
な

い
の

で
、

雪
も

対
応

し
た

移
動

用
機

器
が

欲
し

い
。

６
３

H
2

8
新

製
品

や
技

術
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
医

療
専

門
職

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
（

ア
ル

ケ
ル

）
で

身
体

拘
束

ゼ
ロ

を
推

進
！

高
齢

者
用

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
【

実
用

新
案

登
録

第
3

2
0

4
7

0
1

号
】

【
商

標
登

録
第

5
7

7
3

9
6

6
号

】
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ

(ア
ル

ケ
ル

)は
、

馬
蹄

形
の

歩
行

器
（

※
肘

受
け

の
長

さ
4

0
0

ｍ
ｍ

以
上

の
も

の
）

に
装

着
す

る
こ

と
で

『
利

用
者

が
転

倒
し

な
い

歩
行

器
』

に
な

り
ま

す
。

①
施

設
介

護
に

お
け

る
夜

間
徘

徊
を

抑
制

す
る

こ
と

な
く

、
御

本
人

の
意

志
を

尊
重

し
た

介
護

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
②

認
知

症
予

防
に

効
果

が
あ

る
1

週
間

に
9

0
分

間
の

歩
行

練
習

の
提

供
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

③
後

方
へ

の
転

倒
予

防
に

役
立

つ
後

ろ
歩

き
の

練
習

を
安

全
に

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

④
万

が
一

の
災

害
時

、
避

難
所

で
の

歩
行

練
習

が
可

能
と

な
り

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
の

予
防

に
役

立
ち

ま
す

。
【

解
説

】
①

身
体

拘
束

は
要

介
護

者
・

介
護

者
と

も
に

負
担

の
大

き
な

問
題

で
す

。
　

「
切

迫
性

」
「

非
代

替
性

」
「

一
時

性
」

と
い

う
3

つ
の

要
素

を
満

た
し

た
場

合
の

み
認

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
歩

行
器

補
助

シ
ー

ト
Ｒ

Ｋ
Ｌ

を
用

い
た

介
護

方
法

は
Ｙ

字
帯

を
用

い
た

身
体

拘
束

を
代

替
す

る
介

護
方

法
で

す
。

  
 後

方
の

安
全

ベ
ル

ト
に

よ
り

、
歩

行
器

で
の

坐
位

保
持

お
よ

び
移

動
用

リ
フ

ト
と

し
て

の
使

用
が

可
能

で
す

。
②

少
な

く
と

も
1

週
間

に
9

0
分

の
歩

行
練

習
が

認
知

症
予

防
に

つ
な

が
り

ま
す

。
(東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

研
究

所
 老

化
脳

神
経

科
学

研
究

チ
ー

ム
自

律
 　

神
経

機
能

研
究

 堀
田

晴
美

先
生

 h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
m

g
h

ig
.jp

/
J
_
T

M
IG

/
to

p
ic

s
/
to

p
ic

s
_
2

0
1

4
1

2
.h

tm
l 
)

  
 個

別
リ

ハ
(機

能
訓

練
)以

外
に

自
主

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
加

え
る

こ
と

で
、

歩
行

練
習

時
間

を
延

長
し

て
頂

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
③

後
方

へ
の

転
倒

(尻
も

ち
)を

防
ぐ

動
作

は
『

後
ず

さ
り

』
で

す
。

　
こ

れ
ま

で
平

行
棒

内
以

外
で

後
ろ

歩
き

の
練

習
は

困
難

で
し

た
が

、
Ｒ

Ｋ
Ｌ

を
装

着
し

た
歩

行
器

に
よ

っ
て

見
守

り
レ

ベ
ル

の
介

助
で

安
全

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
④

災
害

時
の

避
難

所
に

お
い

て
、

介
護

職
員

不
在

で
あ

っ
て

も
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

を
予

防
す

る
た

め
の

歩
行

練
習

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
【

ぼ
く

ら
は

、
み

ん
な

老
い

て
い

く
】

超
少

子
高

齢
人

口
減

少
社

会
を

迎
え

る
2

0
2

5
年

に
向

け
て

健
康

寿
命

の
延

伸
は

喫
緊

の
課

題
で

す
。

歩
行

器
補

助
シ

ー
ト

Ｒ
Ｋ

Ｌ
を

用
い

た
介

護
方

法
は

、
身

体
拘

束
ゼ

ロ
を

推
進

す
る

と
と

も
に

要
介

護
者

の
要

介
護

度
の

維
持

・
改

善
に

役
立

ち
ま

す
。

ま
た

、
介

護
保

険
制

度
そ

の
も

の
を

永
続

可
能

と
す

る
た

め
に

は
現

場
で

働
く

介
護

職
員

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

も
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

2
0

2
5

年
に

迎
え

る
未

曾
有

の
社

会
に

対
し

て
決

し
て

諦
め

ず
知

恵
を

絞
り

社
会

を
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

し
て

い
く

こ
と

が
、

こ
の

豊
か

な
時

代
に

生
か

さ
れ

る
私

た
ち

セ
ラ

ピ
ス

ト
の

使
命

で
す

。
お

一
人

お
一

人
に

他
人

事
を

自
分

事
と

す
る

想
像

力
が

発
揮

さ
れ

、
こ

の
介

護
方

法
が

普
及

す
る

こ
と

を
切

に
望

み
ま

す
。

46



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

６
４

H
2

9
新

製
品

や
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

開
発

メ
ー

カ
リ

ハ
ビ

リ
用

活
動

量
計

（
歩

数
計

）
高

齢
者

用
市

場
で

販
売

さ
れ

て
い

る
活

動
量

計
は

、
健

常
者

用
で

あ
り

、
リ

ハ
ビ

リ
対

象
者

の
ゆ

っ
く

り
し

た
動

き
を

捉
え

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
現

在
弊

社
が

開
発

し
て

い
る

活
動

量
計

は
、

リ
ハ

ビ
リ

患
者

の
ゆ

く
り

し
た

動
き

を
捉

え
る

こ
と

が
で

き
、

そ
の

運
動

量
を

計
測

で
き

る
。

ま
た

、
そ

の
活

動
量

計
は

N
F
C

通
信

機
能

を
内

蔵
し

て
お

り
、

P
C

な
ど

へ
そ

の
デ

ー
タ

を
送

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

リ
ハ

ビ
リ

の
医

師
や

、
担

当
者

は
患

者
さ

ん
の

運
動

量
を

捉
え

ア
ド

バ
イ

ス
で

き
る

。
患

者
さ

ん
が

退
院

し
た

場
合

で
も

、
こ

の
活

動
量

計
は

9
0

日
分

の
デ

ー
タ

を
記

憶
し

て
お

り
、

患
者

さ
ん

が
来

院
さ

れ
た

場
合

に
、

P
C

に
デ

ー
タ

送
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

家
で

の
運

動
量

を
確

認
で

き
る

も
の

で
あ

る
。

６
５

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

車
い

す
車

両
か

ら
車

い
す

を
認

識
し

て
も

ら
う

装
置

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

ポ
リ

オ
の

会
に

所
属

し
て

い
ま

す
。

車
イ

ス
の

会
員

が
交

通
事

故
に

あ
い

ま
し

た
。

ひ
じ

骨
折

に
全

身
打

撲
、

乗
っ

て
い

た
電

動
車

い
す

は
大

破
で

す
。

呼
吸

器
に

も
障

害
が

あ
る

人
で

す
が

、
　

呼
吸

器
の

扱
い

や
酸

素
の

事
や

ら
機

能
低

下
予

防
や

ら
対

応
も

う
ま

く
い

か
ず

、
意

識
不

明
で

の
搬

送
で

あ
っ

た
ら

命
を

落
と

さ
れ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
場

所
は

新
宿

、
時

間
は

午
前

中
、

青
信

号
で

横
断

歩
道

を
渡

っ
て

い
る

時
、

右
折

車
に

は
ね

ら
れ

ま
し

た
。

あ
わ

や
！

と
い

う
思

い
は

私
自

身
も

そ
う

で
す

が
、

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
は

み
な

さ
ん

経
験

さ
れ

て
い

ま
す

。
道

路
横

断
時

の
右

折
車

、
左

折
車

、
そ

し
て

夜
間

で
は

道
路

全
般

で
。

何
か

、
車

両
等

か
ら

車
い

す
を

認
識

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
せ

ん
で

し
ょ

う
か

？
会

の
中

で
は

以
前

か
ら

、
車

い
す

に
Ｌ

Ｅ
Ｄ

点
灯

装
置

の
よ

う
な

も
の

を
つ

け
た

ら
ど

う
だ

ろ
う

か
と

い
う

意
見

も
出

て
い

ま
す

が
、

具
体

化
し

て
い

ま
せ

ん
。

個
人

的
に

は
、

今
回

の
事

故
が

昼
間

で
あ

っ
た

こ
と

を
考

え
る

と
、

Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

は
不

十
分

な
よ

う
な

気
も

し
て

い
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

６
６

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
屋

外
の

移
動

車
い

す
座

位
保

持
装

置
・

車
椅

子
の

暑
さ

対
策

体
幹

機
能

障
害

の
重

度
重

複
障

害
者

2
0

歳
の

息
子

の
こ

と
で

す
。

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

や
通

園
に

通
っ

て
い

ま
す

。
か

ら
だ

を
安

定
さ

せ
て

異
動

す
る

に
は

、
座

位
保

持
い

す
が

必
要

で
す

。
悩

み
は

背
中

の
あ

つ
さ

で
す

。
ぴ

っ
た

り
く

っ
つ

い
て

安
定

し
て

ま
す

が
、

そ
の

分
体

温
が

こ
も

っ
て

暑
く

て
い

つ
も

汗
だ

く
に

な
り

ま
す

。
メ

ッ
シ

ュ
シ

ー
ト

の
生

地
に

し
て

、
ア

イ
ス

ノ
ン

を
せ

な
か

に
入

れ
て

も
、

長
時

間
の

通
院

の
行

き
帰

り
は

汗
だ

く
で

す
。

素
材

の
ウ

レ
タ

ン
、

低
反

発
シ

ー
ト

が
、

熱
を

放
出

し
な

い
か

ら
で

す
ね

。
小

さ
い

換
気

扇
を

つ
け

て
熱

を
出

す
工

夫
を

メ
ー

カ
ー

さ
ん

が
し

て
く

れ
て

い
ま

す
が

、
電

池
対

応
な

の
で

8
本

の
電

池
が

す
ぐ

な
く

な
っ

て
　

不
経

済
で

す
。

何
か

い
い

方
法

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
快

適
に

使
い

た
い

で
す

。
こ

れ
は

本
人

に
と

っ
て

切
実

で
し

ょ
う

。

６
７

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
ベ

ッ
ド

か
ら

の
立

ち
上

が
り

移
乗

車
い

す
移

乗
介

護
へ

の
取

り
組

み
方

作
業

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

ボ
デ

ィ
メ

カ
ニ

ク
ス

で
有

益
な

移
乗

機
器

の
ロ

メ
デ

イ
ッ

ク
ジ

ャ
パ

ン
が

無
く

な
っ

て
ス

ラ
イ

デ
イ

ン
グ

系
、

シ
ー

ト
系

の
機

器
は

ど
こ

で
購

入
レ

ン
タ

ル
で

き
る

の
で

し
ょ

う
か

？
（

神
奈

川
県

）

６
８

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

車
い

す
■

業
界

で
統

一
し

て
ほ

し
い

特
養

で
勤

務
し

て
い

ま
す

。
現

在
 ２

つ
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
チ

ル
ト

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

い
す

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

 チ
ル

ト
レ

バ
ー

と
 リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

レ
バ

ー
が

 全
く

逆
に

つ
い

て
い

ま
す

。
Ａ

社
製

　
右

 チ
ル

ト
　

　
　

　
　

左
 リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

Ｂ
社

製
　

右
 リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

　
左

 チ
ル

ト
い

ず
れ

も
 車

い
す

本
体

に
シ

ー
ル

が
貼

っ
て

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

表
記

も
ば

ら
ば

ら
。

Ａ
社

製
　

「
背

」
　

「
座

」
Ｂ

社
製

　
「

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
」

　
「

テ
ィ

ル
ト

」
介

助
時

に
は

目
で

確
認

し
て

操
作

す
る

こ
と

は
当

た
り

前
で

す
が

、
危

な
い

場
面

も
あ

り
ま

し
た

。
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

を
起

こ
す

は
ず

が
 誤

っ
て

チ
ル

ト
レ

バ
ー

を
握

っ
て

し
ま

い
、

あ
わ

や
転

落
寸

前
。

も
ち

ろ
ん

 操
作

に
携

わ
る

職
員

に
は

「
目

で
確

認
す

る
こ

と
」

と
再

周
知

し
た

こ
と

は
当

然
で

す
。

そ
こ

は
わ

か
っ

て
い

ま
す

。
が

、
そ

れ
だ

け
と

は
思

え
な

い
の

で
す

。
レ

バ
ー

の
位

置
設

定
や

表
記

が
統

一
さ

れ
て

い
た

ら
…

と
。

正
直

 現
場

は
め

ま
ぐ

る
し

い
忙

し
さ

で
す

し
、

職
員

も
さ

ま
ざ

ま
で

す
。

言
い

訳
か

も
し

れ
な

い
で

す
が

、
限

界
も

あ
り

ま
す

。
自

動
車

だ
っ

た
ら

そ
ん

な
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ア
ク

セ
ル

・
ブ

レ
ー

キ
・

ク
ラ

ッ
チ

の
順

番
も

ウ
ィ

ン
カ

ー
や

ワ
イ

パ
ー

の
レ

バ
ー

の
左

右
も

メ
ー

カ
ー

に
よ

っ
て

バ
ラ

バ
ラ

な
ん

て
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
よ

ね
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

 ま
で

は
い

か
な

く
て

も
、

少
な

く
と

も
 介

護
す

る
立

場
の

人
が

迷
わ

ず
に

使
え

る
よ

う
な

基
準

が
必

要
な

時
な

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
技

術
が

進
歩

し
て

 す
ば

ら
し

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
さ

ら
に

 あ
ら

ゆ
る

ユ
ー

ザ
ー

が
使

い
や

す
い

基
準

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

検
討

・
作

る
こ

と
も

、
業

界
の

責
任

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

み
な

さ
ん

 ど
の

よ
う

に
思

わ
れ

ま
す

か
？

47



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

６
９

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
の

家
族

季
節

に
応

じ
て

通
気

性
や

保
温

性
等

を
調

節
で

き
る

車
椅

子

肢
体

障
害

者
用

現
在

、
車

椅
子

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
通

気
性

や
保

温
性

が
調

節
で

き
ず

困
っ

て
い

ま
す

。
車

椅
子

と
カ

バ
ー

の
間

に
入

れ
る

フ
ァ

ン
が

あ
る

こ
と

は
知

っ
て

い
ま

す
が

、
重

度
な

障
害

の
場

合
、

フ
ァ

ン
を

入
れ

る
こ

と
も

で
き

ま
せ

ん
。

７
０

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
の

家
族

バ
ス

車
内

車
椅

子
固

定
装

置
に

対
応

し
た

車
椅

子
フ

レ
ー

ム

肢
体

障
害

者
用

息
子

の
通

う
養

護
学

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
開

校
3

年
半

で
二

度
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

車
内

車
椅

子
転

倒
事

故
が

起
き

て
い

ま
す

。
先

日
起

き
た

も
の

は
縫

合
が

必
要

な
程

の
怪

我
で

あ
り

、
児

童
生

徒
、

保
護

者
は

不
安

を
感

じ
て

い
ま

す
。

当
ス

ク
ー

ル
バ

ス
は

ゴ
ム

バ
ン

ド
で

の
不

完
全

な
固

定
な

ど
、

会
社

側
の

安
全

意
識

が
低

い
た

め
に

繰
り

返
さ

れ
た

も
の

で
は

あ
り

ま
す

が
、

公
共

の
バ

ス
を

利
用

し
て

い
て

車
椅

子
固

定
に

不
安

が
な

い
と

は
い

え
ま

せ
ん

。
よ

く
、

車
椅

子
の

形
が

い
ろ

い
ろ

で
対

応
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

を
聞

き
ま

す
の

で
、

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
を

統
一

し
た

固
定

部
位

が
あ

る
仕

様
と

し
、

確
実

に
固

定
装

置
と

固
定

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

７
１

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
の

家
族

バ
ス

車
内

固
定

装
置

と
車

椅
子

を
固

定
す

る
金

具
（

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
も

の
）

肢
体

障
害

者
用

先
ほ

ど
、

バ
ス

車
内

固
定

装
置

に
固

定
で

き
る

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
の

統
一

し
た

仕
様

の
要

望
を

出
し

ま
し

た
が

、
も

っ
と

現
実

的
な

も
の

と
し

て
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
固

定
装

置
用

フ
ッ

ク
を

要
望

し
ま

す
。

必
要

な
人

が
自

分
の

車
椅

子
に

合
っ

た
も

の
を

購
入

し
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

て
お

け
ば

、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
と

安
全

に
固

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

は
乗

務
員

の
研

修
不

足
で

車
椅

子
の

タ
イ

ヤ
に

ゴ
ム

バ
ン

ド
を

引
っ

掛
け

る
と

い
う

よ
う

な
信

じ
ら

れ
な

い
こ

と
も

起
き

ま
し

た
。

乗
務

員
の

研
修

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、

よ
り

安
全

に
乗

車
す

る
た

め
に

は
わ

か
り

易
さ

、
簡

便
さ

も
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

７
２

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
車

い
す

の
座

ク
ッ

シ
ョ

ン
肢

体
障

害
者

用
全

車
い

す
に

も
可

能
な

、
前

輪
、

駆
動

軸
に

、
障

害
者

に
優

し
い

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
採

用
を

、
研

究
、

開
発

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
何

気
な

く
利

用
し

て
い

て
も

、
歩

道
の

タ
イ

ル
、

段
差

に
は

結
構

、
体

に
苦

痛
を

伴
い

ま
す

。
ま

た
、

座
席

自
体

を
ユ

リ
カ

ゴ
み

た
い

な
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
に

出
来

な
い

で
し

ょ
う

か
。

７
３

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

そ
の

他
("

")
車

い
す

の
人

達
が

自
分

自
身

で
衣

類
を

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
収

納
で

き
ま

す

肢
体

障
害

者
用

そ
の

他
(老

人
施

設
、

な
ど

)

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

、
ス

ー
ツ

、
コ

ー
ト

な
ど

日
常

生
活

の
一

部
を

家
族

の
手

を
借

り
ず

に
自

分
自

身
の

手
で

収
納

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

中
で

す
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

が
、

車
い

す
の

人
達

に
喜

ば
れ

る
？

周
り

の
車

椅
子

の
人

は
、

開
発

終
了

を
待

っ
て

い
る

方
も

お
ら

れ
ま

す
。

現
在

使
用

し
て

い
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
取

り
付

け
可

能
で

す
。

７
４

H
2

2
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
階

段
昇

降
で

き
る

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
日

本
の

２
階

建
て

の
家

屋
に

お
い

て
、

あ
る

い
は

道
路

か
ら

玄
関

に
向

か
っ

て
階

段
が

あ
る

場
合

、
そ

の
階

段
は

急
で

曲
が

っ
て

い
る

場
合

が
極

め
て

多
く

、
そ

の
よ

う
な

家
屋

に
お

い
て

居
住

者
が

高
齢

、
あ

る
い

は
障

害
を

持
つ

こ
と

に
な

り
、

２
階

へ
の

移
動

、
外

へ
の

移
動

で
困

っ
て

い
る

事
例

が
多

い
。

実
際

、
住

宅
業

者
が

多
く

販
売

し
て

い
る

最
近

の
住

宅
の

階
段

は
、

勾
配

が
４

５
度

を
越

え
、

幅
は

わ
ず

か
に

８
０

ｃ
ｍ

と
な

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
。

現
在

の
高

齢
者

の
半

数
近

く
は

近
い

将
来

の
階

段
で

困
る

可
能

性
を

有
し

て
お

り
、

ま
た

車
い

す
生

活
者

も
外

出
就

労
に

困
難

な
場

合
も

多
い

。
現

在
の

自
立

型
の

階
段

昇
降

機
で

は
、

ガ
イ

ド
レ

ー
ル

の
敷

設
等

事
前

準
備

が
必

要
な

方
式

で
あ

る
。

ま
た

レ
ン

タ
ル

対
象

機
器

で
は

、
介

助
者

が
必

要
で

、
階

段
も

勾
配

な
ど

条
件

が
限

ら
れ

て
い

る
。

そ
こ

で
、

日
本

家
屋

の
変

則
階

段
で

使
え

る
、

介
助

者
、

事
前

工
事

不
要

で
小

型
軽

量
な

昇
降

機
が

求
め

ら
れ

て
い

る

７
５

H
2

2
新

製
品

や
技

術
屋

外
の

移
動

車
い

す
車

い
す

自
転

車
車

い
す

と
折

り
畳

み
自

転
車

を
接

続
す

る
も

の
を

造
り

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
方

（
子

供
）

に
と

っ
て

、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
と

は
全

く
別

の
世

界
の

ス
ポ

ー
ツ

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

私
の

家
族

に
も

一
人

居
り

ま
し

て
冬

は
チ

ェ
ア

ス
キ

ー
を

楽
し

ん
で

い
る

の
で

す
が

、
そ

の
他

の
季

節
に

は
た

ま
の

ド
ラ

イ
ブ

以
外

あ
ま

り
楽

し
む

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
車

い
す

で
の

移
動

用
に

外
国

製
の

も
の

が
あ

り
ま

し
た

が
、

い
か

ん
せ

ん
高

価
す

ぎ
ま

し
た

。
な

ん
と

か
安

く
自

転
車

と
車

い
す

を
つ

な
げ

る
も

の
は

と
探

し
て

み
ま

し
た

が
、

今
一

つ
こ

れ
だ

と
い

う
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
製

作
途

中
の

話
は

省
略

し
ま

す
。

試
行

錯
誤

の
結

果
完

成
し

ま
し

た
。

現
在

の
と

こ
ろ

ﾃ
ｨ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾊ
ﾞ
ｰ
の

あ
る

車
い

す
で

あ
れ

ば
ど

ん
な

車
い

す
に

も
折

り
畳

み
自

転
車

が
接

続
で

き
ま

す
。

一
般

に
手

に
入

る
も

の
だ

け
で

作
っ

て
い

ま
す

の
で

安
価

に
で

き
ま

し
た

。
自

転
車

＋
接

続
装

置
で

６
万

円
以

下
で

出
来

ま
す

。
私

の
家

族
以

外
で

も
サ

イ
ク

リ
ン

グ
を

楽
し

ん
で

い
る

ご
家

族
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
興

味
の

あ
る

方
は

ご
意

見
を

く
だ

さ
い

。

７
６

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
落

し
物

が
拾

え
る

車
イ

ス
肢

体
障

害
者

用
車

イ
ス

使
用

者
が

落
し

物
を

し
て

し
ま

っ
た

際
に

、
拾

う
の

に
苦

労
す

る
と

い
う

報
告

が
多

い
。

こ
の

不
満

を
解

消
す

る
た

め
、

座
面

の
片

側
の

高
さ

を
低

く
で

き
る

よ
う

に
し

て
、

落
し

物
を

拾
い

や
す

く
す

る
。

座
面

高
さ

を
低

く
す

る
時

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
、

適
度

な
速

さ
で

衝
撃

な
く

下
が

る
と

共
に

ブ
レ

ー
キ

が
掛

か
る

。
座

面
を

元
に

戻
す

場
合

は
車

輪
を

回
転

さ
せ

る
力

を
利

用
す

る
な

ど
し

て
、

若
干

力
は

必
要

と
す

る
も

の
の

、
無

理
な

く
自

分
の

力
で

元
に

戻
せ

る
よ

う
に

す
る

。

７
７

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
自

走
式

車
椅

子
肢

体
障

害
者

用
軽

度
の

認
知

症
の

方
が

ご
自

分
で

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

へ
の

移
乗

を
行

な
い

ト
イ

レ
移

動
を

行
な

う
の

で
す

が
ブ

レ
ー

キ
操

作
を

忘
れ

て
し

ま
う

た
め

転
倒

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

。
車

椅
子

に
腰

を
下

ろ
す

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
は

ず
れ

車
椅

子
か

ら
腰

を
上

げ
る

と
自

動
で

ブ
レ

ー
キ

が
か

か
る

よ
う

な
車

椅
子

の
設

計
は

難
し

い
で

し
ょ

う
か

？
と

て
も

安
全

だ
と

思
う

の
で

す
が

・
・

・

７
８

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
ク

ッ
シ

ョ
ン

そ
の

他
(脳

性
ま

ひ
)

長
時

間
車

い
す

に
座

っ
て

い
る

の
で

、
お

尻
が

痛
く

な
る

。
色

々
買

っ
て

試
し

た
が

、
痛

み
が

す
ぐ

に
出

て
し

ま
う

。
長

時
間

座
っ

て
い

て
も

、
お

尻
に

負
担

が
い

か
な

い
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
作

っ
て

欲
し

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

７
９

H
2

3
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

そ
の

他
(特

別
支

援
学

校
教

員
)

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

用
の

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
そ

の
他

(子
ど

も
)

あ
る

子
ど

も
が

、
「

僕
た

ち
が

使
い

や
す

い
車

い
す

は
ど

う
し

た
ら

作
っ

て
も

ら
え

る
の

？
」

と
言

っ
た

の
で

、
こ

こ
に

書
い

て
み

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
病

院
の

処
方

で
つ

く
ら

れ
た

車
い

す
は

動
き

に
く

い
よ

う
で

す
。

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

た
ち

が
動

作
と

移
動

を
し

や
す

く
、

少
々

不
注

意
で

も
前

に
転

倒
し

な
い

車
い

す
か

、
そ

の
た

め
の

転
倒

防
止

の
対

応
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も
は

自
力

で
の

外
出

経
験

が
乏

し
く

操
作

も
未

熟
な

の
で

、
小

さ
な

段
差

を
見

落
と

し
て

躓
い

た
り

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

に
足

を
か

け
た

ま
ま

車
い

す
か

ら
お

り
よ

う
と

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

プ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
や

横
移

乗
は

難
し

く
て

も
つ

か
ま

り
立

ち
で

移
乗

し
た

り
す

る
の

こ
と

が
で

き
る

場
合

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

を
自

分
の

力
で

開
閉

で
き

な
い

こ
と

が
多

い
よ

う
で

す
。

弱
い

力
で

も
開

閉
で

き
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
車

い
す

を
使

い
な

が
ら

、
精

神
的

に
自

立
し

て
い

く
た

め
に

、
活

発
で

、
親

や
教

員
に

よ
る

監
視

や
手

助
け

が
少

な
く

て
活

動
で

き
る

環
境

や
経

験
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

電
動

と
い

う
発

想
で

な
く

、
自

分
の

で
き

る
動

作
を

使
っ

て
移

乗
で

き
た

り
、

落
と

し
た

も
の

を
拾

っ
た

り
、

運
動

会
で

競
走

し
た

り
、

物
を

運
ん

だ
り

、
一

般
の

道
路

や
坂

道
を

自
分

で
こ

げ
た

り
、

と
い

う
よ

う
に

、
体

を
思

い
き

り
使

い
な

が
ら

成
就

感
を

も
つ

経
験

が
た

く
さ

ん
で

き
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

（
電

動
は

バ
ッ

テ
リ

ー
切

れ
を

恐
れ

て
動

き
を

セ
ー

ブ
す

る
子

ど
も

も
い

ま
す

。
）

子
ど

も
は

必
ず

集
団

で
生

活
し

ま
す

の
で

、
車

い
す

は
折

り
た

た
み

が
で

き
な

い
と

不
便

で
す

。
集

団
で

バ
ス

な
ど

に
乗

り
ま

す
の

で
、

た
た

め
て

も
取

り
外

し
た

シ
ー

ト
の

た
め

に
一

席
分

必
要

に
な

る
の

も
困

り
ま

す
。

５
年

で
３

０
セ

ン
チ

近
く

身
長

が
変

わ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
か

ら
、

厳
密

な
適

合
で

な
く

て
は

操
作

が
著

し
く

不
利

に
な

る
、

と
い

う
よ

り
、

変
化

の
影

響
で

操
作

が
不

利
に

な
っ

て
も

動
き

や
す

い
ふ

う
で

あ
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
（

限
度

は
あ

る
で

し
ょ

う
け

れ
ど

）
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
に

お
願

い
し

ま
す

。

８
０

H
2

3
新

製
品

や
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
車

い
す

す
ん

止
メ

君
新

製
品

「
す

ん
止

メ
君

」
の

紹
介

で
す

。
車

椅
子

で
の

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
故

防
止

に
役

立
ち

ま
す

。
車

椅
子

の
停

止
の

際
に

サ
イ

ド
の

パ
ー

キ
ン

グ
ブ

レ
ー

キ
を

掛
け

忘
れ

た
場

合
、

人
が

立
っ

た


瞬
間

、
車

椅
子

が
後

ろ
に

下
が

る
事

を
防

ぐ
為

の
安

全
ス

ト
ッ

パ
ー

で
す

。
こ

れ
は

あ
く

ま
で

も
ブ

レ
ー

キ
の

ロ
ッ

ク
機

能
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
後

退
す

る
際


に

ス
ト

ッ
パ

ー
の

横
に

付
い

て
る

ゴ
ム

が
主

車
輪

の
リ

ム
に

食
い

つ
き

、
ゴ

ム
と

リ
ム

と
摩

擦
で

止
め

、
後

ろ
に

下
が

り
に

く
く

す
る

働
き

を
し

ま
す

。
人

が


座
っ

て
い

て
も

い
な

く
て

も
ど

ち
ら

も
有

効
で

す
。

人
が

座
っ

て
る

時
は

体
重

の
重

み
で

違
和

感
な

く
後

退
し

、
人

が
降

り
た

時
は

車
椅

子
の

重
さ

だ
け

を
支


え

る
働

き
を

し
ま

す
の

で
、

後
ろ

に
下

が
り

に
く

い
機

構
に

な
っ

て
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

車
椅

子
に

後
付

け
が

可
能

で
す

。
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
で

ご
覧

に
な

れ
ま

す
。

「
す

ん
止

メ
君

」
と

検
索

し
て

み
て

下
さ

い
！

８
１

H
2

3
新

製
品

や
技

術
そ

の
他

(場
面

)
車

い
す

か
ん

た
ん

リ
フ

ト
標

準
的

な
車

椅
子

の
前

輪
を

持
ち

上
げ

て
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
W

W
W

.n
ik

.o
r.
jp

８
２

H
2

3
新

製
品

や
技

術
風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 屋
外

の
移

動
車

い
す

車
椅

子
用

足
固

定
ベ

ル
ト

と
片

マ
ヒ

用
ボ

デ
ィ

ー
タ

オ
ル

紹
介

昨
年

末
に

カ
タ

ロ
グ

が
、

完
成

し
ま

し
た

の
で

今
回

ご
紹

介
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
示

し
ま

し
た

、
製

品
は

、
全

て
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

ご
意

見
Ｈ

Ｐ
が

き
っ

か
け

で
作

ら
れ

た
製

品
で

す
。

こ
れ

ら
の

製
品

が
、

必
要

な
人

に
お

知
ら

せ
出

来
る

よ
う

に
こ

れ
か

ら
努

力
し

て
い

き
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
是

非
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
(社

)新
産

業
喜

働
推

進
機

構
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp

/
in

d
e
x
.h

tm
l

小
さ

な
要

望
も

困
っ

て
い

る
人

に
は

、
す

ご
く

価
値

の
あ

る
物

な
の

で
す

。
こ

れ
か

ら
も

そ
れ

を
大

事
に

し
て

い
き

た
い

で
す

。

８
３

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

流
通

メ
ー

カ
ピ

ア
バ

ッ
グ

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
の

転
倒

時
に

頭
な

ど
に

受
け

る
衝

撃
を

瞬
時

に
開

く
エ

ア
バ

ッ
グ

で
守

る
こ

と
が

で
き

る
の

が
ピ

ア
バ

ッ
グ

で
す

。
皆

様
の

ご
要

望
に

応
え

電
動

車
い

す
に

対
応

し
た

ピ
ア

バ
ッ

グ
２

が
新

登
場

！
転

倒
だ

け
で

な
く

、
衝

突
時

に
も

エ
ア

バ
ッ

グ
が

開
く

新
設

計
で

安
全

性
を

高
め

ま
し

た
。

普
段

は
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

の
よ

う
に

簡
単

に
装

着
で

き
る

と
共

に
同

時
に

車
い

す
本

体
の

安
全

ベ
ル

ト
の

役
目

も
し

ま
す

。
そ

し
て

転
倒

な
ど

の
緊

急
時

に
は

セ
ン

サ
が

感
知

し
約

０
．

２
秒

の
ス

ピ
ー

ド
で

エ
ア

バ
ッ

グ
が

開
き

、
あ

な
た

を
衝

撃
か

ら
ガ

ー
ド

し
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
p

ro
p

-
g
.c

o
.jp

/
p

ro
d

u
c
t_

p
ia

b
a
g
2

.h
tm

l

８
４

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
の

紹
介

肢
体

障
害

者
用

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

　
平

成
2

4
年

2
月

、
3

月
に

Ｎ
Ｈ

Ｋ
「

サ
キ

ど
り

」
で

紹
介

さ
れ

た
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
は

、
東

北
大

学
院

医
学

系
研

究
科

客
員

教
授

・
半

田
康

延
博

士
グ

ル
ー

プ
の

考
案

に
よ

り
商

品
化

さ
れ

た
も

の
で

す
。

　
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
の

利
用

者
例

は
次

の
通

り
で

す
。

①
廃

用
症

候
群

 ②
慢

性
閉

塞
性

肺
疾

患
、

閉
塞

性
動

脈
硬

化
症

③
脊

柱
管

狭
窄

症
、

関
節

ﾘ
ｳ
ﾏ
ﾁ
、

変
形

性
股

関
節

・
膝

関
節

症
、

大
腿

骨
骨

折
④

末
梢

神
経

疾
患

⑤
ﾐ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｱ
病

・
ﾘ
ｰ
脳

症
、

脳
性

ﾏ
ﾋ
、

小
脳

性
運

動
失

調
症

、
多

発
性

硬
化

症
、

ﾊ
ﾟ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病

、
脊

髄
性

痙
性

ﾏ
ﾋ
、

脊
髄

・
頸

椎
損

傷
不

全
麻

痺
な

ど
。

　
足

こ
ぎ

車
椅

子
は

、
ニ

ュ
ー

ロ
モ

デ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
神

経
調

節
機

能
に

着
目

し
て

開
発

さ
れ

ま
し

た
。

従
来

動
か

な
い

と
さ

れ
て

い
た

麻
痺

側
の

足
が

、
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
に

乗
っ

た
と

た
ん

に
、

ペ
ダ

ル
こ

ぎ
を

始
め

ま
す

。
　

リ
ハ

ビ
リ

で
ペ

ダ
リ

ン
グ

が
で

き
て

い
る

方
は

、
す

ぐ
に

で
も

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
利

用
で

き
ま

す
。

　
ま

た
、

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
日

常
で

利
用

さ
れ

て
い

る
方

は
、

歩
行

能
力

も
向

上
す

る
の

が
一

般
的

で
す

。
　

目
標

が
、

歩
く

と
し

て
い

る
方

は
、

是
非

試
し

乗
り

を
お

勧
め

し
ま

す
。

　
こ

の
足

こ
ぎ

車
椅

子
で

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
サ

ッ
カ

ー
を

試
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
が

あ
り

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

８
５

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
手

軽
に

着
脱

で
き

る
車

椅
子

用
転

倒
防

止
バ

ー
肢

体
障

害
者

用
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用

日
常

用
の

車
椅

子
で

転
倒

防
止

バ
ー

を
常

時
装

着
す

る
と

、
段

差
を

越
え

る
場

合
等

に
邪

魔
に

な
る

な
ど

不
都

合
な

点
が

あ
り

、
行

動
範

囲
が

大
き

く
制

限
さ

れ
て

し
ま

う
。

そ
う

い
っ

た
理

由
で

、
日

常
用

の
車

椅
子

に
転

倒
防

止
バ

ー
を

装
着

し
て

い
な

い
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

が
そ

の
ま

ま
気

軽
に

車
椅

子
ス

ポ
ー

ツ
等

を
行

お
う

と
す

る
と

、
バ

ッ
ク

動
作

等
で

転
倒

す
る

危
険

性
が

高
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
手

軽
に

レ
バ

ー
を

捻
れ

ば
、

車
椅

子
に

装
着

出
来

る
機

構
の

転
倒

防
止

バ
ー

が
あ

る
と

良
い

。
ま

た
、

日
常

生
活

に
お

い
て

も
、

例
え

ば
子

守
り

で
赤

ち
ゃ

ん
を

抱
っ

こ
す

る
時

な
ど

、
絶

対
に

転
倒

を
避

け
な

け
れ

ば
い

け
な

い
場

面
で

も
活

躍
が

見
込

め
る

。

８
６

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

そ
の

他
("

")
刺

激
の

少
な

い
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

砂
利

道
や

凸
凹

道
で

も
利

用
者

に
伝

わ
る

刺
激

が
少

な
く

な
る

車
い

す
。

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

タ
イ

ヤ
が

変
形

し
て

路
面

に
対

応
し

て
く

れ
る

。

８
７

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

両
の

後
部

座
席

乗
車

時
の

車
酔

い
を

防
止

す
る

装
置

そ
の

他
通

院
時

や
外

出
時

に
車

い
す

の
ま

ま
車

両
に

乗
る

場
合

、
車

両
の

最
後

部
に

車
い

す
を

固
定

す
る

と
遠

心
力

等
の

影
響

で
、

ど
う

し
て

も
車

酔
い

し
や

す
く

な
っ

て
し

ま
う

。
そ

こ
で

、
そ

の
よ

う
な

車
酔

い
を

防
止

で
き

る
装

置
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

８
８

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

用
テ

ー
ブ

ル
（

取
り

外
し

）
肢

体
障

害
者

用
取

り
外

し
が

で
き

る
が

、
通

常
乗

り
降

り
の

際
は

横
に

ず
れ

る
よ

う
に

し
て

、
い

ち
い

ち
取

り
外

さ
な

く
て

も
い

い
よ

う
に

す
る

。
読

書
や

軽
い

飲
食

用
に

車
い

す
に

乗
っ

た
状

態
で

物
を

置
け

る
よ

う
に

す
る

。

８
９

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

移
動

装
置

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

等
に

移
動

し
て

も
ら

う
の

が
重

く
て

と
て

も
大

変
（

特
に

低
い

と
こ

ろ
か

ら
高

い
と

こ
ろ

に
動

か
す

場
合

）
。

車
い

す
と

ベ
ッ

ド
等

を
座

っ
た

ま
ま

自
動

で
移

動
で

き
れ

ば
介

助
が

楽
に

な
る

。

９
０

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
フ

ィ
ル

タ
ー

付
き

吸
い

飲
み

そ
の

他
吸

い
飲

み
で

水
分

を
飲

ん
で

も
ら

う
際

、
対

象
者

の
口

内
に

食
べ

物
が

残
っ

て
い

る
と

逆
流

し
て

吸
い

飲
み

内
に

食
べ

物
が

入
っ

て
し

ま
う

。
そ

れ
を

防
止

す
る

た
め

に
吸

い
飲

み
の

口
の

部
分

に
水

分
だ

け
通

る
フ

ィ
ル

タ
ー

の
よ

う
な

も
の

を
付

け
る

。
吸

い
飲

み
内

が
不

潔
に

な
る

の
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

。

９
１

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

福
祉

専
門

職
車

い
す

用
ラ

イ
ト

肢
体

障
害

者
用

自
操

式
の

一
般

的
な

車
い

す
に

オ
プ

シ
ョ

ン
で

付
け

ら
れ

る
ラ

イ
ト

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

夜
間

外
出

す
る

と
き

に
す

ぐ
に

装
着

で
き

、
光

の
照

ら
す

角
度

も
自

由
に

調
整

で
き

る
と

便
利

で
あ

る
。

９
２

H
2

4
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

医
療

専
門

職
角

度
計

付
き

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
確

認
と

要
望

私
の

病
院

で
は

重
症

化
に

と
も

な
い

、
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

の
車

い
す

を
使

用
す

る
事

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

間
で

も
角

度
の

統
一

が
曖

昧
な

場
面

が
多

く
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
退

院
の

際
に

在
宅

で
の

家
族

や
施

設
の

ス
タ

ッ
フ

な
ど

が
使

用
す

る
時

も
角

度
が

曖
昧

に
な

り
、

誤
嚥

の
リ

ス
ク

や
褥

創
の

リ
ク

ス
も

高
く

な
っ

て
い

る
状

況
も

み
ら

れ
ま

す
。

誰
も

が
簡

単
に

統
一

し
た

角
度

で
車

い
す

が
調

整
で

き
る

よ
う

な
、

角
度

計
な

ど
で

数
値

化
で

き
る

車
い

す
が

あ
っ

た
ら

助
か

り
ま

す
。

私
が

知
ら

な
い

だ
け

か
も

し
れ

ま
せ

ん
で

の
、

既
存

の
も

の
が

あ
れ

ば
ご

紹
介

く
だ

さ
い

。

９
３

H
2

4
新

製
品

や
技

術
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
車

い
す

ワ
ン

ハ
ン

ド
フ

ッ
ト

固
定

ベ
ル

ト
本

シ
ス

テ
ム

内
で

ニ
ー

ズ
を

投
稿

し
、

実
際

に
メ

ー
カ

ー
と

協
力

し
て

製
作

さ
れ

た
製

品
を

ご
紹

介
し

ま
す

！
片

麻
痺

の
方

が
車

い
す

で
坂

道
や

段
差

を
走

行
す

る
時

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

か
ら

麻
痺

側
の

足
が

落
ち

て
し

ま
う

と
い

う
ニ

ー
ズ

か
ら

生
ま

れ
た

、
固

定
ベ

ル
ト

で
す

。
片

腕
の

み
で

装
着

可
能

で
、

長
さ

も
調

節
で

き
ま

す
。

足
を

固
定

す
る

こ
と

で
、

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
か

ら
足

が
ず

れ
を

落
ち

る
の

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ご

意
見

、
ご

要
望

の
投

稿
に

よ
っ

て
製

品
化

さ
れ

た
も

の
が

あ
れ

ば
是

非
、

本
シ

ス
テ

ム
で

ご
紹

介
く

だ
さ

い
！

９
４

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

そ
の

他
(個

人
事

業
者

)
角

度
計

つ
き

車
い

す
の

提
案

（
取

り
付

け
用

）

そ
の

他
　

以
前

尋
ね

ら
れ

て
い

た
方

が
お

見
え

に
な

ら
れ

ま
し

た
の

で
、

当
社

別
顧

客
で

作
っ

た
も

の
の

簡
易

版
を

紹
介

い
た

し
ま

す
。

　
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
簡

易
仕

様
で

は
あ

り
ま

す
が

、
写

真
の

様
な

も
の

を
作

り
ま

し
た

。
　

取
り

付
け

は
マ

グ
ネ

ッ
ト

式
（

磁
力

式
）

・
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

式
（

布
部

用
）

と
な

り
ま

す
。

　
ご

参
考

ま
で

。
　

当
方

は
愛

知
県

は
西

三
河

、
碧

南
で

設
備

製
缶

業
を

営
ん

で
お

り
ま

す
、

株
式

会
社

伸
交

の
村

山
と

申
し

ま
す

。
　

3
年

前
に

福
祉

住
環

境
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

資
格

を
習

得
し

、
鉄

物
（

鉄
・

ス
テ

ン
レ

ス
・

ア
ル

ミ
)を

使
っ

た
　

福
祉

に
提

案
出

来
る

製
品

を
と

試
行

錯
誤

し
て

お
り

ま
す

。
　

現
在

は
市

民
病

院
の

機
器

修
理

、
個

人
宅

で
の

特
殊

加
工

(床
か

ら
の

手
す

り
・

屋
外

で
の

ス
ロ

ー
プ

加
工

）
を

　
手

掛
け

て
お

り
、

ま
だ

ま
だ

日
が

浅
く

試
行

錯
誤

で
頑

張
っ

て
お

り
ま

す
。

　
既

存
で

は
施

工
出

来
な

い
・

し
づ

ら
い

設
備

を
、

設
備

製
缶

業
か

ら
の

視
点

で
提

案
・

施
工

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
　

毎
日

が
勉

強
で

す
。

皆
様

か
ら

の
宿

題
を

基
に

多
く

の
方

々
へ

笑
顔

を
作

り
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
　

何
か

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ど
う

ぞ
機

会
を

与
え

て
く

だ
さ

い
。

　
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

50



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

９
５

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

流
通

メ
ー

カ
車

椅
子

用
段

差
解

消
器

・
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム

肢
体

障
害

者
用

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
段

差
解

消
器

「
だ

ん
あ

っ
ぷ

】
車

椅
子

に
よ

る
行

動
範

囲
を

広
め

、
介

助
者

の
負

担
が

軽
減

で
き

る
車

椅
子

に
装

着
す

る
段

差
解

消
リ

フ
ト

ア
ー

ム
を

販
売

し
て

い
ま

す
。

車
椅

子
で

進
行

中
に

段
差

ま
た

は
溝

に
さ

し
か

か
る

と
、

リ
フ

ト
ア

ー
ム

の
先

端
が

段
差

ま
た

は
溝

の
角

に
当

た
り

ま
す

。
更

に
車

椅
子

が
進

行
し

ま
す

と
リ

フ
ト

ア
ー

ム
は

車
椅

子
の

後
方

へ
移

動
し

な
が

ら
車

椅
子

の
前

部
を

持
ち

上
げ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

段
差

乗
り

越
え

の
目

安
推

進
力

は
、

介
助

者
な

し
の

場
合

、
3

0
~6

0
m

/
m

程
度

、
介

助
者

付
き

の
場

合
は

1
0

0
m

/
m

程
度

と
な

り
、

未
装

着
の

場
合

と
比

べ
大

幅
に

推
力

を
軽

減
で

き
ま

す
。

【
特

許
取

得
済

み
車

椅
子

用
キ

ャ
リ

ヤ
ー

ア
ー

ム
「

へ
る

ぱ
む

】
車

椅
子

の
全

部
フ

レ
ー

ム
に

装
着

す
る

こ
と

に
よ

り
従

来
の

後
方

の
ハ

ン
ド

ル
と

同
時

に
2

名
の

介
助

者
で

車
椅

子
自

体
を

持
ち

上
げ

る
こ

と
が

で
き

階
段

や
大

き
な

障
害

物
で

も
通

過
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

９
６

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

医
療

専
門

職
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

そ
の

他
(認

知
面

低
下

)
車

椅
子

ブ
レ

ー
キ

の
か

け
忘

れ
も

多
い

イ
メ

ー
ジ

だ
が

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
の

あ
げ

忘
れ

も
多

い
イ

メ
ー

ジ
自

動
ブ

レ
ー

キ
の

よ
う

な
対

策
が

あ
れ

ば
・

・
・

９
７

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

利
用

者
左

右
で

パ
ワ

ー
の

調
整

の
で

き
る

車
椅

子
肢

体
障

害
者

用
路

面
が

傾
斜

し
て

い
る

場
合

、
車

椅
子

が
流

れ
て

し
ま

う
。

そ
こ

で
パ

ワ
ー

調
整

で
き

る
車

椅
子

が
で

き
る

と
直

進
が

楽
で

す
。

９
８

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
肢

体
障

害
者

用
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
ご

要
望

・
ア

イ
デ

ア
を

具
体

的
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

べ
ッ

ド
か

ら
ト

イ
レ

に
移

送
す

る
た

め
、

車
椅

子
を

使
用

し
て

い
る

患
者

と
介

助
者

の
移

送
状

態
を

見
る

と
大

変
苦

労
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

私
は

こ
の

現
実

を
改

善
す

る
為

、
車

椅
子

座
席

に
Ｕ

字
形

空
洞

を
設

け
、

そ
の

空
洞

溝
に

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

を
挿

入
し

て
患

者
が

車
椅

子
に

乗
車

の
ま

ま
、

洋
式

ト
イ

レ
使

用
同

様
に

独
自

排
泄

が
で

き
る

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
を

考
案

、
実

用
新

案
第

３
１

８
４

３
９

３
号

を
登

録
し

て
、

商
品

開
発

に
成

功
し

ま
し

た
。

従
来

の
車

椅
子

に
新

し
く

ト
イ

レ
機

能
を

付
設

す
る

と
、

介
護

保
険

法
で

は
、

特
定

福
祉

用
具

と
認

定
さ

れ
、

患
者

購
入

費
用

の
９

０
％

が
介

護
保

険
か

ら
払

い
戻

し
給

付
さ

れ
る

よ
う

で
す

。
患

者
が

ト
イ

レ
付

車
椅

子
１

台
、

９
５

０
０

０
円

を
購

入
す

る
と

、
９

５
０

０
円

、
１

割
負

担
で

購
入

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

更
に

患
者

が
ト

イ
レ

付
車

椅
子

を
使

用
し

て
外

出
し

た
場

合
、

障
害

者
用

ト
イ

レ
を

探
す

必
要

な
く

、
一

般
ト

イ
レ

内
で

十
分

排
泄

す
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

ま
た

断
水

停
電

の
災

害
避

難
所

(体
育

館
)に

避
難

し
た

場
合

も
、

患
者

は
車

椅
子

乗
車

の
ま

ま
独

自
ト

イ
レ

が
出

来
る

為
、

障
害

者
避

難
所

ト
イ

レ
問

題
は

、
新

し
い

ト
イ

レ
付

車
椅

子
を

使
用

す
る

こ
と

で
簡

単
に

解
決

し
ま

す
。

そ
の

他
居

宅
患

者
が

介
助

者
不

在
中

で
も

独
自

ト
イ

レ
が

出
来

る
為

、
ト

イ
レ

付
車

椅
子

使
用

は
障

害
者

、
高

齢
者

の
自

立
支

援
に

大
き

く
貢

献
し

ま
す

。
こ

の
新

し
い

、
車

椅
子

用
ポ

リ
袋

(携
帯

ト
イ

レ
)が

使
用

で
き

る
車

椅
子

の
普

及
こ

そ
、

介
護

福
祉

事
業

に
大

き
く

寄
与

で
き

る
も

の
と

思
い

ま
す

。
更

に
本

考
案

、
車

椅
子

用
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
は

障
害

者
作

業
施

設
で

障
害

者
の

皆
さ

ん
が

製
造

し
て

い
ま

す
。

ど
う

ぞ
ご

協
力

下
さ

い
。

尚
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
機

能
付

車
椅

子
に

つ
い

て
詳

し
く

は
カ

タ
ロ

グ
を

請
求

下
さ

い
。

９
９

H
2

5
要

望
・

ア
イ

デ
ィ

ア
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

介
護

、
経

済
性

肢
体

障
害

者
用

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

結
論

か
ら

先
に

言
え

ば
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

を
使

用
す

る
と

排
泄

処
理

経
費

が
1

回
1

0
円

で
済

み
ま

す
。

紙
お

む
つ

、
紙

パ
ン

テ
ィ

、
使

い
捨

て
携

帯
ト

イ
レ

等
を

使
用

す
る

と
安

く
て

も
1

回
、

５
０

円
～

１
０

０
円

以
上

、
か

か
り

ま
す

。
更

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
、

オ
マ

ル
等

を
使

用
す

れ
ば

消
耗

費
は

０
で

す
が

、
汚

物
回

収
廃

棄
と

容
器

洗
浄

等
に

介
助

者
の

高
価

な
人

権
費

が
か

か
り

ま
す

。
で

は
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

が
何

故
、

格
安

に
排

泄
処

理
が

出
来

る
の

で
し

ょ
う

。
そ

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
Ｕ

パ
ッ

ク
、

白
色

ポ
リ

袋
は

コ
ー

ナ
ン

で
1

0
0

枚
セ

ッ
ト

７
０

０
円

で
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

1
枚

、
7

円
と

安
価

で
す

が
ポ

リ
袋

単
体

で
は

ト
イ

レ
に

な
り

ま
せ

ん
。

実
は

楕
円

形
ド

ー
ナ

ツ
型

樹
脂

枠
を

ポ
リ

袋
内

に
入

れ
て

便
器

状
に

形
成

さ
せ

ま
す

。
す

る
と

簡
単

に
水

洗
便

器
同

様
の

便
器

構
造

が
形

成
で

き
ま

す
。

次
に

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

を
約

3
ｍ

、
(3

円
)を

形
成

さ
せ

た
ポ

リ
袋

便
器

内
に

投
入

し
ま

す
、

こ
れ

は
尿

液
を

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

が
吸

収
し

て
排

泄
物

を
固

形
化

す
る

為
で

す
。

レ
ジ

袋
、

7
円

＋
ペ

ー
パ

3
円

で
合

計
1

0
円

の
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

便
器

が
出

来
あ

が
り

ま
す

。
排

泄
後

、
使

い
捨

て
ポ

リ
袋

ト
イ

レ
の

排
泄

経
費

は
1

0
円

と
な

る
わ

け
で

す
。

現
実

に
私

は
、

使
い

捨
て

ポ
リ

袋
ト

イ
レ

機
能

付
車

椅
子

に
使

用
し

て
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

居
宅

介
護

者
、

介
助

者
の

皆
さ

ん
、

参
考

に
し

て
下

さ
い

。
以

上

１
０

０
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

車
椅

子
シ

ー
ト

カ
バ

ー
、

座
布

団
カ

バ
ー

等
に

つ
い

て

肢
体

障
害

者
用

そ
の

他
(一

般
使

用
者

)

車
椅

子
の

シ
ー

ト
、

座
布

団
カ

バ
ー

、
枕

カ
バ

ー
、

自
動

車
シ

ー
ト

の
座

布
団

等
の

各
カ

バ
ー

に
つ

い
て

相
談

が
あ

り
ま

し
て

、
ア

イ
デ

ア
を

考
え

ま
し

た
。

そ
れ

ら
を

使
用

し
て

い
る

と
自

然
に

滑
っ

て
し

ま
い

困
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
車

椅
子

の
シ

ー
ト

等
で

は
い

ろ
い

ろ
滑

ら
な

い
工

夫
を

し
て

、
売

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
そ

れ
ら

は
高

価
で

す
。

安
く

作
る

方
法

を
考

え
ま

し
た

。
ど

の
よ

う
な

形
に

も
対

応
で

き
ま

す
。

こ
れ

ら
の

カ
バ

ー
を

作
っ

て
欲

し
い

の
で

す
。

こ
れ

を
製

造
・

販
売

を
さ

れ
て

み
よ

う
と

言
う

業
者

さ
ん

は
い

ま
せ

ん
か

？
メ

ー
ル

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

１
０

１
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
医

療
専

門
職

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

式
車

い
す

に
つ

い
て

肢
体

障
害

者
用

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

時
に

臀
部

の
位

置
が

前
方

に
ず

れ
、

大
腿

遠
位

が
座

面
か

ら
出

て
し

ま
う

の
で

、
映

画
館

の
エ

グ
ゼ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ー

ト
の

よ
う

に
倒

す
と

座
面

が
前

方
に

ず
れ

る
車

い
す

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
０

２
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

コ
ン

パ
ク

ト
な

車
い

す
用

体
重

計
肢

体
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

用
そ

の
他

(一
般

、
大

型
犬

)

家
庭

用
体

重
計

が
4

つ
に

分
離

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
分

離
で

き
る

こ
と

に
よ

り
、

車
い

す
だ

け
で

な
く

一
般

の
方

も
大

型
犬

も
計

量
で

き
る

。
椅

子
を

載
せ

れ
ば

そ
の

ま
ま

椅
子

型
体

重
計

と
し

て
活

用
で

き
る

。
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
ス

マ
ホ

と
連

動
す

れ
ば

体
重

が
見

や
す

く
な

り
、

視
覚

障
害

者
も

利
用

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

医
療

用
で

は
な

く
家

庭
用

体
重

計
で

す
。

実
用

新
案

例
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.p
u

b
lis

h
.n

e
.jp

/
J
P

U
/
0

0
0

3
1

7
0

0
0

0
/
0

0
0

3
1

7
9

9
0

0
/
J
P

U
_
0

0
0

3
1

7
9

9
8

7
.h

tm

１
０

３
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
医

療
専

門
職

テ
ィ

ル
ト

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

椅
子

の
角

度
共

有
化

肢
体

障
害

者
用

既
に

あ
る

の
か

も
し

れ
な

い
の

し
れ

な
い

で
す

が
、

テ
ィ

ル
ト

角
度

、
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

角
度

が
数

値
や

色
等

で
ど

の
程

度
動

か
し

て
い

る
の

か
把

握
し

や
す

い
と

、
ご

家
族

や
多

職
種

の
伝

達
が

行
い

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
移

乗
や

片
付

け
る

と
き

に
は

角
度

は
元

の
状

態
に

戻
し

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
と

思
う

の
で

。

１
０

４
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
利

用
者

車
椅

子
の

手
押

し
ハ

ン
ド

ル
部

分
に

つ
い

て
、

メ
ー

カ
ー

さ
ん

に
要

望
で

す

肢
体

障
害

者
用

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
で

す
が

、
狭

い
家

の
中

で
手

押
し

ハ
ン

ド
ル

が
バ

ッ
ク

す
る

際
に

よ
く

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
介

助
式

車
椅

子
な

ら
と

も
か

く
自

走
式

の
タ

イ
プ

場
合

は
、

グ
リ

ッ
プ

＋
介

助
式

ブ
レ

ー
キ

部
分

を
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
折

れ
曲

げ
た

り
、

上
に

上
げ

て
ロ

ッ
ク

す
る

よ
う

な
仕

様
に

な
ら

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

背
折

れ
式

の
も

の
は

あ
る

の
に

、
私

の
知

る
限

り
ど

の
車

椅
子

も
ハ

ン
ド

ル
は

突
き

出
た

ま
ま

で
、

見
た

目
も

よ
く

な
い

。
な

に
か

理
由

が
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
.

１
０

５
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
そ

の
他

(福
祉

用
具

専
門

相
談

員
)

車
い

す
用

杖
入

れ
肢

体
障

害
者

用
車

い
す

用
の

杖
入

れ
は

、
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
は

あ
り

ま
す

が
、

す
べ

て
の

車
い

す
に

適
用

す
る

わ
け

で
は

な
く

、
特

に
電

動
車

い
す

を
ご

利
用

の
方

で
、

４
点

杖
も

併
用

し
て

い
る

方
が

、
外

出
の

際
に

杖
を

一
緒

に
持

っ
て

い
け

る
と

助
か

る
と

の
こ

と
で

し
た

が
、

電
動

車
い

す
に

取
り

付
け

が
で

き
る

４
点

杖
入

れ
、

杖
入

れ
は

見
つ

け
ら

れ
な

か
っ

た
の

で
、

な
ん

と
か

車
い

す
お

よ
び

歩
行

器
で

し
っ

か
り

と
杖

が
固

定
で

き
る

付
属

品
、

も
し

く
は

車
い

す
そ

の
も

の
に

杖
入

れ
が

あ
る

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
良

い
と

感
じ

ま
し

た
。

１
０

６
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
福

祉
専

門
職

ベ
ッ

ト
や

車
イ

ス
そ

の
他

ベ
ッ

ト
で

体
を

自
分

で
動

か
せ

な
い

方
の

ギ
ャ

ジ
ア

ッ
プ

の
時

に
、

皮
膚

が
突

っ
張

っ
た

ま
ま

で
褥

瘡
の

原
因

や
受

け
身

で
起

こ
さ

れ
背

骨
な

ど
や

お
腹

が
痛

く
な

り
ま

す
。

足
も

突
っ

張
り

尖
足

が
進

む
様

な
感

じ
で

、
何

と
か

ベ
ッ

ト
本

体
の

背
抜

き
機

能
や

臀
部

か
ら

足
に

か
け

て
の

圧
を

抜
く

、
ロ

ー
ラ

ー
機

能
が

で
き

た
ら

と
思

い
ま

す
。

自
分

が
動

け
な

く
体

験
を

し
た

か
ら

こ
そ

、
あ

っ
た

ら
と

思
い

ま
し

た
。

と
て

も
、

苦
し

く
て

辛
い

体
験

で
し

た
。

そ
し

て
、

車
イ

ス
を

押
し

て
頂

く
方

が
ど

ん
な

背
の

高
さ

で
も

操
作

し
や

す
く

、
上

が
り

か
ま

ち
を

上
が

り
や

す
い

様
に

、
ハ

ン
ド

ル
部

分
の

高
さ

調
整

が
出

来
た

ら
テ

ィ
ッ

ピ
ン

グ
バ

ー
を

踏
ん

だ
り

し
た

時
も

、
楽

だ
と

思
い

ま
す

。
ど

う
か

、
そ

ん
な

製
品

が
出

来
る

事
を

願
い

ま
す

。
機

能
が

付
く

か
ら

、
誰

も
が

知
り

よ
り

良
い

状
態

が
訪

れ
ま

す
様

に
、

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

１
０

７
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

車
い

す
医

療
専

門
職

車
椅

子
の

座
面

昇
降

機
能

肢
体

障
害

者
用

他
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
に

言
わ

れ
’

な
る

ほ
ど

’
と

思
っ

た
の

で
記

載
さ

せ
て

も
ら

い
ま

す
。

外
出

先
の

レ
ス

ト
ラ

ン
の

テ
ー

ブ
ル

が
高

い
時

　
⇒

　
車

椅
子

の
座

面
が

高
く

な
る

　
　

※
別

テ
ー

ブ
ル

で
食

べ
る

事
の

社
会

性
低

く
く

な
る

印
象

下
の

物
取

ろ
う

と
す

る
と

き
や

床
に

降
り

る
と

き
　

⇒
　

車
椅

子
の

座
面

が
低

く
な

る
車

椅
子

で
自

宅
内

で
の

作
業

・
外

出
で

の
社

会
参

加
の

場
合

、
高

低
に

関
し

て
は

、
車

椅
子

に
合

わ
せ

る
の

が
主

だ
と

思
う

の
で

す
が

、
座

面
の

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

車
椅

子
が

環
境

に
合

わ
せ

る
可

能
性

が
広

が
る

の
で

は
と

。
こ

う
い

っ
た

製
品

や
可

能
性

、
他

の
視

点
（

金
額

・
技

術
等

々
）

で
難

し
さ

、
ま

た
は

他
の

知
見

が
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

１
０

８
H

2
7

新
製

品
や

技
術

移
乗

 屋
外

の
移

動
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 就
労

車
い

す
車

椅
子

移
動

自
由

化
介

護
機

器
１

；
「

隙
間

段
差

解
消

機
器

」
　

　
　

車
椅

子
移

動
通

路
の

「
隙

間
段

差
解

消
」

を
目

的
と

す
る

機
器

で
す

。
（

ボ
タ

ン
操

作
）

　
　

　
鉄

道
駅

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
。

建
造

物
内

の
段

差
解

消
、

屋
外

通
路

で
の

利
用

２
；

「
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

無
停

止
車

椅
子

昇
降

介
助

機
器

」
　

　
　

車
椅

子
利

用
者

の
垂

直
上

下
移

動
は

主
と

し
て

「
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
」

を
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

　
　

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
利

用
で

は
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

一
時

停
止

を
し

て
車

椅
子

を
搭

載
し

て
　

　
　

垂
直

上
下

移
動

が
行

わ
れ

て
い

る
。

当
該

介
助

機
器

は
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

を
停

止
さ

せ
ず

　
　

　
垂

直
上

下
移

動
が

可
能

で
、

一
般

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
利

用
者

の
動

線
の

障
害

に
成

り
ま

せ
ん

。
　

　
　

U
R

L
;w

w
w

.d
-
e
-
f.
c
o
.jp

  
  

(当
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

新
着

情
報

内
に

動
画

掲
載

あ
り

）
当

該
機

器
設

置
に

は
　 １

：
国

、
地

方
自

治
体

、
事

業
者

が
各

々
１

/
３

の
負

担
責

務
が

あ
り

ま
す

。
設

置
に

は
最

寄
り

の
社

会
福

祉
事

務
所

に
設

置
依

頼
申

請
⇒

事
業

主
⇔

地
方

自
治

体
⇔

国
設

置
許

可
⇒

車
椅

子
利

用
２

：
こ

れ
ら

の
機

器
運

用
で

刃
、

「
介

護
法

」
に

事
ず

く
補

助
介

護
者

が
必

ず
必

要
（

新
た

な
雇

用
促

進
）

52



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
０

９
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

車
い

す
医

療
専

門
職

ア
ー

ム
レ

ス
ト

が
倒

れ
、

か
つ

シ
ー

ト
ご

と
移

動
で

き
る

車
椅

子

肢
体

障
害

者
用

高
齢

者
用

 介
助

者
用

介
護

で
は

車
い

す
へ

の
移

乗
時

に
腰

を
痛

め
る

こ
と

が
多

い
。

移
乗

時
に

は
ア

ー
ム

レ
ス

ト
が

邪
魔

に
な

り
移

乗
あ

る
い

は
介

助
が

し
に

く
い

。
本

案
は

ア
ー

ム
レ

ス
ト

が
倒

れ
移

乗
方

向
に

開
く

こ
と

で
移

乗
が

し
や

す
く

な
り

、
か

つ
座

面
の

シ
ー

ト
が

レ
ー

ル
の

上
を

す
べ

る
こ

と
に

よ
り

、
座

っ
た

ま
ま

移
動

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

１
１

０
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 就

学
 就

労
車

い
す

障
害

者
団

体
立

位
に

な
れ

る
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

立
位

に
な

れ
る

車
椅

子
を

利
用

し
て

就
学

や
就

労
の

場
面

で
使

用
し

た
い

。

１
１

１
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)お

し
ゃ

れ
車

い
す

利
用

者
髪

の
毛

を
後

ろ
で

自
由

に
結

ぶ
肢

体
障

害
者

用
先

天
性

多
発

性
関

節
拘

縮
症

で
腕

が
後

ろ
ま

で
回

す
こ

と
が

で
き

ず
、

 自
分

で
髪

の
毛

を
後

ろ
で

簡
単

に
結

ぶ
こ

と
が

出
来

な
い

の
で

、
出

来
る

も
の

が
あ

っ
た

ら
た

ら
い

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

１
１

２
H

2
9

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
(場

面
)車

い
す

用
タ

イ
ヤ

空
気

圧
表

示
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
開

発
研

究
会

(広
島

）
)

車
い

す
用

タ
イ

ヤ
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

肢
体

障
害

者
用

高
齢

者
用

 児
童

用
 介

助
者

用

本
試

作
品

は
、

車
い

す
用

タ
イ

ヤ
の

空
気

圧
を

表
示

す
る

こ
と

で
、

タ
イ

ヤ
空

気
圧

の
減

少
を

起
因

と
し

た
駐

車
用

ブ
レ

ー
キ

の
効

き
低

下
に

よ
る

危
険

性
を

低
減

し
事

故
を

防
止

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
車

い
す

の
操

作
性

低
下

を
防

ぎ
、

乗
り

心
地

の
向

上
や

タ
イ

ヤ
の

寿
命

を
延

ば
す

こ
と

に
も

つ
な

が
り

ま
す

。
車

い
す

利
用

者
と

介
助

者
双

方
が

簡
単

に
タ

イ
ヤ

空
気

圧
を

確
認

で
き

、
ま

た
タ

イ
ヤ

空
気

圧
の

定
期

点
検

を
実

施
す

る
際

、
タ

イ
ヤ

本
体

に
触

れ
る

必
要

が
な

い
た

め
衛

生
的

で
あ

り
、

作
業

性
の

効
率

化
に

つ
な

が
り

ま
す

。
取

り
付

け
方

法
は

、
英

式
バ

ル
ブ

の
虫

ゴ
ム

を
は

ず
し

「
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

」
に

交
換

し
ま

す
。

「
空

気
圧

表
示

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

」
を

取
り

付
け

た
ま

ま
で

、
空

気
の

注
入

が
可

能
で

す
。

標
準

型
車

い
す

に
使

用
さ

れ
て

い
る

、
適

正
空

気
圧

が
0

.3
M

P
a
の

場
合

、
約

2
0

％
減

少
し

た
ら

（
赤

）
表

示
と

な
り

、
空

気
が

抜
け

て
い

る
こ

と
を

知
ら

せ
ま

す
。

１
１

３
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
車

い
す

利
用

者
手

動
車

い
す

用
傘

肢
体

障
害

者
用

就
労

・
就

学
用

風
の

強
い

日
は

不
可

で
す

が
霧

雨
や

風
の

な
い

雨
の

日
な

ど
で

は
簡

易
傘

（
カ

ッ
パ

や
ポ

ン
チ

ョ
の

よ
う

）
な

固
形

系
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

非
常

に
必

要
性

を
感

じ
て

お
り

ま
す

。
天

候
が

悪
い

か
ら

と
か

車
椅

子
だ

か
ら

と
い

う
事

で
し

ょ
う

が
な

い
と

思
わ

れ
る

こ
と

に
矛

盾
を

感
じ

て
い

ま
す

。
現

状
そ

う
す

る
し

か
な

く
、

そ
う

配
慮

し
て

も
ら

う
の

は
非

常
に

助
か

り
ま

す
。

が
実

際
に

社
会

人
と

し
て

外
せ

な
い

会
議

な
ど

あ
り

ま
す

。
そ

れ
を

そ
の

よ
う

な
こ

と
で

理
由

で
と

い
う

の
に

矛
盾

を
感

じ
て

い
る

わ
け

で
す

。
実

際
に

利
用

し
て

い
る

側
か

ら
で

は
な

い
と

わ
か

ら
な

い
部

分
あ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
を

形
に

し
ま

し
ょ

う
。

１
１

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
利

用
者

の
家

族
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

近
年

、
車

椅
子

は
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
形

や
ハ

ン
ド

ル
形

な
ど

大
型

化
、

重
量

化
し

て
お

り
、

使
い

勝
手

が
と

て
も

悪
く

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
周

り
の

人
た

ち
に

も
迷

惑
に

な
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
半

立
ち

（
駅

な
ど

で
あ

る
ベ

ン
チ

で
腰

を
軽

く
か

け
る

程
度

の
も

の
）

の
状

態
で

移
動

で
き

る
機

器
な

ど
小

型
化

、
軽

量
化

し
た

装
置

の
開

発
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

少
し

く
ら

い
の

段
差

（
1

0
c
m

位
）

は
乗

り
越

え
ら

れ
る

機
能

も
必

要
と

思
い

ま
す

。
健

常
者

と
同

じ
扱

い
を

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
機

器
が

開
発

さ
れ

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。

１
１

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
い

す
肢

体
障

害
者

用
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
か

な
り

大
き

い
た

め
周

り
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

邪
魔

に
な

っ
て

い
る

ん
だ

ろ
う

な
と

思
い

な
が

ら
も

、
バ

ス
を

使
わ

な
い

と
生

活
で

き
な

い
の

で
利

用
し

て
い

ま
す

。
電

動
車

い
す

が
作

ら
れ

て
か

ら
私

の
生

活
は

か
な

り
楽

に
は

な
り

ま
し

た
が

、
精

神
的

に
は

ま
だ

ま
だ

き
つ

い
も

の
が

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

周
り

の
人

に
迷

惑
を

か
け

な
い

車
い

す
ま

た
は

福
祉

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
た

と
え

ば
、

足
に

ア
シ

ス
ト

機
能

の
あ

る
義

足
で

普
通

に
歩

け
る

よ
う

に
な

る
機

器
で

す
と

か
、

直
立

し
た

状
態

で
移

動
で

き
る

機
器

（
セ

グ
ウ

ェ
イ

の
改

良
版

）
の

よ
う

な
も

の
な

ど
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

何
と

か
、

周
り

の
人

た
ち

か
ら

奇
異

な
目

で
見

ら
れ

ず
、

健
常

者
と

同
じ

よ
う

に
生

活
で

き
る

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。

１
１

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
そ

の
他

(研
究

機
関

)
重

度
の

障
害

を
持

つ
子

供
た

ち
の

電
動

移
動

機
器

肢
体

障
害

者
用

び
わ

こ
学

園
の

Ｐ
Ｔ

が
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

に
対

し
て

の
電

動
移

動
機

器
の

研
究

開
発

を
行

っ
て

い
ま

す
．

大
き

な
ボ

タ
ン

で
動

く
シ

ン
プ

ル
な

電
動

の
全

方
向

移
動

車
い

す
で

す
．

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.b
lo

g
.c

rn
.o

r.
jp

/
re

p
o
rt

/
0

7
/
1

3
.h

tm
l

移
動

経
験

を
お

こ
な

う
こ

と
は

，
認

知
・

社
会

面
の

発
達

に
も

影
響

を
及

ぼ
す

の
で

，
早

期
の

段
階

か
ら

移
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

重
要

，
と

別
の

リ
ハ

ビ
リ

の
お

医
者

さ
ん

か
ら

も
伺

っ
て

い
た

の
で

す
が

，
ま

さ
に

そ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

さ
れ

て
い

ま
す

．
先

日
見

学
さ

せ
て

頂
い

た
と

こ
ろ

，
こ

れ
ま

で
意

思
表

示
を

で
き

る
と

思
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
重

度
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

が
，

１
時

間
車

い
す

に
搭

乗
し

て
試

行
錯

誤
し

て
い

る
間

に
あ

る
人

（
Ｐ

Ｔ
の

女
性

）
に

近
づ

こ
う

と
し

て
い

る
の

が
分

か
っ

て
，

ご
両

親
が

感
激

さ
れ

て
い

ま
し

た
．

「
電

動
車

い
す

」
に

な
る

の
か

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

な
の

か
分

か
り

ま
せ

ん
が

，
こ

の
よ

う
な

技
術

の
完

成
度

（
安

全
性

な
ど

）
が

高
ま

り
，

（
現

状
は

非
常

に
高

価
の

よ
う

で
す

が
）

安
価

に
家

庭
で

使
え

る
よ

う
に

な
り

広
ま

る
と

，
重

度
の

障
害

を
持

つ
お

子
さ

ん
た

ち
の

生
活

や
人

生
が

変
わ

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
の

で
す

が
，

世
の

中
で

ど
の

程
度

の
ニ

ー
ズ

が
あ

る
の

か
，

い
く

ら
で

出
来

れ
ば

い
い

か
，

皆
様

の
ご

意
見

を
伺

い
た

い
と

思
い

ま
す

．

１
１

７
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
利

用
者

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

肢
体

障
害

者
用

私
は

簡
易

型
電

動
車

い
す

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
外

出
し

た
と

き
に

テ
ー

ブ
ル

に
あ

た
る

こ
と

が
多

く
邪

魔
に

な
る

の
で

、
そ

の
度

に
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

は
ず

し
て

膝
に

載
せ

て
い

ま
す

。
場

所
に

よ
っ

て
簡

単
に

上
下

の
高

さ
が

変
え

ら
れ

る
も

の
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

１
１

８
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
い

す
の

種
類

の
選

択
肢

体
障

害
者

用
今

回
、

電
動

車
い

す
の

対
応

年
数

が
６

年
経

過
し

て
新

し
い

電
動

車
椅

子
椅

子
に

変
え

よ
う

と
し

て
大

阪
市

内
の

リ
ハ

ビ
リ

セ
ン

タ
ー

で
判

定
を

受
け

ま
し

た
が

、
パ

ワ
ー

ス
テ

ア
リ

ン
グ

の
電

動
車

い
す

は
厚

労
省

が
認

可
し

て
お

ら
ず

出
せ

な
い

と
言

わ
れ

ま
し

た
。

こ
の

場
合

、
認

可
さ

れ
て

ま
せ

ん
か

？
前

輪
が

普
通

型
だ

と
回

転
は

小
回

り
が

出
来

ま
す

が
、

一
回

転
し

て
か

ら
で

な
い

と
次

の
行

動
が

出
来

ま
せ

ん
。

周
囲

に
人

が
い

た
場

合
接

触
の

恐
れ

が
あ

り
と

て
も

危
険

で
す

。
だ

か
ら

と
言

っ
て

社
会

参
加

・
移

動
制

約
者

の
権

利
の

剥
奪

は
あ

り
え

ま
せ

ん
。

電
動

車
い

す
の

使
用

に
当

た
り

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
は

前
後

し
か

動
き

ま
せ

ん
が

、
ダ

イ
レ

ク
ト

に
回

転
・

左
右

に
操

作
が

伝
わ

る
た

め
ス

ム
ー

ズ
・

滑
ら

か
に

操
作

が
出

来
、

安
全

な
走

行
が

出
来

ま
す

。

53



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
１

９
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
福

祉
専

門
職

特
例

　
電

動
車

椅
子

肢
体

障
害

者
用

特
例

で
県

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

か
ら

出
し

て
も

ら
っ

た
車

椅
子

な
の

で
す

が
・

・
・

特
例

と
い

う
か

ら
に

は
品

物
も

そ
れ

な
り

に
し

ま
す

し
、

何
よ

り
維

持
費

も
金

額
が

張
る

の
に

そ
れ

に
対

し
て

の
補

助
金

制
度

が
全

く
な

い
と

い
う

の
は

お
か

し
い

と
思

い
ま

す
。

少
し

だ
け

修
理

を
し

て
も

、
す

ぐ
何

万
と

い
う

お
金

は
飛

び
ま

す
し

・
・

・
特

例
だ

か
ら

標
準

枠
で

は
付

い
て

な
い

装
備

も
あ

る
の

に
ど

う
し

て
そ

れ
ら

が
認

め
ら

れ
な

い
の

か
が

不
思

議
に

な
り

ま
す

・
・

。
特

例
だ

か
ら

修
理

し
た

り
も

金
額

は
あ

る
し

、
修

理
部

品
に

も
違

い
は

あ
る

し
ど

う
し

て
、

車
い

す
修

理
や

電
動

車
い

す
の

修
理

単
価

は
決

ま
っ

て
い

る
の

に
・

・
特

例
補

装
具

の
修

理
単

価
は

考
え

て
も

ら
え

な
い

の
で

し
ょ

う
か

・
・

・
？

１
２

０
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

電
動

車
い

す
医

療
専

門
職

電
動

車
い

す
の

坂
道

走
行

に
つ

い
て

肢
体

障
害

者
用

御
世

話
に

な
り

ま
す

。
長

崎
で

作
業

療
法

士
を

し
て

お
り

ま
す

。
今

回
表

記
の

件
に

つ
い

て
ア

イ
デ

ア
や

ご
意

見
を

い
た

だ
け

れ
ば

嬉
し

く
思

い
ま

す
。

以
下

、
患

者
情

報
も

含
め

長
文

に
な

り
ま

す
。

長
崎

で
は

車
が

横
付

け
出

来
な

い
坂

・
階

段
の

上
に

住
ま

れ
て

い
る

患
者

さ
ん

が
多

く
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
そ

の
方

た
ち

の
外

出
支

援
に

苦
労

し
て

い
ま

す
。

歩
け

な
い

方
は

車
い

す
と

な
り

ま
す

が
、

傾
斜

が
急

な
た

め
、

電
動

車
い

す
で

あ
っ

て
も

実
用

登
坂

角
度

を
軽

く
越

え
て

し
ま

う
場

合
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
場

合
も

致
し

方
な

く
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

安
全

性
の

確
保

が
難

し
い

現
状

で
す

。
現

在
、

当
院

の
患

者
さ

ん
で

車
か

ら
自

宅
ま

で
の

坂
道

（
1

0
0

メ
ー

ト
ル

弱
、

傾
斜

1
0

度
〜

1
8

.9
度

）
を

電
動

車
い

す
（

J
W

-
X

）
を

利
用

し
通

所
サ

ー
ビ

ス
等

へ
通

わ
れ

て
い

る
方

(要
介

護
5

,6
0

キ
ロ

)が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
後

ろ
向

き
下

り
に

て
下

る
際

、
強

傾
斜

時
は

ウ
イ

リ
ー

し
た

ま
ま

の
走

行
と

な
り

、
非

常
に

危
険

が
伴

い
ま

す
。

実
際

、
後

ろ
向

き
下

り
1

人
介

助
時

に
1

度
転

落
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

基
本

的
に

は
2

人
介

助
で

、
1

人
が

後
方

か
ら

操
作

、
も

う
1

人
が

車
い

す
に

ひ
も

を
か

け
引

張
り

な
が

ら
下

る
方

法
等

を
と

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
電

動
車

い
す

の
実

用
登

坂
角

度
は

6
度

と
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

そ
れ

以
上

で
あ

っ
て

も
使

用
せ

ざ
る

得
な

い
環

境
の

方
に

対
し

、
も

う
少

し
安

全
性

の
確

保
が

図
れ

な
い

か
と

思
案

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
安

全
性

が
確

保
さ

れ
れ

ば
、

1
人

介
助

で
も

安
心

で
き

、
ご

家
族

の
方

と
の

外
出

も
容

易
に

な
る

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
本

患
者

さ
ん

以
外

で
も

同
様

に
外

出
支

援
に

難
渋

す
る

患
者

さ
ん

が
お

り
ま

す
の

で
、

何
か

し
ら

対
応

し
て

い
け

れ
ば

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
ま

だ
ま

だ
知

識
・

経
験

不
足

で
よ

い
案

が
浮

か
び

ま
せ

ん
。

ご
助

言
等

あ
り

ま
し

た
ら

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
（

坂
道

走
行

時
の

動
画

が
あ

り
ま

す
が

、
添

付
出

来
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
、

画
像

の
み

添
付

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

）

１
２

１
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
 就

労
電

動
車

い
す

障
害

者
団

体
小

回
り

が
効

く
外

出
用

の
電

動
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
い

す
利

用
者

で
す

。
一

般
就

労
し

て
い

た
時

に
、

電
動

車
い

す
で

、
電

車
３

本
乗

継
い

で
、

オ
フ

ィ
ス

街
で

事
務

職
と

し
て

働
い

て
い

ま
し

た
。

そ
の

当
時

、
電

動
車

い
す

で
電

車
に

乗
っ

た
り

す
る

際
に

、
電

動
車

い
す

は
小

回
り

が
効

か
ず

苦
労

し
ま

し
た

。
特

に
、

駅
で

ス
ロ

ー
プ

を
出

し
て

も
ら

っ
て

電
車

に
乗

る
時

、
多

く
の

乗
客

が
車

椅
子

ス
ペ

ー
ス

を
あ

け
て

く
れ

ま
す

。
し

か
し

、
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

す
る

と
、

ス
ロ

ー
プ

を
上

っ
て

、
電

車
内

に
入

っ
た

と
同

時
に

、
電

動
車

椅
子

を
９

０
度

直
角

に
回

る
操

作
を

し
て

、
車

椅
子

ス
ペ

ー
ス

に
入

ら
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
そ

の
操

作
は

む
ず

か
し

い
も

の
で

す
。

電
車

内
で

車
椅

子
が

大
き

く
曲

が
る

と
、

多
く

の
乗

客
は

怖
い

の
か

嫌
な

顔
を

し
ま

す
。

ま
た

、
反

対
に

電
車

内
の

車
椅

子
ス

ペ
ー

ス
か

ら
、

駅
に

降
り

る
際

は
、

車
椅

子
を

９
０

度
直

角
に

回
っ

て
、

さ
ら

に
降

車
駅

側
が

階
段

な
ど

で
狭

小
ホ

ー
ム

の
場

合
は

ク
ラ

ン
ク

状
態

に
な

り
、

ス
ロ

ー
プ

の
途

中
か

ら
電

動
車

い
す

の
後

輪
が

ド
ス

ン
と

下
り

る
よ

う
な

感
じ

で
、

電
車

を
降

り
て

い
ま

し
た

。
障

害
者

に
就

労
と

言
う

な
ら

ば
、

小
回

り
の

効
く

外
出

用
の

電
動

車
い

す
、

６
輪

電
動

車
い

す
を

普
及

し
て

く
だ

さ
い

。
現

在
、

室
内

用
の

６
輪

車
い

す
が

商
品

化
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
外

出
用

の
６

輪
電

動
車

椅
子

が
見

当
た

り
ま

せ
ん

。
障

害
者

の
就

労
の

た
め

に
も

、
小

回
り

が
効

く
外

出
用

の
６

輪
電

動
車

い
す

を
作

っ
て

く
だ

さ
い

。
そ

し
て

普
通

の
補

装
具

と
し

て
申

請
で

き
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

１
２

２
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

汎
用

性
の

あ
る

マ
ウ

ス
ス

テ
ィ

ッ
ク

肢
体

障
害

者
用

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

用
と

キ
ー

ボ
ー

ド
用

の
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

使
い

分
け

る
必

要
が

あ
る

の
で

、
汎

用
性

の
あ

る
マ

ウ
ス

ス
テ

ィ
ッ

ク
や

音
声

操
作

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

１
２

３
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
電

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)福

祉
車

両

体
幹

が
安

定
し

、
電

動
車

椅
子

で
も

容
易

に
乗

れ
る

福
祉

車
両

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
椅

子
の

ま
ま

運
転

席
に

乗
れ

る
福

祉
車

両
は

、
座

席
に

電
動

装
置

が
つ

い
て

い
る

よ
う

な
形

状
な

の
で

、
実

用
性

が
薄

い
。

体
幹

が
安

定
し

、
尚

且
つ

電
動

車
椅

子
で

も
容

易
に

乗
れ

る
福

祉
車

両

１
２

４
H

2
1

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
【

ご
意

見
8

7
：

意
思

伝
達

装
置

に
つ

い
て

質
問

で
す

。
】

の
関

連
回

答

【
何

か
の

記
事

で
、

脳
波

を
利

用
し

（
確

か
･
･
･
）

そ
の

人
が

思
っ

て
い

る
こ

と
を

P
C

の
画

面
上

で
文

章
に

な
っ

て
現

れ
る

装
置

が
研

究
さ

れ
て

い
る

と
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

装
置

が
、

福
祉

用
具

と
し

て
開

発
さ

れ
る

予
定

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

】
上

記
に

関
連

し
、

本
年

度
の

厚
労

省
の

補
正

予
算

で
開

発
、

試
作

さ
れ

た
機

器
の

プ
レ

ス
発

表
が

3
/
2

9
に

あ
り

ま
し

た
。

3
/
3

0
の

朝
日

新
聞

に
も

掲
載

さ
れ

た
の

で
ご

覧
に

な
ら

れ
た

方
も

お
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
下

さ
い

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.a
is

t.
g
o
.jp

/
a
is

t_
j/

p
re

s
s
_
re

le
a
s
e
/
p

r2
0

1
0

/
p

r2
0

1
0

0
3

2
9

/
p

r2
0

1
0

0
3

2
9

.h
tm

l
ま

た
、

脳
波

利
用

で
機

器
を

操
作

す
る

研
究

は
、

多
く

の
大

学
・

研
究

機
関

な
ど

で
行

わ
れ

て
い

ま
す

。

１
２

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

意
思

伝
達

装
置

筆
記

用
具

手
が

不
自

由
な

の
で

自
分

ん
で

も
字

が
書

く
こ

と
が

出
来

ま
せ

ん
何

か
よ

い
も

の
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

？

１
２

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

利
用

者
聞

こ
え

な
い

人
の

た
め

の
器

具
聴

覚
障

害
者

用
玄

関
の

入
り

口
に

、
夜

で
も

見
え

る
モ

ニ
タ

ー
が

あ
る

と
便

利
。

携
帯

以
外

で
人

と
す

ば
や

く
連

絡
取

れ
る

機
器

。

１
２

７
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

利
用

者
の

家
族

意
思

を
確

認
す

る
た

め
の

機
器

肢
体

障
害

者
用

Ａ
Ｌ

Ｓ
（

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
）

の
方

で
、

以
前

は
目

の
微

妙
な

動
き

に
よ

り
、

意
思

確
認

を
し

て
い

ま
し

た
が

、
現

在
は

そ
れ

も
難

し
く

な
り

、
特

に
選

挙
の

投
票

な
ど

の
意

思
確

認
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

こ
う

し
た

方
の

意
思

を
確

認
で

き
る

よ
う

な
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
２

８
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
意

思
伝

達
装

置
の

改
良

肢
体

障
害

者
用

眼
球

運
動

や
視

線
に

よ
っ

て
操

作
を

行
う

、
意

思
伝

達
装

置
が

あ
る

が
、

よ
り

安
く

手
軽

に
購

入
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

、
あ

り
が

た
い

で
す

。

１
２

９
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

意
思

伝
達

装
置

医
療

専
門

職
脳

波
を

利
用

し
た

意
思

伝
達

装
置

肢
体

障
害

者
用

体
が

完
全

に
動

か
な

く
な

り
、

意
思

伝
達

装
置

等
の

操
作

が
不

可
能

に
な

っ
た

方
の

た
め

に
、

脳
波

を
測

定
し

、
Y

E
S

か
N

O
だ

け
で

も
測

定
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

そ
れ

だ
け

で
も

伝
え

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
意

思
疎

通
は

十
分

取
れ

ま
す

。

１
３

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
特

殊
寝

台
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

の
オ

プ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

現
場

で
ベ

ッ
ド

を
選

定
す

る
際

に
思

う
事

で
す

が
、

男
性

で
身

長
の

高
い

方
が

何
人

か
お

見
え

で
す

。
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

で
延

長
す

る
為

の
オ

プ
シ

ョ
ン

が
出

た
事

は
と

て
も

嬉
し

い
の

で
す

が
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

延
長

が
プ

レ
グ

ラ
ー

し
か

な
い

の
は

福
祉

用
具

の
選

定
の

幅
が

無
く

、
何

と
か

し
て

欲
し

い
も

の
で

す
。

せ
め

て
タ

イ
カ

の
ア

ル
フ

ァ
プ

ラ
や

ア
ル

フ
ァ

プ
ラ

す
く

っ
と

、
ケ

ー
プ

の
ネ

ク
サ

ス
に

延
長

機
能

が
あ

れ
ば

嬉
し

い
の

で
す

が
・

・
・

ど
う

で
し

ょ
う

？

１
３

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)寝

台
付

属
特

殊
寝

台
楽

匠
Ｓ

シ
リ

ー
ズ

の
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

の
組

み
合

わ
せ

に
つ

い
て

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

Ｋ
Ｓ

－
１

６
１

Ｑ
又

は
サ

イ
ド

レ
ー

ル
Ｋ

Ｓ
－

１
７

１
Ｑ

の
組

み
合

わ
せ

の
場

合
、

介
助

バ
ー

と
サ

イ
ド

レ
ー

ル
が

干
渉

し
合

う
の

で
干

渉
し

合
わ

な
い

様
に

鈍
角

（
３

０
度

）
に

て
グ

リ
ッ

プ
部

分
を

固
定

す
る

と
幅

が
９

ｃ
ｍ

開
い

て
し

ま
い

ま
す

。
首

が
挟

ま
れ

易
い

と
思

い
ま

す
が

、
ベ

ッ
ド

メ
ー

カ
ー

さ
ん

側
で

何
と

か
介

助
バ

ー
と

丁
度

良
い

塩
梅

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

製
作

し
て

も
ら

え
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

？
（

認
知

症
の

方
に

ベ
ッ

ド
を

導
入

す
る

際
）

（
供

給
事

業
者

の
つ

ぶ
や

き
で

す
）

１
３

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)姿

勢
保

持
特

殊
寝

台
円

背
の

方
の

姿
勢

保
持

に
つ

い
て

円
背

の
方

に
ベ

ッ
ド

上
で

真
っ

直
ぐ

仰
臥

位
に

な
っ

て
頂

く
為

に
何

か
良

い
ア

イ
デ

ア
が

あ
れ

ば
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。

１
３

３
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

特
殊

寝
台

障
害

者
団

体
移

乗
機

器
肢

体
障

害
者

用
ベ

ッ
ド

か
ら

車
い

す
へ

簡
単

に
移

乗
す

る
こ

と
が

で
き

る
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

１
３

４
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
時

特
殊

寝
台

障
害

者
団

体
寝

て
い

る
姿

勢
を

記
憶

で
き

る
ベ

ッ
ド

肢
体

障
害

者
用

人
の

動
き

に
合

わ
せ

た
動

き
を

し
て

く
れ

る
電

動
ベ

ッ
ド

が
欲

し
い

。
例

え
ば

、
寝

て
い

る
姿

勢
の

パ
タ

ー
ン

を
記

憶
し

、
そ

の
パ

タ
ー

ン
に

合
わ

せ
て

自
動

で
動

い
て

く
れ

る
ベ

ッ
ド

が
あ

る
と

よ
い

。

１
３

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

排
泄

関
連

用
具

大
型

の
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
探

し
て

い
ま

す
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

で
す

。
あ

る
男

性
の

Ａ
様

と
い

う
普

段
ベ

ッ
ド

上
で

生
活

し
て

い
る

お
客

様
が

い
ま

す
。

排
泄

に
関

し
て

は
す

べ
て

ベ
ッ

ド
上

で
行

な
っ

て
お

り
ま

し
た

が
、

端
座

位
姿

勢
が

取
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
で

の
排

泄
が

で
き

る
ぐ

ら
い

の
身

体
状

況
に

な
っ

て
き

ま
し

た
。

と
こ

ろ
が

、
Ａ

様
は

体
が

非
常

に
大

き
く

（
身

長
は

1
7

0
c
m

ぐ
ら

い
で

か
な

り
の

肥
満

体
で

す
）

い
く

つ
か

適
合

し
そ

う
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

（
例

え
ば

ア
ロ

ン
化

成
の

自
立

５
型

な
ど

）
を

持
っ

て
行

き
座

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

奥
行

き
が

足
り

ず
・

・
・

と
い

っ
た

感
じ

で
す

。
こ

の
方

の
介

護
者

曰
く

「
合

う
の

が
無

け
れ

ば
特

注
で

も
何

で
も

い
い

の
で

・
・

・
」

と
い

う
の

で
す

が
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
特

注
な

ん
て

聞
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
も

こ
の

業
界

に
入

っ
て

６
年

目
で

す
が

、
ま

だ
ま

だ
知

識
不

足
で

す
。

全
国

の
関

係
者

の
皆

様
の

お
知

恵
を

拝
借

さ
せ

て
下

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

１
３

６
H

2
2

新
製

品
や

技
術

排
泄

 移
乗

 屋
内

の
移

動
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

移
動

用
リ

フ
ト

力
要

ら
ず

介
護

シ
ス

テ
ム

枕
交

換
可

能
な

力
が

あ
れ

ば
車

椅
子

、
洗

浄
お

む
つ

交
換

、
簡

易
入

浴
の

が
行

え
る

シ
ス

テ
ム

で
す

。
寝

た
ま

ま
で

体
を

左
右

に
移

動
可

能
に

す
る

新
方

式
の

移
動

方
法

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
（

特
許

済
）

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
開

発
に

は
埼

玉
県

の
経

営
革

新
計

画
の

承
認

を
受

け
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
向

け
の

県
の

公
的

サ
ポ

ー
ト

を
受

け
な

が
ら

行
い

ま
し

た
。

シ
ス

テ
ム

の
詳

細
は

以
下

の
H

P
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/
s
e
ri
z
a
w

a
.c

o
m

/
H

P
上

の
い

ろ
い

ろ
で

き
る

家
庭

介
護

用
シ

ス
テ

ム
の

他
に

、
施

設
向

き
の

リ
フ

ト
機

能
に

特
化

し
た

バ
ー

ジ
ョ

ン
も

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

１
３

７
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
動

用
リ

フ
ト

開
発

メ
ー

カ
か

ん
た

ん
リ

フ
ト

肢
体

障
害

者
用

現
在

販
売

さ
れ

て
い

る
テ

ィ
ル

ト
機

能
が

つ
い

て
い

る
車

椅
子

は
、

置
く

場
所

を
取

っ
た

り
、

高
価

で
あ

る
な

ど
の

理
由

か
ら

利
用

者
数

が
増

え
て

い
ま

せ
ん

。
今

回
提

案
す

る
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
る

車
椅

子
付

属
品

は
、

個
人

的
に

使
い

た
い

と
思

っ
て

い
る

方
に

、
特

注
品

と
し

て
製

作
い

た
し

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

是
非

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

w
w

w
.n

ik
.o

r.
jp

１
３

８
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

移
動

用
リ

フ
ト

自
宅

の
中

へ
入

る
、

い
い

方
法

を
教

え
て

く
だ

さ
い

脳
梗

塞
の

患
者

様
で

、
自

宅
希

望
な

の
で

す
が

、
自

宅
の

玄
関

ま
で

に
5

段
く

ら
い

の
階

段
が

あ
り

、
ど

う
や

っ
て

階
段

を
ク

リ
ア

す
れ

ば
い

い
か

悩
ん

で
い

ま
す

。
ち

な
み

に
、

歩
行

で
き

る
レ

ベ
ル

で
は

な
く

、
立

位
も

中
等

度
介

助
の

方
で

す
。

今
は

苦
渋

の
結

果
、

普
通

の
肘

掛
け

の
あ

る
椅

子
に

抑
制

帯
を

つ
け

て
、

転
落

し
な

い
よ

う
に

し
て

、
椅

子
の

ま
ま

ヘ
ル

パ
ー

2
人

介
助

で
担

い
で

上
げ

よ
う

と
お

も
っ

て
い

ま
す

。
何

か
、

い
い

案
か

あ
り

ま
し

た
ら

ア
ド

バ
イ

ス
お

願
い

し
ま

す
！

１
３

９
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
内

の
移

動
移

動
用

リ
フ

ト
障

害
者

団
体

狭
い

場
所

で
も

設
置

で
き

る
移

動
機

器
肢

体
障

害
者

用
日

本
の

狭
い

住
環

境
に

も
対

応
し

た
、

１
階

か
ら

２
階

へ
移

動
す

る
た

め
の

機
器

が
欲

し
い

。

１
４

０
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

移
動

用
リ

フ
ト

障
害

者
団

体
お

風
呂

と
洗

い
場

の
高

さ
を

容
易

に
解

消
し

て
く

れ
る

機
器

肢
体

障
害

者
用

入
浴

す
る

時
に

、
洗

い
場

と
お

風
呂

の
ふ

ち
の

差
が

あ
り

過
ぎ

て
お

風
呂

に
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
な

ど
を

用
い

て
簡

単
に

浴
槽

に
入

れ
る

機
器

を
開

発
し

て
欲

し
い

。

１
４

１
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
緊

急
通

報
装

置
ボ

タ
ン

１
つ

で
緊

急
事

態
を

外
部

に
知

ら
せ

る
シ

ス
テ

ム

そ
の

他
(失

語
症

)
自

動
車

運
転

中
の

緊
急

時
（

救
急

車
を

呼
ぶ

な
ど

）
に

、
当

事
者

が
ボ

タ
ン

一
つ

で
緊

急
事

態
を

外
部

に
知

ら
せ

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
４

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

利
用

者
の

家
族

児
童

用
オ

ム
ツ

肢
体

障
害

者
用

そ
の

他
(障

害
児

)
体

重
が

1
5

キ
ロ

グ
ラ

ム
を

超
え

た
く

ら
い

か
ら

、
市

販
の

赤
ち

ゃ
ん

・
幼

児
用

オ
ム

ツ
が

き
つ

く
な

っ
て

困
っ

て
い

ま
す

。
か

と
い

っ
て

、
成

人
向

け
の

オ
ム

ツ
は

大
き

す
ぎ

て
使

え
ま

せ
ん

。
1

5
～

4
0

キ
ロ

グ
ラ

ム
く

ら
い

の
障

害
児

用
の

オ
ム

ツ
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

障
害

児
の

場
合

、
足

の
付

け
根

や
股

関
節

の
隙

間
か

ら
オ

シ
ッ

コ
が

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
も

多
い

の
で

、
そ

の
点

に
も

配
慮

し
て

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
ご

一
考

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

１
４

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

排
泄

関
連

用
具

携
帯

用
簡

易
ト

イ
レ

の
ア

イ
デ

ア
外

出
先

で
も

使
え

る
簡

易
用

ト
イ

レ
（

芳
香

付
き

）
に

つ
い

て
の

ア
イ

デ
ア

が
あ

り
ま

す
。

つ
い

て
は

、
こ

れ
を

実
用

化
し

て
く

だ
さ

る
企

業
を

探
し

て
い

ま
す

。
ご

興
味

を
も

た
れ

た
方

は
ご

一
報

く
だ

さ
い

。

１
４

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

排
泄

関
連

用
具

介
助

が
楽

な
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
用

の
手

す
り

に
つ

い
て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
を

考
案

し
、

実
用

新
案

の
申

請
を

し
た

と
こ

ろ
登

録
さ

れ
ま

し
た

。
筋

力
の

弱
っ

た
父

の
介

護
を

し
な

が
ら

、
楽

に
座

っ
た

り
立

っ
た

り
で

き
る

事
を

第
一

に
考

え
た

も
の

で
す

。
市

販
の

パ
イ

プ
や

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

組
み

合
わ

せ
て

作
り

、
実

際
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、

腰
へ

の
負

担
も

軽
減

さ
れ

、
と

て
も

便
利

で
し

た
。

こ
れ

を
商

品
化

し
て

下
さ

る
企

業
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

１
４

５
H

2
2

新
製

品
や

技
術

排
泄

 日
常

的
な

衛
生

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
 調

理
 掃

除
 そ

の
他

(場
面

)除
菌

排
泄

関
連

用
具

安
全

で
最

強
の

除
菌

・
消

臭
液

　
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
　

手
洗

い
体

拭
き

も
Ｏ

Ｋ
！

最
強

！
最

速
！

安
全

な
除

菌
方

法
の

紹
介

で
す

。
ひ

と
晩

つ
け

お
き

す
る

と
9

9
％

除
菌

で
き

る
と

い
う

製
品

を
テ

レ
ビ

で
見

か
け

ま
す

が
、

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

な
ら

１
０

秒
で

同
じ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

細
菌

や
有

機
物

に
接

触
す

る
と

水
に

戻
り

、
安

全
で

す
。

発
生

す
る

悪
臭

を
瞬

時
に

消
失

さ
せ

ま
す

。
医

療
機

関
で

も
使

わ
れ

る
ほ

ど
の

信
頼

性
が

あ
り

ま
す

。
除

菌
・

消
臭

で
有

名
な

製
品

も
あ

り
ま

す
が

、
食

材
に

か
け

た
り

、
う

が
い

に
使

っ
た

り
は

し
ま

せ
ん

。
と

こ
ろ

が
ア

キ
ュ

テ
ク

ト
な

ら
可

能
で

す
。

ま
な

板
で

も
包

丁
で

も
洗

濯
物

で
も

除
菌

し
ま

す
。

テ
レ

ビ
C

M
で

覚
え

た
除

菌
・

消
臭

の
常

識
を

変
え

て
く

だ
さ

い
。

ア
キ

ュ
テ

ク
ト

は
材

料
、

製
法

か
ら

除
菌

消
臭

理
論

、
実

証
デ

ー
タ

が
そ

ろ
っ

て
い

ま
す

。
な

ぜ
、

安
全

な
の

か
？

な
ぜ

、
除

菌
で

き
る

の
か

？
明

確
に

し
て

い
ま

す
。

安
全

で
あ

り
な

が
ら

最
強

と
言

っ
て

も
過

言
で

は
な

い
製

品
を

福
祉

用
品

の
ひ

と
つ

と
し

て
、

多
く

の
方

に
知

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

１
４

６
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

医
療

専
門

職
温

水
洗

浄
便

座
用

肛
門

モ
ニ

タ
ー

肢
体

障
害

者
用

脊
髄

損
傷

患
者

が
温

水
洗

浄
便

座
を

使
用

す
る

と
、

肛
門

周
囲

の
臀

部
感

覚
麻

痺
か

ら
、

肛
門

の
洗

浄
が

的
確

に
で

き
な

い
と

い
う

問
題

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
肛

門
が

モ
ニ

タ
—

で
き

る
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。
ま

た
、

温
水

洗
浄

便
座

の
水

流
は

排
便

障
害

の
あ

る
脊

髄
損

傷
患

者
に

と
っ

て
排

便
促

進
の

効
果

も
も

た
ら

す
。

こ
の

際
に

も
役

立
つ

。
さ

ら
に

座
薬

挿
入

や
浣

腸
操

作
の

際
も

便
利

で
あ

る
。

自
身

も
研

究
開

発
し

た
こ

と
が

あ
り

、
既

製
品

も
国

内
で

販
売

し
て

い
る

が
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
耐

久
性

に
ま

だ
ま

だ
問

題
が

あ
る

。
温

水
洗

浄
便

座
の

機
能

の
オ

プ
シ

ョ
ン

と
し

て
、

便
座

に
一

体
化

さ
せ

コ
ン

パ
ク

ト
に

付
加

で
き

る
と

よ
い

と
考

え
て

い
る

。

１
４

７
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

そ
の

他
("

")
回

転
便

器
肢

体
障

害
者

用
初

め
ま

し
て

。
１

０
年

以
上

前
に

、
「

回
転

便
器

」
を

考
案

し
た

も
の

で
す

。
Y

o
u

 t
u

b
e
で

「
回

転
便

器
」

を
公

開
し

ま
し

た
所

国
内

外
か

ら
、

「
ど

こ
で

売
っ

て
い

る
の

で
す

か
？

」
　

「
便

利
で

す
ね

・
・

・
・

」
「

欲
し

い
の

で
す

か
・

・
・

・
」

と
言

う
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
ま

す
。

【
開

発
の

き
っ

か
け

】
1

5
年

ま
え

に
、

「
回

転
便

座
」

を
考

案
し

て
、

実
用

新
案

を
取

得
し

ま
し

た
。

そ
の

時
は

、
便

座
が

回
転

す
る

と
、

こ
ん

な
に

便
利

で
あ

る
と

思
っ

て
い

ま
し

た
。

で
も

、
便

座
が

回
転

す
る

だ
け

の
ア

イ
デ

ア
で

し
た

。
そ

の
時

は
、

正
直

言
っ

て
ま

だ
冗

談
半

分
で

し
た

。
そ

れ
か

ら
、

便
器

を
ど

う
し

て
回

せ
ば

良
い

か
を

考
え

ま
し

た
。

回
転

便
器

は
、

私
に

著
作

権
が

あ
る

よ
う

で
す

。
で

す
か

ら
、

特
許

の
審

査
請

求
は

し
て

い
ま

せ
ん

。
設

置
箇

所
は

病
院

、
公

衆
ト

イ
レ

、
老

人
ホ

ー
ム

、
車

イ
ス

生
活

を
し

て
い

る
人

の
自

宅
・

・
・

・
・

で
す

。
車

イ
ス

生
活

者
は

日
本

で
４

０
０

万
人

と
も

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

世
界

中
で

、
何

千
万

人
で

し
ょ

う
？

こ
れ

か
ら

、
高

齢
者

・
身

障
者

は
増

え
て

い
き

ま
す

。
少

し
で

も
、

ト
イ

レ
の

使
用

者
、

介
護

す
る

人
の

労
力

の
軽

減
を

は
か

る
た

め
に

、
商

品
化

し
て

く
れ

ま
せ

ん
か

？
そ

し
て

、
製

造
、

販
売

を
し

て
く

れ
ま

せ
ん

か
？

１
４

８
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ウ

レ
タ

ン
製

脱
着

可
能

な
便

座
シ

ー
ト

そ
の

他
知

的
障

害
者

の
利

用
者

の
中

に
は

、
便

座
カ

バ
ー

を
取

り
付

け
て

も
、

そ
れ

を
取

り
外

し
て

便
器

の
中

に
入

れ
て

流
し

て
し

ま
う

方
が

い
ま

す
。

そ
の

た
め

冬
季

時
に

は
冷

た
い

便
座

シ
ー

ト
に

座
っ

て
排

泄
し

て
い

ま
す

。
ウ

レ
タ

ン
製

の
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
が

あ
れ

ば
、

寒
い

期
間

「
ヒ

ヤ
ー

」
と

し
た

感
覚

で
な

か
な

か
排

泄
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

利
用

者
も

ス
ム

ー
ズ

な
排

泄
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

１
４

９
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ト

イ
レ

で
の

手
す

り
肢

体
障

害
者

用
ト

イ
レ

の
壁

に
取

り
付

け
た

手
す

り
に

つ
か

ま
っ

て
の

立
ち

上
が

り
で

、
ど

の
方

向
か

ら
で

も
立

っ
た

り
座

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
、

手
す

り
の

角
度

が
自

由
に

つ
け

ら
れ

る
手

す
り

が
あ

っ
た

ら
便

利
だ

と
思

う
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
５

０
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
失

禁
感

知
オ

ム
ツ

（
セ

ン
サ

ー
）

肢
体

障
害

者
用

そ
の

他
尿

や
便

を
感

知
し

、
す

ぐ
に

取
り

替
え

ら
れ

る
オ

ム
ツ

で
す

。
感

知
機

は
、

オ
ム

ツ
か

ら
取

り
外

し
が

で
き

る
も

の
で

、
洗

え
る

も
の

が
い

い
で

す
。

オ
ム

ツ
や

パ
ン

ツ
の

中
に

入
れ

て
お

い
て

失
禁

を
感

知
し

ま
す

。

１
５

１
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

障
害

者
団

体
衝

撃
吸

収
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 そ
の

他
(障

害
児

用
)

外
で

車
い

す
を

使
う

時
に

、
小

さ
い

石
や

へ
こ

み
に

対
し

て
弱

い
の

で
、

タ
イ

ヤ
で

は
な

く
て

ベ
ル

ト
の

車
輪

み
た

い
や

つ
が

い
い

か
も

。
そ

れ
と

長
時

間
車

い
す

に
乗

っ
て

い
る

と
足

の
血

流
が

悪
く

な
る

た
め

、
電

動
車

い
す

の
よ

う
に

仰
向

け
が

で
き

る
よ

う
に

自
動

で
仰

向
け

が
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

い
い

。

１
５

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

そ
の

他
("

")
知

的
障

害
者

が
使

用
で

き
る

生
理

用
品

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

生
理

の
時

に
ナ

プ
キ

ン
を

使
用

で
き

な
い

方
が

た
く

さ
ん

い
る

の
で

、
何

か
垂

れ
流

し
に

な
ら

な
い

方
法

や
用

品
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

１
５

３
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
排

便
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

教
え

て
く

れ
る

装
置

そ
の

他
(知

的
障

害
者

用
)

知
的

障
害

者
の

方
に

下
剤

等
を

使
っ

て
便

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

て
い

る
の

で
、

便
意

が
あ

っ
て

も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

と
れ

ず
、

紙
オ

ム
ツ

を
使

っ
て

い
て

も
便

が
漏

れ
て

し
ま

う
。

便
が

出
そ

う
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

教
え

て
く

れ
る

器
具

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。

１
５

４
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ト

イ
レ

内
寄

り
か

か
り

バ
ー

肢
体

障
害

者
用

介
護

士
で

す
。

要
望

と
い

う
か

、
ア

イ
デ

ア
で

す
。

片
マ

ヒ
の

高
齢

者
が

ト
イ

レ
内

で
ズ

ボ
ン

の
上

げ
お

ろ
し

を
自

分
で

さ
れ

る
際

、
ト

イ
レ

内
の

縦
手

す
り

に
よ

り
か

か
る

こ
と

で
介

助
が

な
く

て
も

自
立

で
行

え
る

ケ
ー

ス
を

よ
く

見
か

け
ま

す
。

そ
れ

で
あ

れ
ば

、
い

っ
そ

の
こ

と
、

始
め

か
ら

、
縦

手
す

り
に

寄
り

か
か

る
機

能
を

付
随

さ
せ

る
と

ト
イ

レ
が

自
立

可
能

に
な

る
障

害
者

の
方

は
多

い
と

思
い

ま
す

。

通
常

の
縦

手
す

り
だ

と
、

つ
か

む
機

能
し

か
な

く
、

寄
り

か
か

る
に

は
不

便
だ

か
ら

で
す

。
ま

た
片

マ
ヒ

の
方

が
ズ

ボ
ン

上
げ

お
ろ

し
で

手
す

り
か

ら
一

瞬
手

を
離

す
の

は
危

険
で

す
。

（
手

す
り

の
形

状
と

し
て

）
寄

り
か

か
り

機
能

が
つ

い
て

れ
ば

、
手

を
離

し
て

も
安

全
で

す
。

１
５

５
H

2
5

新
製

品
や

技
術

排
泄

排
泄

関
連

用
具

自
動

排
泄

処
理

装
置

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

株
式

会
社

ス
マ

イ
ル

介
護

機
器

で
す

。
こ

の
度

弊
社

製
品

、
自

動
排

泄
処

理
装

置
『

ス
マ

イ
レ

ッ
ト

安
寝

（
あ

ん
し

ん
）

』
を

無
料

で
お

た
め

し
い

た
だ

け
る

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
致

し
ま

し
た

の
で

、
お

知
ら

せ
致

し
ま

す
。

【
操

作
は

か
ん

た
ん

、
に

お
わ

な
い

】
便

・
尿

と
も

安
全

か
つ

自
動

で
処

理
で

き
る

自
動

排
泄

処
理

装
置

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』

は
、

汚
物

の
吸

引
か

ら
温

水
に

よ
る

洗
浄

、
消

臭
、

温
風

乾
燥

・
定

期
的

な
微

風
乾

燥
ま

で
、

完
全

に
自

動
で

運
転

し
ま

す
。

【
自

動
排

泄
処

理
装

置
、

無
料

で
１

泊
お

た
め

し
】

実
際

に
使

っ
て

い
た

だ
い

て
、

そ
の

利
便

性
・

効
果

を
無

料
で

ご
実

感
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
ず

は
、

お
気

軽
に

『
ス

マ
イ

レ
ッ

ト
安

寝
』

を
お

試
し

く
だ

さ
い

！

１
５

６
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
そ

の
他

(片
麻

痺
の

あ
る

方
)

　
半

身
麻

痺
の

方
に

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
提

案
す

る
際

、
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

付
タ

イ
プ

の
商

品
が

有
効

か
と

思
わ

れ
る

事
例

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
老

婆
心

な
が

ら
専

門
職

の
方

に
参

考
に

な
れ

ば
と

思
い

投
稿

し
ま

し
た

。
　

通
常

の
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
の

肘
掛

け
は

、
1

8
0

・
2

1
0

・
2

4
0

の
3

段
階

で
調

整
で

き
る

タ
イ

プ
が

多
い

か
と

思
い

ま
す

。
専

門
職

の
方

が
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
を

選
定

す
る

際
、

肘
が

約
9

0
度

に
な

る
様

な
タ

イ
プ

を
選

定
す

る
か

と
思

い
ま

す
が

、
そ

の
高

さ
だ

と
、

力
が

入
り

難
く

立
ち

上
が

り
が

大
変

と
思

わ
れ

ま
す

。
Ａ

社
の

ア
シ

ス
ト

グ
リ

ッ
プ

は
1

1
0

の
高

さ
な

の
で

、
ﾌ
ﾟ
ｯ
ｼ
ｭ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
時

、
力

が
入

り
易

い
の

で
力

ま
な

く
て

も
立

ち
上

が
り

動
作

が
可

能
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
力

ま
な

く
て

も
良

い
の

で
、

お
小

水
の

こ
ぼ

れ
も

少
な

く
て

済
む

の
も

メ
リ

ッ
ト

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
５

７
H

2
7

新
製

品
や

技
術

排
泄

排
泄

関
連

用
具

男
性

用
収

尿
器

M
r.
ユ

リ
ナ

ー
発

売
こ

ん
な

収
尿

器
を

待
っ

て
い

た
！

頻
尿

で
外

出
に

困
っ

た
高

齢
者

が
開

発
・

特
許

取
得

！
頻

尿
･
尿

漏
れ

で
お

悩
み

の
日

常
生

活
ス

タ
イ

ル
を

劇
的

に
変

革
さ

せ
る

男
性

用
携

行
式

収
尿

器
「

M
r.
ユ

リ
ナ

ー
」

発
売

の
お

知
ら

せ
昭

和
2

4
年

創
業

、
介

護
機

器
メ

ー
カ

ー
の

朝
日

産
業

株
式

会
社

（
本

社
：

名
古

屋
市

熱
田

区
、

社
長

：
辻

本
正

人
）

は
、

画
期

的
な

排
泄

用
具

「
男

性
用

収
尿

器
M

r.
ユ

リ
ナ

ー
」

を
開

発
し

全
国

で
発

売
を

開
始

し
ま

す
。

１
．

製
品

コ
ン

セ
プ

ト
・

概
要

　
実

際
に

尿
も

れ
症

状
で

困
り

、
様

々
な

市
販

品
を

試
す

も
の

の
体

に
あ

わ
な

い
、

と
悩

ん
だ

方
が

自
ら

発
案

し
た

試
作

品
を

元
に

、
弊

社
が

従
来

の
収

尿
器

 そ
し

て
パ

ッ
ド

・
紙

オ
ム

ツ
の

あ
ら

ゆ
る

欠
点

を
検

証
し

、
独

創
的

な
発

想
と

コ
ン

セ
プ

ト
で

商
品

化
を

実
現

し
た

男
性

用
収

尿
器

で
す

。
２

．
製

品
特

長
1

)排
尿

後
の

不
快

感
ゼ

ロ
！

　
排

尿
後

の
温

感
や

冷
感

、
か

ゆ
み

が
殆

ど
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
長

時
間

の
密

着
に

よ
る

蒸
れ

、
ベ

ル
ト

等
の

締
め

付
け

の
物

理
的

ス
ト

レ
ス

が
無

く
、

装
着

し
て

い
る

こ
と

さ
え

忘
れ

て
し

ま
う

ほ
ど

の
心

地
よ

さ
で

、
も

ち
ろ

ん
皮

膚
ト

ラ
ブ

ル
も

ほ
と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

2
)経

済
的

負
担

を
大

幅
軽

減
！

　
洗

浄
し

て
何

度
も

使
用

す
る

タ
イ

プ
な

の
で

、
恒

常
的

に
必

要
と

な
る

消
耗

品
の

経
済

的
負

担
を

大
幅

に
軽

減
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
紙

オ
ム

ツ
の

ゴ
ミ

処
分

問
題

か
ら

も
解

放
さ

れ
ま

す
。

3
)介

護
者

の
負

担
を

軽
減

！
　

排
尿

後
は

ボ
ト

ル
を

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

外
し

尿
を

捨
て

る
だ

け
。

洗
浄

は
、

ボ
ト

ル
に

洗
浄

液
を

入
れ

、
軽

く
握

る
だ

け
で

内
部

全
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

手
間

が
か

か
り

ま
せ

ん
。

３
．

続
々

と
寄

せ
ら

れ
る

モ
ニ

タ
ー

様
の

う
れ

し
い

声
々

・
・

・
●

 導
尿

カ
テ

ー
テ

ル
使

用
時

は
慢

性
的

な
膀

胱
炎

だ
っ

た
。

お
か

げ
で

膀
胱

炎
の

不
安

が
な

く
な

っ
た

 (
6

0
代

)
●

 前
立

腺
手

術
後

　
回

復
期

の
尿

も
れ

で
パ

ッ
ト

を
使

っ
て

い
た

が
気

持
ち

悪
か

っ
た

。
こ

れ
は

快
適

だ
 (

5
0

代
)

●
 ３

０
分

が
限

界
な

の
で

旅
行

や
電

車
に

困
っ

て
い

た
。

ゴ
ミ

が
出

な
い

の
が

い
い

。
重

宝
し

て
い

る
 (

7
0

代
)

●
 バ

ス
旅

行
に

行
き

た
い

が
、

ト
イ

レ
が

心
配

だ
っ

た
。

い
つ

で
も

脱
着

で
き

る
か

ら
安

心
し

て
外

出
で

き
る

 (
6

0
代

)
●

 職
業

上
、

屋
外

作
業

で
休

憩
以

外
は

ト
イ

レ
に

行
け

な
い

。
こ

れ
を

持
っ

て
い

れ
ば

安
心

だ
 (

4
0

代
) 

な
ど

・
・

・

１
５

８
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
そ

の
他

(場
面

)
排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)
医

療
専

門
職

ラ
バ

ー
シ

ー
ツ

高
齢

者
用

ラ
バ

ー
シ

ー
ツ

を
使

用
し

て
い

る
方

で
、

ベ
ッ

ド
か

ら
自

身
で

起
き

上
が

る
際

に
、

ベ
ッ

ド
か

ら
滑

り
落

ち
る

方
が

時
々

い
ま

す
。

パ
イ

ル
生

地
な

ど
の

も
の

を
使

用
す

る
と

、
滑

り
に

く
く

な
り

ま
す

が
、

介
助

者
が

姿
勢

を
整

え
る

際
に

滑
り

に
く

い
が

た
め

に
シ

ー
ツ

が
皺

に
な

り
や

り
に

く
い

と
の

声
が

あ
り

ま
す

。
ベ

ッ
ド

の
端

に
な

る
部

分
は

滑
り

に
く

く
、

中
心

部
は

通
常

の
ラ

バ
ー

シ
ー

ツ
が

あ
れ

ば
い

い
の

で
す

が
。

１
５

９
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

 日
常

的
な

衛
生

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
 調

理
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

寝
た

き
り

の
人

用
ﾄ
ｲ
ﾚ
ｯ

ﾄ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾊ
ﾟ

高
齢

者
用

ﾃ
ｨ
ｼ
ｭ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
で

 、
1

枚
づ

つ
取

り
だ

し
や

す
い

物
が

ほ
し

い
。

お
尻

を
拭

い
た

後
、

そ
の

ま
ま

ま
と

め
て

ﾄ
ｲ
ﾚ
に

流
せ

る
。

ﾍ
ﾞ
ｯ
ﾄ
で

の
介

助
だ

と
ﾛ
ｰ
ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
は

と
て

も
不

便
。

１
６

０
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

入
浴

関
連

用
具

開
発

メ
ー

カ
浴

室
内

の
手

摺
を

利
用

し
た

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ド
用

具
と

入
浴

装
置

肢
体

障
害

者
用

1
.浴

室
内

に
取

付
け

た
既

設
の

水
平

式
や

垂
直

式
の

ど
ち

ら
の

手
摺

り
対

し
て

も
、

後
付

け
操

作
で

着
脱

が
自

在
に

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

機
構

を
新

た
に

採
用

す
る

こ
と

で
、

取
付

け
位

置
も

ノ
ズ

ル
の

高
さ

や
角

度
も

自
由

に
選

択
が

可
能

と
な

る
新

規
な

シ
ャ

ワ
ー

装
置

を
提

供
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

使
用

者
は

自
分

の
姿

勢
を

シ
ャ

ワ
ー

ヘ
ッ

ド
に

合
わ

せ
る

の
で

は
な

く
、

浴
び

た
い

場
所

に
向

け
て

ヘ
ッ

ド
の

位
置

を
動

か
し

シ
ャ

ワ
ー

を
当

て
る

こ
と

が
自

在
と

な
り

、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

打
た

せ
湯

も
可

能
と

な
り

ま
す

。
洗

浄
時

に
は

介
護

者
が

両
手

を
自

由
に

使
っ

て
洗

髪
等

が
で

き
る

の
で

本
人

の
満

足
感

も
向

上
し

、
能

率
も

上
が

り
介

助
時

間
も

短
縮

し
ま

す
。

2
.寒

冷
期

に
際

し
て

は
、

体
温

の
低

下
を

防
ぎ

身
体

へ
の

負
担

を
軽

く
す

る
た

め
同

時
に

足
浴

を
行

え
ば

非
常

に
効

果
的

で
す

。
そ

の
手

法
と

し
て

空
気

を
入

れ
て

ビ
ニ

ー
ル

を
膨

ら
ま

せ
て

膝
下

ま
で

を
湯

に
浸

す
温

水
槽

を
併

用
す

れ
ば

全
身

の
体

温
も

上
昇

し
、

終
了

後
の

処
理

と
し

て
は

、
平

ら
な

型
に

折
り

畳
め

る
た

め
収

納
上

か
ら

も
大

変
便

利
で

す
。

（
注

）
　

そ
れ

ぞ
れ

の
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。

１
６

１
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

入
浴

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
入

浴
介

助
用

手
摺

装
置

肢
体

障
害

者
用

入
浴

時
に

お
け

る
課

題
は

、
浴

槽
へ

の
出

入
り

と
、

座
っ

た
り

立
っ

た
り

す
る

動
作

が
難

儀
で

あ
る

点
で

す
。

そ
の

解
決

策
と

し
て

、
浴

槽
の

長
手

方
向

壁
面

に
取

り
付

け
ら

れ
た

既
設

の
水

平
式

手
摺

り
を

利
用

し
て

、
後

付
け

で
装

着
が

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
新

規
に

採
用

し
た

こ
と

で
浴

槽
を

直
角

に
横

断
し

、
対

面
側

の
縁

に
固

定
す

る
ブ

リ
ッ

ジ
状

の
介

助
用

手
摺

が
実

用
化

で
き

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
入

浴
者

は
左

右
の

任
意

側
か

ら
手

摺
を

伝
っ

て
浴

槽
に

入
り

、
そ

の
握

り
手

を
替

え
る

こ
と

な
く

中
央

部
へ

移
行

し
そ

の
ま

ま
腰

を
下

し
て

座
り

ま
す

。
立

ち
上

が
る

時
に

は
腕

を
伸

ば
し

て
前

方
の

手
摺

を
掴

め
ば

自
然

に
腰

を
浮

か
す

動
き

と
な

り
楽

に
起

き
上

が
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

で
、

危
険

性
が

減
少

し
安

全
度

が
増

し
ま

す
。

従
っ

て
、

従
来

の
I型

や
L
型

な
ど

の
複

数
の

手
摺

が
不

必
要

と
な

り
、

浴
室

内
の

環
境

美
化

と
経

済
性

に
貢

献
し

ま
す

。
（

注
）

　
手

摺
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
６

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

入
浴

関
連

用
具

開
発

メ
ー

カ
介

護
用

半
身

入
浴

装
置

そ
の

他
特

許
第

4
9

8
5

8
5

6
号

の
本

製
品

は
、

ベ
ッ

ド
の

上
で

、
上

半
身

を
背

も
た

れ
に

乗
せ

た
、

楽
な

姿
勢

で
、

安
全

に
、

安
心

し
て

入
浴

で
き

る
。

１
　

浴
槽

機
能

①
 ベ

ッ
ド

上
で

身
体

の
下

に
浴

槽
シ

ー
ト

（
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

）
を

敷
き

、
背

も
た

れ
を

背
上

げ
す

る
。

②
 次

に
U

字
型

の
浴

槽
板

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
）

の
開

口
部

先
端

を
背

も
た

れ
に

密
着

す
る

よ
う

に
置

く
。

③
 次

に
身

体
の

下
に

敷
か

れ
て

い
る

浴
槽

シ
ー

ト
を

広
げ

、
浴

槽
板

内
面

を
覆

う
こ

と
に

よ
り

浴
槽

機
能

と
な

る
。

２
　

特
徴

①
 背

も
た

れ
を

低
く

す
る

（
角

度
1

0
度

）
こ

と
に

よ
り

胸
か

ら
、

肩
、

首
筋

ま
で

入
浴

で
き

る
。

②
 半

身
入

浴
に

よ
り

湯
水

量
は

少
な

く
て

す
む

（
2

0
ℓ

～
3

0
ℓ

）
③

 浴
槽

カ
バ

ー
を

設
け

て
、

湯
水

飛
散

防
止

と
湯

水
温

の
保

温
、

身
体

の
保

温
で

き
る

。
④

 排
水

、
身

体
拭

き
は

排
水

ポ
ン

プ
2

台
（

電
池

式
2

2
ℓ

/
２

台
分

）
で

行
い

、
大

型
タ

オ
ル

ケ
ッ

ト
で

吸
収

、
拭

取
る

。
⑤

 清
掃

は
、

浴
槽

シ
ー

ト
の

み
１

枚
で

す
む

の
で

楽
。

⑥
 本

品
は

、
浴

槽
板

と
浴

槽
シ

ー
ト

か
ら

な
り

、
家

人
（

訪
問

介
護

）
１

人
の

簡
単

な
軽

作
業

で
、

短
時

間
に

楽
に

、
安

全
に

、
安

心
し

て
入

浴
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

入
浴

回
数

も
増

え
、

体
臭

無
く

な
る

、
入

浴
者

、
介

護
者

と
も

に
負

担
の

少
な

い
入

浴
装

置
で

す
。

３
　

詳
細

は
、

ブ
ロ

グ
（

h
tt

p
:/

/
k
a
ig

o
n

yu
yo

u
.ju

g
e
m

.jp
/
）

を
見

て
下

さ
い

。

１
６

３
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
入

浴
関

連
用

具
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
（

高
さ

・
幅

等
の

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
対

応
品

）

内
容

 浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　

し
っ

か
り

と
固

定
で

き
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

で
、

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
メ

ー
カ

ー
を

探
し

て
い

ま
す

。
自

立
支

援
の

為
の

モ
ノ

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
浴

槽
が

狭
く

な
る

為
、

取
り

付
け

時
と

取
り

外
し

時
に

介
助

の
必

要
と

な
る

バ
ス

ボ
ー

ド
の

よ
う

な
希

望
し

て
お

ら
ず

、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
を

掛
け

た
ま

ま
入

浴
し

た
り

、
バ

ス
タ

ブ
外

に
出

ら
れ

る
よ

う
な

自
立

支
援

用
品

を
探

し
て

い
ま

す
。

ブ
リ

ッ
ジ

に
掛

け
る

ボ
ー

ド
の

素
材

は
、

滑
り

止
め

加
工

が
施

さ
れ

、
薄

く
て

頑
丈

な
物

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
（

ボ
ー

ド
は

取
り

外
し

が
出

来
た

ら
尚

有
難

い
で

す
。

）
現

在
市

販
さ

れ
て

い
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

は
高

さ
の

み
の

特
注

は
受

け
て

い
る

と
の

こ
と

で
し

た
が

、
幅

や
天

板
の

素
材

（
滑

る
の

で
木

製
以

外
を

希
望

）
等

に
対

応
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

（
我

が
家

は
埋

め
込

み
式

浴
槽

で
、

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

の
足

に
当

た
る

部
分

は
、

高
さ

2
8

セ
ン

チ
と

な
り

ま
す

。
）

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

１
６

４
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

 風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
 そ

の
他

(場
面

)自
立

支
援

入
浴

関
連

用
具

自
立

支
援

用
品

を
特

注
で

作
っ

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ト
ス

テ
ム

が
開

発
し

た
『

腰
掛

が
出

来
る

サ
ー

モ
フ

タ
』

の
よ

う
な

素
晴

ら
し

い
商

品
を

我
が

家
の

バ
ス

タ
ブ

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
メ

ー
カ

ー
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

ト
ス

テ
ム

の
バ

ス
タ

ブ
に

の
み

設
置

で
き

る
と

の
こ

と
で

し
た

。
Ｔ

Ｏ
Ｔ

Ｏ
の

ポ
リ

バ
ス

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

な
知

恵
を

技
術

の
あ

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

ご
一

報
頂

き
た

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
＊

市
販

品
の

改
造

や
　

安
全

性
・

耐
久

性
の

な
い

品
は

　
希

望
し

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

何
か

お
知

恵
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
　

お
借

り
で

き
た

ら
幸

い
で

す
。

ど
う

ぞ
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

１
６

５
H

2
4

新
製

品
や

技
術

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
入

浴
関

連
用

具
ワ

ン
ハ

ン
ド

ウ
ォ

ッ
シ

ュ
タ

オ
ル

片
麻

痺
が

あ
る

方
で

も
、

使
用

で
き

る
ハ

ン
ド

タ
オ

ル
を

作
成

し
ま

し
た

。
特

徴
は

、
タ

オ
ル

が
輪

っ
か

状
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

片
腕

だ
け

で
も

身
体

を
洗

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

乾
き

や
す

い
素

材
を

使
用

し
て

い
る

た
め

、
体

を
拭

く
こ

と
も

可
能

で
す

。

１
６

６
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

入
浴

関
連

用
具

福
祉

専
門

職
浴

室
浴

槽
に

つ
い

て
肢

体
障

害
者

用
そ

の
他

(高
齢

者
)

最
近

、
浴

槽
の

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

多
種

多
様

な
も

の
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

自
身

が
高

齢
化

し
た

時
の

使
い

勝
手

に
は

非
常

に
不

便
さ

を
感

じ
て

い
ま

す
。

特
に

浴
槽

縁
デ

ザ
イ

ン
や

そ
の

形
状

、
深

さ
や

出
入

り
の

し
や

す
さ

等
に

は
高

齢
者

向
き

で
は

な
い

も
の

ば
か

り
で

す
。

浴
槽

メ
ー

カ
ー

さ
ん

に
は

若
年

層
向

け
の

斬
新

さ
ば

か
り

で
は

な
く

、
浴

槽
も

一
つ

の
福

祉
用

具
と

な
り

得
る

こ
と

や
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
理

解
と

実
践

を
強

く
望

む
ば

か
り

で
す

。

１
６

７
H

2
1

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
収

集
そ

の
他

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

（
音

声
ガ

イ
ド

付
き

な
ど

）
・

チ
ュ

ー
ナ

ー
に

つ
い

て

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

が
話

題
に

で
て

お
り

ま
す

が
、

す
で

に
名

刺
サ

イ
ズ

の
商

品
で

下
記

の
も

の
が

あ
り

ま
す

。
ソ

ニ
ー

　
ワ

ン
セ

グ
対

応
F
M

ス
テ

レ
オ

／
A

M
ラ

ジ
オ

　
X

D
V

-
G

2
0

0
W

E
B

検
索

で
調

べ
る

と
現

時
点

（
2

0
1

0
/
0

3
/
2

3
）

で
最

安
値

1
6

9
8

0
円

で
す

。
い

ず
れ

に
せ

よ
、

携
帯

ラ
ジ

オ
の

よ
う

に
持

ち
運

び
し

た
い

と
な

る
と

、
ワ

ン
セ

グ
が

映
る

場
所

で
な

い
と

利
用

で
き

ま
せ

ん
。

家
庭

に
お

い
て

通
常

T
V

は
、

ア
ン

テ
ナ

と
接

続
さ

れ
て

い
る

か
、

ケ
ー

ブ
ル

T
V

に
よ

り
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
を

受
信

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

上
記

の
機

種
を

お
使

い
の

方
や

、
携

帯
電

話
を

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

の
よ

う
に

お
使

い
の

方
、

ま
た

上
記

で
は

不
足

と
思

わ
れ

る
方

は
、

感
想

や
ア

ド
バ

イ
ス

、
コ

メ
ン

ト
な

ど
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

な
お

、
パ

ソ
コ

ン
を

お
持

ち
の

方
で

あ
れ

ば
、

1
5

0
0

0
円

位
で

、
パ

ソ
コ

ン
に

接
続

し
ワ

ン
セ

グ
が

入
る

よ
う

に
す

る
機

器
が

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。

59



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
６

８
H

2
2

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
頚

椎
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
器

具
の

開
発

頚
椎

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

器
具

の
開

発
　

首
都

大
学

東
京

の
新

田
収

教
授

と
共

同
研

究
頚

椎
を

同
じ

姿
勢

で
長

時
間

い
る

と
、

肩
が

は
っ

た
り

　
首

の
疲

労
が

増
加

す
る

。
耳

を
中

心
と

し
た

頭
部

の
回

転
運

動
　

う
な

づ
き

運
動

が
頚

椎
の

周
辺

の
筋

肉
の

運
動

に
有

効
で

あ
る

。
頚

椎
の

重
い

疾
患

に
な

る
前

に
、

日
頃

う
な

づ
き

運
動

を
、

疲
労

し
な

い
程

度
に

行
う

と
、

血
流

が
良

く
、

イ
ン

ナ
ー

マ
ッ

ス
ル

内
部

筋
肉

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

な
る

。
頚

椎
の

周
辺

の
筋

力
の

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

、
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
頚

椎
の

有
効

な
運

動
に

、
う

な
づ

き
　

了
解

　
は

い
　

と
首

を
立

て
に

動
か

す
事

は
う

な
づ

き
運

動
の

、
基

本
動

作
で

あ
る

。
い

つ
も

首
を

横
に

ふ
り

、
う

な
づ

く
事

の
な

い
人

は
、

要
注

意
で

あ
る

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.f
e
rr

e
t-

tu
e
.c

o
m

/
b

b
s
/
b

o
a
rd

.p
h

p
?

b
o
a
rd

=
b

o
a
rd

0
4

&
c
o
m

m
a
n

d
=
b
o
d

y&
n

o
=
1

7

１
６

９
H

2
2

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

健
康

・
介

護
情

報
誌

「
ど

ー
も

」
の

ご
紹

介
「

ど
ー

も
」

は
、

４
８

歳
か

ら
の

華
麗

な
生

き
方

を
応

援
す

る
た

め
の

健
康

・
笑

顔
応

援
誌

と
正

し
い

介
護

の
方

法
、

得
す

る
介

護
情

報
を

提
供

す
る

情
報

誌
の

２
ツ

の
側

面
を

持
っ

た
雑

誌
で

す
。

内
容

も
身

近
な

視
点

か
ら

わ
か

り
易

い
内

容
で

、
健

康
や

介
護

が
、

自
分

の
身

近
な

話
題

や
問

題
に

最
初

に
直

面
し

た
時

に
一

番
役

に
立

つ
内

容
に

な
っ

て
い

ま
す

。
メ

ー
カ

ー
サ

イ
ド

か
ら

は
、

月
間

２
５

．
０

０
０

部
の

発
行

部
数

を
誇

る
広

告
媒

体
と

し
て

ご
検

討
下

さ
い

。
ま

た
、

介
護

施
設

サ
イ

ド
か

ら
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

・
・

ま
た

は
、

顧
客

サ
ー

ビ
ス

の
一

環
と

し
て

配
布

さ
れ

て
お

り
、

好
評

を
頂

い
て

い
ま

す
。

是
非

、
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ア
ク

セ
ス

し
て

内
容

を
ご

確
認

下
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
d

o
-
m

o
.n

ik
.o

r.
jp

/

１
７

０
H

2
2

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
杖

保
持

具
開

発
、

販
売

に
お

力
を

貸
し

て
く

だ
さ

い
　

私
は

身
体

に
障

害
が

あ
り

杖
を

使
用

し
て

い
ま

す
常

、
日

頃
思

う
こ

と
は

　
役

所
、

病
院

、
薬

局
、

食
堂

等
々

の
カ

ウ
ン

タ
ー

や
テ

ー
ブ

ル
に

杖
を

保
持

す
る

設
備

が
あ

り
ま

せ
ん

、
杖

を
使

用
し

て
い

る
方

不
便

を
感

じ
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

か
、

従
っ

て
杖

を
壁

に
立

て
掛

け
る

か
床

に
置

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

　
こ

の
よ

う
な

事
か

ら
、

カ
ウ

ン
タ

ー
や

テ
ー

ブ
ル

の
上

　
又

　
車

の
屋

根
の

上
に

設
置

す
る

、
杖

保
持

具
を

考
案

、
実

用
新

案
登

録
を

取
得

し
ま

し
た

１
例

目
　

机
上

杖
保

持
具

　
【

実
用

新
案

登
録

】
登

録
第

３
１

３
４

６
１

６
号

２
例

目
　

車
上

杖
保

持
具

　
【

実
用

新
案

登
録

】
登

録
第

３
１

５
１

８
９

２
号

但
し

１
例

目
は

試
作

品
が

あ
り

ま
す

（
机

上
杖

保
持

具
は

家
庭

の
下

駄
箱

の
上

に
も

設
置

で
き

ま
す

）
２

例
目

は
試

作
中

で
す

（
車

上
杖

保
持

具
は

傘
も

保
持

で
き

ま
す

）
私

は
障

害
者

で
す

の
で

、
障

害
者

の
団

体
様

に
支

援
を

い
た

だ
き

、
少

し
で

も
障

害
者

の
方

々
　

の
お

役
に

立
て

れ
ば

と
当

掲
示

板
を

お
借

り
し

ま
し

た
ま

っ
た

く
、

前
例

の
な

い
商

品
で

す
の

で
資

料
の

請
求

を
頂

け
れ

ば
　

１
例

目
の

机
上

杖
保

持
具

　
に

つ
い

て
は

　
試

作
品

を
送

り
し

ま
す

　
２

例
目

に
付

い
て

は
写

真
を

送
り

ま
す

１
７

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
そ

の
他

ベ
ッ

ド
用

手
す

り
ベ

ッ
ド

用
手

す
り

の
高

さ
調

整
で

す
が

、
現

在
、

7
0

0
ｍ

ｍ
・

7
5

0
ｍ

ｍ
・

8
0

0
ｍ

ｍ
の

3
段

階
し

か
調

整
出

来
な

い
の

で
不

便
で

す
。

せ
め

て
2

0
ｍ

ｍ
刻

み
で

調
整

が
出

来
る

様
に

し
て

欲
し

い
も

の
で

す
。

穴
は

縦
に

穴
が

開
け

れ
な

い
の

な
ら

ば
、

ザ
グ

ザ
グ

に
穴

を
開

け
れ

ば
強

度
維

持
出

来
る

と
思

う
の

で
す

が
・

・
・

１
７

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
９

６
番

さ
ん

へ
高

齢
者

用
の

靴
で

す
が

、
最

近
は

と
っ

て
も

可
愛

い
靴

が
あ

り
ま

す
よ

。
私

の
母

に
先

日
購

入
し

た
の

で
す

が
、

黒
地

に
白

の
水

玉
模

様
で

、
甲

の
部

分
は

シ
ャ

ー
リ

ン
グ

に
な

っ
て

、
私

が
履

き
た

い
く

ら
い

に
可

愛
い

靴
で

す
。

今
、

得
意

顔
で

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
履

い
て

い
っ

て
ま

す
。

こ
れ

は
、

病
院

の
売

店
に

売
っ

て
い

ま
し

た
。

１
７

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
簡

易
な

運
動

を
楽

し
く

促
が

す
も

の
　

日
々

ベ
ッ

ド
で

過
ご

す
利

用
者

に
と

っ
て

、
ベ

ッ
ド

上
が

生
活

空
間

す
べ

て
の

感
が

あ
り

ま
す

。
仰

臥
状

態
で

も
上

肢
は

動
か

せ
る

、
物

を
握

る
・

つ
か

む
こ

と
の

で
き

る
利

用
者

は
、

サ
イ

ド
レ

ー
ル

を
握

り
寝

返
り

を
し

た
り

と
、

リ
ハ

ビ
リ

へ
の

意
欲

的
な

行
動

を
さ

れ
て

い
る

姿
を

見
か

け
ま

す
。

　
そ

こ
で

、
乳

幼
児

の
使

用
す

る
乳

母
車

や
ベ

ッ
ド

に
セ

ッ
ト

さ
れ

、
幼

児
が

指
な

ど
で

遊
ぶ

知
育

玩
具

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、

介
護

ベ
ッ

ド
や

手
す

り
な

ど
に

セ
ッ

ト
で

き
る

、
安

全
で

、
楽

し
み

と
意

欲
を

促
が

す
ア

ク
セ

サ
リ

ー
的

商
品

の
開

発
に

興
味

を
持

っ
て

き
ま

し
た

。
ご

興
味

の
あ

る
方

居
ら

れ
れ

ば
、

情
報

を
交

換
し

た
い

と
思

い
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
７

４
H

2
2

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
介

護
に

携
わ

る
人

の
応

援
マ

ガ
ジ

ン
「

月
刊

介
護

保
険

」
の

ご
紹

介

「
月

刊
介

護
保

険
」

編
集

部
の

野
澤

と
申

し
ま

す
。

介
護

に
携

わ
る

人
の

応
援

マ
ガ

ジ
ン

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

「
月

刊
介

護
保

険
」

で
は

、
介

護
保

険
制

度
改

正
に

向
け

た
厚

生
労

働
省

の
動

き
や

最
新

の
ニ

ュ
ー

ス
、

法
令

・
通

知
等

の
解

説
は

も
ち

ろ
ん

、
地

方
自

治
体

や
介

護
現

場
の

ユ
ニ

ー
ク

な
取

組
み

を
わ

か
り

や
す

く
、

正
確

に
お

伝
え

し
て

い
ま

す
。

行
政

関
係

者
や

ヘ
ル

パ
ー

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
病

院
関

係
者

な
ど

に
ご

愛
読

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

紙
媒

体
の

他
に

も
電

子
書

籍
な

ど
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
●

法
研

「
月

刊
介

護
保

険
」

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
o
c
io

h
e
a
lt
h

.c
o
.jp

/
m

a
g
a
z
in

e
/
k
a
ig

o
/
in

d
e
x
.c

fm
※

定
期

購
読

の
他

に
、

最
新

号
は

丸
善

丸
の

内
本

店
、

三
省

堂
書

店
神

保
町

本
店

、
ジ

ュ
ン

ク
堂

池
袋

本
店

で
も

販
売

し
て

お
り

ま
す

。
●

富
士

山
マ

ガ
ジ

ン
サ

ー
ビ

ス
「

月
刊

介
護

保
険

」
デ

ジ
タ

ル
版

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.f
u

jis
a
n

.c
o
.jp

/
k
a
ig

o
/

※
Ｗ

Ｅ
Ｂ

上
で

雑
誌

を
購

入
で

き
、

１
冊

ま
る

ご
と

閲
覧

で
き

ま
す

。
ご

購
入

後
は

Ｗ
Ｅ

Ｂ
上

、
iP

h
o
n

e
・

iP
a
d
上

で
閲

覧
で

き
ま

す
。

●
M

e
d

ic
a
l 
e
-
h

o
n

（
メ

デ
ィ

カ
ル

イ
ー

ホ
ン

）
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.m
e
-
h

o
n

.n
e
.jp

/
m

e
b

/
医

療
従

事
者

向
け

４
万

点
以

上
の

記
事

・
論

文
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
「

月
刊

介
護

保
険

」
を

記
事

単
位

で
検

索
、

閲
覧

で
き

ま
す

。
●

日
経

テ
レ

コ
ン

２
１

h
tt

p
:/

/
t2

1
.n

ik
k
e
i.c

o
.jp

/
※

「
日

経
テ

レ
コ

ン
２

１
」

の
会

員
は

、
新

聞
・

雑
誌

２
０

０
紙

誌
以

上
の

記
事

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

「
月

刊
介

護
保

険
」

を
記

事
単

位
で

検
索

、
閲

覧
で

き
ま

す
。

１
７

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

そ
の

他
洗

髪
用

具
ベ

ッ
ド

で
洗

髪
を

し
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

ふ
ち

に
排

水
ホ

ー
ス

の
つ

い
た

四
角

い
も

の
を

使
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
商

品
が

廃
番

に
な

り
、

似
て

い
る

も
の

を
購

入
し

た
の

で
す

が
、

排
水

ホ
ー

ス
が

細
す

ぎ
て

排
水

が
進

み
ま

せ
ん

。
お

湯
が

冷
め

て
寒

く
て

使
え

ま
せ

ん
。

顔
が

お
ぼ

れ
そ

う
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。

１
７

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

排
泄

そ
の

他
排

泄
･
･
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

「
ご

意
見

」
欄

は
ご

当
人

に
し

か
届

か
な

い
の

で
す

ね
。

で
、

改
め

て
。

紙
パ

ン
ツ

を
拒

否
、

あ
る

い
は

３
６

番
の

よ
う

な
ご

意
見

を
お

持
ち

の
方

へ
。

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
を

ご
存

知
で

す
か

？
紙

の
尿

取
り

パ
ッ

ド
を

固
定

す
る

た
め

の
専

用
の

布
製

の
ア

ウ
タ

ー
が

市
販

さ
れ

て
い

ま
す

。
身

体
に

ぴ
っ

た
り

と
添

い
パ

ッ
ド

が
ず

れ
に

く
く

、
洗

濯
を

し
て

繰
り

返
し

使
え

ま
す

の
で

経
済

的
で

す
し

ゴ
ミ

も
減

り
ま

す
。

夫
は

綿
と

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

混
紡

の
伸

縮
性

の
あ

る
ボ

ク
サ

ー
型

の
市

販
の

パ
ン

ツ
も

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
の

代
用

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
が

こ
れ

は
色

や
柄

も
選

べ
て

お
若

い
人

に
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

夜
用

の
大

型
パ

ッ
ド

に
も

適
応

し
ま

す
。

ブ
リ

ー
フ

型
や

ト
ラ

ン
ク

ス
は

、
ず

れ
た

り
落

ち
た

り
し

や
す

い
の

で
お

勧
め

で
き

ま
せ

ん
。

女
性

も
女

性
用

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
や

サ
ニ

タ
リ

ー
シ

ョ
ー

ツ
な

ど
で

お
試

し
く

だ
さ

い
。

「
そ

よ
風

」
よ

り

１
７

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)在

宅
介

護
そ

の
他

体
交

（
体

位
交

換
）

の
工

夫
病

院
な

ど
で

は
看

護
師

さ
ん

や
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

二
人

が
か

り
で

頭
部

分
と

足
部

分
を

抱
え

て
体

交
を

し
て

い
ま

す
が

、
自

宅
で

お
一

人
で

介
護

し
て

い
る

方
は

み
な

さ
ん

ど
の

よ
う

に
し

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
？

ベ
ッ

ド
の

高
さ

は
低

い
ほ

う
が

や
り

や
す

い
の

か
？

高
い

ほ
う

が
や

り
や

す
い

の
か

？
体

交
す

る
の

に
、

何
か

補
助

具
な

ど
を

使
っ

て
い

る
の

か
？

私
の

父
は

私
の

母
の

介
護

で
一

人
で

体
変

を
し

て
手

首
や

腕
、

腰
を

痛
く

し
て

し
ま

い
ま

し
た

。

１
７

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

衣
服

の
着

脱
 そ

の
他

(場
面

)
そ

の
他

雨
の

日
の

対
策

車
椅

子
用

の
傘

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

今
は

上
か

ら
す

っ
ぽ

り
か

ぶ
る

レ
イ

ン
コ

ー
ト

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
着

る
だ

け
で

も
時

間
が

か
か

り
ま

す
し

、
こ

れ
か

ら
の

季
節

は
蒸

れ
て

暑
い

で
す

。
ベ

ビ
ー

カ
ー

用
に

い
ろ

い
ろ

な
商

品
が

出
て

い
ま

す
の

で
、

参
考

に
な

り
そ

う
な

物
が

い
く

つ
か

あ
り

そ
う

で
す

。
私

は
、

車
椅

子
の

も
ち

手
に

傘
の

柄
が

固
定

で
き

、
足

元
ま

で
く

る
よ

う
な

長
い

ビ
ニ

ー
ル

が
つ

い
て

い
る

と
い

い
な

、
（

こ
の

表
現

で
わ

か
り

ま
す

か
？

）
と

思
う

の
で

す
が

。

１
７

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)吸

引
そ

の
他

も
っ

と
軽

量
・

も
っ

と
小

さ
い

吸
引

機
を

！
気

管
・

喉
頭

の
狭

窄
（

重
症

で
完

治
は

見
込

み
な

し
）

で
気

管
切

開
し

て
頑

張
っ

て
い

る
、

４
歳

男
児

の
母

で
す

。
気

管
切

開
し

、
声

も
ま

っ
た

く
出

ま
せ

ん
が

、
と

て
も

元
気

で
幼

稚
園

に
も

通
っ

て
い

る
悪

が
き

君
で

す
。

笑
。

吸
引

機
は

相
棒

で
い

つ
も

一
緒

な
の

で
す

が
、

外
出

す
る

の
に

は
、

と
に

か
く

大
き

す
ぎ

る
し

、
重

す
ぎ

る
。

も
う

、
肩

こ
り

で
死

に
そ

う
に

持
っ

て
て

も
、

体
調

の
良

い
日

の
少

し
の

外
出

で
は

、
吸

引
し

な
く

て
も

い
い

時
も

あ
る

ん
で

す
。

汚
水

を
貯

め
る

容
器

（
７

０
０

m
l）

大
き

す
ぎ

。
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

し
た

り
出

来
な

い
で

す
か

ね
ー

。
今

の
ご

時
世

の
技

術
な

ら
、

絶
対

に
も

っ
と

小
さ

い
も

の
を

作
れ

そ
う

に
思

う
ん

で
す

が
…

。
お

家
用

と
外

出
用

、
も

っ
と

楽
に

な
っ

た
ら

、
も

っ
と

た
く

さ
ん

い
ろ

ん
な

所
に

連
れ

て
行

け
る

の
に

な
ー

。

１
８

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

用
一

人
で

も
外

出
で

き
る

よ
う

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

(徒
歩

機
能

付
)を

、
補

助
の

対
象

と
し

て
ほ

し
い

。

１
８

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

・
交

通
信

号
の

色
・

音
楽

視
覚

障
害

者
用

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
黄

色
や

黒
、

シ
ル

バ
ー

な
ど

様
々

な
の

で
見

に
く

い
物

が
あ

り
、

統
一

し
て

ほ
し

い
。

交
通

信
号

の
色

で
も

青
が

見
に

く
い

こ
と

が
あ

る
。

交
通

信
号

の
音

楽
も

場
所

に
よ

っ
て

違
う

の
で

分
か

り
に

く
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
８

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

手
話

通
訳

・
字

幕
の

表
示

聴
覚

障
害

者
用

よ
り

多
く

の
テ

レ
ビ

番
組

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
動

画
で

手
話

通
訳

や
字

幕
の

表
示

が
で

き
る

こ
と

を
望

む
。

１
８

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
錠

剤
服

用
コ

ッ
プ

肢
体

障
害

者
用

１
２

年
前

に
、

父
親

の
介

護
を

し
て

い
た

母
親

の
要

望
で

錠
剤

薬
と

飲
用

水
が

同
時

に
流

れ
出

し
て

片
手

で
簡

単
に

服
用

す
る

こ
と

が
出

来
る

コ
ッ

プ
を

考
案

し
ま

し
た

。
障

害
者

の
方

々
や

高
齢

者
の

方
々

が
使

い
や

す
く

す
る

た
め

に
、

コ
ッ

プ
本

体
と

錠
剤

薬
を

収
容

で
き

る
装

着
部

を
は

め
合

わ
せ

る
だ

け
の

シ
ン

プ
ル

な
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

使
用

方
法

　
①

日
々

の
健

康
維

持
に

欠
か

す
こ

と
の

出
来

な
い

錠
剤

薬
を

装
着

部
本

体
に

あ
る

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
収

容
し

た
後

に
コ

ッ
プ

本
体

に
は

め
込

み
ま

す
。

②
コ

ッ
プ

本
体

に
装

着
部

を
は

め
込

ん
だ

後
は

、
注

水
口

よ
り

飲
用

水
を

注
入

し
ま

す
。

③
コ

ッ
プ

内
に

は
め

込
ま

れ
た

装
着

部
内

の
錠

剤
ポ

ケ
ッ

ト
に

口
を

付
け

て
コ

ッ
プ

を
傾

け
る

だ
け

で
錠

剤
ポ

ケ
ッ

ト
内

に
あ

る
水

流
出

穴
が

ら
流

れ
出

し
た

飲
用

水
が

錠
剤

薬
を

押
し

流
し

て
飲

用
水

と
共

に
片

手
で

簡
単

に
錠

剤
薬

の
服

用
が

出
来

ま
す

。
現

在
　

試
作

品
を

作
製

し
て

障
害

者
の

方
々

や
老

人
施

設
連

盟
を

通
じ

て
高

齢
者

施
設

の
方

々
に

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て
、

当
事

者
は

も
ち

ろ
ん

介
護

を
さ

れ
る

職
員

の
方

々
に

も
大

好
評

で
す

。
今

後
の

日
本

は
、

介
護

す
る

側
も

さ
れ

る
側

も
高

齢
化

に
向

か
っ

て
い

ま
す

。
当

事
者

の
方

々
は

勿
論

の
こ

と
、

介
護

さ
れ

る
方

々
の

介
護

負
担

が
少

し
で

も
軽

減
出

来
れ

ば
非

常
に

好
ま

し
く

思
い

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

コ
ッ

プ
の

写
真

を
掲

載
し

て
い

ま
す

の
で

一
度

ご
覧

く
だ

さ
い

。
Ｕ

Ｒ
Ｌ

　
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.s
a
k
u

ra
k
o
b
o
3

1
2

4
.c

o
m

/

１
８

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

の
開

発
だ

け
で

な
く

て
肢

体
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

用
聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
盲

ろ
う

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

別
の

掲
示

板
に

も
書

き
ま

し
た

が
、

新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
だ

け
で

な
く

ば
ら

ば
ら

の
基

準
を

統
一

す
る

取
り

組
み

を
し

て
ほ

し
い

で
す

。
そ

う
い

う
取

り
組

み
が

で
き

る
の

は
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
さ

ん
や

厚
生

労
働

省
な

ど
あ

る
意

味
第

三
者

機
関

が
音

頭
を

取
ら

な
い

と
で

き
な

い
の

で
は

？
業

界
の

自
発

性
を

待
っ

て
い

る
間

に
事

故
が

起
き

る
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

そ
れ

と
も

、
事

故
が

起
き

な
い

と
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

は
な

さ
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
も

ち
ろ

ん
 新

し
い

技
術

や
製

品
の

開
発

も
大

切
で

す
が

、
そ

の
技

術
が

広
ま

る
過

程
で

ば
ら

ば
ら

の
広

が
り

方
だ

っ
た

ら
一

番
困

る
の

は
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

１
８

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

携
帯

用
コ

イ
ン

投
入

器
具

（
名

称
　

コ
イ

～
ン

）

肢
体

障
害

者
用

　
頚

髄
損

傷
者

で
す

。
１

人
で

自
動

車
を

運
転

し
て

外
出

す
る

機
会

が
多

い
で

す
。

最
近

、
町

の
中

は
無

人
の

有
料

駐
車

場
が

多
く

な
り

、
出

口
で

い
つ

も
機

械
に

駐
車

料
金

（
特

に
コ

イ
ン

）
を

入
れ

る
の

に
苦

労
し

ま
す

。
　

不
自

由
な

手
で

１
０

円
玉

や
１

０
０

円
玉

を
何

枚
も

入
れ

て
い

る
と

時
間

が
掛

か
り

、
遅

く
な

る
と

後
ろ

の
車

か
ら

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
さ

れ
、

焦
っ

て
コ

イ
ン

を
車

外
に

落
と

す
こ

と
が

度
々

あ
り

、
無

人
の

有
料

駐
車

場
を

利
用

し
な

く
な

り
ま

し
た

。
　

最
近

の
自

動
販

売
機

に
は

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
の

付
い

た
バ

リ
ア

フ
リ

ー
自

動
販

売
機

が
多

く
な

り
ま

し
た

が
、

駐
車

場
の

料
金

投
入

機
械

は
屋

外
で

も
あ

り
、

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
は

雨
等

が
入

る
と

い
う

こ
と

で
な

か
な

か
普

及
し

ま
せ

ん
。

　
し

た
が

っ
て

、
１

０
円

玉
や

１
０

０
円

玉
を

２
０

枚
位

を
前

も
っ

て
セ

ッ
ト

し
、

簡
単

に
料

金
投

入
機

械
に

投
入

で
き

る
軽

い
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

で
携

帯
が

出
来

、
自

動
車

の
中

に
置

い
て

お
け

る
携

帯
用

コ
イ

ン
投

入
器

具
が

で
き

な
い

で
す

か
。

高
齢

者
に

も
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

１
８

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

携
帯

手
摺

肢
体

障
害

者
用

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

旅
行

中
や

一
般

ト
イ

レ
な

ど
で

簡
単

に
脱

着
使

用
出

来
る

様
な

手
摺

を
作

成
で

き
ま

せ
ん

か
？

ト
イ

レ
に

依
っ

て
手

摺
が

ま
ち

ま
ち

で
、

障
害

者
ト

イ
レ

が
少

な
く

利
用

出
来

な
い

こ
と

が
多

か
っ

た
り

、
最

近
誰

で
も

使
用

出
来

ま
す

と
言

っ
た

様
な

物
が

あ
る

為
、

携
帯

手
摺

（
補

助
具

）
が

あ
れ

ば
行

動
範

囲
が

増
え

る
。

１
８

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
健

康
管

理
ノ

ー
ト

そ
の

他
(健

康
管

理
を

必
要

と
す

る
多

く
の

方
に

)

日
々

の
体

温
・

食
事

・
排

泄
・

睡
眠

な
ど

を
記

録
で

き
る

ノ
ー

ト
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

病
院

が
入

院
患

者
用

に
用

意
し

て
い

る
よ

う
な

グ
ラ

フ
を

一
週

間
分

一
ペ

ー
ジ

に
配

置
し

、
と

な
り

の
ペ

ー
ジ

に
細

か
な

様
子

や
受

診
の

内
容

を
書

き
込

め
る

よ
う

に
し

ま
す

。
毎

日
記

録
を

し
な

く
て

も
、

体
調

が
悪

く
な

っ
た

と
き

に
記

録
を

つ
け

て
病

院
に

持
参

す
る

よ
う

に
す

れ
ば

、
受

診
の

際
の

説
明

時
間

を
短

縮
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

ノ
ー

ト
の

先
頭

に
、

病
気

や
障

害
の

経
過

、
入

退
院

の
履

歴
を

記
録

で
き

る
箇

所
が

あ
れ

ば
、

医
療

・
福

祉
関

係
の

担
当

者
に

何
度

も
同

じ
説

明
を

す
る

手
間

を
は

ぶ
く

こ
と

も
で

き
ま

す
。

実
は

す
で

に
実

験
作

を
個

人
で

作
成

し
、

友
人

知
人

、
主

に
障

害
児

の
お

母
さ

ん
た

ち
に

配
っ

て
い

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
私

自
身

も
活

用
し

て
い

ま
す

。
広

く
普

及
す

る
こ

と
を

願
っ

て
、

商
品

化
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
よ

ろ
し

く
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

１
８

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

携
帯

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

F
O

M
A

 D
8

0
0

ｉ
D

S
を

販
売

復
活

し
て

欲
し

い
太

陽
発

電
で

充
電

し
て

欲
し

い
ス

キ
ャ

ン
を

０
、

３
秒

に
し

て
欲

し
い

電
池

を
も

う
少

し
使

わ
な

い
携

帯
に

し
て

欲
し

い
テ

ン
キ

ー
も

ス
キ

ャ
ン

を
し

て
欲

し
い

パ
ネ

ル
内

の
ボ

タ
ン

を
大

き
く

し
て

欲
し

い
予

測
候

補
を

初
期

化
し

な
い

で
欲

し
い

ス
キ

ャ
ン

可
能

な
携

帯
を

増
や

し
て

欲
し

い

62



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

１
８

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

チ
ャ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

聴
覚

障
が

い
者

の
た

め
に

、
企

業
が

チ
ャ

ッ
ト

問
合

せ
窓

口
を

設
け

る
と

こ
ろ

が
増

え
て

い
ま

す
。

J
A

L
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.g
u

.ja
l.c

o
m

/
e
n

/
fl
ig

h
t_

p
la

n
n

in
g
/
re

s
e
rv

a
ti
o
n

/
A

N
A

　
h

tt
p
:/

/
c
h

a
t.
s
p
o
p
h

o
to

.jp
/
re

q
u

e
s
t

H
IS

　
h

tt
p
:/

/
s
h

in
ju

k
u

.h
is

-
j.c

o
m

/
c
h

a
t/

in
d
e
x
.h

tm
l

導
入

費
用

が
非

常
に

や
す

い
よ

う
で

、
導

入
サ

イ
ト

が
増

え
る

と
い

い
で

す
ね

。
ア

メ
リ

カ
や

中
国

で
は

、
W

e
b

上
で

の
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
が

と
て

も
普

及
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

１
９

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

A
E

D
聴

覚
障

害
者

用
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
必

要
に

な
る

こ
と

は
、

い
つ

何
時

起
こ

る
か

分
か

ら
な

い
し

、
早

け
れ

ば
早

い
ほ

ど
効

果
が

高
い

の
で

、
現

場
に

聴
覚

障
害

者
し

か
居

な
い

場
合

で
も

使
用

で
き

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
胸

骨
圧

迫
や

人
工

呼
吸

は
、

聴
覚

障
害

者
で

も
可

能
で

あ
る

の
に

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

の
操

作
だ

け
が

、
音

声
ガ

イ
ド

に
従

っ
て

行
う

形
に

な
っ

て
お

り
、

聴
覚

障
害

者
が

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

し
か

し
、

日
本

光
電

社
の

Ａ
Ｅ

Ｄ
－

9
2

3
1

は
、

液
晶

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
、

音
声

ガ
イ

ド
を

文
字

で
表

示
し

て
い

る
こ

と
に

気
付

き
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

普
及

す
れ

ば
、

聴
覚

障
害

者
で

も
使

用
で

き
ま

す
。

普
及

さ
せ

る
た

め
に

は
、

何
か

の
工

夫
が

必
要

で
す

。
今

後
公

共
団

体
が

購
入

す
る

場
合

の
基

準
と

か
に

入
れ

る
と

い
う

よ
う

な
こ

と
で

、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
え

る
Ａ

Ｅ
Ｄ

を
普

及
さ

せ
る

こ
と

を
考

え
て

頂
き

た
い

。
　

音
声

ガ
イ

ド
を

文
章

化
し

た
紙

を
入

れ
て

お
け

ば
、

電
気

シ
ョ

ッ
ク

が
必

要
か

ど
う

か
を

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

判
定

し
ま

す
が

、
そ

の
結

果
を

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
か

、
判

定
中

や
電

気
シ

ョ
ッ

ク
を

与
え

る
と

き
体

に
触

れ
る

な
と

い
う

こ
と

も
ラ

ン
プ

で
知

ら
せ

る
と

い
う

よ
う

な
工

夫
を

す
る

だ
け

で
も

、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
可

能
と

な
り

ま
す

。

１
９

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

あ
っ

て
も

検
便

採
取

が
容

易
に

で
き

る
用

具

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

市
の

健
康

診
断

も
人

間
ド

ッ
ク

も
脳

性
麻

痺
と

か
視

覚
障

害
に

手
が

使
え

な
い

人
は

大
腸

癌
検

査
の

お
通

じ
を

持
っ

て
い

け
な

い
の

が
不

便
で

す
。

私
は

特
に

神
経

症
の

薬
が

便
秘

に
な

っ
て

夜
下

剤
を

飲
む

の
で

不
便

で
す

。

１
９

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
障

害
者

団
体

体
温

を
保

護
す

る
器

具
肢

体
障

害
者

用
体

温
調

節
が

う
ま

く
出

来
な

い
利

用
者

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
要

望
を

投
稿

致
し

ま
す

。
ご

本
人

は
、

寝
た

き
り

の
重

症
児

で
、

障
害

１
級

の
９

歳
女

児
。

室
内

は
常

時
2

2
度

を
保

っ
て

い
ま

す
。

エ
ア

コ
ン

を
切

る
と

3
7

度
～

3
8

度
に

体
温

が
上

昇
す

る
そ

う
で

、
手

足
は

冷
え

る
た

め
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

お
湯

を
入

れ
保

温
を

し
て

い
ま

す
。

外
出

が
ま

ま
な

ら
な

い
の

で
、

体
温

を
保

護
す

る
器

具
を

要
望

し
た

い
。

１
９

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
障

害
者

団
体

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

肢
体

障
害

者
用

利
用

者
の

ご
家

族
か

ら
い

た
だ

い
た

要
望

を
事

例
内

容
と

共
に

投
稿

致
し

ま
す

。
ご

本
人

は
黄

疸
性

脊
椎

損
傷

に
よ

る
ウ

イ
ル

ス
後

遺
症

に
よ

り
発

汗
作

用
が

う
ま

く
働

か
ず

、
夏

期
等

に
お

い
て

は
在

宅
時

や
車

の
乗

車
時

に
は

強
く

エ
ア

コ
ン

を
使

用
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

お
も

ち
ゃ

の
扇

風
機

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
購

入
し

ま
し

た
が

、
電

池
は

3
0

～
4

0
分

程
度

し
か

持
ち

ま
せ

ん
。

現
在

帽
子

の
中

に
ア

イ
ス

ノ
ン

用
の

冷
却

座
位

を
入

れ
る

方
法

が
あ

る
と

聞
き

ま
す

が
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

は
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ク

ー
ル

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
が

あ
る

事
は

聞
き

ま
す

が
、

頭
部

を
冷

や
す

方
法

の
福

祉
用

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

１
９

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

買
い

物
時

の
バ

ー
コ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

視
覚

障
害

者
用

買
い

物
を

し
て

い
る

時
、

商
品

に
つ

い
て

い
る

バ
ー

コ
ー

ド
を

読
み

取
る

と
、

商
品

名
、

値
段

、
内

容
量

、
カ

ロ
リ

ー
等

の
詳

細
情

報
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
既

存
で

類
似

す
る

製
品

は
あ

る
の

だ
が

、
商

品
名

だ
け

し
か

知
ら

せ
て

く
れ

な
い

。
そ

れ
で

は
あ

ま
り

役
に

立
た

な
い

。

１
９

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

エ
ア

コ
ン

の
音

声
対

応
リ

モ
コ

ン
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

だ
と

、
エ

ア
コ

ン
が

ど
う

い
う

設
定

に
な

っ
て

い
る

か
確

認
が

で
き

な
い

た
め

、
音

声
で

冷
房

・
暖

房
・

ド
ラ

イ
の

設
定

や
温

度
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

現
在

、
大

手
企

業
で

上
記

の
物

を
売

っ
て

は
い

る
が

、
本

体
込

み
で

１
７

万
円

以
上

す
る

の
で

手
が

出
な

い
。

２
～

３
年

前
ま

で
は

、
あ

る
大

手
企

業
で

、
全

メ
ー

カ
ー

対
応

の
音

声
リ

モ
コ

ン
を

２
万

円
程

度
で

売
っ

て
い

た
ら

し
い

が
、

今
は

廃
番

に
な

っ
て

い
る

模
様

で
あ

る
。

こ
れ

を
安

い
値

段
で

販
売

し
て

く
れ

れ
ば

と
て

も
よ

い
。

も
し

く
は

各
メ

ー
カ

ー
で

、
プ

ラ
ス

１
万

円
く

ら
い

で
音

声
リ

モ
コ

ン
に

替
え

ら
れ

る
と

よ
い

。

１
９

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

出
力

で
き

る
固

定
電

話
機

視
覚

障
害

者
用

電
話

を
使

う
と

き
、

事
前

に
登

録
し

て
お

い
た

相
手

方
の

名
前

、
電

話
番

号
の

検
索

や
通

話
履

歴
を

音
声

出
力

す
る

も
の

が
欲

し
い

。
大

手
企

業
が

既
に

実
用

化
し

て
い

る
が

、
電

話
帳

を
登

録
す

る
際

に
パ

ソ
コ

ン
が

必
要

で
あ

っ
た

り
、

そ
の

機
能

を
利

用
す

る
の

に
別

途
ナ

ン
バ

ー
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

契
約

を
結

ば
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

そ
れ

で
は

使
い

勝
手

が
悪

い
の

で
、

電
話

機
本

体
で

簡
単

に
登

録
・

編
集

が
で

き
、

安
価

な
も

の
が

欲
し

い
。

１
９

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

で
操

作
で

き
る

電
子

字
書

視
覚

障
害

者
用

単
語

な
ど

を
音

声
を

頼
り

に
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

、
結

果
と

内
容

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
。

パ
ソ

コ
ン

で
は

で
き

る
が

、
時

間
が

か
か

る
た

め
、

手
軽

に
使

用
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

。

１
９

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

紫
外

線
を

防
ぐ

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

用
私

は
弱

視
で

す
が

、
紫

外
線

が
つ

ら
く

反
射

し
て

歩
き

ず
ら

い
で

す
。

度
が

入
っ

て
い

て
紫

外
線

を
カ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
メ

ガ
ネ

を
望

み
ま

す
。

サ
ン

バ
イ

ザ
ー

が
付

い
た

帽
子

で
も

良
い

の
で

す
が

、
い

つ
も

か
ぶ

っ
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
に

抵
抗

が
あ

り
ま

す
。

１
９

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

視
覚

障
害

に
配

慮
し

た
掃

除
機

視
覚

障
害

者
用

間
違

っ
て

重
要

な
も

の
ま

で
吸

い
込

ん
で

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

電
源

ホ
ー

ス
の

取
扱

や
中

味
の

始
末

な
の

で
苦

労
し

て
い

ま
す

。
充

電
式

な
ど

で
視

覚
障

害
者

で
も

使
用

し
や

す
い

掃
除

機
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

２
０

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

新
聞

広
告

や
チ

ラ
シ

を
読

む
機

器
視

覚
障

害
者

用
新

聞
公

告
や

チ
ラ

シ
を

視
覚

障
害

者
で

も
読

め
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

２
０

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

対
応

の
電

子
辞

書
視

覚
障

害
者

用
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

電
子

辞
書

が
ほ

し
い

。
そ

れ
が

安
価

な
ら

な
お

よ
い

。

２
０

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

携
帯

電
話

の
メ

モ
録

音
機

能
つ

き
視

覚
障

害
者

用
１

台
の

携
帯

電
話

に
メ

モ
録

音
機

能
が

あ
る

と
助

か
る

。

２
０

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

家
電

製
品

の
液

晶
画

面
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
強

く
し

て
欲

し
い

視
覚

障
害

者
用

弱
視

の
た

め
、

強
い

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
も

の
で

な
い

と
見

え
ず

ら
い

。
電

子
ジ

ャ
ー

や
エ

ア
コ

ン
、

リ
モ

コ
ン

な
ど

は
、

音
声

機
能

の
充

実
よ

り
も

、
液

晶
表

示
が

光
っ

た
り

バ
ッ

ク
と

文
字

が
黄

色
と

黒
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
よ

う
に

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
見

え
や

す
い

。

２
０

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

視
覚

障
害

用
の

駅
の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

視
覚

障
害

者
用

駅
を

利
用

す
る

際
は

、
あ

ら
か

じ
め

目
的

地
ま

で
の

値
段

を
調

べ
て

お
い

て
券

売
機

で
購

入
し

ま
す

が
、

回
数

券
や

定
期

券
な

ど
、

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

を
使

わ
な

い
と

で
き

な
い

操
作

が
あ

る
。

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

望
み

ま
す

。

２
０

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
つ

い
て

視
覚

障
害

者
用

近
年

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

普
及

が
進

ん
で

き
た

た
め

、
不

便
を

感
じ

る
。

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
押

し
た

感
覚

も
な

い
し

、
ど

の
よ

う
な

操
作

を
行

っ
て

い
る

か
も

わ
か

ら
な

い
。

特
に

iP
h

o
n

e
は

使
い

こ
な

せ
な

い
。

２
０

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

信
号

機
の

押
し

ボ
タ

ン
視

覚
障

害
者

用
最

近
は

音
響

装
置

付
き

の
信

号
機

が
増

え
て

い
ま

す
が

、
ま

だ
不

十
分

で
す

。
な

か
に

は
、

大
元

の
ス

イ
ッ

チ
を

切
っ

て
あ

る
の

か
、

視
覚

障
害

者
用

の
押

し
ボ

タ
ン

を
お

し
て

も
音

が
流

れ
な

い
信

号
機

も
あ

り
ま

す
。

近
隣

住
民

の
こ

と
を

配
慮

し
て

な
ら

、
信

号
の

色
を

感
知

し
て

、
バ

イ
ブ

等
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
受

信
機

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
。

２
０

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
の

普
及

視
覚

障
害

者
用

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
読

み
取

り
装

置
を

使
っ

て
い

る
が

、
使

え
る

場
面

が
少

な
い

。
も

っ
と

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

広
く

普
及

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
選

挙
公

報
な

ど
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

付
け

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
数

が
少

な
す

ぎ
ま

す
。

主
体

的
に

投
票

す
る

た
め

に
も

、
国

政
選

挙
、

地
方

選
挙

問
わ

ず
、

選
挙

公
報

に
は

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

義
務

付
け

て
ほ

し
い

。

２
０

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

画
像

情
報

を
容

易
に

認
識

で
き

る
機

器
視

覚
障

害
者

用
1

5
年

前
に

中
途

視
覚

障
害

に
な

っ
た

。
現

在
は

大
学

で
講

師
の

仕
事

を
し

て
い

る
。

教
材

を
扱

う
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
画

像
情

報
を

専
用

の
機

器
で

立
体

化
し

、
触

っ
て

イ
メ

ー
ジ

を
す

る
の

だ
が

、
想

像
力

だ
け

で
は

、
画

像
情

報
を

理
解

す
る

の
は

非
常

に
難

し
い

。
立

体
化

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
文

字
情

報
な

ど
が

付
け

加
わ

る
と

よ
り

、
理

解
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

２
０

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

公
共

ト
イ

レ
の

流
す

方
法

視
覚

障
害

者
用

公
共

の
ト

イ
レ

を
流

す
際

、
最

近
は

立
ち

上
が

る
と

反
応

す
る

も
の

や
手

を
か

ざ
す

セ
ン

サ
ー

式
、

昔
な

が
ら

の
レ

バ
ー

・
ボ

タ
ン

式
な

ど
い

ろ
い

ろ
あ

る
た

め
、

手
さ

ぐ
り

で
そ

れ
を

探
さ

な
い

と
い

け
な

い
。

ト
イ

レ
と

い
う

場
所

で
も

あ
る

の
で

、
で

き
る

こ
と

な
ら

あ
ち

こ
ち

触
ら

な
く

て
済

む
よ

う
に

、
な

ん
ら

か
の

ル
ー

ル
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。

２
１

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

文
字

放
送

の
音

声
（

テ
ロ

ッ
プ

）
視

覚
障

害
者

用
文

字
放

送
の

テ
ロ

ッ
プ

を
音

声
に

し
て

く
れ

る
も

の
。

特
に

緊
急

・
重

要
な

も
の

は
音

声
に

し
て

も
ら

わ
な

い
と

困
る

。

２
１

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
響

装
置

付
き

信
号

機
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
信

号
機

の
視

覚
障

害
者

用
延

長
ボ

タ
ン

は
、

ど
こ

に
つ

い
て

い
る

か
、

わ
か

り
づ

ら
い

。
も

っ
と

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
な

る
こ

と
を

望
む

が
、

た
だ

位
置

を
知

ら
せ

る
音

声
を

大
き

く
す

る
だ

け
で

は
、

近
隣

の
家

に
迷

惑
が

か
か

る
。

何
か

良
い

方
法

で
位

置
を

わ
か

り
や

す
く

す
る

方
法

は
な

い
の

か
。

２
１

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

駅
の

階
段

の
ス

テ
ッ

プ
視

覚
障

害
者

用
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ
プ

（
角

の
黄

色
い

印
）

が
あ

る
と

下
り

や
す

い
。

（
上

る
時

は
何

と
か

な
る

）

２
１

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

手
す

り
の

改
良

視
覚

障
害

者
用

手
す

り
が

階
段

の
上

ま
で

き
ち

ん
と

つ
い

て
い

る
と

い
い

。
下

り
る

時
に

は
目

印
と

し
て

最
初

に
触

る
の

で
、

な
い

場
合

に
は

怖
い

思
い

を
す

る
こ

と
が

あ
る

。

２
１

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

出
力

す
る

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
用

リ
モ

コ
ン

や
タ

イ
マ

ー
の

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

、
そ

の
数

字
を

音
声

で
知

ら
せ

る
も

の
。

（
Ｔ

Ｖ
で

は
な

く
、

リ
モ

コ
ン

か
ら

音
声

が
出

る
も

の
）

２
１

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

障
害

者
用

パ
ス

モ
視

覚
障

害
者

用
一

般
の

人
と

同
じ

よ
う

に
パ

ス
モ

を
使

い
た

い
。

障
害

者
手

帳
を

併
せ

る
と

子
供

料
金

で
通

れ
る

よ
う

に
な

る
と

よ
い

。

２
１

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)
公

共
ト

イ
レ

で
使

え
る

音
声

ガ
イ

ド
視

覚
障

害
者

用
公

共
ト

イ
レ

で
「

緊
急

ス
イ

ッ
チ

」
「

流
す

ス
イ

ッ
チ

」
「

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
の

位
置

」
な

ど
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

２
１

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ト
イ

レ
の

ボ
タ

ン
に

付
け

る
マ

ー
ク

視
覚

障
害

者
用

公
共

ト
イ

レ
の

水
を

流
す

マ
ー

ク
が

分
か

り
に

く
い

。
認

識
し

や
す

い
よ

う
に

大
き

く
し

て
ほ

し
い

。

２
１

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ラ
ジ

オ
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
昔

の
ラ

ジ
オ

は
ダ

イ
ヤ

ル
式

で
使

い
や

す
か

っ
た

が
、

液
晶

操
作

が
主

流
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
た

め
、

使
い

づ
ら

い
。

設
定

等
が

上
手

く
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
が

残
念

。

２
１

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

小
型

携
帯

用
テ

レ
ビ

視
覚

障
害

者
用

小
型

の
携

帯
用

テ
レ

ビ
が

地
デ

ジ
対

応
に

な
っ

て
し

ま
う

と
初

期
設

定
で

地
域

等
を

設
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
困

る
。

矢
印

操
作

は
配

置
を

覚
え

た
り

、
押

す
ボ

タ
ン

を
覚

え
た

り
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

、
難

し
く

感
じ

る
。

た
と

え
ば

、
企

業
や

家
電

量
販

店
が

購
入

前
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た
り

、
購

入
後

も
い

つ
で

も
対

応
し

て
く

れ
る

と
有

り
難

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

２
２

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

音
声

付
き

家
電

製
品

視
覚

障
害

者
用

よ
り

多
く

の
家

電
製

品
に

音
声

案
内

機
能

が
付

く
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

２
２

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
視

覚
障

害
者

用
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

製
品

が
増

え
て

、
不

便
を

感
じ

て
い

る
。

iP
h

o
n

e
な

ど
は

使
い

づ
ら

い
が

、
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
と

し
て

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
（

タ
ッ

チ
す

る
と

音
声

で
読

み
上

げ
て

く
れ

る
機

能
）

が
内

蔵
さ

れ
て

い
る

の
で

、
助

か
る

。
今

後
、

販
売

さ
れ

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

の
製

品
に

つ
い

て
も

、
こ

の
よ

う
な

機
能

を
最

初
か

ら
内

蔵
し

て
も

ら
い

た
い

。

２
２

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

地
デ

ジ
対

応
テ

レ
ビ

の
音

声
ガ

イ
ド

視
覚

障
害

者
用

地
デ

ジ
対

応
の

テ
レ

ビ
で

、
見

た
い

番
組

の
時

間
や

ジ
ャ

ン
ル

別
の

情
報

を
音

声
案

内
し

て
欲

し
い

。

２
２

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

色
を

識
別

し
て

く
れ

る
機

器
視

覚
障

害
者

用
色

を
確

実
に

判
定

し
て

く
れ

る
機

器
が

欲
し

い
。

現
在

で
も

色
を

判
定

し
て

く
れ

る
機

器
は

出
て

い
る

が
、

確
実

で
は

な
い

。
自

分
が

ど
ん

な
洋

服
を

着
て

い
る

か
、

わ
か

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
ケ

ー
タ

イ
の

ア
プ

リ
で

も
同

様
の

機
能

は
あ

る
が

、
正

確
性

に
欠

け
る

。

２
２

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

色
識

別
装

置
視

覚
障

害
者

用
洋

服
や

ネ
ク

タ
イ

の
色

を
正

確
に

読
み

取
っ

て
く

れ
る

、
識

別
装

置
が

あ
れ

ば
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

既
に

そ
の

よ
う

な
機

器
が

販
売

さ
れ

て
い

る
は

ず
だ

が
、

正
確

に
色

を
識

別
で

き
て

い
な

い
。

２
２

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

駅
の

券
売

機
視

覚
障

害
者

用
駅

で
切

符
を

購
入

す
る

時
に

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
前

の
押

し
ボ

タ
ン

式
の

券
売

機
に

戻
し

て
欲

し
い

。

２
２

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

で
で

文
字

や
標

識
を

認
識

し
て

く
れ

る
機

能

視
覚

障
害

者
用

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

機
能

を
利

用
し

て
、

撮
影

し
た

文
字

や
標

識
を

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

機
能

を
開

発
し

て
欲

し
い

。
一

部
の

ゴ
シ

ッ
ク

体
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

装
置

は
あ

る
が

、
少

し
で

も
装

飾
し

て
い

た
り

、
別

の
書

体
だ

と
読

み
取

っ
て

く
れ

な
い

の
で

幅
広

く
対

応
し

て
い

る
も

の
が

よ
い

。

２
２

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

("
")

空
気

の
も

れ
な

い
カ

ニ
ュ

ー
レ

肢
体

障
害

者
用

カ
ニ

ュ
ー

レ
は

、
空

気
が

も
れ

る
か

ら
声

が
聞

こ
え

に
く

く
感

じ
て

し
ま

う
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
空

気
が

ぬ
け

な
い

よ
う

に
形

を
工

夫
し

た
り

、
形

以
外

に
も

肌
に

な
じ

み
や

す
い

素
材

な
ど

を
使

っ
て

空
気

が
ぬ

け
な

い
よ

う
な

カ
ニ

ュ
ー

レ
が

あ
れ

ば
な

と
思

い
ま

す
。

２
２

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(障
害

者
支

援
、

家
族

、
開

発
メ

ー
カ

で
す

)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
Ｅ

Ｍ
Ｓ

（
環

境
制

御
装

置
）

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用

iP
h

o
n

e
に

代
表

さ
れ

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
、

障
害

者
に

と
っ

て
も

大
き

く
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め
ら

れ
る

可
能

性
が

で
て

き
ま

し
た

が
、

ま
だ

ま
だ

そ
れ

1
台

で
な

ん
で

も
出

来
る

と
ま

で
は

い
き

ま
せ

ん
。

病
室

や
部

屋
で

家
電

製
品

を
制

御
で

き
る

ソ
フ

ト
が

あ
れ

ば
自

分
達

の
意

思
で

身
の

回
り

の
生

活
を

変
え

ら
れ

ま
す

（
希

望
価

格
は

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
本

体
は

含
み

ま
せ

ん
）

２
２

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る
携

帯
傘

入
れ

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

の
私

は
階

段
上

り
下

り
左

は
手

摺
で

右
手

に
白

杖
を

持
っ

て
い

ま
す

の
で

、
雨

の
日

は
折

り
た

た
み

傘
に

し
て

レ
ジ

の
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
、

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
の

外
側

の
持

つ
ベ

ル
ト

に
縛

っ
て

つ
る

し
て

持
っ

て
歩

き
ま

す
。

電
車

の
中

に
傘

も
忘

れ
な

い
し

。
満

員
電

車
の

時
に

他
の

乗
客

に
傘

の
水

が
付

か
な

い
で

す
。

折
り

た
た

み
の

傘
を

入
れ

る
専

門
の

レ
ジ

袋
じ

ゃ
な

く
て

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
に

縛
り

付
け

れ
る

の
が

あ
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
通

院
の

時
と

か
傘

立
て

に
お

い
た

ら
自

分
で

探
せ

な
い

の
で

、
折

り
た

た
ん

で
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
手

元
に

持
っ

て
い

る
ほ

う
が

便
利

で
す

。
歯

科
は

靴
も

脱
ぎ

ま
す

の
で

、
目

印
を

つ
け

た
り

大
変

で
す

。

２
３

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

開
発

メ
ー

カ
ー

)

視
覚

障
碍

者
の

た
め

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
音

声
案

内

視
覚

障
害

者
用

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ｇ
Ｐ

Ｓ
（

位
置

情
報

シ
ス

テ
ム

）
と

音
声

録
音

を
利

用
し

て
、

出
か

け
る

場
所

を
予

め
介

助
者

が
下

見
を

し
な

が
ら

、
交

差
点

や
注

意
点

等
の

情
報

を
音

声
録

音
し

て
お

き
ま

す
音

声
録

音
デ

ー
タ

に
は

、
位

置
情

報
が

付
加

さ
れ

ま
す

。
視

覚
障

碍
者

が
一

人
で

出
か

け
る

際
に

、
音

声
デ

ー
タ

の
あ

る
場

所
に

く
る

と
Ｇ

Ｐ
Ｓ

が
察

知
し

、
音

声
ガ

イ
ダ

ン
ス

が
流

れ
ま

す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

道
案

内
や

注
意

箇
所

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
適

時
流

し
て

く
れ

ま
す

２
３

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

開
発

者
)

読
み

書
き

障
害

を
持

つ
人

が
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
読

む
補

助

そ
の

他
(読

み
書

き
障

害
者

用
)

読
み

書
き

障
害

（
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

）
の

方
々

が
、

普
段

の
生

活
で

文
字

を
読

む
た

め
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ａ
Ｒ

（
拡

張
現

実
機

能
）

を
使

用
し

て
、

カ
メ

ラ
ご

し
に

読
み

た
い

物
を

み
る

と
実

際
の

文
字

に
線

や
マ

ス
目

を
重

ね
あ

わ
せ

る
こ

と
で

、
読

み
に

く
さ

を
補

助
し

ま
す

２
３

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

企
画

)
忘

れ
物

の
多

い
発

達
障

害
者

の
た

め
の

お
出

か
け

前
確

認
シ

ス
テ

ム

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
 そ

の
他

(発
達

障
害

者
)

必
要

な
も

の
を

揃
え

て
出

か
け

る
こ

と
が

不
得

手
な

方
の

た
め

に
、

必
要

な
も

の
（

た
と

え
ば

財
布

や
定

期
券

）
に

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
付

け
る

こ
と

で
、

お
出

か
け

前
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

予
め

登
録

し
て

お
い

た
備

品
が

す
べ

て
揃

っ
て

い
る

か
を

無
線

通
信

で
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

ア
プ

リ
を

開
発

し
ま

す
。

玄
関

に
持

ち
物

チ
ャ

ッ
ク

と
書

い
て

お
気

だ
け

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
で

確
認

す
る

と
持

ち
忘

れ
て

い
る

も
の

を
確

認
で

き
ま

す

２
３

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

企
画

メ
ー

カ
ー

)

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

で
見

に
く

い
人

の
た

め
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

の
色

補
正

視
覚

障
害

者
用

色
覚

に
障

害
の

あ
る

人
た

ち
に

と
っ

て
、

ど
う

し
て

も
判

別
し

に
く

い
風

景
や

文
字

が
あ

っ
た

時
に

予
め

色
補

正
を

登
録

し
て

お
け

ば
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

カ
メ

ラ
機

能
を

通
し

て
、

自
動

的
に

色
補

正
を

し
ま

す
。

白
地

が
見

え
に

く
い

人
な

ど
に

は
、

ち
ょ

っ
と

困
っ

た
と

き
に

便
利

で
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

２
３

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

企
画

メ
ー

カ
ー

)

１
日

の
行

動
を

登
録

し
て

お
け

ば
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
知

ら
せ

て
く

れ
ま

す

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

そ
の

他
(発

達
障

害
、

精
神

障
害

者
用

)

１
日

の
行

動
を

忘
れ

が
ち

な
人

の
た

め
に

、
予

め
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
登

録
し

て
お

け
ば

、
決

ま
っ

た
時

間
の

前
に

音
声

、
文

字
、

バ
イ

ブ
に

よ
る

モ
ー

ル
ス

信
号

で
次

の
行

動
を

し
ら

せ
て

く
れ

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

便
利

で
す

。

２
３

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(支
援

、
家

族
、

企
画

メ
ー

カ
ー

)

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
無

線
タ

グ
を

埋
め

込
み

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

し
ま

す

視
覚

障
害

者
用

道
路

や
駅

に
あ

る
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

予
め

、
必

要
な

情
報

を
書

き
込

ん
だ

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
う

め
て

お
き

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

す
る

と
音

声
や

文
字

で
情

報
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
杖

で
感

知
す

る
よ

り
も

前
に

必
要

な
情

報
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
よ

り
得

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。

２
３

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

("
")

車
い

す
や

障
害

の
あ

る
人

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

肢
体

障
害

者
用

今
、

使
用

し
て

い
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
取

り
付

け
る

だ
け

で
車

い
す

を
利

用
し

て
い

る
方

や
腰

や
足

を
痛

め
自

分
自

身
で

衣
類

収
納

で
き

ず
に

家
族

、
介

護
者

の
支

援
が

必
要

な
人

達
が

、
自

分
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

で
す

。

２
３

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

反
射

素
材

視
覚

障
害

者
用

夜
盲

な
の

で
夜

道
を

歩
行

し
て

も
、

道
幅

が
分

か
り

や
す

く
な

る
よ

う
に

な
れ

ば
助

か
り

ま
す

。
歩

道
に

、
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
的

が
良

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
電

気
が

必
要

だ
し

全
道

路
に

は
め

込
む

の
は

不
可

能
と

考
え

ま
す

。
の

で
、

破
損

し
に

く
い

反
射

テ
ー

プ
、

で
き

れ
ば

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
混

ぜ
て

発
光

す
る

素
材

、
若

し
く

は
外

灯
な

ど
の

光
で

反
射

す
る

素
材

を
開

発
し

て
も

ら
い

た
い

と
願

っ
て

い
ま

す
。

２
３

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
肢

体
障

害
者

用
木

製
の

足
ブ

ラ
ン

コ
は

腰
掛

け
て

足
に

体
重

を
か

け
な

い
で

股
開

き
運

動
、

自
力

で
交

互
に

も
も

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
か

た
で

も
利

き
手

で
不

自
由

側
の

足
脚

を
開

閉
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
利

き
足

で
不

自
由

側
の

足
脚

の
上

、
下

運
動

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

車
椅

子
で

向
き

あ
っ

て
交

互
に

手
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。

２
３

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
遊

具
肢

体
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

用
聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
盲

ろ
う

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

そ
の

他
(ち

い
さ

な
お

子
さ

ん
や

お
年

よ
り

も
)

ア
メ

リ
カ

に
旅

行
し

た
と

き
、

現
地

の
公

園
で

見
つ

け
た

ブ
ラ

ン
コ

に
ヒ

ン
ト

を
得

ま
し

た
。

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

の
よ

う
な

椅
子

に
ベ

ル
ト

が
つ

い
た

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

を
、

鎖
で

釣
っ

て
い

ま
し

た
。

背
も

た
れ

が
結

構
高

か
っ

た
の

で
、

首
が

ま
だ

据
わ

ら
な

い
5

歳
の

息
子

も
乗

せ
る

こ
と

が
で

き
、

親
が

抱
っ

こ
し

な
く

て
も

大
丈

夫
で

し
た

。
そ

れ
は

腰
ベ

ル
ト

が
あ

っ
た

の
で

す
が

、
脇

に
も

ベ
ル

ト
が

あ
っ

た
り

、
股

当
て

に
な

る
よ

う
な

突
起

部
分

が
あ

れ
ば

、
誰

で
も

遊
べ

る
よ

り
安

全
な

ブ
ラ

ン
コ

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
ベ

ル
ト

で
身

体
を

固
定

で
き

る
ク

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ア
の

よ
う

な
も

の
を

滑
り

台
に

は
め

こ
ん

で
子

供
一

人
を

乗
せ

て
上

か
ら

滑
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
る

遊
具

が
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

い
ま

し
た

。
公

園
で

、
肢

体
不

自
由

児
を

遊
ば

せ
て

あ
げ

る
の

は
身

体
が

小
さ

い
う

ち
し

か
で

き
な

い
の

で
、

上
記

の
よ

う
な

遊
具

が
あ

れ
ば

、
小

学
校

中
～

高
学

年
く

ら
い

ま
で

遊
ば

せ
て

あ
げ

ら
れ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

。
通

園
施

設
や

、
普

通
の

公
園

に
設

置
で

き
た

ら
み

ん
な

で
使

え
て

い
い

で
す

。
宜

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

２
４

０
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

ワ
ン

ハ
ン

ド
 テ

ィ
ッ

シ
ュ

ボ
ッ

ク
ス

肢
体

障
害

者
用

片
腕

し
か

動
か

せ
な

い
方

で
も

、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
、

あ
ら

か
じ

め
重

ね
て

折
り

た
た

ん
で

あ
り

ま
す

の
で

、
簡

単
に

使
用

で
き

ま
す

。
　

尚
、

木
製

テ
ィ

ッ
シ

ュ
ボ

ッ
ク

ス
と

テ
ィ

ッ
シ

ュ
ペ

ー
パ

ー
の

折
り

た
た

み
作

業
は

、
障

が
い

者
作

業
所

の
協

力
で

、
作

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp

２
４

１
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
　

半
身

不
自

由
な

方
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

肢
体

障
害

者
用

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
方

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

、
手

、
腕

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
.車

椅
子

で
向

き
会

っ
て

利
き

手
で

相
手

の
不

自
由

な
腕

、
手

の
上

、
下

運
動

お
し

ゃ
べ

り
し

な
が

ら
楽

し
く

で
き

ま
す

。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。
足

ブ
ラ

ン
コ

を
福

祉
用

具
の

給
付

の
対

象
を

要
望

し
ま

す
。

２
４

２
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
は

血
流

を
よ

く
す

る
運

動
器

具
で

す
。

そ
の

他
(妊

婦
用

)
N

H
K

の
放

送
１

１
月

４
日

に
不

育
症

（
流

産
）

何
回

も
あ

る
人

の
原

因
が

い
ま

ま
で

不
明

で
し

た
。

今
回

血
流

が
わ

る
い

の
が

原
因

と
わ

か
り

ま
し

た
と

放
送

が
あ

り
ま

し
た

。
足

ブ
ラ

ン
コ

は
足

に
体

重
を

か
け

な
い

で
血

流
を

よ
く

す
る

運
動

が
で

け
る

の
で

お
役

に
た

ち
ま

す
。

不
育

症
の

人
は

悩
み

か
ら

解
放

さ
れ

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

２
４

３
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

水
道

か
ら

な
べ

や
電

気
ポ

ッ
ト

ま
で

、
つ

な
ぐ

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の

肢
体

障
害

者
用

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

と
に

か
く

す
べ

て
の

も
の

が
重

い
の

で
す

。
（

パ
ン

一
斤

は
重

く
て

買
っ

て
こ

ら
れ

な
い

、
程

度
。

）
そ

の
た

め
、

調
理

な
べ

や
、

お
湯

を
沸

か
す

た
め

の
電

気
ポ

ッ
ト

へ
水

を
入

れ
る

作
業

が
、

人
に

手
伝

っ
て

も
ら

わ
な

い
と

で
き

ま
せ

ん
。

水
道

か
ら

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の
が

で
て

い
れ

ば
、

簡
単

に
な

べ
に

沢
山

水
を

い
れ

た
り

（
葉

物
を

ゆ
で

る
と

き
。

ゆ
で

卵
で

も
）

、
自

力
で

電
気

ポ
ッ

ト
へ

給
水

で
き

る
と

思
う

の
で

す
。

現
在

は
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

で
数

回
に

分
け

て
お

な
べ

に
水

を
入

れ
た

り
、

電
気

ポ
ッ

ト
に

関
し

て
は

、
家

族
に

頼
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
家

族
が

で
か

け
て

い
る

と
き

は
、

水
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
買

い
（

出
費

で
す

）
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

に
ポ

ッ
ト

脇
に

お
い

て
お

い
て

も
ら

い
、

ぺ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
淵

を
電

気
ポ

ッ
ト

に
も

た
せ

か
け

な
が

ら
、

流
し

い
れ

て
い

ま
す

。
（

小
分

け
に

し
て

蛇
口

か
ら

何
度

も
運

ん
で

い
た

の
で

は
、

そ
の

作
業

だ
け

で
力

尽
き

て
一

日
が

終
わ

っ
て

し
ま

い
ま

す
）

抗
菌

タ
イ

プ
に

な
っ

て
い

る
よ

う
な

も
の

を
希

望
し

ま
す

。

２
４

４
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
は

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

を
改

善
し

ま
す

。

そ
の

他
足

ブ
ラ

ン
コ

は
腰

掛
け

て
股

開
き

運
動

で
き

ま
す

。
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
は

筋
肉

が
短

く
な

り
、

硬
く

な
っ

て
い

ま
す

。
柔

軟
運

動
の

股
開

き
運

動
は

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

を
改

善
し

ま
す

。

２
４

５
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器
（

カ
ー

ル
君

）
肢

体
障

害
者

用
現

在
、

カ
ー

ル
君

と
い

う
乗

降
車

時
に

使
用

す
る

機
器

を
重

度
障

害
者

セ
ン

タ
ー

内
で

、
使

用
し

て
い

ま
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
１

台
が

壊
れ

て
し

ま
う

と
、

商
品

が
製

造
中

止
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
を

行
っ

て
も

ら
え

ず
、

困
っ

て
い

ま
す

。

２
４

６
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

ジ
ャ

ン
ボ

携
帯

電
話

そ
の

他
(脳

性
ま

ひ
)

携
帯

電
話

の
数

字
ボ

タ
ン

が
大

き
い

も
の

が
欲

し
い

。
小

さ
い

と
不

随
運

動
が

あ
る

た
め

押
し

た
い

ボ
タ

ン
が

押
せ

な
い

。
１

セ
ン

チ
角

く
ら

い
の

ボ
タ

ン
が

ち
ょ

う
ど

良
い

。

２
４

７
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

呼
吸

器
の

バ
ッ

テ
リ

ー
肢

体
障

害
者

用
外

出
に

使
う

バ
ッ

テ
リ

ー
が

、
６

時
間

し
か

も
た

な
い

と
、

自
由

に
外

出
が

出
来

な
い

。
な

の
で

、
バ

ッ
テ

リ
ー

の
時

間
を

気
に

し
な

い
で

い
い

く
ら

い
長

く
、

充
電

出
来

る
も

の
が

欲
し

い
。

２
４

８
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
車

椅
子

使
用

者
）

の
た

め
の

室
内

運
動

器
具

の
開

発

肢
体

障
害

者
用

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
特

に
頸

髄
損

傷
者

）
等

で
、

在
宅

生
活

を
送

っ
て

い
る

方
か

ら
、

体
を

動
か

す
機

会
が

ほ
と

ん
ど

な
い

と
の

話
を

聞
く

。
特

に
、

自
分

で
車

の
運

転
が

で
き

な
い

方
や

、
自

宅
の

外
の

環
境

面
で

自
走

が
不

可
能

な
方

等
は

、
生

活
の

ほ
と

ん
ど

を
屋

内
で

過
ご

し
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

等
へ

の
ト

ラ
ン

ス
等

を
自

分
で

行
っ

て
い

る
方

は
ま

だ
し

も
、

車
椅

子
の

自
走

以
外

は
ほ

ぼ
介

助
で

生
活

し
て

い
る

方
に

と
っ

て
、

体
を

動
か

す
機

会
が

な
い

こ
と

が
な

い
の

が
実

情
の

よ
う

だ
。

一
般

の
方

に
は

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
事

業
が

盛
ん

に
な

っ
て

い
る

が
、

上
記

の
よ

う
な

障
害

者
は

運
動

の
機

機
会

も
限

ら
れ

、
よ

り
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

で
あ

ろ
う

。
屋

内
で

運
動

が
で

き
れ

ば
と

い
う

話
を

利
用

者
か

ら
伺

う
こ

と
が

あ
る

が
、

現
存

す
る

も
の

は
、

大
き

さ
の

問
題

（
大

き
く

動
く

場
所

を
と

る
）

、
値

段
の

問
題

（
２

０
万

以
上

）
等

の
問

題
が

あ
り

、
な

か
で

も
一

番
大

き
な

問
題

は
、

運
動

を
行

う
際

に
介

助
者

の
手

助
け

が
必

要
な

点
で

あ
ろ

う
（

ル
ー

ム
ラ

ン
ナ

ー
へ

の
乗

り
降

り
が

自
分

で
は

で
き

な
い

構
造

と
な

っ
て

い
る

）
体

力
維

持
の

た
め

、
生

活
習

慣
病

等
を

予
防

し
健

康
を

維
持

す
る

た
め

、
重

度
の

肢
体

不
自

由
者

の
た

め
の

室
内

で
室

内
運

動
器

具
の

開
発

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。

○
室

内
運

動
器

具
に

必
要

な
要

素
・

持
久

的
な

運
動

が
で

き
る

器
具

で
あ

る
こ

と
。

・
室

内
に

簡
易

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
・

特
別

な
工

事
を

必
要

と
し

な
い

。
・

生
活

ス
ペ

ー
ス

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
（

大
き

さ
や

静
音

性
）

・
対

象
者

ひ
と

り
で

使
用

で
き

る
こ

と
。

２
４

９
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

足
ブ

ラ
ン

コ
は

い
つ

ま
で

も
歩

け
ま

す
。

肢
体

障
害

者
用

そ
の

他
(高

齢
者

)
木

製
の

足
ブ

ラ
ン

コ
は

自
分

の
意

思
で

股
開

き
運

動
、

足
の

曲
げ

伸
ば

し
運

動
、

自
力

で
交

互
に

腿
上

げ
運

動
で

か
ま

す
。

移
動

で
き

る
ベ

ッ
ト

用
、

布
団

用
あ

り
ま

す
。

寝
た

ま
ま

で
足

、
脚

運
動

で
き

ま
す

。
手

の
上

、
下

運
動

で
き

ま
す

。
歩

け
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

一
人

で
食

事
で

き
ま

す
。

２
５

０
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
音

声
筆

談
器

（
対

話
用

）
携

帯
が

可
能

な
端

末
を

用
い

て
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
音

声
を

文
字

に
か

え
る

装
置

の
開

発
を

提
案

し
ま

す
。

既
存

の
「

手
書

筆
談

器
」

に
か

わ
る

、
難

聴
者

に
と

っ
て

は
画

期
的

な
製

品
で

す
。

難
聴

者
が

相
手

に
自

分
の

意
思

を
伝

え
る

場
合

、
現

状
は

「
筆

記
」

「
手

話
」

を
使

い
ま

す
が

、
加

齢
に

よ
り

「
文

字
書

き
」

が
出

来
な

く
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
手

話
は

、
相

手
が

手
話

を
理

解
で

き
な

け
れ

ば
使

え
ま

せ
ん

。
「

音
声

筆
談

器
」

は
上

記
の

よ
う

な
不

具
合

を
解

決
し

、
言

葉
が

喋
れ

る
難

聴
者

で
あ

れ
ば

、
非

常
に

有
効

な
機

器
と

な
り

ま
す

。
興

味
を

お
持

ち
に

な
ら

れ
た

方
は

、
横

浜
市

中
途

失
聴

・
難

聴
者

協
会

補
聴

器
研

究
部

の
力

石
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/
h

a
m

a
n

a
n

c
h

o
.o

rg
/
in

d
e
x
.h

tm

２
５

１
H

2
3

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
家

族
が

で
き

る
尖

足
角

度
の

計
測

と
拘

縮
改

善
リ

ハ
ビ

リ
器

具

長
期

臥
床

の
方

が
な

り
や

す
い

尖
足

（
下

垂
足

）
の

予
防

改
善

を
家

族
や

上
半

身
健

常
な

方
は

本
人

が
床

上
で

座
位

や
寝

た
ま

ま
、

テ
コ

作
用

に
よ

り
軽

い
力

で
反

復
動

的
（

神
経

筋
促

通
）

な
リ

ハ
ビ

リ
を

行
な

え
ま

す
。

足
関

節
可

動
域

も
他

動
域

角
度

、
自

力
動

域
角

度
を

本
人

や
家

族
が

測
定

値
を

確
認

で
き

ま
す

の
で

、
リ

ハ
ビ

リ
の

意
欲

を
高

め
ま

す
。

本
訓

練
の

二
次

的
効

果
と

し
て

、
足

関
節

底
背

屈
の

パ
ー

ト
ナ

ー
反

復
運

動
を

仰
臥

位
で

行
な

い
ま

す
と

下
肢

深
部

静
脈

血
流

速
度

を
増

加
し

て
深

部
静

脈
血

栓
症

（
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

）
の

予
防

に
効

果
が

あ
り

ま
す

。
商

品
名

｢
背

屈
く

ん
Ⅱ

｣
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

２
５

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

３
次

元
足

首
他

動
運

動
器

肢
体

障
害

者
用

下
肢

麻
痺

、
術

後
の

安
静

期
や

寝
た

き
り

高
齢

者
の

尖
足

予
防

の
為

の
、

３
次

元
足

首
他

動
運

動
器

で
す

。
私

自
身

、
頸

随
損

傷
者

で
長

い
間

疼
痛

と
痙

性
に

悩
ま

さ
れ

ま
し

た
が

、
こ

の
器

具
を

使
用

す
る

事
に

よ
り

、
疼

痛
、

痙
性

と
も

に
以

前
の

2
0

％
程

に
改

善
し

、
低

血
圧

（
上

が
7

0
台

）
、

低
体

温
（

3
5

℃
台

）
が

、
血

圧
９

０
台

、
体

温
3

6
℃

台
に

改
善

し
ま

し
た

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
Q

m
d

C
e
z
L
yR

U
0

現
在

製
品

化
に

向
け

て
、

ご
意

見
や

出
資

の
協

力
な

ど
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
が

あ
り

ま
し

た
ら

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

２
５

３
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

("
")

回
転

便
器

に
つ

い
て

(追
加

)
肢

体
障

害
者

用
便

器
、

手
す

り
は

別
で

す
。

手
す

り
は

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
を

希
望

し
ま

す
。

２
５

４
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
簡

易
ド

ア
肢

体
障

害
者

用
家

で
は

車
椅

子
利

用
者

は
ト

イ
レ

を
含

め
ド

ア
を

開
け

っ
放

し
に

す
る

こ
と

が
多

く
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

あ
り

ま
せ

ん
。

か
と

い
っ

て
開

け
閉

め
（

特
に

閉
め

る
の

）
は

一
苦

労
で

、
市

販
の

ド
ア

ク
ロ

ー
ザ

ー
は

挟
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

操
作

性
の

よ
い

家
庭

用
ド

ア
を

要
望

し
ま

す
。

２
５

５
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
そ

の
他

(ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

)

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

に
も

妊
婦

さ
ん

な
ど

が
持

つ
「

妊
娠

し
て

い
ま

す
」

と
い

う
こ

と
を

表
現

出
来

る
も

の
が

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
昨

今
、

携
帯

電
話

が
溢

れ
て

い
る

状
況

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
の

方
は

パ
ッ

と
見

は
健

常
者

と
変

わ
り

ま
せ

ん
。

な
の

で
、

周
り

で
携

帯
電

話
を

使
わ

れ
る

と
、

自
分

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

を
付

け
て

い
る

こ
と

を
告

な
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

注
意

さ
れ

た
方

も
ま

た
、

恥
ず

か
し

さ
な

ど
を

感
じ

た
り

し
て

諍
い

が
起

こ
ら

な
い

と
も

限
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
も

、
妊

婦
さ

ん
の

よ
う

に
本

人
が

言
わ

な
く

と
も

周
り

に
分

か
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

に
も

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
是

非
、

考
え

て
み

て
は

く
れ

ま
せ

ん
か

？

２
５

６
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
人

工
呼

吸
器

に
用

い
る

非
常

バ
ッ

テ
リ

ー
肢

体
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用

災
害

時
や

緊
急

時
に

使
用

で
き

る
、

実
用

的
で

簡
易

な
人

工
呼

吸
器

用
の

バ
ッ

テ
リ

ー

２
５

７
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

Ａ
Ｌ

Ｓ
疾

患
の

進
行

を
遅

ら
せ

る
た

め
の

訓
練

等
機

器

肢
体

障
害

者
用

胃
ろ

う
や

人
工

呼
吸

器
の

利
用

を
少

し
で

も
遅

ら
せ

る
よ

う
、

残
存

機
能

の
維

持
を

図
る

た
め

の
機

器
開

発
を

お
願

い
し

た
い

。
毎

日
、

５
０

０
０

歩
を

目
標

に
歩

行
訓

練
を

行
っ

て
い

ま
し

た
が

、
上

肢
や

下
肢

機
能

の
筋

力
の

低
下

に
よ

り
、

そ
れ

も
難

し
く

な
っ

て
き

ま
し

た
。

２
５

８
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

("
")

生
卵

割
り

用
具

肢
体

障
害

者
用

神
経

疾
患

で
指

の
筋

力
が

低
下

し
た

方
や

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
振

戦
が

あ
る

方
が

、
片

手
で

簡
単

に
生

卵
を

割
る

た
め

の
用

具
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

２
５

９
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

自
分

で
で

き
る

、
缶

の
開

け
器

肢
体

障
害

者
用

さ
ん

ま
の

蒲
焼

・
も

も
・

み
か

ん
・

食
卓

塩
・

缶
コ

ー
ヒ

ー
な

ど
缶

詰
の

種
類

は
沢

山
あ

り
ま

す
。

私
は

片
手

が
不

自
由

な
の

で
缶

詰
を

開
け

る
時

に
不

自
由

に
感

じ
て

い
ま

す
。

形
状

・
大

き
さ

な
ど

異
な

る
構

造
の

缶
を

１
つ

の
機

器
で

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
が

あ
る

と
、

と
て

も
助

か
り

ま
す

。

２
６

０
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(元
医

療
専

門
職

 )
棒

状
の

柄
に

設
け

る
グ

リ
ッ

プ
補

助
具

そ
の

他
(主

に
、

握
力

の
弱

い
高

齢
者

・
女

性
)

棒
状

の
柄

に
、

グ
リ

ッ
プ

を
補

助
す

る
構

造
を

設
け

て
、

握
力

の
弱

い
高

齢
者

・
女

性
に

も
操

作
し

や
す

く
、

手
首

の
負

担
を

軽
く

す
る

目
的

で
考

案
し

た
も

の
で

す
。

前
後

方
向

及
び

回
転

方
向

に
手

が
滑

る
の

を
、

大
き

な
握

力
に

頼
る

こ
と

な
く

止
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
（

特
許

第
４

９
１

７
６

７
６

号
）

片
手

で
操

作
す

る
道

具
の

柄
に

広
く

応
用

で
き

ま
す

。
フ

ラ
イ

パ
ン

等
の

調
理

器
具

、
ハ

ン
ド

ス
コ

ッ
プ

等
の

園
芸

用
品

、
釣

竿
、

傘
な

ど
に

、
こ

れ
ま

で
に

な
か

っ
た

面
白

い
形

状
で

、
握

力
が

弱
く

て
も

操
作

し
や

す
い

グ
リ

ッ
プ

を
提

供
で

き
ま

す
。

２
６

１
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

音
声

ガ
イ

ド
・

説
明

付
き

食
器

盲
ろ

う
者

用
皿

な
ど

の
食

器
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
て

お
り

、
ス

プ
ー

ン
な

ど
の

食
器

に
発

信
機

を
付

け
、

皿
に

近
付

け
る

と
皿

の
位

置
を

教
え

て
く

れ
、

盲
ろ

う
者

の
介

助
を

し
て

く
れ

ま
す

。
ま

た
、

音
声

を
録

音
で

き
、

料
理

の
事

を
料

理
従

事
者

が
説

明
で

き
る

と
、

利
用

者
と

触
れ

合
う

機
会

を
増

や
せ

る
と

思
い

ま
す

。

２
６

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

("
")

徘
徊

警
報

ア
プ

リ
そ

の
他

基
点

か
ら

一
定

の
設

定
距

離
を

離
れ

る
と

警
報

が
な

り
親

機
に

知
ら

せ
る

。
本

人
の

現
在

地
点

が
分

か
る

。

２
６

３
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
医

療
専

門
職

火
災

報
知

機
の

ボ
タ

ン
の

カ
バ

ー
そ

の
他

(知
的

障
害

者
用

)
知

的
障

害
者

施
設

で
働

い
て

い
ま

す
。

火
災

報
知

機
を

い
た

ず
ら

で
押

す
こ

と
が

で
き

な
い

よ
う

な
カ

バ
ー

が
ほ

し
い

で
す

。
頑

丈
だ

け
ど

、
い

ざ
と

い
う

時
に

は
す

ぐ
に

ボ
タ

ン
が

押
せ

る
よ

う
な

工
夫

が
さ

れ
て

い
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

２
６

４
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

("
")

後
付

け
で

簡
単

に
テ

ー
ブ

ル
等

の
高

さ
を

上
げ

ら
れ

る
機

能

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

そ
の

他

椅
子

に
座

っ
た

姿
勢

で
作

業
等

を
す

る
の

に
、

最
適

な
机

の
高

さ
に

調
整

で
き

る
と

作
業

効
率

や
作

業
疲

れ
が

改
善

で
き

る
と

思
う

。
既

存
の

机
に

取
り

付
け

る
た

め
、

高
さ

を
下

げ
る

こ
と

は
不

可
能

で
も

上
げ

る
こ

と
は

で
き

る
。

机
が

低
く

て
作

業
等

が
や

り
に

く
い

肢
体

障
害

者
、

視
覚

障
害

者
や

座
高

が
高

い
人

に
と

っ
て

は
、

助
か

る
機

能
だ

と
思

う
が

ど
う

だ
ろ

う
か

。
既

存
の

机
、

テ
ー

ブ
ル

は
低

い
物

が
多

い
気

が
す

る
。

２
６

５
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

多
機

能
車

い
す

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
で

買
い

物
を

楽
し

み
た

い
が

、
通

路
が

狭
か

っ
た

り
、

見
た

い
商

品
に

手
が

届
か

な
か

っ
た

り
と

不
便

さ
を

感
じ

な
が

ら
買

い
物

を
し

て
い

る
姿

を
よ

く
見

か
け

ま
す

。
狭

い
場

所
で

は
車

い
す

の
幅

が
調

整
で

き
、

座
面

も
リ

フ
ト

ア
ッ

プ
し

て
高

さ
を

調
整

で
き

る
、

内
と

外
と

で
タ

イ
ヤ

を
簡

単
に

チ
ェ

ン
ジ

で
き

る
、

な
ど

の
機

能
を

持
ち

合
わ

せ
た

車
い

す
が

あ
る

と
便

利
か

と
思

い
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

２
６

６
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

障
害

者
用

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
肢

体
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

用
そ

の
他

(障
害

児
用

)

障
害

者
・

児
の

方
で

も
簡

単
に

操
作

で
き

る
よ

う
な

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

再
生

・
停

止
・

選
曲

と
ボ

タ
ン

を
少

な
く

し
、

他
の

ボ
タ

ン
は

隠
せ

る
よ

う
な

形
に

す
る

。
U

S
B

な
ど

で
好

き
な

曲
を

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。

２
６

７
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

自
閉

症
知

育
ア

プ
リ

そ
の

他
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
た

、
自

閉
症

向
け

の
知

育
ア

プ
リ

が
あ

る
と

い
い

で
す

。

２
６

８
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

障
害

が
あ

る
人

に
も

優
し

い
レ

ス
ト

ラ
ン

そ
の

他
車

い
す

の
方

が
通

り
や

す
か

っ
た

り
、

足
が

不
自

由
な

方
が

通
り

や
す

く
幅

や
手

す
り

が
あ

っ
た

り
、

テ
ー

ブ
ル

と
椅

子
の

幅
を

あ
け

座
り

や
す

く
な

っ
て

い
る

レ
ス

ト
ラ

ン
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

周
り

が
気

に
な

ら
な

い
よ

う
仕

切
り

が
あ

れ
ば

ゆ
っ

く
り

と
し

た
時

間
を

過
ご

す
こ

と
も

で
き

る
か

も
。

２
６

９
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ポ
ン

プ
ッ

シ
ュ

肢
体

障
害

者
用

片
麻

痺
で

も
自

分
で

頭
が

洗
え

る
用

具
と

し
て

、
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

の
ボ

ト
ル

の
先

端
に

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
す

る
。

た
だ

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
し

た
だ

け
で

は
押

し
て

も
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

は
手

に
落

ち
て

こ
な

い
。

手
に

落
と

す
た

め
に

は
、

チ
ュ

ー
ブ

の
中

に
細

い
針

金
を

通
し

、
自

由
に

曲
げ

ら
れ

る
こ

と
で

手
の

ひ
ら

に
落

と
す

こ
と

が
で

き
る

。
押

す
時

に
ボ

ト
ル

が
す

べ
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

の
で

、
下

に
は

す
べ

り
止

め
を

敷
い

て
対

応
す

る
。

２
７

０
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

汚
物

処
理

掃
除

機
そ

の
他

床
な

ど
に

落
ち

た
汚

物
を

吸
い

取
っ

て
、

消
毒

ま
で

で
き

る
掃

除
機

。
手

が
汚

れ
ず

、
す

ぐ
に

対
応

で
き

る
の

で
衛

生
的

。
専

用
タ

オ
ル

で
汚

物
を

拭
き

取
っ

た
後

に
別

の
タ

オ
ル

で
床

を
拭

い
て

お
り

二
度

手
間

に
な

っ
て

い
る

。

２
７

１
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

穴
あ

き
尿

と
り

パ
ッ

ト
そ

の
他

尿
と

り
パ

ッ
ト

だ
け

で
は

、
夜

尿
を

取
り

き
れ

な
い

方
に

使
用

す
る

。
取

り
き

れ
な

い
も

の
を

オ
ム

ツ
で

吸
収

し
て

も
ら

う
こ

と
で

尿
漏

れ
を

防
ぐ

。
現

在
は

手
で

切
っ

て
対

応
し

て
い

る
が

、
は

じ
め

か
ら

穴
が

あ
い

て
い

る
と

便
利

と
思

わ
れ

る
。

穴
は

３
～

４
箇

所
で

、
わ

た
部

分
は

そ
の

ま
ま

で
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

部
分

の
み

穴
あ

き
に

す
る

。

２
７

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

筋
肉

ス
カ

ウ
タ

ー
肢

体
障

害
者

用
そ

の
他

電
極

の
付

い
た

パ
ッ

ト
を

当
て

る
だ

け
で

、
筋

肉
の

発
達

度
が

数
値

で
表

さ
れ

る
。

見
た

目
や

行
動

を
み

な
く

て
も

数
値

が
測

れ
る

こ
と

で
、

訓
練

の
充

足
律

が
わ

か
り

や
す

い
。

２
７

３
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
障

害
者

団
体

運
動

兼
リ

ハ
ビ

リ
器

肢
体

障
害

者
用

下
肢

の
不

自
由

な
方

が
、

椅
子

に
座

っ
て

手
を

動
か

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

足
が

上
が

っ
た

り
下

が
っ

た
り

し
て

、
膝

の
屈

伸
運

動
に

な
る

よ
う

な
器

具
。

２
７

４
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

("
")

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

衣
類

そ
の

他
人

の
力

で
は

破
け

な
い

素
材

の
下

着
（

パ
ン

ツ
）

。
ウ

エ
ス

ト
部

分
だ

け
で

も
あ

る
と

い
い

の
で

す
が

。

２
７

５
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

補
装

具
用

の
靴

肢
体

障
害

者
用

外
に

運
動

に
出

る
際

に
、

足
を

ひ
き

ず
っ

て
い

る
た

め
、

靴
の

つ
ま

先
が

す
り

へ
っ

て
し

ま
う

。
で

す
の

で
つ

ま
先

が
磨

り
減

ら
な

い
よ

う
に

作
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

素
材

を
考

え
て

作
っ

て
ほ

し
い

。

２
７

６
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ら
く

ら
く

あ
か

す
り

肢
体

障
害

者
用

あ
か

す
り

タ
オ

ル
の

片
方

に
輪

に
な

っ
た

ひ
も

を
付

け
る

。
片

手
に

麻
痺

が
あ

り
、

タ
オ

ル
を

握
ら

な
く

て
も

輪
の

方
に

手
を

掛
け

る
こ

と
で

背
中

も
届

く
よ

う
に

な
る

。

２
７

７
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

あ
ん

し
ん

ポ
ッ

ト
肢

体
障

害
者

用
ポ

ッ
ト

の
お

湯
を

注
ぐ

と
き

に
、

片
麻

痺
だ

と
カ

ッ
プ

な
ど

を
下

に
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

熱
湯

が
と

び
は

ね
て

危
険

で
あ

る
。

ポ
ッ

ト
か

ら
S

字
フ

ッ
ク

の
よ

う
な

も
の

を
下

げ
て

台
を

作
る

。
そ

う
す

る
こ

と
で

カ
ッ

プ
の

位
置

が
高

く
な

り
、

熱
湯

が
は

ね
る

こ
と

が
な

く
な

る
。

２
７

８
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ア
ル

ミ
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
プ

レ
ス

機
そ

の
他

(知
的

障
害

者
用

)
高

齢
の

知
的

障
害

者
が

安
全

に
複

数
で

作
業

で
き

る
よ

う
、

投
入

担
当

、
取

り
出

し
作

業
分

担
で

き
る

プ
レ

ス
機

。
米

の
く

ず
米

、
出

荷
米

選
別

機
の

よ
う

な
形

を
し

た
プ

レ
ス

機
が

あ
る

と
よ

い
。

２
７

９
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

飲
み

物
の

こ
ぼ

れ
に

く
い

マ
グ

カ
ッ

プ
そ

の
他

高
齢

の
利

用
者

様
は

手
の

震
え

等
か

ら
飲

み
物

を
飲

む
際

、
マ

グ
カ

ッ
プ

を
傾

け
る

と
横

か
ら

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

火
傷

の
危

険
性

や
衣

類
を

汚
し

て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

、
手

が
震

え
て

い
て

も
、

飲
み

物
を

こ
ぼ

さ
ず

に
飲

め
る

マ
グ

カ
ッ

プ
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
し

た
。

２
８

０
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
障

害
者

団
体

視
覚

障
害

者
用

危
険

探
知

メ
ガ

ネ
視

覚
障

害
者

用
現

在
、

車
で

も
危

険
な

場
合

は
自

動
的

に
ス

ト
ッ

プ
で

き
る

た
め

、
視

覚
障

害
者

も
メ

ガ
ネ

に
そ

の
よ

う
な

機
能

を
付

け
、

危
険

な
場

合
は

何
ら

か
の

刺
激

ま
た

は
ブ

ザ
ー

音
が

な
っ

た
り

、
音

声
で

「
危

険
で

す
」

な
ど

の
音

で
知

ら
せ

る
。

身
に

つ
け

る
も

の
な

の
で

、
あ

ま
り

重
い

も
の

で
は

な
く

軽
く

し
て

ほ
し

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

２
８

１
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

扉
の

開
け

閉
め

が
制

御
で

き
る

装
置

そ
の

他
知

的
障

害
者

の
施

設
で

働
い

て
い

る
が

、
利

用
者

に
は

開
け

て
ほ

し
く

な
い

戸
棚

や
扉

が
あ

る
。

施
錠

を
し

て
も

効
果

が
な

い
場

合
が

あ
る

の
で

、
職

員
だ

け
が

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

装
置

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。

２
８

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

必
要

な
も

の
が

自
動

で
取

り
出

し
と

収
納

が
で

き
る

装
置

そ
の

他
知

的
障

害
児

施
設

で
は

、
消

毒
液

や
石

け
ん

等
を

子
ど

も
た

ち
の

目
の

届
く

と
こ

ろ
に

お
け

な
い

場
合

が
あ

る
の

で
、

使
用

の
都

度
、

そ
れ

ら
を

持
っ

て
き

て
、

使
い

終
わ

っ
た

ら
収

納
場

所
に

持
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
大

変
な

思
い

を
し

て
い

る
。

セ
ン

サ
ー

な
ど

で
反

応
し

た
後

に
、

自
動

で
壁

か
ら

そ
れ

ら
が

出
て

き
た

り
、

天
井

か
ら

降
り

て
き

た
り

し
て

、
使

用
後

は
元

の
場

所
に

自
動

で
収

納
さ

れ
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。

２
８

３
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

流
し

た
も

の
が

取
り

出
せ

る
排

水
管

設
備

そ
の

他
知

的
障

害
者

の
方

は
、

水
洗

ト
イ

レ
で

用
を

足
し

た
後

、
身

に
つ

け
て

い
た

パ
ン

ツ
や

靴
下

も
一

緒
に

流
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
苦

労
し

て
い

ま
す

。
で

す
の

で
、

排
水

管
の

ど
こ

か
で

網
の

よ
う

な
も

の
を

と
り

つ
け

て
お

け
ば

、
も

し
そ

の
よ

う
な

こ
と

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
職

員
で

取
り

出
す

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

網
に

ひ
っ

か
か

っ
た

も
の

を
簡

単
に

取
れ

る
よ

う
な

仕
組

み
で

作
っ

て
も

ら
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

２
８

４
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

防
水

加
工

さ
れ

た
IC

タ
グ

そ
の

他
徘

徊
感

知
機

器
の

IC
タ

グ
等

を
利

用
者

に
持

た
せ

る
と

、
洗

濯
機

の
中

に
一

緒
に

入
れ

て
し

ま
っ

て
、

使
え

な
く

な
り

ま
し

た
。

職
員

で
も

う
っ

か
り

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
の

で
、

防
水

加
工

し
た

商
品

を
作

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

２
８

５
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

柔
軟

性
が

あ
る

破
れ

な
い

介
護

着
そ

の
他

知
的

障
害

を
持

っ
て

い
る

方
と

外
出

す
る

際
に

、
着

て
い

る
服

を
破

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、

体
に

破
ら

れ
て

も
い

い
タ

オ
ル

を
巻

い
て

対
応

し
て

い
ま

す
。

外
出

す
る

ぎ
り

ぎ
り

ま
で

普
段

着
に

着
替

え
な

い
よ

う
に

し
た

り
も

し
ま

す
。

で
す

の
で

、
人

の
力

で
は

破
る

こ
と

が
で

き
な

い
柔

軟
性

の
あ

る
素

材
で

服
を

作
っ

て
く

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

。

２
８

６
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

ス
ロ

ー
プ

用
滑

り
ど

め
マ

ッ
ト

そ
の

他
雪

や
雨

な
ど

で
路

面
が

濡
れ

た
ス

ロ
ー

プ
は

大
変

す
べ

り
や

す
く

、
ひ

や
っ

と
す

る
こ

と
も

多
い

。
普

段
は

丸
め

て
携

帯
で

き
、

必
要

な
時

に
ス

ロ
ー

プ
面

に
広

げ
る

と
一

瞬
で

硬
く

な
っ

て
安

全
な

走
行

が
可

能
と

な
る

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。

２
８

７
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

ひ
と

り
じ

ゃ
な

い
よ

肢
体

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
そ

の
他

独
居

高
齢

者
支

援
お

よ
び

身
体

障
害

機
能

回
復

支
援

機
器

1
　

使
用

基
本

機
器

　
パ

ソ
コ

ン
+
リ

ハ
ビ

リ
機

器
2

　
バ

ー
チ

ャ
ル

世
界

を
使

い
、

楽
し

く
リ

ハ
ビ

リ
を

行
う

。
3

　
ネ

ッ
ト

界
背

を
使

用
す

る
た

め
世

界
中

の
人

と
交

流
を

し
な

が
ら

。
リ

ハ
ビ

リ
並

び
一

人
ぽ

っ
ち

の
解

消
に

貢
献

で
き

る
3

　
シ

ス
テ

ム
は

５
０

万
以

下
で

製
作

可
能

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

に
掲

載
　

下
の

ア
ド

レ
ス

を
開

い
て

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
k
F
u

ld
8

6
8

Z
c
I

２
８

８
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

コ
ル

セ
ッ

ト
　

外
巻

き
型

　
カ

ラ
フ

ル
デ

ザ
イ

ン

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
そ

の
他

腰
痛

の
あ

る
方

が
コ

ル
セ

ッ
ト

を
使

う
と

き
、

通
常

、
白

か
、

黒
の

一
色

で
　

肌
着

の
上

か
ら

セ
ッ

ト
す

る
も

の
と

な
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

い
か

に
も

年
寄

り
っ

ぽ
く

て
、

人
に

見
せ

る
の

は
タ

ブ
ー

な
イ

メ
ー

ジ
が

あ
る

ん
で

。
し

か
し

意
外

と
腰

痛
も

ち
の

人
で

、
若

い
人

も
多

い
ん

で
す

。
こ

れ
を

逆
転

の
発

想
で

お
も

い
き

り
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
ア

イ
テ

ム
と

し
て

気
軽

に
使

お
う

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
提

案
し

ま
す

。
こ

れ
か

ら
は

、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
服

の
上

か
ら

巻
き

ま
す

。
、

い
ろ

い
ろ

な
カ

ラ
フ

ル
な

柄
だ

と
か

、
モ

ノ
ト

ー
ン

だ
と

か
で

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
性

を
持

た
せ

る
の

で
す

。
見

え
る

コ
ル

セ
ッ

ト
は

医
療

器
具

で
は

な
く

も
う

、
お

し
ゃ

れ
の

一
つ

に
変

わ
り

ま
す

。
気

軽
な

着
用

・
着

脱
が

気
に

な
り

ま
せ

ん
。

ま
る

で
マ

フ
ラ

ー
を

つ
け

た
り

は
ず

し
た

り
す

る
よ

う
に

気
軽

で
お

し
ゃ

れ
な

も
の

に
商

品
化

す
る

の
で

す
。

、
実

は
私

は
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
で

腰
が

痛
む

の
で

す
が

、
外

出
先

で
、

コ
ル

セ
ッ

ト
は

外
に

ま
い

て
お

か
な

い
と

手
が

動
か

な
い

と
き

ト
イ

レ
で

は
ず

す
こ

と
が

出
来

ず
大

変
な

思
い

を
し

ま
し

た
。

広
い

ベ
ル

ト
の

よ
う

に
黒

の
コ

ル
セ

ッ
ト

を
外

に
巻

い
て

は
ず

す
の

が
楽

に
な

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

黒
は

引
き

締
ま

っ
て

い
い

色
で

す
が

、
さ

び
し

い
も

の
で

す
。

カ
ラ

フ
ル

だ
っ

た
ら

、
以

外
に

た
の

し
く

な
る

よ
う

な
気

が
し

て
こ

こ
に

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。

２
８

９
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

安
全

ら
く

ち
ん

自
転

車
肢

体
障

害
者

用
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
人

は
腰

が
曲

が
っ

て
し

ま
っ

た
り

、
突

進
や

こ
き

ざ
み

歩
行

、
す

く
み

足
、

な
ど

で
、

自
力

で
歩

こ
う

と
す

る
と

、
歩

け
な

く
な

る
人

が
い

る
の

で
す

が
、

自
転

車
に

す
い

す
い

乗
れ

る
の

は
な

ぜ
？

・
・

・
・

と
い

う
疑

問
は

、
介

護
し

た
こ

と
の

あ
る

人
な

ら
、

も
し

く
は

、
身

内
に

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
方

が
お

ら
れ

た
ら

、
か

な
り

知
ら

れ
て

い
る

話
で

す
。

も
ち

ろ
ん

怖
く

て
乗

れ
な

い
と

思
わ

れ
る

方
、

乗
る

気
の

な
い

方
は

初
め

か
ら

論
外

で
す

が
・

・
・

・
・

。
で

も
、

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
人

は
薬

に
よ

っ
て

は
制

限
さ

れ
て

ま
す

が
、

う
ま

く
薬

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
て

い
る

人
は

、
た

く
さ

ん
の

患
者

が
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め
て

車
を

運
転

し
て

い
ま

す
。

ち
ょ

っ
と

、
比

べ
る

対
照

が
違

う
と

お
思

い
で

し
ょ

う
が

、
ど

ち
ら

も
自

力
で

長
い

距
離

を
歩

か
な

く
て

も
い

い
、

自
力

で
は

歩
く

こ
と

が
難

し
い

し
、

バ
ス

や
電

車
は

乗
り

降
り

が
大

変
な

の
に

、
自

転
車

や
、

車
は

、
行

き
た

い
と

こ
ろ

に
自

由
に

い
け

る
、

・
・

・
家

に
こ

も
る

と
い

ず
れ

は
体

力
、

知
力

、
心

、
さ

え
も

、
病

の
せ

い
に

さ
れ

て
悲

惨
な

闘
病

を
強

い
ら

れ
る

運
命

が
待

っ
て

い
る

の
で

す
。

自
ら

右
肩

下
が

り
を

た
ど

っ
て

い
く

し
か

な
い

病
に

負
け

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

自
分

か
ら

立
ち

上
が

っ
て

い
こ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

。

と
こ

ろ
で

。
完

全
に

足
が

つ
く

、
安

定
感

の
あ

る
、

大
人

も
乗

れ
る

、
ペ

ダ
ル

が
押

し
て

歩
く

と
き

に
、

足
に

当
た

っ
て

痛
く

な
ら

な
い

、
重

た
く

な
く

て
、

丈
夫

な
も

の
。

を
作

っ
て

欲
し

い
の

で
す

が
。

今
の

私
の

は
、

と
て

も
思

い
の

で
す

。
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利
用
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コ
メ
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２
９

０
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
び

の
び

全
身

つ
な

ぎ
の

下
着

・
・

・
お

し
ゃ

れ
な

色
を

そ
ろ

え
て

肢
体

障
害

者
用

ス
ト

レ
ッ

チ
素

材
で

か
る

く
て

伸
び

の
い

い
素

材
を

使
っ

て
、

レ
オ

タ
ー

ド
や

ウ
ェ

ッ
ト

ス


ツ
の

よ
う

な
下

着
に

し
ま

す
。

伸
び

る
素

材
な

の
で

、
脱

ぎ
着

が
し

や
す

く
、

ど
う

に
か

自
分

ひ
と

り
で

も
、

ま
た

、
介

助
に

な
れ

な
い

ひ
と

も
、

一
か

い
で

全
身

を
包

み
込

む
こ

と
が

出
来

ま
す

。
手

洗
い

の
と

き
下

着
の

上
げ

下
げ

の
出

来
な

い
人

も
、

窓
を

深
く

取
っ

て
れ

ば
脱

ぐ
こ

と
な

く
窓

を
大

き
く

開
い

て
、

用
を

済
ま

せ
ら

れ
ま

す
。

窓
は

折
り

重
な

っ
て

二
重

に
な

っ
て

ま
す

。
な

ん
だ

か
、

赤
ち

ゃ
ん

の
つ

な
ぎ

を
思

い
出

し
ま

す
ね

。
で

も
あ

れ
は

お
し

ゃ
れ

に
は

な
り

ま
せ

ん
け

ど
ね

。
あ

と
は

チ
ュ

ニ
ッ

ク
で

コ
－

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

ま
だ

ま
だ

自
立

の
意

欲
が

あ
る

人
の

た
め

の
マ

イ
ナ

ー
な

ア
イ

デ
ィ

ア
で

す
い

ま
せ

ん
。

；

２
９

１
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

歩
行

器
や

補
助

カ
ー

ト
の

た
た

み
方

が
お

か
し

い
の

で
は

？

肢
体

障
害

者
用

こ
れ

ら
の

も
の

は
、

前
後

に
た

た
む

よ
う

に
な

っ
て

い
る

も
の

が
ほ

と
ん

ど
で

、
細

い
道

、
階

段
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
や

え
、

車
の

乗
り

降
り

、
電

車
の

乗
り

降
り

に
、

か
か

え
に

く
く

て
使

え
な

い
。

２
９

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

そ
の

ま
ま

バ
ス

タ
オ

ル
肢

体
障

害
者

用
入

浴
後

、
介

助
者

の
か

た
が

一
連

の
動

作
と

し
て

、
着

替
え

を
し

ま
す

が
、

汗
が

引
く

前
に

着
替

え
を

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

寒
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
配

慮
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
が

、
で

き
れ

ば
汗

が
ひ

い
て

か
ら

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
手

足
の

形
、

ふ
ん

ど
し

様
に

形
を

取
り

、
し

ば
ら

く
そ

の
ま

ま
で

も
良

い
タ

オ
ル

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

２
９

３
H

2
4

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

そ
の

他
(場

面
)衝

撃
吸

収
そ

の
他

保
護

帽
の

新
し

い
ス

タ
イ

ル
、

そ
れ

が
D

O
D

A
で

す

D
O

D
A

は
株

式
会

社
プ

ロ
ッ

プ
と

静
岡

て
ん

か
ん

・
神

経
医

療
セ

ン
タ

ー
と

共
同

に
開

発
し

た
商

品
で

す
。

外
観

は
普

通
の

キ
ャ

ッ
プ

で
す

が
、

中
は

強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
頭

を
し

っ
か

り
ガ

ー
ド

！
安

全
性

だ
け

で
な

く
い

つ
も

身
に

つ
け

る
物

だ
か

ら
オ

シ
ャ

レ
を

し
た

い
と

の
声

に
お

応
え

し
て

誕
生

し
ま

し
た

。
従

来
の

も
の

よ
り

も
強

力
な

衝
撃

吸
収

力
を

実
現

し
、

転
倒

時
の

ダ
メ

ー
ジ

を
軽

減
し

ま
す

。
し

か
も

、
質

量
は

わ
ず

か
3

0
0

g
で

す
。

D
O

D
A

で
ス

ポ
ー

テ
ィ

ー
に

ス
タ

イ
リ

ッ
シ

ュ
に

、
き

っ
と

出
か

け
る

こ
と

が
楽

し
み

に
な

る
で

し
ょ

う
。

サ
イ

ズ
は

頭
囲

が
最

大
5

8
C

M
ま

で
対

応
可

能
で

す
。

5
8

C
M

よ
り

小
さ

い
場

合
は

マ
ジ

ッ
ク

テ
ー

プ
と

内
側

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
位

置
で

調
整

で
き

ま
す

。
ま

た
、

気
分

を
変

え
て

違
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

保
護

帽
を

か
ぶ

り
た

い
と

い
う

要
望

に
も

お
応

え
し

て
、

チ
ェ

ン
ジ

カ
バ

ー
も

ご
用

意
し

て
お

り
ま

す
。

D
O

D
A

は
自

治
体

の
日

常
生

活
用

具
と

し
て

認
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
ご

申
請

を
希

望
の

場
合

は
最

寄
り

の
自

治
体

の
福

祉
課

ま
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

２
９

４
H

2
4

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

気
管

内
挿

管
患

者
さ

ん
の

発
声

装
置

す
で

に
開

発
さ

れ
て

い
る

の
な

ら
ば

教
え

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

気
管

切
開

さ
れ

て
い

る
患

者
さ

ん
で

も
使

え
る

な
ら

、
そ

れ
も

有
用

に
思

い
ま

す
。

一
時

的
で

も
気

管
内

挿
管

さ
れ

て
い

る
と

相
当

な
ス

ト
レ

ス
で

あ
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

取
れ

な
い

こ
と

が
患

者
さ

ん
本

人
も

介
護

者
に

も
イ

ラ
イ

ラ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

手
が

使
え

る
と

筆
談

と
い

う
手

も
あ

り
ま

す
が

、
使

え
な

い
事

態
も

多
々

あ
り

ま
す

。
声

帯
付

近
の

皮
膚

に
マ

イ
ク

を
取

り
付

け
、

擦
れ

た
り

す
る

雑
音

を
フ

ィ
ル

タ
ー

で
消

し
、

ボ
イ

ス
チ

ェ
ン

ジ
ャ

ー
を

用
い

て
、

好
み

の
声

で
発

声
で

き
れ

ば
、

大
助

か
り

で
す

。

２
９

５
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

個
室

ト
イ

レ
専

用
自

動
照

明
シ

ス
テ

ム
そ

の
他

(高
齢

者
一

般
)

ト
イ

レ
の

ド
ア

を
開

け
る

と
ラ

ン
プ

が
つ

き
、

中
に

い
る

間
は

一
般

の
セ

ン
サ

ー
式

と
違

っ
て

絶
対

に
消

え
ま

せ
ん

。
出

て
き

て
ド

ア
を

閉
め

る
と

自
動

的
に

消
え

ま
す

。
さ

ら
に

ド
ア

開
け

っ
ぱ

な
し

の
時

、
1

分
後

に
点

滅
し

て
警

告
後

自
動

的
に

消
灯

し
ま

す
。

ま
た

、
ト

イ
レ

内
に

3
0

分
以

上
い

る
と

、
異

常
事

態
発

生
と

判
断

し
て

点
滅

後
消

灯
し

ま
す

。
後

者
の

場
合

、
ま

た
は

1
日

に
一

度
も

ト
イ

レ
の

使
用

が
な

か
っ

た
場

合
は

、
オ

プ
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

追
加

で
、

遠
隔

地
に

電
話

な
ど

で
通

報
で

き
ま

す
。

　
手

動
で

ト
イ

レ
の

ス
イ

ッ
チ

を
入

り
切

り
し

て
も

普
通

に
作

動
し

ま
す

。
(特

許
出

願
済

み
）

２
９

６
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

計
量

部
を

分
離

で
き

る
体

重
計

肢
体

障
害

者
用

計
量

部
を

4
つ

に
分

離
で

き
る

体
重

計
。

分
離

し
た

状
態

で
車

椅
子

と
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

が
、

結
合

し
た

状
態

で
一

般
の

方
が

計
量

で
き

る
コ

ン
パ

ク
ト

な
体

重
計

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
計

量
部

１
つ

の
大

き
さ

は
、

例
え

ば
縦

×
横

×
高

さ
（

2
0

0
m

m
以

内
×

2
5

0
m

m
以

内
×

2
5

m
m

以
内

）
、

角
切

り
な

ど
に

よ
り

車
椅

子
が

移
乗

し
や

す
く

す
る

方
法

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

普
段

一
般

利
用

が
多

い
場

合
は

、
結

合
し

た
状

態
で

カ
バ

ー
や

ケ
ー

ス
で

囲
ん

だ
ま

ま
使

用
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

車
椅

子
専

用
体

重
計

は
、

大
き

す
ぎ

て
高

価
で

頻
繁

に
使

用
し

な
い

の
で

、
施

設
以

外
、

あ
ま

り
見

か
け

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
自

身
、

車
椅

子
使

用
者

で
す

が
最

近
体

重
を

は
か

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

２
９

７
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
流

通
メ

ー
カ

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

そ
の

他
(要

介
護

２
級

以
上

の
方

々
)

兵
庫

県
神

戸
市

で
事

業
を

し
て

お
り

ま
す

（
株

）
り

が
ー

ど
の

保
田

栄
治

と
申

し
ま

す
。

弊
社

は
昨

年
よ

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
販

売
を

手
が

け
て

お
り

、
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、

認
知

症
の

方
の

徘
徊

や
、

身
体

の
不

自
由

な
方

な
ど

に
動

き
が

あ
っ

た
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
、

介
護

ヘ
ル

パ
ー

・
介

護
事

業
所

・
ご

家
族

の
方

が
、

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

で
離

れ
た

場
所

か
ら

で
も

確
認

で
き

る
と

い
う

こ
と

で
、

弊
社

は
地

域
密

着
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
の

普
及

に
取

り
組

ん
で

お
り

ま
す

。
カ

メ
ラ

に
内

蔵
さ

れ
て

お
り

ま
す

動
体

検
知

機
能

が
、

要
介

護
２

級
以

上
に

当
た

る
、

認
知

症
徘

徊
感

知
器

と
同

様
の

機
能

が
あ

る
た

め
、

介
護

保
険

適
用

に
な

れ
ば

要
介

護
者

の
方

や
ご

家
族

の
方

の
負

担
も

少
な

く
な

る
の

で
は

と
考

え
、

厚
生

労
働

省
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

「
同

等
の

機
能

で
あ

る
な

ら
、

介
護

保
険

適
用

に
な

り
ま

す
。

」
と

い
う

返
事

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
で

す
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

の
動

体
検

知
機

能
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
て

機
能

を
発

揮
す

る
た

め
、

自
宅

で
訪

問
介

護
を

受
け

て
い

る
要

介
護

者
の

方
な

ど
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

設
備

が
な

く
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
を

使
用

す
る

に
も

、
月

々
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

費
用

が
非

常
に

負
担

に
な

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

弊
社

の
ア

イ
デ

ア
と

し
て

、
動

体
検

知
機

能
付

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

契
約

を
合

わ
せ

て
、

２
級

以
上

の
要

介
護

者
の

介
護

保
険

適
用

に
な

ら
な

い
か

と
考

え
、

問
い

合
わ

せ
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
合

わ
せ

て
レ

ン
タ

ル
で

き
れ

ば
、

利
用

者
の

負
担

も
軽

く
な

り
ま

す
し

、
訪

問
介

護
を

行
っ

て
い

る
介

護
事

業
所

な
ど

は
、

訪
問

日
以

外
で

も
パ

ソ
コ

ン
を

通
じ

確
認

で
き

ま
す

し
、

要
介

護
者

と
同

居
す

る
ご

家
族

の
方

も
、

買
い

物
な

ど
に

に
出

か
け

る
際

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
あ

れ
ば

映
像

で
確

認
で

き
ま

す
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
な

く
、

通
常

の
携

帯
電

話
で

あ
っ

て
も

、
動

き
が

あ
れ

ば
メ

ー
ル

に
転

送
さ

れ
て

き
ま

す
。

（
メ

ー
ル

の
送

り
先

は
最

大
４

件
ま

で
可

能
）

レ
ン

タ
ル

費
用

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
月

々
４

，
０

０
０

円
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
は

月
々

平
均

３
，

０
０

０
円

程
に

な
り

ま
す

が
、

介
護

保
険

適
用

で
１

割
負

担
に

な
れ

ば
、

７
０

０
円

程
度

の
負

担
で

済
み

ま
す

。
（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

月
額

は
、

通
信

会
社

に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

）
要

介
護

者
の

安
全

管
理

は
も

と
よ

り
、

介
護

士
の

行
き

過
ぎ

た
介

護
の

抑
制

や
防

犯
に

も
つ

な
が

り
ま

す
し

、
ご

家
族

の
方

の
精

神
的

な
不

安
の

軽
減

に
も

な
る

こ
と

と
思

わ
れ

ま
す

。
ご

返
答

の
ほ

ど
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
な

お
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
の

仕
様

書
が

添
付

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。

２
９

８
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(特
定

非
営

利
活

動
法

人
ギ

ニ
ア

日
本

交
流

協
会

サ
ポ

ー
タ

ー
)

歩
行

補
助

装
具

肢
体

障
害

者
用

初
め

ま
し

て
特

定
非

営
利

活
動

法
人

ギ
ニ

ア
日

本
交

流
協

会
の

事
務

局
の

サ
ポ

ー
ト

を
し

て
お

り
ま

す
、

下
沖

和
幸

と
い

い
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.1
2

3
k
h

o
n

.s
a
c
to

w
n

.jp
/

オ
ス

マ
ン

・
ユ

ー
ラ

・
サ

ン
コ

ン
さ

ん
が

　
h

tt
p
:/

/
1

2
3

k
h

o
n

.c
o
m

/
　

が
福

祉
に

関
心

を
持

ち
活

動
を

し
て

い
る

こ
と

は
、

ご
存

知
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
の

サ
ン

コ
ン

さ
ん

が
「

け
あ

サ
ポ

」
に

掲
載

し
た

コ
メ

ン
ト

に
こ

の
よ

う
な

こ
と

を
書

い
て

い
ま

す
。

「
ボ

ク
が

子
ど

も
の

と
き

は
サ

ッ
カ

ー
少

年
だ

っ
た

。
で

も
高

校
生

の
と

き
に

右
足

を
大

ケ
ガ

し
て

、
な

か
な

か
治

ら
な

か
っ

た
。

ギ
ニ

ア
は

医
療

が
ま

だ
ま

だ
だ

か
ら

、
足

が
悪

い
ま

ま
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

」
来

日
し

て
4

0
年

、
6

4
歳

に
な

っ
た

サ
ン

コ
ン

さ
ん

は
、

2
級

ヘ
ル

パ
ー

の
資

格
も

取
得

し
、

現
在

も
福

祉
を

題
材

に
し

た
講

演
活

動
を

行
っ

て
い

ま
す

。
そ

ん
な

サ
ン

コ
ン

さ
ん

の
足

が
最

近
悲

鳴
を

上
げ

て
い

ま
す

。
高

校
以

来
右

の
足

の
足

首
か

ら
内

側
に

曲
が

っ
た

ま
ま

、
ま

と
も

に
地

面
を

踏
み

し
め

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

て
い

ま
す

。
当

然
靴

も
履

け
ま

せ
ん

。
大

き
め

の
サ

ン
ダ

ル
な

ど
を

加
工

し
て

足
カ

バ
ー

み
た

い
に

保
護

し
て

い
る

だ
け

で
す

。
タ

レ
ン

ト
活

動
の

中
で

当
然

歩
か

な
い

と
い

け
な

い
仕

事
で

は
、

痛
み

を
こ

ら
え

な
が

ら
頑

張
っ

て
い

ま
す

。
虫

の
い

い
相

談
で

す
が

、
こ

の
サ

ン
コ

ン
さ

ん
に

足
に

装
着

し
て

痛
み

無
く

歩
け

る
補

助
装

具
を

開
発

し
て

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

て
く

れ
る

心
広

き
、

協
会

会
員

さ
ま

は
い

ら
っ

し
ゃ

ら
な

い
で

し
ょ

う
か

?
ま

だ
ま

だ
福

祉
の

た
め

に
意

欲
的

な
活

動
を

続
け

て
い

た
だ

き
た

く
、

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

本
人

の
事

務
所

の
許

可
を

得
て

投
稿

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
な

に
と

ぞ
日

本
で

頑
張

る
サ

ン
コ

ン
さ

ん
の

足
を

す
く

っ
て

あ
げ

て
く

だ
さ

い
。

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

ギ
ニ

ア
日

本
交

流
協

会
　

サ
ポ

ー
タ

ー
　

下
沖

和
幸

２
９

９
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
流

通
メ

ー
カ

動
体

検
知

機
能

付
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

そ
の

他
(要

介
護

２
級

以
上

で
身

体
の

不
自

由
な

方
)

先
日

、
弊

社
の

ア
イ

デ
ア

を
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
（

株
）

り
が

ー
ど

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
か

ら
ま

だ
日

は
浅

い
で

す
が

、
何

か
進

展
は

あ
り

ま
し

た
で

し
ょ

う
か

？
販

売
会

社
を

通
じ

介
護

事
業

所
な

ど
か

ら
、

「
身

体
の

不
自

由
な

方
と

同
居

す
る

ご
家

族
の

方
の

不
安

が
少

し
で

も
解

消
さ

れ
る

の
で

、
承

認
さ

れ
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。

」
と

い
う

声
も

上
が

っ
て

お
り

ま
す

。
是

非
と

も
ご

検
討

い
た

だ
き

、
良

い
ご

返
答

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

３
０

０
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
流

通
メ

ー
カ

動
体

検
知

機
能

付
き

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
そ

の
他

(要
介

護
２

級
以

上
で

身
体

の
不

自
由

な
方

)

兵
庫

県
神

戸
市

で
事

業
を

し
て

お
り

ま
す

株
式

会
社

リ
ガ

ー
ド

の
保

田
栄

治
と

申
し

ま
す

。
再

三
の

確
認

で
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
カ

メ
ラ

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
通

信
費

を
、

セ
ッ

ト
で

レ
ン

タ
ル

す
る

と
い

う
件

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

検
討

中
、

も
し

く
は

、
何

ら
か

の
進

展
で

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

、
メ

ー
ル

に
て

ご
報

告
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

３
０

１
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

光
っ

て
知

ら
せ

る
体

温
計

聴
覚

障
害

者
用

バ
イ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
を

知
ら

せ
る

体
温

計
は

あ
り

ま
す

が
、

聴
覚

障
害

者
の

親
が

、
子

供
の

体
温

を
測

る
場

合
は

、
測

り
終

わ
っ

た
こ

と
が

わ
か

ら
な

い
の

で
、

光
で

も
知

ら
せ

て
く

れ
る

体
温

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

72



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
０

２
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
用

具
選

択
に

関
す

る
指

針
（

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

）

法
人

内
に

て
、

福
祉

用
具

利
用

を
推

進
し

よ
う

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
た

く
思

っ
て

い
ま

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
福

祉
用

具
の

選
定

の
大

ま
か

な
基

準
な

ど
を

決
め

て
い

る
資

料
・

文
献

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
が

あ
り

ま
し

た
ら

紹
介

し
て

い
た

だ
き

た
く

思
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

○
○

な
人

に
対

し
て

は
リ

フ
ト

を
使

用
す

る
。

○
○

な
人

に
対

し
て

は
ス

ラ
イ

デ
ィ

ン
グ

ボ
ー

ド
を

使
用

す
る

。
と

い
っ

た
感

じ
の

情
報

だ
と

う
れ

し
い

で
す

。

３
０

３
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

【
要

望
】

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

そ
の

他
(内

部
疾

患
者

用
)

東
京

都
で

実
施

さ
れ

て
い

る
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
と

い
う

も
の

が
あ

り
ま

す
。

外
か

ら
は

見
え

な
い

障
害

、
妊

婦
な

ど
を

持
っ

て
い

る
方

に
優

先
席

使
用

の
理

解
や

困
っ

て
い

る
時

の
手

伝
い

を
求

め
る

も
の

で
す

。
わ

た
し

は
線

維
筋

痛
症

を
患

っ
て

お
り

、
見

た
目

は
健

康
に

見
え

ま
す

が
優

先
席

を
使

用
し

た
い

場
合

が
多

い
の

で
、

使
っ

て
い

ま
す

が
、

東
京

都
の

ヘ
ル

プ
マ

ー
ク

は
マ

ー
ク

だ
け

な
の

で
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
マ

ー
ク

の
よ

う
に

よ
っ

ぽ
ど

認
知

度
が

高
く

な
ら

な
い

限
り

あ
ま

り
役

に
は

た
っ

て
い

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
わ

た
し

は
自

作
で

シ
ー

ル
を

作
り

裏
面

に
「

私
は

内
部

疾
患

者
（

外
か

ら
は

見
え

な
い

障
害

）
で

す
。

優
先

席
の

使
用

を
ご

理
解

願
い

ま
す

」
と

い
う

文
章

を
貼

り
付

け
て

使
用

し
て

い
ま

す
。

健
康

な
方

に
は

マ
ー

ク
だ

け
で

は
わ

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
大

き
く

文
字

で
ア

ピ
ー

ル
し

て
内

部
疾

患
者

と
わ

か
る

よ
う

に
改

良
し

、
国

を
あ

げ
て

ア
ピ

ー
ル

し
て

も
ら

え
れ

ば
全

国
の

内
部

疾
患

者
の

大
き

な
助

け
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

現
在

東
京

都
で

作
成

さ
れ

て
い

る
も

の
で

す
が

、
全

国
で

使
え

る
よ

う
に

要
望

し
ま

す
。

３
０

４
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
医

療
専

門
職

ベ
ッ

ド
：

臀
部

と
大

腿
の

境
の

目
印

そ
の

他
(介

護
者

・
医

療
職

の
た

め
)

ベ
ッ

ド
ア

ッ
プ

を
す

る
と

き
、

ベ
ッ

ド
の

ど
こ

か
ら

お
れ

る
か

確
認

し
に

く
い

た
め

、
矢

印
等

で
目

立
た

せ
る

特
殊

寝
台

に
簡

便
に

つ
け

は
ず

し
で

き
る

も
の

３
０

５
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(障
害

体
験

者
)

肢
体

不
自

由
人

の
浴

室
椅

子
肢

体
障

害
者

用
当

考
案

は
自

分
が

ア
キ

レ
ス

腱
断

裂
し

た
時

、
ギ

ブ
ス

に
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

を
巻

き
つ

け
て

水
養

生
し

て
シ

ャ
ワ

ー
を

浴
び

る
際

に
イ

ス
に

腰
掛

た
ま

ま
で

、
陰

部
等

洗
浄

す
る

為
に

考
案

し
た

浴
室

用
イ

ス
で

有
る

、
障

害
の

程
度

に
よ

り
イ

ス
の

高
さ

は
別

と
し

て
、

座
面

は
十

文
字

に
凹

ま
せ

て
有

り
、

ど
の

方
向

か
ら

で
も

浴
室

に
備

え
設

置
し

て
あ

る
一

般
的

な
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ト

の
噴

出
口

を
上

向
き

に
置

く
事

の
可

能
な

幅
、

深
さ

の
凹

み
が

確
保

さ
れ

た
浴

室
用

イ
ス

で
あ

る
、

当
イ

ス
に

座
っ

た
ま

ま
で

凹
み

を
利

用
し

て
、

手
及

び
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ト

等
で

洗
浄

す
る

事
の

可
能

の
浴

室
用

イ
ス

で
あ

る
特

許
庁

に
登

録
済

で
す

是
非

製
品

化
及

び
販

売
の

方
を

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す

３
０

６
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
ス

ロ
ー

プ
の

幅
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

増
や

し
た

い

そ
の

他
(全

般
)

家
の

段
差

の
ご

く
わ

ず
か

な
も

の
（

1
0

ｃ
ｍ

～
1

5
ｃ

ｍ
）

と
か

の
ス

ロ
ー

プ
に

つ
い

て
、

幅
広

い
範

囲
の

充
実

し
た

商
品

が
あ

る
と

う
れ

し
い

。

３
０

７
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

義
足

利
用

者
向

け
の

靴
下

や
サ

ポ
ー

タ
ー

肢
体

障
害

者
用

片
側

だ
け

売
っ

て
く

れ
る

靴
下

、
サ

ポ
ー

タ
ー

が
あ

る
と

助
か

る

３
０

８
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

障
害

目
印

な
る

バ
ッ

チ
な

ど
そ

の
他

私
は

障
害

者
み

み
え

な
く

外
出

先
こ

ま
り

ま
す

。
知

的
と

精
神

か
ら

で
普

通
み

え
電

車
、

バ
ス

で
も

席
を

よ
ず

ら
れ

る
こ

と
な

く
困

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

な
に

か
体

に
つ

け
れ

て
認

知
さ

れ
る

よ
う

な
も

の
ほ

し
い

で
す

３
０

９
H

2
5

新
製

品
や

技
術

排
泄

 日
常

的
な

衛
生

 そ
の

他
(場

面
)お

む
つ

い
じ

り
防

止

そ
の

他
着

る
人

に
や

さ
し

く
、

介
護

に
も

や
さ

し
い

介
護

用
下

着

滋
賀

県
大

津
市

在
住

の
看

護
師

で
す

。
寝

た
き

り
認

知
症

（
B

P
S

D
・

お
む

つ
い

じ
り

や
弄

便
等

の
症

状
）

を
身

体
拘

束
や

、
運

動
・

行
動

を
制

限
せ

ず
に

、
防

止
す

る
事

を
目

的
に

介
護

用
下

着
を

開
発

し
ま

し
た

。

2
0

0
9

年
に

特
許

（
特

許
第

4
4

1
0

2
8

8
号

）
を

取
得

し
、

商
品

化
し

ま
し

た
。

特
許

情
報

は
「

開
放

特
許

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

」
に

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
h

tt
p

:/
/
p

lid
b

.in
p

it
.g

o
.jp

/
p

ld
b

/
h

tm
l/

H
T

M
L
.L

/
2

0
1

0
/
0

0
3

/
L
2

0
1

0
0

0
3

5
1

9
.h

tm
l

現
在

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

個
人

向
け

通
信

販
売

を
し

て
い

ま
す

。
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

や
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
、

在
宅

ケ
ア

、
医

療
療

養
病

棟
な

ど
で

使
っ

て
頂

き
、

大
変

好
評

を
頂

い
て

い
ま

す
。

関
心

の
あ

る
方

、
施

設
様

、
あ

る
い

は
製

造
企

業
様

か
ら

の
お

問
い

合
わ

せ
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

３
１

０
H

2
5

新
製

品
や

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

携
帯

式
手

動
運

転
装

置
昨

年
、

某
自

動
車

会
社

を
定

年
退

職
し

、
長

年
考

え
て

い
た

携
帯

式
手

動
運

転
装

置
製

造
販

売
の

個
人

事
業

を
始

め
た

者
で

す
。

最
低

限
の

機
能

追
加

と
最

小
限

の
費

用
追

加
で

車
い

す
の

方
が

車
を

運
転

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
と

言
う

想
い

を
持

っ
て

い
ま

す
。

手
で

ア
ク

セ
ル

と
ブ

レ
ー

キ
操

作
が

で
き

る
と

い
う

最
低

限
の

機
能

し
か

な
い

手
動

運
転

装
置

で
す

が
、

車
の

改
造

が
不

要
で

取
り

付
け

、
取

り
外

し
も

2
～

3
分

。
操

作
は

車
固

定
式

の
手

動
運

転
装

置
と

同
じ

、
押

し
て

ブ
レ

ー
キ

、
引

い
て

ア
ク

セ
ル

と
い

う
操

作
で

す
か

ら
違

和
感

な
く

使
っ

て
い

た
だ

け
る

と
確

信
し

て
い

ま
す

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

見
て

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

サ
イ

ト
は

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.q
u

ic
k
-
o
n

e
.b

iz
で

す
。

73



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
１

１
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

脳
梗

塞
に

よ
る

肩
が

下
が

っ
て

し
ま

っ
た

修
正

パ
ッ

ド

肢
体

障
害

者
用

こ
ん

に
ち

は
。

こ
の

た
び

は
、

脳
梗

塞
に

な
り

、
後

遺
症

で
左

肩
が

下
が

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
枕

を
腕

の
中

に
挟

む
と

、
劇

的
に

具
合

が
良

い
の

で
す

。
で

も
、

歩
い

て
い

る
と

落
下

し
て

困
っ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

別
紙

の
よ

う
な

肩
パ

ッ
ト

を
作

り
ま

し
た

。
と

て
も

具
合

が
い

い
の

で
す

。
脳

梗
塞

の
後

遺
障

で
苦

労
は

し
て

い
る

人
は

多
い

の
で

す
。

そ
の

人
達

に
是

非
販

売
を

し
て

し
て

欲
し

い
の

で
す

。
製

造
・

販
売

を
し

て
頂

き
ま

せ
ん

か
？

お
返

事
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

３
１

２
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

携
帯

と
据

え
置

き
兼

用
拡

大
表

示
・

音
声

読
書

ら
く

ら
く

ブ
ッ

ク
ト

ー
カ

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用

障
害

者
の

方
々

に
情

報
機

器
で

支
援

の
輪

を
広

げ
よ

う
！

を
弊

社
の

モ
ッ

ト
ー

に
し

、
こ

の
ま

し
た

完
成

し
た

。
文

字
が

見
え

に
く

い
・

聴
こ

え
に

く
い

・
指

が
動

か
な

い
・

声
が

出
な

い
な

ど
す

べ
て

に
対

応
可

能
な

携
帯

＆
据

え
置

き
兼

用
の

ほ
か

に
類

の
な

い
情

報
機

器
。

拡
大

表
示

・
音

声
読

書
器

・
携

帯
会

話
補

助
機

器
が

誕
生

い
つ

で
も

・
世

界
の

の
ど

こ
で

も
活

用
で

き
て

超
便

利
で

誰
で

も
つ

か
え

ま
す

。
電

子
書

籍
房

で
市

場
ご

愛
用

い
た

だ
い

て
７

年
の

実
績

の
あ

る
弊

社
が

障
害

者
の

ご
意

見
を

踏
ま

え
て

制
作

し
ま

し
た

。
製

品
は

5
種

類
　

不
自

由
さ

に
応

じ
て

選
べ

ま
す

。
特

別
奉

仕
無

料
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

版
　

全
国

の
皆

様
に

公
開

し
ま

し
た

。
是

非
活

用
く

だ
さ

い
。

特
徴

　
音

声
合

成
読

み
上

げ
ソ

フ
ト

ス
ク

リ
ー

ン
リ

ー
は

無
料

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

が
で

き
ま

す
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
　

電
子

書
籍

や
ホ

ー
ペ

ー
ジ

な
ど

か
ら

電
子

化
デ

ー
タ

画
面

か
ら

コ
ピ

ー
し

て
保

存
そ

れ
を

読
み

上
げ

ま
す

。
４

８
０

０
円

②
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

な
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

ー
　

そ
の

他
１

０
の

高
機

能
型

　
日

常
生

活
用

具
３

品
種

ほ
か

ペ
ー

ジ
に

あ
り

ま
す

。
全

品
種

　
新

規
性

の
あ

る
画

期
的

商
品

で
す

。
画

像
は

全
機

能
商

品
携

帯
据

え
置

き
兼

用
タ

イ
プ

で
す

。
声

で
文

章
を

表
示

し
て

読
み

上
げ

翻
訳

も
し

ま
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
し

で
も

可
能

で
す

。
是

非
メ

ー
ル

で
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

３
１

３
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

障
害

者
用

情
報

機
器

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用

視
聴

覚
・

言
語

・
上

肢
（

指
）

の
不

自
由

名
方

に
対

応
で

き
る

　
音

声
会

話
機

器
で

ほ
か

に
類

の
な

い
日

常
生

活
用

具
が

誕
生

１
本

体
が

す
べ

て
を

し
ゃ

べ
り

ま
す

。
 公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

  
  

U
R

L
 h

tt
p
:/

/
n

-
b
ib

le
.p

c
h

e
lp

e
r5

5
.c

o
m

フ
ル

タ
イ

プ
は

声
で

文
字

を
書

く
・

マ
ウ

ス
で

活
字

ス
キ

ャ
ナ

で
な

ぞ
っ

て
活

字
を

読
み

取
り

・
指

で
画

面
に

タ
ッ

チ
で

入
力

、
拡

大
表

示
と

読
み

上
げ

し
ま

す
。

　
本

体
８

イ
ン

チ
と

１
９

，
５

イ
ン

チ
の

両
方

を
装

備
　

世
界

の
ど

こ
で

も
・

い
つ

で
も

活
用

が
で

き
ま

す
。

ら
く

ら
く

読
み

上
げ

ト
オ

カ
　

無
料

の
ダ

イ
ン

ロ
ー

ド
版

　
　

本
体

は
操

作
の

全
て

を
読

み
上

げ
ま

す
。

　
手

持
ち

の
パ

ソ
コ

ン
が

全
て

ホ
ー

ム
で

ど
う

ぞ
し

ゃ
べ

る
パ

ソ
コ

ン
に

は
や

代
わ

り
し

ま
す

。
ス

ク
リ

ー
ン

リ
ー

ダ
ー

電
子

書
籍

　
聖

書
こ

ん
な

と
き

に
バ

イ
ブ

ル
搭

載
し

て
い

ま
す

。
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

」
詳

細
が

あ
り

ま
す

。

３
１

４
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

洗
体

と
血

流
ケ

ア
の

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

肢
体

障
害

者
用

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、

就
寝

時
間

が
長

く
体

重
に

よ
り

血
管

が
圧

迫
さ

れ
、

血
液

の
循

環
が

悪
化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

方
の

足
裏

か
ら

背
中

へ
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

て
、

血
液

の
循

環
促

進
を

図
り

機
能

回
復

さ
せ

る
の

も
重

要
な

「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」

の
役

割
と

考
え

、
入

浴
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
兼

背
中

叩
き

が
出

来
る

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

を
考

案
し

試
作

し
ま

し
た

。

長
柄

は
曲

げ
加

工
が

容
易

な
ア

ル
ミ

平
鋼

を
使

用
し

、
先

端
に

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

支
枠

を
装

着
し

た
「

タ
オ

ル
ホ

ル
ダ

」
で

す
。

ま
た

長
柄

の
握

部
も

ポ
リ

プ
ロ

ピ
レ

ン
の

横
溝

付
き

平
板

2
枚

で
ア

ル
ミ

平
鋼

を
挟

み
、

Ｓ
Ｕ

Ｓ
ボ

ル
ト

と
ナ

イ
ロ

ン
蝶

ナ
ッ

ト
で

固
定

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
石

鹸
水

が
付

く
と

滑
り

や
す

く
な

る
の

で
、

蝶
ナ

ッ
ト

を
指

の
間

に
挟

ん
で

握
り

滑
り

止
め

と
し

て
い

ま
す

。
納

入
時

、
平

鋼
は

ほ
ぼ

直
線

状
で

す
が

、
ご

利
用

者
の

腕
の

可
動

範
囲

を
検

討
の

上
、

ご
利

用
者

が
使

い
や

す
い

湾
曲

に
曲

げ
て

利
用

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
洗

体
用

タ
オ

ル
は

ご
利

用
者

の
好

み
で

、
下

記
に

の
「

タ
オ

ル
の

巻
き

方
」

を
参

考
に

巻
い

て
く

だ
さ

い
。

乾
燥

又
は

水
含

み
の

マ
ッ

サ
ー

ジ
タ

オ
ル

も
同

様
に

巻
い

て
、

ホ
ル

ダ
が

背
中

の
心

臓
裏

の
位

置
に

集
ま

る
よ

う
に

掻
き

上
げ

て
マ

ッ
サ

ー
ジ

し
ま

す
。

ま
た

支
枠

の
先

端
の

2
個

の
円

形
部

で
、

背
中

を
叩

く
の

も
血

流
ケ

ア
に

効
果

が
有

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
寸

法
と

重
量

　
全

長
＝

5
7

㎝
　

本
体

重
量

＝
1

3
0

ｇ
巻

き
タ

オ
ル

の
寸

法
　

長
さ

＝
3

5
ｃ

ｍ
　

幅
＝

1
2

ｃ
ｍ

タ
オ

ル
の

巻
き

方
　

タ
オ

ル
を

支
枠

の
中

軸
の

上
か

ら
両

側
軸

の
下

を
通

し
、

方
側

を
巻

き
あ

げ
、

そ
の

上
に

も
う

一
方

を
被

せ
巻

き
こ

み
、

ゴ
ム

紐
輪

を
蝶

ナ
ッ

ト
に

掛
け

固
定

す
る

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
１

５
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

洗
体

と
血

流
ケ

ア
の

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

肢
体

障
害

者
用

背
中

や
足

先
な

ど
の

洗
浄

用
具

を
必

要
と

さ
れ

る
人

は
、

就
寝

時
間

が
長

く
体

重
に

よ
り

血
管

が
圧

迫
さ

れ
、

血
液

の
循

環
が

悪
化

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

方
の

足
裏

か
ら

背
中

へ
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

て
、

血
液

の
循

環
促

進
を

図
り

機
能

回
復

さ
せ

る
の

も
重

要
な

「
特

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
」

の
役

割
と

考
え

、
入

浴
と

マ
ッ

サ
ー

ジ
兼

背
中

叩
き

が
出

来
る

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

を
考

案
し

試
作

し
ま

し
た

。
長

柄
は

曲
げ

加
工

が
容

易
な

ア
ル

ミ
平

鋼
を

使
用

し
、

先
端

に
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

の
支

枠
を

装
着

し
た

「
タ

オ
ル

ホ
ル

ダ
」

で
す

。
ま

た
長

柄
の

握
部

も
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

の
横

溝
付

き
平

板
2

枚
で

ア
ル

ミ
平

鋼
を

挟
み

、
Ｓ

Ｕ
Ｓ

ボ
ル

ト
と

ナ
イ

ロ
ン

蝶
ナ

ッ
ト

で
固

定
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

石
鹸

水
が

付
く

と
滑

り
や

す
く

な
る

の
で

、
蝶

ナ
ッ

ト
を

指
の

間
に

挟
ん

で
握

り
滑

り
止

め
と

し
て

い
ま

す
。

納
入

時
、

平
鋼

は
ほ

ぼ
直

線
状

で
す

が
、

ご
利

用
者

の
腕

の
可

動
範

囲
を

検
討

の
上

、
ご

利
用

者
が

使
い

や
す

い
湾

曲
に

曲
げ

て
利

用
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

洗
体

用
タ

オ
ル

は
ご

利
用

者
の

好
み

で
、

下
記

に
の

「
タ

オ
ル

の
巻

き
方

」
を

参
考

に
巻

い
て

く
だ

さ
い

。
乾

燥
又

は
水

含
み

の
マ

ッ
サ

ー
ジ

タ
オ

ル
も

同
様

に
巻

い
て

、
ホ

ル
ダ

が
背

中
の

心
臓

裏
の

位
置

に
集

ま
る

よ
う

に
掻

き
上

げ
て

マ
ッ

サ
ー

ジ
し

ま
す

。
ま

た
支

枠
の

先
端

の
2

個
の

円
形

部
で

、
背

中
を

叩
く

の
も

血
流

ケ
ア

に
効

果
が

有
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

寸
法

と
重

量
　

全
長

＝
5

7
㎝

　
本

体
重

量
＝

1
3

0
ｇ

巻
き

タ
オ

ル
の

寸
法

　
長

さ
＝

3
5

ｃ
ｍ

　
幅

＝
1

2
ｃ

ｍ
タ

オ
ル

の
巻

き
方

　
タ

オ
ル

を
支

枠
の

中
軸

の
上

か
ら

両
側

軸
の

下
を

通
し

、
片

側
を

巻
き

あ
げ

、
そ

の
上

に
も

う
一

方
を

被
せ

巻
き

こ
み

、
ゴ

ム
紐

輪
を

蝶
ナ

ッ
ト

に
掛

け
固

定
す

る
。

３
１

６
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用

ネ
ジ

締
め

な
ど

な
く

簡
単

に
角

度
調

整
、

固
定

が
で

き
る

　
こ

う
い

う
場

面
で

、
こ

ん
な

福
祉

用
具

が
あ

っ
た

ら
本

当
に

助
か

る
！

っ
て

い
う

も
の

が
も

し
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
そ

う
い

っ
た

困
っ

た
方

の
力

に
な

れ
る

福
祉

用
具

を
開

発
し

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
こ

の
分

野
は

全
く

の
素

人
で

異
業

種
の

者
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

３
１

７
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)リ

ー
チ

ャ
ー

そ
の

他
マ

ジ
ッ

ク
ハ

ン
ド

 タ
イ

プ
の

「
リ

ー
チ

ャ
ー

」
に

つ
き

ま
し

て

こ
の

ほ
ど

、
握

力
の

弱
い

方
用

に
市

販
の

マ
ジ

ッ
ク

ハ
ン

ド
を

改
造

し
て

電
動

式
に

し
た

と
こ

ろ
、

重
宝

さ
れ

て
い

る
様

で
し

た
。

電
動

式
に

限
ら

ず
、

も
し

、
現

存
の

市
販

の
リ

ー
チ

ャ
ー

に
対

し
て

改
善

の
ご

要
望

・
需

要
が

あ
る

様
で

し
た

ら
ご

要
望

を
反

映
し

て
の

量
産

を
考

え
て

い
ま

す
。

自
分

の
周

囲
で

の
要

望
を

ま
と

め
る

と
、

お
お

よ
そ

以
下

の
様

で
し

た
が

、
そ

の
他

、
“

こ
ん

な
リ

ー
チ

ャ
ー

が
欲

し
い

”
、

“
リ

ー
チ

ャ
ー

で
こ

ん
な

こ
と

が
出

来
る

と
良

い
”

な
ど

、
ご

意
見

い
た

だ
け

ま
し

た
ら

幸
い

で
す

。
・

軽
い

。
・

安
い

。
・

折
り

た
た

み
式

、
ま

た
は

伸
縮

式
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

で
き

る
。

・
細

か
い

も
の

が
つ

ま
め

る
。

・
握

力
が

弱
く

て
も

使
え

る
。

・
物

を
つ

か
ん

だ
ま

ま
、

た
ぐ

り
寄

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

外
出

時
に

持
っ

て
行

っ
て

も
違

和
感

の
な

い
デ

ザ
イ

ン
。

３
１

８
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
医

療
専

門
職

片
側

歩
行

器
肢

体
障

害
者

用
理

学
療

法
士

で
す

。
片

側
歩

行
器

は
、

脚
部

の
先

が
ゴ

ム
の

も
の

は
一

般
的

で
す

が
、

脚
部

が
固

定
輪

で
荷

重
ブ

レ
ー

キ
構

造
に

な
っ

て
い

る
も

の
を

探
し

て
い

ま
す

。
国

内
で

は
、

な
か

な
か

あ
り

そ
う

で
無

い
で

す
。

ア
メ

リ
カ

に
は

、
あ

る
み

た
い

で
す

。
W

E
B

上
み

ま
し

た
。

脳
卒

中
の

患
者

さ
ん

の
リ

ハ
ビ

リ
で

、
非

麻
痺

側
手

が
上

手
く

使
え

な
い

方
の

歩
行

練
習

導
入

時
期

に
使

い
た

い
場

面
が

あ
り

ま
す

。
現

在
は

、
点

滴
棒

で
代

用
し

て
い

ま
す

が
、

自
在

輪
な

の
で

や
や

不
安

定
な

の
が

困
り

ま
す

。
国

内
の

業
者

さ
ん

、
製

造
を

検
討

く
だ

さ
い

。

３
１

９
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

重
度

視
覚

障
が

い
者

の
た

め
の

歩
行

補
助

具
視

覚
障

害
者

用
　

盲
導

犬
は

、
厚

生
省

が
2

0
年

前
か

ら
2

0
0

0
頭

を
目

指
し

ま
し

た
が

、
1

0
0

0
頭

ど
ま

り
で

す
。

我
が

国
の

産
業

ロ
ボ

ッ
ト

・
G

P
S

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
の

技
術

を
使

っ
て

視
覚

障
が

い
者

の
歩

行
補

助
具

を
開

発
し

て
自

由
に

外
出

で
き

る
よ

う
に

す
る

の
が

国
の

責
務

で
す

。
街

に
は

陸
橋

や
跨

線
橋

な
ど

の
段

差
が

あ
り

、
車

輪
付

き
の

重
量

の
あ

る
機

器
は

実
用

に
は

な
り

ま
せ

ん
か

ら
、

軽
量

コ
ン

パ
ク

ト
な

機
器

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

3
0

0
0

万
円

程
度

の
賞

金
を

設
け

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
世

界
中

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

や
企

業
に

実
用

可
能

な
開

発
を

求
め

て
、

採
用

し
た

も
の

を
補

装
具

に
す

る
と

一
挙

に
機

器
開

発
で

き
る

も
の

と
思

い
ま

す
。

盲
導

犬
は

通
勤

通
学

な
ど

同
じ

と
こ

ろ
へ

通
う

場
合

に
は

き
わ

め
て

有
効

で
す

が
、

あ
ん

ま
マ

ッ
サ

ー
ジ

な
ど

生
業

で
は

数
十

件
の

患
者

宅
を

犬
は

覚
え

ら
れ

ま
せ

ん
か

ら
ほ

と
ん

ど
使

い
物

に
な

り
ま

せ
ん

。
欧

米
式

の
訓

練
方

法
が

犬
を

座
右

に
お

く
よ

う
に

訓
練

し
て

い
ま

す
か

ら
、

我
が

国
の

よ
う

に
住

環
境

が
上

下
を

区
別

す
る

生
活

で
は

、
特

に
あ

ん
ま

マ
ッ

サ
ー

ジ
の

生
業

を
営

む
者

に
と

っ
て

は
適

合
し

ま
せ

ん
。

ま
た

我
が

国
の

タ
ク

シ
ー

に
は

盲
導

犬
を

リ
ア

の
床

に
乗

せ
る

た
め

、
後

の
客

が
犬

の
に

お
い

や
毛

を
嫌

う
の

で
運

転
者

が
乗

車
拒

否
し

た
り

、
飲

食
店

や
ホ

テ
ル

な
ど

も
避

け
る

こ
と

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

　
重

度
視

覚
障

が
い

者
ひ

と
り

ひ
と

り
に

パ
ソ

コ
ン

と
前

述
の

周
辺

機
器

や
ソ

フ
ト

を
支

給
し

て
盲

学
校

の
教

育
や

自
立

訓
練

に
徹

底
的

に
行

う
こ

と
で

、
ハ

ン
デ

ィ
キ

ャ
ッ

プ
の

克
服

と
広

く
社

会
参

加
に

よ
る

就
労

の
道

が
開

け
ま

す
。

　
ま

た
、

一
定

期
間

ヘ
ル

パ
ー

に
よ

る
通

勤
や

通
学

を
補

償
す

る
こ

と
と

、
自

動
車

に
よ

る
移

動
を

補
償

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

外
出

権
が

補
償

さ
れ

ま
す

。

75



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
２

０
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(個
人

の
地

方
創

生
の

た
め

の
副

業
)

リ
コ

ジ
ェ

®
肢

体
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

用
聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
盲

ろ
う

者
用

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

そ
の

他
(ご

家
族

)

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

の
チ

ェ
ッ

ク
を

ス
マ

ホ
を

使
っ

て
行

う
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
ス

ト
ア

に
ア

プ
リ

名
「

リ
コ

ジ
ェ

」
と

し
て

昨
年

１
２

月
か

ら
公

開
し

て
い

ま
す

。
ア

プ
リ

の
説

明
は

グ
ー

グ
ル

プ
レ

イ
で

ア
プ

リ
を

検
索

し
て

い
た

だ
け

る
と

わ
か

り
ま

す
。

個
人

の
ス

マ
ホ

に
自

分
の

持
ち

物
情

報
を

入
力

し
て

お
き

ま
す

。
個

人
情

報
は

ス
マ

ホ
内

に
格

納
さ

れ
る

だ
け

で
す

。
サ

ー
バ

に
は

製
品

の
安

全
に

係
る

情
報

（
リ

コ
ー

ル
情

報
）

を
登

録
し

ま
す

。
ス

マ
ホ

の
利

用
者

は
定

期
的

に
ア

プ
リ

を
起

動
し

、
サ

ー
バ

か
ら

リ
コ

ー
ル

情
報

を
ス

マ
ホ

に
取

り
込

み
ま

す
。

ス
マ

ホ
の

ア
プ

リ
は

、
あ

ら
か

じ
め

登
録

し
た

自
分

の
持

ち
物

情
報

と
、

サ
ー

バ
か

ら
と

り
こ

ん
だ

リ
コ

ー
ル

情
報

と
を

、
照

合
し

ま
す

。
合

致
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
自

分
が

リ
コ

ー
ル

製
品

を
所

持
し

て
い

る
こ

と
に

な
り

、
ア

ラ
ー

ム
な

ど
に

よ
り

知
ら

せ
ま

す
。

サ
ー

バ
に

は
リ

コ
ー

ル
情

報
を

バ
ー

コ
ー

ド
情

報
と

し
て

取
り

込
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

福
祉

機
器

に
関

す
る

リ
コ

ー
ル

情
報

を
サ

ー
バ

に
格

納
し

、
利

用
者

の
方

々
が

ア
プ

リ
を

利
用

さ
れ

、
使

用
し

て
い

る
福

祉
機

器
の

情
報

を
自

分
の

ス
マ

ホ
に

登
録

し
て

お
け

ば
、

リ
コ

ー
ル

情
報

が
あ

れ
ば

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

福
祉

機
器

の
リ

コ
ー

ル
情

報
の

周
知

の
手

段
の

一
つ

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

？

３
２

１
H

2
6

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
手

す
り

つ
き

踏
み

台
昇

降
運

動
器

具
ひ

の
き

を
使

っ
た

健
康

器
具

で
す

。
詳

し
く

は
こ

ち
ら

ま
で

h
tt

p
:/

/
g
e
n

k
i-

fu
k
u

g
e
n

.n
e
t/

３
２

２
H

2
6

新
製

品
や

技
術

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
そ

の
他

手
す

り
つ

き
踏

み
台

昇
降

運
動

器
具

（
日

本
製

）

「
ひ

の
き

」
を

使
用

し
た

健
康

器
具

で
す

。
■

特
徴

　
①

ひ
の

き
の

木
肌

が
心

地
よ

い
　

②
て

す
り

つ
き

で
安

心
　

③
無

理
な

く
マ

イ
ペ

ー
ス

の
運

動
が

で
き

ま
す

　
④

踏
み

台
や

手
す

り
の

高
さ

は
調

整
で

き
ま

す
　

⑤
屋

内
専

用
■

こ
ん

な
方

に
　

①
段

差
運

動
で

足
腰

を
鍛

え
た

い
　

②
歩

行
に

自
信

を
つ

け
て

　
③

大
切

な
祖

父
母

へ
の

プ
レ

ゼ
ン

ト

３
２

３
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
洗

浄
用

穴
付

き
ス

ト
ー

マ
袋

そ
の

他
( 

障
害

者
)

洗
浄

用
穴

付
き

ス
ト

ー
マ

袋
は

専
用

の
水

ポ
ン

プ
で

、
水

圧
で

便
を

押
し

出
し

ま
す

家
で

は
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

を
使

い
、

ホ
ー

ス
を

取
り

出
し

洗
浄

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
簡

易
シ

ャ
ワ

ー
ト

イ
レ

の
情

報
h

tt
p

:/
/
it
e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/
c
o
m

-
s
h

o
t/

2
0

1
1

0
3

2
1

-
a
b

5
0

0
0

/
こ

の
商

品
化

に
協

力
し

て
い

た
だ

け
る

製
造

会
社

ま
た

は
企

業
を

探
し

て
い

ま
す

３
２

４
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

床
か

ら
の

立
ち

上
が

り
補

助
具

そ
の

他
(手

に
腱

鞘
炎

の
あ

る
高

齢
者

)

①
　

ご
本

人
様

は
手

が
痛

い
の

で
、

床
に

手
を

つ
け

て
の

立
ち

上
が

り
動

作
が

で
き

ま
せ

ん
。

②
　

ご
家

族
は

腰
痛

持
ち

の
た

め
、

介
助

が
で

き
な

い
状

況
。

①
+
②

の
状

況
時

、
福

祉
用

具
を

利
用

し
て

何
と

か
立

ち
上

が
れ

る
様

サ
ポ

ー
ト

で
き

れ
ば

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
何

か
良

い
福

祉
用

具
を

知
っ

て
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。

３
２

５
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
（

7
2

×
5

7
×

7
内

側
を

ブ
ル

ー
に

塗
っ

た
木

箱
に

砂
を

敷
き

詰
め

、
多

岐
に

わ
た

る
種

類
の

ミ
ニ

チ
ュ

ア
を

自
由

に
置

く
こ

と
で

心
的

抑
圧

の
解

放
と

症
状

の
根

治
を

目
的

と
す

る
も

の
）

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
 そ

の
他

(発
達

遅
延

精
神

疾
患

　
ス

ト
レ

ス
障

害
)

弊
社

は
「

砂
と

遊
ぶ

　
砂

で
遊

ぶ
」

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、

弊
社

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

屋
内

用
砂

場
、

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
、

ミ
ニ

チ
ュ

ア
枯

山
水

セ
ッ

ト
等

、
癒

し
を

も
た

ら
す

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

ツ
ー

ル
の

製
造

・
販

売
元

で
ご

ざ
い

ま
す

。
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

に
つ

き
ま

し
て

は
既

に
公

立
小

学
校

の
特

別
支

援
学

級
お

よ
び

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
ル

ー
ム

、
養

護
施

設
、

少
年

院
（

少
年

鑑
別

所
）

、
刑

務
所

、
地

方
裁

判
所

、
医

療
現

場
等

に
お

い
て

導
入

さ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
現

状
、

一
法

人
の

独
占

市
場

と
な

っ
て

お
り

、
極

め
て

高
額

で
あ

る
上

、
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
が

成
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
箱

庭
療

法
本

来
の

効
果

が
認

知
さ

れ
ぬ

ま
ま

今
日

に
至

っ
て

お
り

ま
す

。
弊

社
は

こ
れ

を
危

惧
し

、
今

こ
そ

箱
庭

療
法

の
心

的
効

能
を

広
く

普
及

さ
せ

る
べ

く
立

ち
上

げ
た

団
体

で
す

。
従

来
の

「
子

ど
も

の
た

め
の

箱
庭

療
法

」
と

い
っ

た
既

成
概

念
を

払
拭

し
、

う
つ

病
患

者
が

急
増

す
る

企
業

へ
の

導
入

、
認

知
症

患
者

を
抱

え
る

ご
家

族
の

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

、
そ

し
て

何
よ

り
老

人
ホ

ー
ム

等
で

の
遊

び
の

一
環

と
し

て
最

適
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
先

般
、

重
度

認
知

症
患

者
の

施
設

に
伺

っ
た

と
こ

ろ
、

患
者

さ
ん

の
多

く
は

寝
た

き
り

と
の

こ
と

で
し

た
が

、
砂

の
感

触
が

非
常

に
心

地
良

く
癒

さ
れ

る
と

お
っ

し
ゃ

っ
て

い
た

だ
き

、
納

品
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

子
ど

も
は

砂
遊

び
が

大
好

き
で

す
。

そ
れ

は
大

人
に

な
っ

て
も

変
わ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

砂
と

ミ
ニ

チ
ュ

ア
で

つ
く

り
上

げ
る

自
分

だ
け

の
世

界
に

誰
も

が
夢

中
に

な
り

、
嫌

な
こ

と
も

忘
れ

没
頭

し
ま

す
。

そ
し

て
完

成
さ

せ
た

時
の

達
成

感
や

解
放

感
、

充
実

感
は

大
き

な
刺

激
と

な
っ

て
、

精
神

疾
患

や
認

知
症

等
の

治
癒

に
少

な
か

ら
ず

貢
献

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
認

知
症

予
防

に
も

画
期

的
な

成
果

が
望

め
る

も
の

と
信

じ
て

や
み

ま
せ

ん
。

な
お

、
弊

社
の

箱
庭

療
法

セ
ッ

ト
は

「
ミ

ニ
チ

ュ
ア

枯
山

水
」

の
製

作
も

可
能

な
仕

様
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

既
存

の
商

品
と

は
異

な
り

、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

玩
具

と
い

う
よ

り
、

む
し

ろ
ミ

ニ
チ

ュ
ア

オ
ブ

ジ
ェ

と
い

っ
た

ク
ォ

リ
テ

ィ
の

高
い

商
品

で
す

が
、

価
格

は
市

場
の

ほ
ぼ

半
額

ほ
ど

に
設

定
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

弊
社

オ
リ

ジ
ナ

ル
箱

庭
療

法
セ

ッ
ト

に
つ

き
ま

し
て

何
卒

ご
検

討
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

ご
連

絡
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
２

６
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
ス

ト
ー

マ
お

な
ら

軽
減

棒
そ

の
他

(身
体

障
碍

者
)

今
回

は
オ

ス
ト

メ
イ

ト
の

方
も

困
っ

て
い

る
か

と
思

い
ま

す
が

、
お

な
ら

を
軽

減
で

き
な

い
か

と
考

案
し

ま
し

た
。

お
な

ら
は

ス
ト

ー
マ

の
口

を
肛

門
の

よ
う

に
力

入
れ

る
事

が
出

来
な

い
た

め
防

ぎ
よ

う
が

有
り

ま
せ

ん
の

で
、

ス
ト

ー
マ

口
を

開
い

た
状

態
に

し
と

け
ば

お
な

ら
を

軽
減

で
き

る
は

ず
で

す
。

お
な

ら
軽

減
棒

に
付

い
て

い
る

フ
ィ

ル
ム

を
２

ピ
ー

ス
タ

イ
プ

の
ス

ト
ー

マ
袋

に
挟

み
込

み
軽

減
棒

を
抜

け
な

く
し

て
使

用
す

る
。

フ
ィ

ル
ム

を
挟

み
込

み
ま

す
が

漏
れ

る
こ

と
は

在
り

ま
せ

ん
（

水
で

実
験

済
み

）
。

便
を

ゆ
る

く
す

る
薬

を
飲

ん
で

い
る

方
に

有
効

で
す

が
、

そ
う

で
な

い
方

に
も

試
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
こ

の
商

品
を

製
造

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
ま

た
は

試
作

品
を

試
し

て
み

た
い

方
を

募
集

し
て

い
ま

す
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す

３
２

７
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(個
人

開
発

者
)

尿
吸

引
装

置
肢

体
障

害
者

用
そ

の
他

(自
分

で
移

動
困

難
な

方
)

家
族

の
介

護
を

経
験

し
、

一
番

大
変

な
下

の
世

話
を

何
と

か
し

た
い

と
思

い
、

お
む

つ
の

間
に

簡
単

に
着

脱
で

き
る

女
性

用
の

尿
吸

引
装

置
を

開
発

し
ま

し
た

。
家

内
は

時
間

的
に

も
精

神
的

に
も

と
て

も
助

か
る

と
好

評
で

し
た

。
ま

た
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

も
お

し
っ

こ
を

気
に

し
な

く
て

も
よ

く
、

お
む

つ
と

違
っ

て
、

お
し

り
の

べ
ち

ゃ
つ

き
が

な
く

、
快

適
に

な
っ

た
と

感
謝

し
て

い
ま

し
た

。
こ

の
機

会
に

、
介

護
で

お
困

り
の

方
に

ぜ
ひ

と
も

お
使

い
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

、
商

品
化

し
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

で
き

れ
ば

ド
ラ

ッ
グ

ス
ト

ア
で

簡
単

に
購

入
で

き
る

よ
う

な
低

価
格

の
も

の
に

し
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

新
品

の
試

作
品

も
数

点
ご

ざ
い

ま
す

。
ご

関
心

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
メ

ー
カ

ー
の

方
に

も
ぜ

ひ
ご

連
絡

を
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
公

開
特

許
番

号
　

2
0

1
5

-
0

9
2

9
4

5
　

（
詳

細
は

特
許

庁
H

P
で

検
索

で
き

ま
す

。
）

E
m

a
il　

in
fo

_
c
a
m

le
v
@

c
p

o
s
t.
p

la
la

.o
r.
jp

(連
絡

用
）

H
P

  
  

 h
tt

p
:/

/
w

w
w

1
5

.p
la

la
.o

r.
jp

/
c
a
m

le
v
/
（

技
術

計
算

ソ
フ

ト
開

発
も

や
っ

て
お

り
ま

す
。

）

３
２

８
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
医

療
専

門
職

車
輪

付
き

洗
濯

物
カ

ゴ
肢

体
障

害
者

用
両

手
を

洗
濯

物
カ

ゴ
に

と
ら

れ
る

と
歩

行
が

不
安

定
に

な
る

方
の

た
め

。
車

輪
大

き
め

で
絨

毯
等

で
も

走
行

性
の

良
い

も
の

。
カ

ゴ
自

体
は

上
方

で
深

く
し

ゃ
が

む
必

要
の

な
い

も
の

。
手

の
持

ち
手

高
さ

が
微

調
整

で
き

る
も

の
。

歩
行

車
よ

り
幅

を
と

ら
な

い
も

の
。

既
存

の
物

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
上

記
の

よ
う

な
形

で
簡

便
に

自
宅

内
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

た
ら

利
用

し
て

み
た

い
で

す
。

３
２

９
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

腕
時

計
型

携
帯

呼
び

出
し

装
置

(ナ
ー

ス
コ

ー
ル

）
の

要
望

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用

　
病

院
や

施
設

等
で

使
わ

れ
て

い
る

通
常

の
装

置
は

壁
な

ど
か

ら
コ

ー
ド

に
つ

な
が

っ
て

い
る

か
、

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

押
し

ボ
タ

ン
式

の
も

の
が

主
流

で
す

が
、

体
幹

や
上

肢
麻

痺
な

ど
の

障
が

い
者

に
は

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

ま
で

届
か

な
か

っ
た

り
、

首
な

ど
に

ぶ
ら

下
げ

て
携

帯
し

て
い

て
も

間
違

っ
て

押
し

て
し

ま
っ

た
り

と
、

簡
単

に
間

違
い

な
く

安
心

し
て

使
え

る
製

品
が

見
当

た
ら

な
い

の
で

困
っ

て
い

ま
す

。

　
呼

び
出

し
機

器
を

開
発

し
て

い
る

、
も

し
く

は
今

後
開

発
を

始
め

る
福

祉
器

具
メ

ー
カ

ー
の

関
係

者
の

皆
様

・
常

に
携

帯
で

き
て

操
作

し
や

す
い

腕
時

計
タ

イ
プ

の
ベ

ル
ト

等
で

着
用

で
き

る
も

の
・

腕
や

指
先

の
動

き
が

悪
い

人
で

も
誤

操
作

を
心

配
せ

ず
、

簡
単

に
使

え
る

ス
ラ

イ
ド

式
開

け
ふ

た
付

き
の

も
の

上
記

2
点

を
備

え
た

機
器

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
る

と
大

変
助

か
り

ま
す

。

３
３

０
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

【
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

】
着

脱
式

取
っ

手
付

き
ス

マ
ホ

カ
バ

ー
の

提
案

肢
体

障
害

者
用

　
※

頸
椎

損
傷

に
よ

り
、

首
か

ら
下

が
ま

だ
ら

麻
痺

に
な

っ
て

お
り

、
書

字
困

難
で

す
。

提
案

ま
た

は
、

活
用

例
を

掲
載

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

※
な

お
、

私
が

直
接

書
い

て
い

る
ブ

ロ
グ

《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
の

活
用

・
提

案
記

事
か

ら
ご

紹
介

い
た

し
ま

す
。

(以
下

本
文

)
　

左
手

の
麻

痺
で

手
首

が
う

ま
く

回
転

せ
ず

、
右

手
も

半
分

痺
れ

て
つ

か
ん

だ
も

の
を

落
と

す
こ

と
が

あ
る

理
由

で
ス

マ
ホ

は
現

在
使

っ
て

い
ま

せ
ん

。
　

ス
マ

ホ
に

取
っ

手
を

つ
け

る
道

具
は

す
で

に
、

背
面

に
環

を
つ

け
る

こ
と

で
指

に
通

す
手

段
が

あ
り

ま
す

。
（

関
連

記
事

：
ス

マ
ホ

を
指

一
本

で
支

え
る

頼
も

し
い

取
っ

手
「

B
u

n
k
e
r 

R
in

g
」

（
ケ

ー
タ

イ
Ｗ

ａ
ｔ

ｃ
ｈ

　
平

成
2

4
0

5
2

3
）

）
　

こ
の

道
具

は
使

え
そ

う
も

あ
り

ま
せ

ん
。

利
き

手
に

は
め

て
も

、
指

が
動

き
に

く
い

で
す

。
　

そ
の

ほ
か

画
面

を
指

で
触

る
と

、
痺

れ
て

い
る

た
め

に
、

ざ
ら

ざ
ら

と
気

持
ち

悪
い

感
覚

と
時

折
痛

み
が

走
る

た
め

に
ス

マ
ホ

は
敬

遠
し

て
い

ま
す

。
 　

も
の

は
つ

か
め

ま
す

か
ら

、
自

助
具

の
取

っ
手

が
つ

い
て

い
る

椀
を

参
考

に
し

て
、

ス
マ

ホ
ケ

ー
ス

に
改

良
す

れ
ば

、
右

手
に

静
電

式
ペ

ン
を

も
っ

て
使

え
そ

う
で

す
。

取
っ

手
を

着
脱

式
に

し
て

、
使

わ
な

い
と

き
は

外
し

て
お

い
て

、
ケ

ー
ス

の
ど

こ
か

に
取

り
付

け
て

お
く

。
そ

れ
を

装
飾

し
て

お
い

て
お

け
ば

、
お

し
ゃ

れ
の

一
部

に
な

り
ま

す
。

３
３

１
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
認

知
症

の
高

齢
者

が
徘

徊
し

て
も

す
ぐ

探
せ

る
よ

う
な

仕
組

み

そ
の

他
(認

知
症

)
認

知
症

の
母

を
介

護
し

て
い

ま
す

。
家

の
中

に
い

て
欲

し
い

の
で

す
が

、
隙

を
見

て
外

出
し

よ
う

と
し

ま
す

。
い

ざ
外

出
し

て
も

、
こ

ち
ら

と
し

て
は

方
々

探
し

ま
わ

る
し

か
な

く
、

警
察

の
方

に
捜

索
の

お
手

伝
い

を
お

願
い

し
た

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

常
に

見
張

っ
て

い
る

こ
と

は
事

実
上

不
可

能
な

の
で

、
外

出
し

た
と

し
て

も
あ

る
程

度
は

居
場

所
が

わ
か

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

大
変

助
か

り
ま

す
。

G
P

S
装

置
を

う
ま

く
使

っ
て

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
３

２
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
認

知
症

徘
徊

者
位

置
検

索
装

置
そ

の
他

(認
知

症
徘

徊
者

)
１

０
年

来
、

夫
婦

二
人

で
認

知
症

の
母

親
を

在
宅

で
介

護
し

て
ま

す
。

２
～

３
年

前
よ

り
徘

徊
が

始
ま

り
ま

し
た

。
２

４
時

間
体

制
で

の
監

視
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

ず
そ

の
重

圧
は

大
変

な
も

の
で

す
。

ち
ょ

っ
と

目
を

離
し

た
す

き
に

出
て

行
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
一

歩
出

ら
れ

る
と

二
人

で
探

す
の

は
ま

ず
無

理
で

す
。

仕
方

な
く

警
察

に
捜

索
願

を
出

し
ま

す
が

、
度

重
な

る
と

警
察

も
仕

事
と

は
い

え
気

の
毒

に
な

り
ま

す
。

家
か

ら
外

に
出

ら
れ

な
い

よ
う

に
閉

じ
込

め
る

し
か

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
疲

れ
て

し
ま

い
、

私
た

ち
に

代
わ

り
母

親
の

監
視

を
し

て
い

た
だ

く
人

が
い

た
ら

お
金

を
払

っ
て

で
も

お
願

い
し

た
い

く
ら

い
で

す
。

人
づ

て
に

、
靴

の
中

に
G

P
S

端
末

が
入

っ
て

も
の

が
あ

る
の

で
そ

れ
を

履
け

ば
、

徘
徊

時
に

何
処

に
い

る
か

が
わ

か
る

よ
と

教
え

ら
れ

、
取

扱
店

に
聞

き
ま

し
が

、
実

際
に

靴
は

あ
り

ま
し

た
が

代
金

が
高

く
て

私
た

ち
み

た
い

な
年

金
暮

ら
し

に
は

む
り

で
し

た
。

母
親

は
介

護
認

定
は

受
け

て
い

ま
す

の
で

、
他

の
商

品
と

同
じ

く
介

護
保

険
対

象
商

品
と

し
て

認
め

て
戴

け
け

な
い

も
の

か
と

切
に

願
っ

て
お

り
ま

す
。

３
３

３
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
認

知
症

徘
徊

位
置

探
索

装
置

そ
の

他
(認

知
症

高
齢

者
)

認
知

症
、

徘
徊

行
動

の
あ

る
父

に
靴

装
着

型
の

位
置

探
索

装
置

を
利

用
し

て
い

ま
す

。
父

は
い

っ
と

き
も

じ
っ

と
し

て
い

ら
れ

ず
、

家
族

等
誰

か
に

話
し

か
け

れ
て

い
な

い
、

会
話

が
な

い
時

間
が

少
し

で
も

あ
る

と
外

に
出

て
行

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

よ
く

あ
る

パ
タ

ー
ン

の
よ

う
に

、
出

生
時

居
住

地
へ

帰
ろ

う
と

す
る

よ
う

で
す

。
家

族
が

ず
っ

と
つ

い
て

い
れ

ば
い

い
の

で
し

ょ
う

か
？

ず
っ

と
話

し
か

け
つ

づ
け

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
か

？
な

る
べ

く
そ

の
よ

う
に

は
し

て
い

ま
す

が
、

徘
徊

へ
の

随
行

は
父

が
嫌

悪
感

を
示

す
こ

と
も

あ
り

、
現

実
的

に
は

、
パ

ー
フ

ェ
ク

ト
に

は
難

し
い

状
況

で
す

。
位

置
探

索
装

置
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

徘
徊

を
開

始
し

て
か

ら
何

分
後

に
チ

ェ
ッ

ク
す

る
、

迎
え

に
行

く
な

ど
、

家
族

間
で

ル
ー

ル
を

決
め

て
、

使
用

す
る

こ
と

で
、

安
心

感
が

え
ら

れ
ま

す
。

と
い

う
よ

り
、

使
い

始
め

る
と

も
う

手
放

せ
ま

せ
ん

。
安

心
を

失
う

こ
と

に
な

る
の

で
す

か
ら

。
費

用
負

担
は

正
直

厳
し

い
で

す
。

そ
れ

で
も

、
手

放
せ

な
い

か
ら

利
用

し
続

け
て

い
ま

す
。

願
わ

く
ば

、
公

的
補

助
が

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
一

般
的

に
は

施
設

介
護

、
病

院
介

護
の

方
針

が
示

さ
れ

る
段

階
の

、
う

ち
の

父
で

も
在

宅
生

活
を

継
続

で
き

る
の

は
、

こ
の

装
置

の
お

か
げ

と
も

言
え

ま
す

。
施

設
介

護
に

か
か

る
保

険
費

用
、

病
院

に
か

か
る

医
療

費
用

と
比

較
し

て
い

か
が

な
も

の
な

の
で

し
ょ

う
か

？
在

宅
生

活
の

維
持

に
欠

か
せ

な
い

、
重

要
な

福
祉

用
具

と
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

す
が

。

３
３

４
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(民
間

人
)

コ
コ

に
い

る
ん

デ
ス

！
そ

の
他

(す
べ

て
の

高
齢

者
)

遅
い

時
間

や
早

朝
の

暗
い

時
間

に
歩

い
て

い
る

ご
高

齢
者

を
よ

く
見

か
け

る
の

で
、

早
い

距
離

か
ら

遠
く

の
歩

い
て

い
る

高
齢

者
を

見
つ

け
て

あ
げ

る
た

め
に

歩
行

を
補

助
す

る
た

め
の

杖
に

、
杖

が
地

面
の

先
端

に
つ

く
た

ん
び

に
光

る
細

工
を

施
す

と
、

ご
高

齢
者

の
い

る
場

所
が

は
や

く
分

か
る

の
で

、
い

い
と

お
も

い
ま

す
。

３
３

５
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
そ

の
他

(介
護

施
設

コ
ン

サ
ル

会
社

)

簡
易

昇
降

機
そ

の
他

(老
人

介
護

)
立

位
が

自
分

で
維

持
で

き
な

い
方

の
ト

イ
レ

誘
導

を
行

う
歳

、
２

人
体

制
で

介
護

す
る

こ
と

と
な

る
一

人
が

向
か

い
合

わ
せ

で
担

ぎ
上

げ
、

も
う

一
人

が
下

着
を

下
ろ

す
。

職
員

体
制

が
厳

し
い

特
養

な
ど

の
施

設
で

は
つ

い
一

人
で

行
っ

て
転

倒
事

故
と

な
る

。
ま

た
、

老
々

介
護

の
在

宅
で

は
更

に
厳

し
い

。
電

動
式

の
高

価
な

も
の

は
よ

く
見

る
が

、
高

価
だ

け
で

な
く

機
械

的
な

ト
ラ

ブ
ル

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

こ
と

を
考

え
る

と
お

そ
ら

く
導

入
は

難
し

い
。

そ
こ

で
電

気
的

な
モ

ー
タ

ー
な

ど
を

使
わ

ず
に

昇
降

を
維

持
す

る
も

の
詳

細
は

添
付

資
料

に
て

３
３

６
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
福

祉
専

門
職

難
聴

児
の

た
め

の
教

室
用

消
音

キ
ャ

ッ
プ

（
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
に

替
わ

る
も

の
）

聴
覚

障
害

者
用

そ
の

他
(発

達
障

害
児

用
)

難
聴

の
お

子
さ

ん
は

補
聴

器
を

つ
け

て
い

て
も

、
学

校
の

教
室

内
の

騒
音

（
机

や
い

す
が

床
に

擦
れ

る
音

等
）

の
影

響
で

こ
と

ば
の

聞
き

取
り

が
難

し
く

な
り

ま
す

。

そ
の

た
め

、
難

聴
児

の
在

籍
す

る
教

室
全

体
、

場
合

に
よ

り
隣

や
上

下
の

教
室

内
の

す
べ

て
の

机
と

い
す

の
足

に
、

中
古

の
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
を

装
着

し
、

騒
音

を
軽

減
す

る
対

策
を

と
っ

て
い

ま
す

。

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
騒

音
抑

制
効

果
は

市
販

の
消

音
キ

ャ
ッ

プ
に

比
べ

て
も

非
常

に
高

く
、

難
聴

の
お

子
さ

ん
だ

け
で

な
く

、
ク

ラ
ス

全
体

の
お

子
さ

ん
に

と
っ

て
も

よ
い

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

ま
す

。
ま

た
A

D
H

D
な

ど
、

刺
激

に
駆

動
さ

れ
や

す
い

お
子

さ
ん

に
も

有
効

な
の

で
、

個
別

支
援

級
で

も
、

装
着

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
問

題
点

は
２

点
、

１
）

中
古

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

の
収

集
、

穴
あ

け
に

た
い

へ
ん

な
時

間
と

労
力

が
か

か
る

こ
と

（
難

聴
の

お
子

さ
ん

の
保

護
者

が
何

日
も

か
け

て
数

百
の

テ
ニ

ス
ボ

ー
ル

に
穴

を
あ

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
）

２
）

微
量

の
化

学
物

質
を

放
散

す
る

と
い

わ
れ

て
お

り
、

ア
レ

ル
ギ

ー
等

の
配

慮
に

よ
り

学
校

が
装

着
に

消
極

的
で

あ
る

こ
と

こ
の

２
点

の
問

題
点

を
改

善
す

る
た

め
に

、
テ

ニ
ス

ボ
ー

ル
と

同
等

の
騒

音
抑

制
効

果
の

高
い

安
価

で
安

全
性

の
高

い
消

音
キ

ャ
ッ

プ
を

開
発

す
る

こ
と

、
ま

た
そ

れ
を

学
校

側
が

標
準

整
備

す
る

よ
う

な
し

く
み

に
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
？
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
３

７
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

空
気

清
浄

活
性

機
付

き
介

護
ベ

ッ
ド

肢
体

障
害

者
用

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

・
ま

す
ま

す
増

え
て

い
く

居
宅

介
護

の
要

介
護

者
や

介
助

者
を

取
り

巻
く

環
境

は
、

排
泄

物
臭

（
大

便
・

小
便

お
よ

び
そ

れ
ら

の
漏

ら
し

）
で

最
悪

で
あ

る
。

要
介

護
者

に
と

っ
て

は
介

助
者

や
道

教
家

族
に

迷
惑

を
か

け
て

い
る

と
い

う
精

神
的

リ
ス

ク
が

お
お

き
い

。
ま

た
、

介
助

者
や

家
族

に
と

っ
て

は
悪

臭
の

中
で

の
介

助
や

家
族

生
活

が
「

汚
い

、
臭

い
」

な
ど

で
介

助
意

欲
が

減
退

す
る

。
・

部
屋

に
取

り
付

け
た

い
空

気
清

浄
機

に
は

介
護

保
険

が
適

用
さ

れ
な

い
。

・
こ

の
対

策
と

し
て

レ
ン

タ
ル

用
ベ

ッ
ド

に
小

型
の

空
気

清
浄

機
を

セ
ッ

ト
し

た
【

空
気

清
浄

活
性

機
能

付
き

ベ
ッ

ド
】

を
提

案
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
レ

ン
タ

ル
料

が
高

く
な

り
ま

す
が

、
利

用
す

る
し

な
い

は
要

介
護

者
の

判
断

に
委

ね
れ

ば
よ

い
。

・
現

在
の

介
護

保
険

制
度

に
在

る
適

用
用

品
は

「
自

立
を

助
け

る
」

こ
と

が
目

的
と

さ
れ

て
い

る
が

、
要

介
護

者
と

介
助

者
お

よ
び

そ
の

家
族

が
快

適
空

間
で

介
護

生
活

す
る

環
境

創
り

は
多

く
の

関
係

者
の

ニ
ー

ズ
で

あ
り

、
そ

れ
を

支
援

す
る

ひ
つ

よ
う

が
大

い
に

求
め

ら
れ

て
い

る
。

３
３

８
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
流

通
メ

ー
カ

高
精

度
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

付
離

床
検

知
セ

ン
サ

ー
に

つ
い

て

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用

高
精

度
に

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
が

と
れ

る
離

床
検

知
セ

ン
サ

ー
の

開
発

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
ー

様
や

施
設

の
情

報
が

欲
し

い
で

す
。

３
３

９
H

2
7

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 就

学
そ

の
他

そ
の

他
聴

覚
障

害
を

持
つ

生
徒

の
通

常
学

校
で

の
授

業
支

援
に

つ
い

て

盲
ろ

う
者

用
小

学
校

高
学

年
か

ら
、

支
援

学
校

や
、

聾
学

校
で

は
な

く
、

通
常

学
校

の
通

常
学

級
で

、
勉

強
し

て
い

る
生

徒
が

い
ま

す
。

防
犯

ブ
ザ

ー
が

耳
元

で
鳴

っ
て

い
て

も
聞

こ
え

な
い

レ
ベ

ル
だ

と
い

う
こ

と
で

す
。

中
学

校
に

入
っ

て
も

、
補

聴
器

を
嫌

い
、

読
唇

に
て

生
活

し
て

い
ま

す
。

支
援

員
の

先
生

が
横

に
つ

い
て

ノ
ー

ト
テ

イ
ク

を
し

て
い

ま
す

が
、

勉
強

の
遅

れ
や

、
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
や

、
日

常
的

に
か

な
り

神
経

を
使

い
、

か
な

り
疲

れ
て

し
ま

い
、

学
校

に
来

に
く

く
な

っ
て

い
ま

す
。

家
で

は
日

常
的

に
携

帯
を

3
台

持
ち

で
、

IT
に

は
長

け
て

お
り

、
家

で
は

s
ir
iな

ど
を

使
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

障
害

者
差

別
解

消
法

、
施

工
を

目
前

に
、

学
校

で
も

U
D

ト
ー

ク
な

ど
が

使
え

る
よ

う
に

し
た

い
の

で
す

が
、

こ
の

生
徒

に
と

っ
て

は
、

日
常

生
活

の
一

部
の

よ
う

な
も

の
な

の
で

す
が

、
授

業
の

間
だ

け
で

も
、

iP
a
d
な

ど
を

利
用

し
て

先
生

が
黒

板
を

書
い

て
る

後
ろ

向
き

の
時

で
も

声
が

文
字

に
で

き
る

よ
う

に
し

て
や

れ
な

い
の

か
、

と
願

っ
て

や
み

ま
せ

ん
。

教
育

委
員

会
に

頼
め

ば
良

い
の

で
し

ょ
う

か
？

機
器

だ
け

で
な

く
、

w
if
iが

飛
ん

で
い

な
い

と
い

け
な

い
環

境
も

あ
る

と
思

い
ま

す
。

教
育

委
員

会
は

、
利

用
す

る
に

あ
た

っ
て

、
情

報
が

な
い

か
ら

進
め

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
前

に
進

ま
な

い
間

に
、

生
徒

が
学

校
を

休
み

学
力

が
開

い
て

い
く

こ
と

を
思

う
と

、
な

ん
と

か
な

ら
な

い
の

か
、

と
思

っ
て

や
み

ま
せ

ん
。

３
４

０
H

2
7

新
製

品
や

技
術

食
べ

る
 調

理
そ

の
他

お
年

寄
り

に
”

あ
つ

あ
つ

”
の

お
食

事
を

提
供

し
た

い
方

へ

病
院

、
介

護
施

設
の

方
々

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
食

事
提

供
で

お
困

り
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

朝
早

く
出

勤
し

、
当

日
調

理
し

て
い

る
が

、
メ

ニ
ュ

ー
も

多
く

、
人

手
が

足
り

な
く

て
大

変
。

一
生

懸
命

作
っ

て
も

、
提

供
ま

で
に

時
間

が
か

か
り

､
食

事
が

冷
め

て
お

い
し

く
な

い
。

そ
ん

な
施

設
の

方
々

に
こ

ん
な

機
械

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

？
前

日
か

ら
、

チ
ル

ド
で

保
存

さ
れ

た
食

材
を

食
器

に
盛

り
つ

け
て

機
械

に
セ

ッ
ト

し
て

お
け

ば
、

予
約

セ
ッ

ト
さ

れ
た

時
間

に
な

る
と

自
動

で
“

あ
つ

あ
つ

”
に

再
加

熱
し

て
く

れ
る

。
あ

と
は

食
器

を
機

械
か

ら
取

り
出

し
、

ト
レ

ー
に

置
い

て
提

供
す

る
だ

け
。

温
か

い
お

食
事

を
口

に
す

れ
ば

、
お

年
寄

り
も

思
わ

ず
微

笑
ん

で
く

れ
ま

す
。

そ
ん

な
冷

蔵
機

能
付

再
加

熱
調

理
機

ど
う

で
し

ょ
う

か
？

従
来

の
再

加
熱

カ
ー

ト
に

加
え

、
介

護
施

設
向

け
の

製
品

も
も

う
す

ぐ
発

売
予

定
で

す
。

そ
ん

な
ニ

ー
ズ

は
、

あ
り

ま
せ

ん
か

？
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

弊
社

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.a
ih

o
.c

o
.jp

/
を

ぜ
ひ

一
度

ご
覧

頂
き

、
ご

意
見

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
４

１
H

2
7

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 そ

の
他

(場
面

)情
報

機
器

そ
の

他
【

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

】
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

福
祉

機
器

に
使

う

※
実

際
に

活
用

し
て

い
る

事
例

集
。

私
が

書
い

て
い

る
ブ

ロ
グ

《
続

・
オ

ヒ
！

の
殿

堂
３

》
か

ら
、

編
集

し
て

ご
紹

介
し

ま
す

。
（

以
下

本
文

）
（

写
真

は
、

実
際

の
使

用
例

）
■

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

の
範

疇
外

の
３

Ｄ
Ｓ

の
福

祉
機

器
化

　
任

天
堂

３
Ｄ

Ｓ
《

コ
ミ

ッ
ク

工
房

》
が

登
場

し
て

１
年

半
以

上
が

経
過

し
た

。
２

作
目

も
登

場
し

、
電

子
ノ

ー
ト

・
ス

ラ
イ

ド
な

ど
、

画
用

紙
、

ノ
ー

ト
、

レ
ポ

ー
ト

用
紙

の
電

子
版

と
し

て
大

い
に

活
用

し
て

い
る

。
　

４
年

以
上

前
、

転
倒

負
傷

し
、

後
遺

障
害

と
し

て
手

書
き

が
困

難
に

な
っ

た
策

と
し

て
、

電
子

文
具

、
特

に
感

圧
式

の
ス

タ
イ

ラ
ス

ペ
ン

で
紙

の
代

用
を

果
た

す
製

品
を

数
種

類
購

入
、

複
合

的
に

使
え

る
３

Ｄ
Ｓ

と
コ

ミ
ッ

ク
工

房
を

選
択

し
た

。
も

し
、

こ
の

ソ
フ

ト
が

出
て

い
な

か
っ

た
ら

、
こ

こ
ま

で
３

Ｄ
Ｓ

を
使

い
た

お
す

こ
と

は
考

え
な

か
っ

た
。

　
障

害
を

人
々

が
機

器
な

ど
用

い
て

生
活

を
便

利
に

す
る

技
術

は
、

福
祉

情
報

技
術

（
ｅ

Ａ
ｔ

ｃ
）

と
呼

ば
れ

て
い

る
。

関
連

の
団

体
の

資
料

か
ら

う
か

が
え

る
の

は
、

電
子

機
器

機
器

に
お

い
て

は
、

ｉ
Ｐ

ａ
ｄ

，
ｉ

Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ

ｅ
等

の
ア

ッ
プ

ル
製

品
の

情
報

端
末

の
使

い
方

、
障

害
部

分
を

代
行

さ
せ

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
開

発
、

活
用

に
力

点
が

置
か

れ
、

安
価

で
丈

夫
な

３
Ｄ

Ｓ
を

使
お

う
こ

と
は

全
く

の
範

疇
外

で
あ

っ
た

。
　

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

、
そ

れ
に

障
害

者
の

生
活

向
上

の
た

め
の

講
演

に
参

加
し

、
講

演
内

容
を

持
ち

込
ん

で
コ

ミ
ッ

ク
工

房
で

ノ
ー

ト
す

る
。

福
祉

機
器

の
利

用
よ

り
、

子
ど

も
が

使
う

お
も

ち
ゃ

の
先

入
観

か
ら

か
、

誰
も

見
向

き
も

し
な

い
。

ま
た

、
コ

ミ
ッ

ク
の

冠
が

あ
る

た
め

か
漫

画
、

イ
ラ

ス
ト

を
３

Ｄ
Ｓ

で
描

画
す

る
専

用
ソ

フ
ト

と
固

定
観

念
を

も
っ

て
い

る
と

も
考

え
ら

れ
、

Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ

ｌ
ｅ

で
検

索
し

て
も

、
高

機
能

電
子

文
具

の
活

用
例

は
ほ

ぼ
皆

無
に

等
し

い
。

　
そ

れ
だ

か
ら

、
電

子
文

具
空

白
区

（
ま

た
は

ニ
ッ

チ
）

だ
か

ら
、

大
い

に
活

用
で

き
る

と
も

言
え

る
。

■
単

体
で

も
組

合
せ

で
も

十
分

使
え

る
　

カ
シ

オ
、

キ
ン

グ
ジ

ム
そ

れ
に

シ
ャ

ー
プ

か
ら

電
子

文
具

が
発

売
さ

れ
て

い
る

。
特

徴
は

そ
れ

単
体

か
つ

、
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ホ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
と

複
合

し
て

便
利

に
使

え
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
３

Ｄ
Ｓ

も
ブ

ラ
ウ

ザ
を

も
っ

た
情

報
端

末
。

写
真

も
Ｓ

Ｄ
カ

ー
ド

へ
蓄

積
。

組
み

合
わ

せ
れ

ば
大

い
に

力
を

発
揮

す
る

。
　

例
え

ば
、

会
議

録
、

あ
る

い
は

学
習

の
さ

い
に

、
図

を
ス

ラ
イ

ド
、

ま
た

は
、

直
接

ノ
ー

ト
を

取
る

こ
と

に
よ

り
、

情
報

の
電

子
化

が
可

能
に

な
る

。
コ

ミ
ッ

ク
工

房
内

に
デ

ー
タ

が
残

っ
て

い
れ

ば
追

記
も

で
き

る
。

　
文

字
情

報
は

画
像

化
さ

れ
る

た
め

、
写

真
を

パ
ソ

コ
ン

に
複

写
し

て
、

Ｏ
Ｃ

Ｒ
ソ

フ
ト

で
テ

キ
ス

ト
フ

ァ
イ

ル
化

も
可

能
に

な
る

。
た

だ
し

、
す

べ
て

を
テ

キ
ス

ト
フ

ァ
イ

ル
化

す
る

こ
と

は
不

可
能

で
あ

る
こ

と
を

留
意

す
る

。
　

パ
ソ

コ
ン

に
写

真
化

し
た

デ
ー

タ
を

複
写

ま
た

は
移

動
し

、
学

年
別

、
教

科
別

、
単

元
別

に
分

類
し

て
お

け
ば

、
情

報
の

散
逸

が
防

げ
る

。
ほ

と
ん

ど
の

情
報

端
末

は
Ｊ

Ｐ
Ｅ

Ｇ
画

像
を

表
示

で
き

る
こ

と
か

ら
、

Ｏ
Ｓ

に
備

わ
っ

て
い

る
ビ

ュ
ー

ワ
機

能
で

電
子

書
籍

の
よ

う
に

使
え

る
。

Ｐ
Ｄ

Ｆ
に

変
換

す
れ

ば
、

電
子

書
籍

端
末

に
転

送
、

閲
覧

が
可

能
で

あ
る

。
　

子
ど

も
が

パ
ソ

コ
ン

や
他

の
情

報
端

末
が

使
え

な
い

場
合

は
、

必
要

な
ノ

ー
ト

を
ニ

ン
テ

ン
ド

ー
カ

メ
ラ

を
起

動
さ

せ
、

本
体

に
複

写
し

て
お

く
手

段
も

あ
る

。
　

プ
リ

ン
タ

と
組

み
合

わ
せ

れ
ば

、
さ

ら
に

応
用

幅
が

広
が

る
。

は
が

き
専

用
プ

リ
ン

タ
、

カ
シ

オ
《

プ
リ

ン
写

ル
》

を
組

み
合

わ
れ

ば
、

作
っ

た
ノ

ー
ト

を
は

が
き

サ
イ

ズ
に

印
刷

し
、

カ
ー

ド
リ

ン
グ

に
綴

っ
て

、
隙

間
の

時
間

に
見

返
し

、
学

習
の

定
着

が
は

か
れ

る
。

そ
れ

に
、

学
用

カ
バ

ン
の

軽
量

化
が

図
ら

れ
る

。
　

学
校

に
は

３
Ｄ

Ｓ
は

持
ち

込
め

な
い

と
考

え
ら

れ
る

か
ら

、
授

業
は

１
冊

の
レ

ポ
ー

ト
用

紙
。

手
に

入
る

な
ら

ば
、

黄
色

い
紙

の
リ

ー
ガ

ル
パ

ッ
ド

を
１

冊
購

入
し

ノ
ー

ト
を

取
る

。
帰

宅
後

、
教

科
書

や
参

考
を

見
な

が
ら

、
構

成
し

な
が

ら
コ

ミ
ッ

ク
工

房
へ

書
き

写
す

。
こ

れ
は

効
果

的
な

復
習

法
か

考
え

る
。

（
私

の
場

合
は

書
字

が
困

難
で

す
か

ら
、

直
接

入
力

し
て

い
ま

す
。

）
　

ｅ
Ａ

ｔ
ｃ

の
分

野
か

ら
見

れ
ば

、
子

ど
も

が
使

う
お

も
ち

ゃ
だ

か
ら

と
見

向
き

も
し

な
い

、
３

Ｄ
Ｓ

。
コ

ミ
ッ

ク
工

房
、

カ
メ

ラ
、

ネ
ッ

ト
接

続
と

、
プ

リ
ン

タ
を

組
み

合
わ

せ
る

と
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
や

ス
マ

ホ
な

ど
全

く
不

要
で

、
書

字
困

難
を

立
派

に
解

消
と

な
っ

た
。

３
４

２
H

2
7

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
G

P
S

内
蔵

可
能

靴
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

当
社

は
、

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
シ

ュ
ー

ズ
の

専
門

業
者

と
し

て
、

お
使

い
い

た
だ

け
る

方
の

立
場

に
立

っ
た

靴
作

り
に

工
夫

を
こ

ら
し

、
『

元
気

に
一

歩
で

も
多

く
歩

い
て

も
ら

い
た

い
』

と
い

う
願

い
を

込
め

て
製

作
い

た
し

て
お

り
ま

す
。

当
社

の
ケ

ア
・

リ
ハ

ビ
リ

シ
ュ

ー
ズ

を
実

際
に

ご
使

用
中

の
介

護
施

設
の

現
場

か
ら

、
高

齢
者

の
実

情
を

お
聞

き
し

、
特

に
昨

今
社

会
問

題
と

な
っ

て
い

る
高

齢
者

の
徘

徊
に

対
し

て
、

靴
専

門
業

者
と

し
て

何
か

お
役

に
立

て
る

事
は

な
い

か
と

思
い

、
N

T
T

ド
コ

モ
様

と
協

業
し

て
、

”
か

ん
た

ん
G

P
S

”
を

靴
底

に
内

蔵
出

来
る

”
G

P
S

ウ
ォ

ー
ク

”
を

開
発

い
た

し
ま

し
た

。
何

と
か

お
困

り
の

方
や

見
守

り
を

さ
れ

て
い

る
方

に
認

知
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

の
思

い
が

届
き

、
2

0
1

5
年

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

を
受

賞
い

た
し

ま
し

た
。

た
だ

、
当

社
の

力
不

足
で

ま
だ

ま
だ

お
困

り
の

方
に

こ
の

よ
う

な
商

品
が

あ
る

と
言

う
事

が
伝

え
き

れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

ご
興

味
の

あ
ら

れ
る

方
は

ぜ
ひ

当
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

株
式

会
社

ト
レ

イ
ル

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.u
ra

ra
c
a
.n

e
t/
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
４

３
H

2
7

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 風

呂
や

シ
ャ

ワ
ー

 屋
外

の
移

動
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 そ
の

他
(場

面
)徘

徊
防

止

そ
の

他
顔

認
証

機
能

搭
載

見
守

り
カ

メ
ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

弊
社

で
は

認
知

症
に

よ
る

徘
徊

の
防

止
に

役
立

つ
と

考
え

、
フ

ラ
ン

ス
の

N
e
ta

tm
o
社

開
発

の
顔

認
証

機
能

搭
載

見
守

り
カ

メ
ラ

『
W

e
lc

o
m

e
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

し
た

。
今

年
6

月
か

ら
日

本
国

内
で

発
売

さ
れ

て
い

る
カ

メ
ラ

で
、

・
顔

認
証

機
能

搭
載

・
高

画
質

4
0

0
万

画
素

で
高

画
質

な
動

画
を

保
存

・
広

角
1

3
0

度
・

動
体

検
知

機
能

・
夜

間
で

も
は

っ
き

り
と

撮
影

可
能

な
赤

外
線

L
E

D
搭

載
・

簡
単

設
置

、
設

定
・

io
s
,a

n
d

ro
id

対
応

・
カ

メ
ラ

に
見

え
な

い
お

洒
落

な
デ

ザ
イ

ン
と

い
っ

た
高

機
能

な
が

ら
、

比
較

的
お

手
頃

な
価

格
で

販
売

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
ま

た
オ

プ
シ

ョ
ン

で
来

年
に

開
閉

、
動

作
検

知
防

水
タ

グ
の

販
売

を
予

定
し

て
お

り
、

こ
ち

ら
と

合
わ

せ
て

使
用

す
れ

ば
カ

メ
ラ

で
高

画
質

な
動

画
を

記
録

し
、

玄
関

の
扉

や
敷

地
内

の
外

に
出

る
門

を
開

け
た

場
合

の
み

通
知

を
出

す
こ

と
も

で
き

、
『

外
出

』
を

正
確

に
把

握
、

通
知

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
タ

グ
を

寝
室

や
ト

イ
レ

、
浴

室
の

扉
に

設
置

す
れ

ば
、

通
知

状
況

か
ら

生
活

リ
ズ

ム
や

安
否

確
認

と
い

っ
た

用
途

に
も

使
用

で
き

ま
す

。
顔

認
証

機
能

を
搭

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
ご

家
族

や
お

子
様

が
ご

帰
宅

時
に

カ
メ

ラ
に

顔
を

移
せ

ば
、

名
前

付
き

で
お

知
ら

せ
を

し
て

く
れ

ま
す

。
【

製
品

詳
細

】
h

tt
p

:/
/
fo

rt
e
c
h

-
ja

p
a
n

.w
ix

.c
o
m

/
h

o
m

e
p

a
g
e
#

!s
e
rv

ic
e
s
1

/
c
2

4
q

l

３
４

４
H

2
7

新
製

品
や

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 そ

の
他

(場
面

)見
守

り
そ

の
他

ペ
ン

で
書

く
だ

け
。

変
化

の
予

兆
を

捉
え

る
見

守
り

サ
ー

ビ
ス

デ
ジ

タ
ル

機
器

に
不

慣
れ

で
も

安
心

で
す

専
用

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
デ

ジ
タ

ル
ペ

ン
で

チ
ェ

ッ
ク

し
て

い
く

だ
け

で
す

。
チ

ェ
ッ

ク
し

た
内

容
は

、
離

れ
て

暮
ら

す
家

族
や

か
か

り
つ

け
の

お
医

者
さ

ん
、

介
護

士
さ

ん
な

ど
日

々
の

状
況

を
お

知
ら

せ
し

た
い

方
へ

メ
ー

ル
で

通
知

さ
れ

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
し

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

も
書

き
込

め
ま

す
。

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
操

作
は

一
切

不
要

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

が
な

く
て

も
お

使
い

い
た

だ
け

ま
す

ご
自

宅
（

設
置

場
所

）
に

有
線

ま
た

は
無

線
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
環

境
が

あ
れ

ば
、

お
届

け
し

た
そ

の
日

か
ら

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
が

な
く

と
も

、
ア

ナ
ロ

グ
電

話
回

線
が

あ
れ

ば
、

プ
ロ

バ
イ

ダ
契

約
不

要
で

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

離
れ

て
暮

ら
す

家
族

の
様

子
は

日
々

気
に

な
り

ま
す

が
、

☑
　

毎
日

電
話

す
る

の
も

ち
ょ

っ
と

厳
し

い
☑

　
す

ぐ
に

同
居

と
い

う
わ

け
に

も
・

・
・

ま
た

、
離

れ
て

暮
ら

す
高

齢
の

ご
家

族
も

☑
　

子
供

や
孫

に
心

配
を

か
け

た
く

な
い

☑
　

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

は
な

か
な

か
使

い
こ

な
せ

な
い

☑
　

し
ょ

っ
ち

ゅ
う

電
話

す
る

の
も

気
が

引
け

る
☑

　
手

軽
に

日
々

の
状

況
を

知
ら

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
・

・
・

と
、

お
考

え
の

方
が

大
勢

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 絆

V
e
r2

.0
 f

o
r 

み
ま

も
り

】
は

、
「

予
兆

を
捉

え
て

重
大

化
を

ふ
せ

ぐ
み

ま
も

り
」

サ
ー

ビ
ス

で
す

。
な

に
か

あ
っ

て
か

ら
で

は
遅

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
回

復
し

て
も

も
と

の
暮

ら
し

に
戻

れ
な

い
こ

と
も

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

日
々

の
暮

ら
し

の
中

で
感

じ
て

い
る

ご
自

身
の

体
調

に
つ

い
て

、
健

康
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
回

答
い

た
だ

く
だ

け
で

す
。

見
守

る
側

の
ご

家
族

は
「

最
近

食
欲

が
な

い
み

た
い

だ
」

、
「

よ
く

眠
れ

て
い

な
い

よ
う

だ
」

と
い

っ
た

状
況

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

、
電

話
や

訪
問

、
関

係
各

所
へ

の
連

絡
な

ど
、

早
め

の
対

応
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

m
im

a
m

o
ri
/

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

も
っ

と
詳

し
く

お
尻

に
な

り
た

い
方

は
、

お
気

軽
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

３
４

５
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
片

手
で

操
作

で
き

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

肢
体

障
害

者
用

片
手

で
も

簡
単

に
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
欲

し
い

。
片

手
で

使
用

す
る

た
め

の
補

助
器

具
で

も
よ

い
。

３
４

６
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

日
常

的
な

衛
生

そ
の

他
障

害
者

団
体

簡
単

に
洗

濯
物

が
干

せ
る

機
器

肢
体

障
害

者
用

洗
濯

物
を

干
す

時
に

腕
が

伸
び

づ
ら

く
、

痛
み

も
生

じ
る

の
で

、
簡

単
に

洗
濯

物
が

干
せ

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

う
。

３
４

７
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)整

容
そ

の
他

障
害

者
団

体
震

戦
を

抑
え

て
化

粧
が

で
き

る
道

具
肢

体
障

害
者

用
震

戦
が

あ
り

、
手

が
震

え
て

し
ま

う
た

め
、

化
粧

を
し

た
い

の
に

う
ま

く
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
手

の
震

え
を

抑
え

て
く

れ
る

機
器

が
あ

る
と

嬉
し

い
。

３
４

８
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
携

帯
用

手
動

運
転

装
置

肢
体

障
害

者
用

携
帯

用
手

動
運

転
装

置
の

ア
ク

セ
ル

と
ブ

レ
ー

キ
操

作
が

重
く

て
疲

れ
る

の
で

、
よ

り
操

作
性

が
高

い
も

の
に

改
良

で
き

れ
ば

、
仕

事
時

な
ど

も
活

用
で

き
る

。

３
４

９
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

調
理

 掃
除

そ
の

他
障

害
者

団
体

１
つ

の
端

末
で

家
電

を
操

作
で

き
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

肢
体

障
害

者
用

肢
体

不
自

由
な

の
で

、
あ

ら
ゆ

る
家

電
を

操
作

す
る

の
が

困
難

な
の

で
、

１
つ

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
で

家
電

製
品

を
自

由
に

操
作

で
き

る
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

３
５

０
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)ド

ア
そ

の
他

障
害

者
団

体
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

操
作

し
た

い
肢

体
障

害
者

用
両

手
が

不
自

由
な

の
で

、
家

の
鍵

を
音

声
認

識
で

ロ
ッ

ク
し

た
り

、
開

錠
で

き
る

よ
う

な
製

品
が

あ
る

と
よ

い
。

３
５

１
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)認

識
装

置
そ

の
他

障
害

者
団

体
色

や
対

象
物

を
認

識
し

て
く

れ
る

装
置

視
覚

障
害

者
用

対
象

物
を

か
ざ

し
た

ら
、

色
や

対
象

物
の

名
称

を
読

み
上

げ
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

が
欲

し
い

。

３
５

２
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
手

書
き

の
文

字
を

読
め

る
機

器
視

覚
障

害
者

用
手

書
き

の
手

紙
や

商
品

名
が

読
め

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
、

手
書

き
文

字
を

簡
単

に
読

み
上

げ
て

く
れ

る
機

器
が

欲
し

い
。

３
５

３
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
読

み
上

げ
Ｆ

Ａ
Ｘ

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
の

方
で

も
利

用
で

き
る

、
受

信
し

た
時

に
音

声
読

み
上

げ
し

て
く

れ
る

Ｆ
Ａ

Ｘ
が

あ
る

と
良

い
で

す
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
５

４
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

速
く

て
正

確
な

点
字

プ
リ

ン
タ

視
覚

障
害

者
用

現
在

使
用

し
て

い
る

点
字

プ
リ

ン
タ

は
印

刷
速

度
が

遅
く

、
大

量
印

刷
が

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
速

く
て

正
確

な
点

字
プ

リ
ン

タ
が

欲
し

い
。

３
５

５
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
自

動
運

転
可

能
な

自
動

車
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

で
も

自
動

車
を

運
転

し
て

目
的

地
に

行
き

た
い

。
自

動
運

転
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
た

自
動

車
が

欲
し

い
。

３
５

６
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
携

帯
型

の
拡

大
読

書
器

が
あ

る
と

良
い

。
視

覚
障

害
者

用
軽

く
て

持
ち

運
び

し
や

す
い

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
の

開
発

を
求

め
る

。

３
５

７
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

外
部

メ
モ

リ
ー

に
保

存
可

能
な

点
字

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

視
覚

障
害

者
用

外
部

メ
モ

リ
ー

に
保

存
す

る
こ

と
が

で
き

る
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
が

あ
る

と
便

利
。

３
５

８
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
時

そ
の

他
障

害
者

団
体

就
寝

時
の

緊
急

時
情

報
通

信
機

器
聴

覚
障

害
者

用
就

寝
時

は
人

工
内

耳
の

外
部

機
械

を
外

し
て

し
ま

う
の

で
、

夜
間

に
異

常
が

あ
っ

た
場

合
に

、
す

ぐ
に

情
報

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
ツ

ー
ル

が
欲

し
い

。

３
５

９
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)災

害
時

等
そ

の
他

障
害

者
団

体
チ

ャ
イ

ム
や

火
災

報
知

器
を

知
ら

せ
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

玄
関

の
チ

ャ
イ

ム
や

火
災

報
知

器
の

起
動

は
分

か
ら

な
い

の
で

、
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
欲

し
い

。

３
６

０
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
認

識
を

備
え

た
電

光
掲

示
板

聴
覚

障
害

者
用

音
声

を
自

動
認

識
し

て
、

公
共

交
通

機
関

等
の

電
光

掲
示

板
に

表
示

す
る

装
置

が
欲

し
い

。

３
６

１
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
や

文
字

を
イ

ラ
ス

ト
や

図
に

変
換

す
る

機
器

聴
覚

障
害

者
用

相
手

の
話

す
内

容
が

分
か

り
易

く
な

る
よ

う
に

、
音

声
や

文
字

を
イ

ラ
ス

ト
や

図
に

変
換

し
て

く
れ

る
機

能
を

搭
載

し
た

機
器

が
欲

し
い

。

３
６

２
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
が

聞
き

取
り

易
い

電
話

聴
覚

障
害

者
用

電
話

の
音

声
案

内
が

聞
き

取
り

づ
ら

い
、

特
に

用
件

ご
と

に
数

字
を

押
す

よ
う

に
指

示
が

流
れ

る
も

の
は

聞
き

取
れ

な
い

。

３
６

３
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
字

幕
付

き
の

電
話

器
聴

覚
障

害
者

用
字

幕
付

き
電

話
が

欲
し

い
。

３
６

４
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)テ

レ
ビ

視
聴

そ
の

他
障

害
者

団
体

テ
レ

ビ
の

完
全

字
幕

化
聴

覚
障

害
者

用
全

て
の

ニ
ュ

ー
ス

や
天

気
予

報
な

ど
、

テ
レ

ビ
の

情
報

に
つ

い
て

字
幕

を
つ

け
て

欲
し

い
。

３
６

５
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)旅

行
そ

の
他

障
害

者
団

体
電

車
や

バ
ス

車
内

の
磁

気
ル

ー
プ

シ
ス

テ
ム

の
普

及

聴
覚

障
害

者
用

旅
行

先
の

電
車

内
や

バ
ス

の
車

内
ガ

イ
ド

の
案

内
が

聞
こ

え
な

い
の

で
、

旅
行

が
楽

し
く

な
い

。

３
６

６
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
手

軽
な

筆
談

機
器

聴
覚

障
害

者
用

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

手
軽

に
筆

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

器
が

欲
し

い
。

３
６

７
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
公

共
施

設
で

の
磁

気
ル

ー
プ

の
設

置
聴

覚
障

害
者

用
公

共
施

設
に

は
埋

め
込

み
式

の
磁

気
ル

ー
プ

を
設

置
し

て
欲

し
い

。

３
６

８
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 就

労
そ

の
他

障
害

者
団

体
要

約
機

能
を

持
っ

た
文

字
変

換
装

置
聴

覚
障

害
者

用
全

て
の

言
葉

を
表

示
せ

ず
、

要
約

し
て

く
れ

る
よ

う
な

要
約

機
能

を
持

っ
た

文
字

変
換

装
置

が
あ

る
と

便
利

３
６

９
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
相

手
の

言
葉

が
文

字
化

さ
れ

え
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

聴
覚

障
害

者
用

腕
時

計
や

メ
ガ

ネ
型

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
端

末
で

、
相

手
の

言
葉

が
字

幕
表

示
さ

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

３
７

０
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
横

断
歩

道
を

自
力

で
渡

れ
る

機
器

盲
ろ

う
者

用
横

断
歩

道
を

渡
る

際
、

信
号

機
の

色
や

、
音

響
信

号
の

音
も

分
か

ら
な

い
の

で
、

自
力

で
渡

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
こ

の
課

題
を

解
消

し
て

く
れ

る
機

器
を

開
発

し
て

欲
し

い
。

３
７

１
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)切

符
購

入
等

そ
の

他
障

害
者

団
体

Ａ
Ｔ

Ｍ
や

券
売

機
の

操
作

盲
ろ

う
者

用
Ａ

Ｔ
Ｍ

や
駅

の
券

売
機

で
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

の
装

置
が

あ
る

と
、

画
面

情
報

が
見

え
な

い
だ

け
で

な
く

、
音

声
ガ

イ
ド

も
聞

こ
え

な
い

の
で

、
困

っ
て

い
る

。
何

か
機

器
で

解
決

で
き

な
い

か
。

３
７

２
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)健

康
管

理
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
で

も
使

用
可

能
な

健
康

管
理

機
器

盲
ろ

う
者

用
体

温
計

や
血

圧
計

の
機

器
は

自
力

で
は

健
康

管
理

を
行

え
ず

、
家

族
や

他
人

に
教

え
て

も
ら

う
た

め
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

て
い

な
い

。

３
７

３
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

役
立

つ
機

器

盲
ろ

う
者

用
音

声
を

点
字

に
そ

の
場

で
変

換
し

た
り

、
手

話
や

指
文

字
を

音
声

に
変

換
す

る
も

の
な

ど
、

盲
ろ

う
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
役

立
つ

も
の

が
欲

し
い

。

３
７

４
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
自

動
案

内
し

て
く

れ
る

移
動

支
援

機
器

盲
ろ

う
者

用
目

的
地

を
入

力
す

れ
ば

自
動

的
に

安
全

に
誘

導
し

て
く

れ
る

移
動

支
援

機
器

が
欲

し
い

。

３
７

５
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
の

た
め

の
カ

ラ
オ

ケ
機

器
盲

ろ
う

者
用

点
字

と
拡

大
文

字
に

変
換

し
て

く
れ

る
カ

ラ
オ

ケ
機

器
が

あ
る

が
、

伴
奏

時
に

点
字

に
変

換
し

て
く

れ
る

な
ど

の
機

能
が

あ
る

と
、

歌
い

や
す

い
の

で
改

良
し

て
開

発
し

て
欲

し
い

。

３
７

６
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

書
類

を
作

成
し

て
く

れ
る

拡
大

読
書

器
盲

ろ
う

者
用

拡
大

読
書

器
に

書
類

を
楽

う
に

作
成

し
て

く
れ

る
機

能
を

付
け

て
欲

し
い

。

３
７

７
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
複

数
の

人
の

会
話

が
文

字
化

で
き

る
携

帯
端

末
盲

ろ
う

者
用

複
数

の
人

と
の

会
話

で
、

音
声

認
識

に
よ

っ
て

文
字

化
さ

れ
た

も
の

を
携

帯
端

末
で

読
め

る
機

器
が

欲
し

い
。

３
７

８
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
そ

の
他

障
害

者
団

体
盲

ろ
う

者
用

の
目

覚
ま

し
時

計
盲

ろ
う

者
用

盲
ろ

う
者

で
も

使
え

る
目

覚
ま

し
時

計
を

探
し

て
い

る
。

自
分

で
時

間
を

セ
ッ

ト
で

き
る

と
良

い
。

３
７

９
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
そ

の
他

障
害

者
団

体
内

部
障

害
者

用
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

ア
プ

リ
そ

の
他

(自
閉

症
)

内
部

障
害

者
の

た
め

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
支

援
や

時
間

を
自

己
管

理
す

る
た

め
の

道
具

や
ア

プ
リ

が
あ

る
と

便
利

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
８

０
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
社

会
集

団
内

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

そ
の

他
(社

会
性

障
害

者
)

社
会

性
障

害
が

あ
る

た
め

、
社

会
集

団
内

で
の

人
間

関
係

構
築

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

図
れ

な
い

た
め

、
困

っ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

問
題

を
機

器
で

解
決

で
き

な
い

か
。

３
８

１
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

失
語

症
者

の
た

め
の

ア
プ

リ
そ

の
他

(失
語

症
患

者
)

失
語

症
で

大
量

の
情

報
を

一
度

に
処

理
で

き
な

い
。

そ
の

た
め

、
情

報
を

一
つ

一
つ

提
示

し
て

く
れ

る
機

器
や

ア
プ

リ
が

あ
る

と
便

利
。

３
８

２
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

言
語

訓
練

機
能

の
ア

プ
リ

そ
の

他
(失

語
症

患
者

)
失

語
症

の
た

め
、

言
葉

が
発

し
づ

ら
い

た
め

、
言

語
訓

練
機

能
が

で
き

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

よ
い

。

３
８

３
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

 就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

学
習

障
害

者
の

た
め

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
機

器

そ
の

他
(学

習
障

害
者

)
学

習
障

害
の

方
が

勉
強

や
作

業
を

行
う

た
め

に
、

カ
ウ

ン
タ

ー
や

タ
イ

マ
ー

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
な

ど
を

活
用

し
、

開
始

と
終

了
の

見
通

し
を

立
て

ら
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

３
８

４
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

そ
の

他
障

害
者

団
体

劣
化

し
づ

ら
い

イ
ヤ

ー
マ

フ
児

童
用

イ
マ

ー
マ

フ
は

素
材

が
劣

化
し

や
す

い
の

で
、

劣
化

し
づ

ら
く

、
大

き
さ

や
素

材
が

選
べ

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

ま
た

、
デ

ザ
イ

ン
性

の
優

れ
た

も
の

が
よ

い
。

３
８

５
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

障
害

者
団

体
音

声
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
音

声
認

識
機

器
視

覚
障

害
者

用
音

声
認

識
機

器
の

起
動

と
終

了
も

音
声

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
る

と
使

い
勝

手
が

よ
い

。

３
８

６
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
学

そ
の

他
障

害
者

団
体

指
電

話
の

よ
う

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

製
品

児
童

用
Ｉ

Ｃ
Ｔ

教
育

に
使

え
る

よ
う

な
製

品
が

あ
る

と
良

い
。

例
え

ば
、

指
電

話
の

よ
う

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

製
品

３
８

７
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
「

対
象

物
が

何
で

あ
る

か
を

教
え

て
く

れ
る

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

が
欲

し
い

」
考

視
覚

障
害

者
用

白
杖

の
助

け
を

借
り

て
い

る
身

の
上

で
す

。
も

し
ス

マ
ホ

を
か

ざ
し

て
、

前
に

何
が

あ
る

か
音

声
で

教
え

て
も

ら
え

れ
ば

あ
り

が
た

い
で

す
ね

。
誰

も
が

そ
う

思
い

ま
す

。
で

も
、

よ
く

考
え

て
み

る
と

、
そ

れ
は

と
て

も
難

し
い

願
い

で
す

。
晴

眼
者

と
ち

が
っ

て
、

わ
れ

わ
れ

は
「

ス
マ

ホ
（

カ
メ

ラ
）

を
対

象
物

に
向

け
る

」
こ

と
が

出
来

な
い

の
で

す
。

写
真

は
、

レ
ス

ト
ラ

ン
の

入
り

口
付

近
で

す
。

素
直

に
道

か
ら

左
を

向
く

と
こ

う
な

り
ま

す
。

知
り

た
い

の
は

こ
こ

が
「

空
っ

ぽ
の

駐
車

場
」

で
あ

る
こ

と
で

は
な

く
、

入
り

口
の

上
り

階
段

が
右

は
じ

に
あ

る
、

と
い

う
こ

と
で

す
。

い
く

ら
賢

い
ア

プ
リ

で
も

、
何

を
探

し
て

い
る

の
か

ま
で

は
推

察
し

て
く

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
車

の
自

動
運

転
よ

り
難

し
い

で
す

。
た

め
息

で
す

３
８

８
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
障

害
者

団
体

【
提

案
】

家
電

装
置

の
電

源
の

O
N

ｰ
O

F
F
を

音
で

知
ら

せ
る

器
具

視
覚

障
害

者
用

最
近

の
家

電
機

器
の

電
源

ス
イ

ッ
チ

の
多

く
は

「
１

回
押

す
と

O
N

」
「

も
う

１
回

押
す

と
O

F
F
」

に
な

り
ま

す
。

リ
モ

コ
ン

の
電

源
ボ

タ
ン

も
同

様
で

す
。

扇
風

機
の

よ
う

に
す

ぐ
に

反
応

が
体

感
で

き
る

器
具

は
よ

い
と

し
て

も
、

ラ
ン

プ
を

目
で

確
認

し
な

い
と

分
か

ら
な

い
器

具
に

は
泣

か
さ

れ
ま

す
。

T
V

メ
ー

カ
ー

の
人

に
訴

え
て

も
「

音
声

で
分

か
る

の
で

は
？

」
と

、
つ

れ
な

い
反

応
。

T
V

も
、

外
部

入
力

が
選

択
さ

れ
て

い
た

り
、

放
送

の
な

い
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
選

択
さ

れ
て

い
た

ら
無

音
で

す
。

そ
こ

で
、

こ
ん

な
器

具
の

提
案

で
す

。
（

画
像

は
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

ん
で

い
た

だ
く

た
め

の
ダ

ミ
ー

で
す

）
【

動
作

・
機

能
】

こ
の

器
具

を
壁

コ
ン

セ
ン

ト
に

差
し

、
さ

ら
に

T
V

等
の

電
源

プ
ラ

グ
を

こ
の

装
置

に
差

し
込

み
ま

す
。

－
　

T
V

の
電

源
が

入
っ

た
ら

ピ
ッ

ピ
ッ

と
音

が
鳴

り
ま

す
。

－
　

T
V

の
電

源
が

切
れ

た
ら

ピ
ッ

と
音

が
鳴

り
ま

す
。

（
も

ち
ろ

ん
他

の
家

電
機

器
で

も
O

K
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

回
路

と
し

て
は

「
ク

ラ
ン

プ
式

電
流

計
」

「
波

形
処

理
回

路
」

「
判

別
回

路
」

等
を

入
れ

れ
ば

で
き

る
の

で
、

原
価

は
４

５
０

円
程

度
？

　
（

中
国

で
量

産
前

提
）

な
お

、
２

５
年

以
上

前
、

ソ
ニ

ー
か

ら
、

近
い

技
術

を
使

っ
た

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
が

出
て

い
ま

し
た

。
当

時
の

ビ
デ

オ
デ

ッ
キ

に
は

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
が

入
っ

て
い

な
か

っ
た

の
で

、
留

守
録

実
行

中
だ

け
B

S
チ

ュ
ー

ナ
ー

の
電

源
が

入
る

よ
う

に
し

て
い

ま
し

た
。

B
S

チ
ュ

ー
ナ

ー
の

方
で

デ
ッ

キ
の

消
費

電
流

の
変

化
を

検
知

し
て

い
た

の
で

す
。

３
８

９
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
「

信
号

機
の

色
を

教
え

て
く

れ
る

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

が
欲

し
い

」
考

視
覚

障
害

者
用

面
の

信
号

が
見

つ
け

ら
れ

な
い

視
力

で
す

。
本

当
に

困
る

し
怖

い
で

す
。

「
今

時
の

技
術

を
使

え
ば

信
号

の
色

を
音

声
で

教
え

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
っ

て
も

い
い

じ
ゃ

な
い

か
」

と
思

い
ま

す
。

で
も

、
そ

れ
ほ

ど
甘

く
な

さ
そ

う
で

す
。

（
視

覚
障

害
者

の
た

め
に

信
号

の
色

を
読

み
取

ろ
う

と
い

う
研

究
は

多
く

あ
り

ま
す

）
写

真
を

見
て

く
だ

さ
い

。
こ

の
中

か
ら

自
分

の
進

路
に

対
し

て
有

効
な

信
号

灯
を

見
つ

け
、

色
を

判
定

す
る

の
は

、
車

の
自

動
運

転
の

前
方

画
像

認
識

よ
り

難
し

い
と

思
い

ま
す

。
（

車
で

は
い

ろ
ん

な
情

報
を

使
っ

て
総

合
的

に
判

断
で

き
る

）
　

そ
れ

に
画

像
処

理
に

時
間

が
か

か
る

と
、

信
号

が
変

わ
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
も

う
１

つ
の

困
っ

た
点

は
「

儲
か

ら
な

い
か

ら
だ

れ
も

本
気

で
開

発
し

よ
う

と
し

な
い

」
で

し
ょ

う
。

だ
め

な
理

由
を

挙
げ

て
も

し
ゃ

あ
な

い
の

で
、

対
策

を
コ

メ
ン

ト
と

し
て

書
き

込
み

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
９

０
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
障

害
者

団
体

消
画

機
能

つ
き

の
T

V
が

欲
し

い
。

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
も

T
V

を
聴

き
ま

す
！

　
「

地
デ

ジ
が

聴
け

る
ラ

ジ
オ

」
も

あ
り

ま
す

が
、

B
S

は
入

ら
な

い
し

、
時

に
は

晴
眼

の
家

族
と

楽
し

む
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

初
期

設
定

を
す

る
時

に
は

、
画

面
が

必
要

で
す

。

し
か

し
、

視
覚

障
害

者
に

と
っ

て
見

え
な

い
画

面
は

「
も

っ
た

い
な

い
」

の
一

言
で

す
。

iP
a
d
 に

は
「

ス
ク

リ
ー

ン
カ

ー
テ

ン
機

能
」

が
あ

り
ま

す
が

、
あ

れ
を

家
電

T
V

に
使

う
だ

け
で

す
。

リ
モ

コ
ン

の
消

音
ボ

タ
ン

に
加

え
、

消
画

ボ
タ

ン
を

追
加

し
、

そ
れ

を
押

す
と

、
バ

ッ
ク

ラ
イ

ト
は

お
ろ

か
、

画
像

処
理

回
路

も
止

め
て

、
節

電
し

ま
す

。
こ

れ
は

、
（

晴
眼

の
）

主
婦

が
「

T
V

を
聴

き
な

が
ら

台
所

仕
事

を
す

る
」

よ
う

な
場

面
で

も
使

え
ま

す
。

蛇
足

な
が

ら
、

（
消

費
電

力
が

少
な

い
）

小
さ

な
画

面
の

T
V

は
音

ま
で

手
抜

き
し

て
お

り
よ

ろ
し

く
な

い
で

す
。

あ
る

程
度

の
サ

イ
ズ

の
T

V
で

、
音

だ
け

聴
き

た
い

の
で

す
。

３
９

１
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

障
害

者
団

体
「

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
上

げ
て

見
せ

る
電

子
メ

ガ
ネ

」
の

ア
イ

デ
ア

視
覚

障
害

者
用

写
真

上
は

、
私

が
見

え
て

い
る

（
と

思
わ

れ
る

）
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
の

低
い

画
像

で
す

。
弱

視
の

場
合

、
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
が

弱
く

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

道
路

と
側

溝
の

区
別

が
つ

き
に

く
く

な
り

ま
す

。
写

真
下

は
、

原
画

像
に

対
し

て
コ

ン
ト

ラ
ス

を
強

調
し

ま
し

た
。

パ
ソ

コ
ン

ソ
フ

ト
を

使
い

ま
す

。
不

自
然

で
す

が
、

見
易

そ
う

で
す

。
こ

の
よ

う
に

、
前

方
画

像
を

カ
メ

ラ
で

取
り

込
ん

で
、

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
強

調
し

て
ヘ

ッ
ド

マ
ウ

ン
ト

デ
ィ

ス
プ

レ
ー

で
表

示
す

る
こ

と
は

、
市

販
の

製
品

を
組

み
合

わ
せ

て
簡

単
に

実
現

で
き

ま
す

。
弱

視
の

皆
さ

ん
は

、
こ

の
よ

う
な

装
置

を
頭

に
装

着
し

て
歩

く
こ

と
を

望
ま

れ
ま

す
か

？

３
９

２
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
障

害
者

団
体

視
覚

障
害

者
で

も
O

N
/
O

F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

視
覚

障
害

者
用

む
か

し
の

、
松

下
電

工
製

の
ス

イ
ッ

チ
は

、
「

上
に

倒
す

と
O

N
」

の
よ

う
に

手
で

状
態

が
判

別
で

き
ま

し
た

。
写

真
は

、
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
製

の
も

の
で

、
１

回
押

す
と

O
N

、
も

う
１

回
押

す
と

O
F
F
と

い
う

例
の

「
苦

手
タ

イ
プ

」
で

す
。

晴
眼

者
な

ら
、

小
さ

な
グ

リ
ー

ン
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

玄
関

灯
が

点
い

て
い

る
か

ど
う

か
分

か
り

ま
す

。
し

か
し

、
グ

リ
ー

ン
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

見
え

な
い

人
に

は
ど

う
し

よ
う

も
あ

り
ま

せ
ん

。
も

ち
ろ

ん
、

松
下

電
工

型
を

選
ん

で
施

工
し

て
も

ら
え

ば
い

い
の

で
す

が
、

三
路

式
と

呼
ば

れ
る

ス
イ

ッ
チ

で
は

、
そ

も
、

「
上

に
倒

す
と

O
N

」
の

よ
う

に
は

一
義

的
に

決
ま

り
ま

せ
ん

。
（

原
理

的
に

そ
う

な
る

）
視

覚
障

害
者

で
も

O
N

/
O

F
F
が

分
か

る
壁

ス
イ

ッ
チ

が
欲

し
い

で
す

。
解

決
策

の
１

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

は
、

コ
メ

ン
ト

で
書

き
込

み
ま

す
。

３
９

３
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
障

害
者

団
体

家
電

の
ス

イ
ッ

チ
は

目
立

つ
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

視
覚

障
害

者
用

写
真

は
、

私
の

使
っ

て
い

る
H

D
D

レ
コ

ー
ダ

ー
で

す
。

電
源

ス
イ

ッ
チ

が
ど

れ
か

分
か

り
ま

す
か

？
電

源
を

入
れ

る
と

き
、

わ
れ

わ
れ

は
無

意
識

に
「

前
面

パ
ネ

ル
に

あ
る

緑
色

の
押

し
ボ

タ
ン

」
を

探
し

ま
す

。
い

ろ
ん

な
事

情
が

あ
っ

た
の

で
し

ょ
う

が
、

こ
の

装
置

の
場

合
、

電
源

ス
イ

ッ
チ

は
上

面
パ

ネ
ル

の
左

端
に

、
フ

ラ
ッ

ト
に

つ
い

て
い

ま
す

。
（

画
像

下
）

視
力

が
衰

え
て

い
る

人
に

と
っ

て
、

こ
れ

は
苦

難
で

す
。

私
た

ち
の

願
望

は
■

　
電

源
ス

イ
ッ

チ
は

色
を

変
え

て
ほ

し
い

。
■

　
文

字
は

大
き

な
白

文
字

（
#

ff
ff

ff
）

に
し

て
ほ

し
い

。
■

　
押

す
と

O
N

に
な

っ
て

へ
こ

み
、

も
う

一
度

押
す

と
も

と
に

戻
っ

て
O

F
F
に

な
る

、
と

い
う

機
械

ス
イ

ッ
チ

に
戻

し
て

ほ
し

い
。

（
指

で
触

れ
て

O
N

ｰ
O

F
F
の

状
態

が
判

別
出

来
ま

す
）

言
い

換
え

る
な

ら
、

デ
ザ

イ
ン

や
コ

ス
ト

よ
り

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

を
大

切
に

し
て

欲
し

い
、

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

３
９

４
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
利

用
者

の
家

族
v

視
覚

障
害

者
用

目
が

悪
く

な
る

と
、

画
像

デ
ー

タ
よ

り
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

が
主

体
に

な
り

、
F
D

の
「

遅
い

」
「

容
量

が
小

さ
い

」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

と
こ

ろ
が

、
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

に
な

る
と

無
音

で
す

。
画

面
を

見
な

い
で

の
フ

ァ
イ

ル
管

理
作

業
は

と
っ

て
も

困
難

で
す

。
「

本
体

を
コ

ピ
ー

し
た

は
ず

な
の

に
、

シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト
し

か
入

っ
て

い
な

か
っ

た
」

と
い

う
失

敗
も

あ
り

ま
す

。
も

し
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

が
、

デ
ー

タ
転

送
に

合
わ

せ
て

小
さ

な
音

を
出

し
て

く
れ

た
ら

、
と

て
も

あ
り

が
た

い
で

す
。

Ｌ
Ｅ

Ｄ
が

点
滅

す
る

U
S

B
ス

テ
ィ

ッ
ク

が
あ

り
ま

す
が

、
あ

れ
の

音
版

で
す

。
写

真
は

、
コ

ン
セ

プ
ト

を
説

明
す

る
た

め
の

ダ
ミ

ー
で

す
。

ソ
ケ

ッ
ト

部
分

に
発

音
回

路
を

入
れ

ま
す

。
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
常

識
的

に
は

小
さ

な
ブ

ザ
ー

を
入

れ
る

と
こ

ろ
で

し
ょ

う
が

、
も

っ
と

簡
単

な
マ

イ
ク

ロ
デ

バ
イ

ス
が

あ
る

と
い

い
で

す
ね

。
表

面
実

装
タ

イ
プ

の
。

３
９

５
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

就
労

そ
の

他
障

害
者

団
体

（
再

）
読

み
書

き
時

に
音

を
出

す
外

部
メ

モ
リ

ー
が

欲
し

い

視
覚

障
害

者
用

投
稿

時
に

ミ
ス

を
し

た
の

で
、

再
投

稿
し

ま
す

。
私

が
い

ま
だ

に
フ

ロ
ッ

ピ
ー

デ
ィ

ス
ク

を
使

っ
て

い
る

理
由

の
１

つ
は

デ
ー

タ
転

送
時

に
、

転
送

量
に

応
じ

て
動

作
音

が
す

る
こ

と
で

す
。

目
が

悪
く

な
る

と
、

画
像

デ
ー

タ
よ

り
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

が
主

体
に

な
り

、
F
D

の
「

遅
い

」
「

容
量

が
小

さ
い

」
の

欠
点

が
緩

和
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

に
比

べ
フ

ラ
ッ

シ
ュ

メ
モ

リ
ー

は
無

音
で

す
。

画
面

を
見

な
い

で
の

フ
ァ

イ
ル

管
理

作
業

は
と

っ
て

も
困

難
で

す
。

「
本

体
を

コ
ピ

ー
し

た
は

ず
な

の
に

、
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

し
か

入
っ

て
い

な
か

っ
た

」
と

い
う

失
敗

も
あ

り
ま

す
。

も
し

フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ

ー
が

、
デ

ー
タ

転
送

に
合

わ
せ

て
小

さ
な

音
を

出
し

て
く

れ
た

ら
、

と
て

も
あ

り
が

た
い

で
す

。
Ｌ

Ｅ
Ｄ

が
点

滅
す

る
U

S
B

ス
テ

ィ
ッ

ク
が

あ
り

ま
す

が
、

あ
れ

の
音

版
で

す
。

写
真

は
、

コ
ン

セ
プ

ト
を

説
明

す
る

た
め

の
ダ

ミ
ー

で
す

。
S

D
カ

ー
ド

を
こ

の
ソ

ケ
ッ

ト
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
は

ノ
ー

ト
P

C
の

U
S

B
コ

ネ
ク

タ
に

差
し

ま
す

。
ソ

ケ
ッ

ト
部

分
に

発
音

部
品

が
あ

り
、

デ
ー

タ
転

送
に

応
じ

て
小

さ
な

音
を

出
し

ま
す

。
昔

は
、

内
蔵

H
D

D
も

カ
タ

カ
タ

音
が

し
た

の
で

す
が

、
最

近
は

静
音

に
な

っ
て

困
り

ま
す

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
９

６
H

2
8

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 そ

の
他

(場
面

)音
声

情
報

受
信

時

そ
の

他
障

害
者

団
体

読
話

に
よ

る
音

声
認

識
率

向
上

に
つ

い
て

聴
覚

障
害

者
用

高
齢

者
用

聴
覚

障
害

者
で

す
。

音
声

認
識

ア
プ

リ
を

活
用

し
て

い
ま

す
が

、
現

在
の

シ
ス

テ
ム

で
は

ま
だ

誤
認

識
も

あ
り

、
さ

ら
な

る
認

識
率

の
向

上
を

求
め

て
い

ま
す

。
将

来
的

に
は

A
Iの

発
達

で
、

音
声

だ
け

で
1

0
0

％
認

識
で

き
る

よ
う

に
な

る
だ

ろ
う

と
は

思
う

の
で

す
が

。
以

下
の

記
事

を
見

る
と

、
読

話
を

併
用

す
る

こ
と

で
、

認
識

率
の

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
記

事
は

外
国

語
環

境
で

あ
り

、
日

本
語

で
も

同
様

に
で

き
る

の
か

ど
う

か
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
騒

音
の

あ
る

場
所

等
で

の
使

い
道

が
あ

り
そ

う
で

す
。

国
内

で
も

読
話

に
よ

る
音

声
認

識
の

向
上

シ
ス

テ
ム

、
ま

た
は

読
話

単
独

で
の

認
識

シ
ス

テ
ム

、
開

発
で

き
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

。
G

o
o
g
le

の
A

Iは
専

門
家

よ
り

も
高

精
度

な
読

唇
術

が
可

能
（

1
1

/
2

5
）

h
tt

p
:/

/
g
ig

a
z
in

e
.n

e
t/

n
e
w

s
/
2

0
1

6
1

1
2

5
-
g
o
o
g
le

-
a
i-

lip
-
re

a
d

/

３
９

７
H

2
8

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 屋

外
の

移
動

そ
の

他
(場

面
)災

害
時

の
避

難
に

そ
の

他
そ

の
他

(販
売

代
理

店
)

防
災

用
品

、
減

災
、

避
難

、
介

護
用

品
と

し
て

便
利

な
担

架
　

『
い

す
た

ん
か

』

肢
体

障
害

者
用

高
齢

者
用

 介
助

者
用

弊
社

（
富

優
技

研
株

式
会

社
）

で
取

扱
を

開
始

し
た

『
い

す
た

ん
か

』
は

北
海

道
の

し
え

ん
計

画
様

が
開

発
、

生
産

し
て

い
る

ご
高

齢
の

方
・

障
が

い
の

あ
る

方
・

傷
病

者
な

ど
自

力
で

の
歩

行
が

難
し

い
方

（
＝

災
害

時
要

援
護

者
）

に
有

事
に

安
全

か
つ

ス
ム

ー
ズ

に
避

難
し

て
も

ら
う

た
め

の
担

架
で

す
。

防
災

用
品

、
避

難
用

具
と

し
て

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

●
こ

ん
な

時
に

（
※

特
に

階
段

を
使

っ
た

移
動

が
必

要
な

際
に

力
を

発
揮

し
ま

す
。

）
　

・
災

害
時

の
避

難
に

・
救

急
時

の
搬

送
に

　
・

日
常

の
介

護
に

●
こ

ん
な

場
所

で
　

・
狭

い
室

内
で

　
・

狭
い

階
段

・
曲

が
り

の
あ

る
階

段
で

　
・

雪
道

な
ど

不
整

地
で

 ●
こ

ん
な

場
所

に
い

す
た

ん
か

を
置

い
て

お
く

と
便

利
で

す
。

　
・

車
椅

子
を

ご
利

用
の

方
や

、
足

の
不

自
由

な
方

を
雇

用
さ

れ
て

い
る

企
業

様
の

各
事

務
所

に
　

・
在

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

さ
れ

て
い

る
企

業
、

事
業

所
様

の
訪

問
用

の
車

の
中

に
　

・
ビ

ル
、

マ
ン

シ
ョ

ン
、

施
設

、
病

院
の

管
理

室
や

各
階

の
防

災
用

品
置

き
場

に
　

・
各

自
治

体
に

 車
イ

ス
・

平
担

架
・

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
の

使
用

が
で

き
な

い
場

面
で

の
避

難
・

搬
送

に
備

え
て

、
一

般
の

ご
家

庭
・

各
種

施
設

・
マ

ン
シ

ョ
ン

・
事

業
所

な
ど

で
ご

配
備

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

日
常

の
介

護
の

場
面

で
も

ご
活

用
く

だ
さ

い
。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

３
９

８
H

2
8

新
製

品
や

技
術

屋
内

の
移

動
 そ

の
他

(場
面

)
徘

徊
防

止
や

外
出

、
帰

宅
確

認

そ
の

他
開

発
メ

ー
カ

iO
S

端
末

、
ア

プ
リ

、
ビ

ー
コ

ン
で

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
、

見
守

る
製

品
『

F
O

R
T

s
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

す
。

高
齢

者
用

 児
童

用
 そ

の
他

(徘
徊

防
止

や
外

出
、

帰
宅

確
認

)

弊
社

は
2

0
1

6
年

1
1

月
1

日
、

iO
S

端
末

、
専

用
ア

プ
リ

（
無

料
）

、
専

用
ビ

ー
コ

ン
（

有
料

）
、

G
m

a
ilで

認
知

症
の

方
の

徘
徊

を
防

止
に

活
用

で
き

る
製

品
『

F
O

R
T

s
』

の
販

売
を

開
始

い
た

し
ま

す
。

ご
家

庭
や

施
設

で
の

利
用

を
想

定
し

て
お

り
、

認
知

症
高

齢
者

の
方

の
徘

徊
防

止
や

お
子

様
の

帰
宅

確
認

等
に

活
用

で
き

ま
す

。
見

守
り

た
い

方
に

小
さ

な
ビ

ー
コ

ン
を

携
帯

し
て

い
た

だ
き

、
専

用
ア

プ
リ

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル
し

た
iO

S
端

末
で

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

こ
と

を
、

指
定

し
た

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
宛

に
G

m
a
ilで

通
知

メ
ー

ル
を

送
り

ま
す

。
（

最
大

５
つ

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
登

録
で

き
ま

す
）

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
強

度
、

発
信

間
隔

、
通

知
間

隔
等

設
定

を
調

整
す

る
機

能
を

内
蔵

し
こ

と
で

、
様

々
な

環
境

で
の

見
守

り
を

可
能

に
し

ま
し

た
。

ま
た

、
ビ

ー
コ

ン
の

電
波

を
受

信
し

た
際

に
写

真
を

撮
影

し
て

保
存

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

こ
れ

に
よ

り
当

日
の

服
装

や
特

徴
を

記
録

し
て

お
く

こ
と

が
で

き
、

万
が

一
行

方
が

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

際
に

警
察

等
に

よ
り

詳
し

い
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

も
可

能
に

な
り

ま
す

。
【

主
な

機
能

】
◆

ビ
ー

コ
ン

の
近

づ
き

検
知

と
メ

ー
ル

通
知

機
能

（
外

出
、

帰
宅

、
在

宅
通

知
に

活
用

で
き

ま
す

）
　

・
メ

ー
ル

通
知

　
近

づ
き

、
写

真
撮

影
、

ビ
ー

コ
ン

電
池

残
量

低
下

、
iO

S
端

末
の

ス
ト

レ
ー

ジ
残

量
低

下
等

　
・

ア
プ

リ
通

知
　

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

際
に

設
置

し
た

iO
S

端
末

か
ら

通
知

音
を

出
し

て
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
◆

写
真

撮
影

機
能

　
・

ビ
ー

コ
ン

の
電

波
を

受
信

し
た

際
に

、
設

定
に

従
っ

て
写

真
を

撮
影

し
ま

す
。

　
　

最
大

5
枚

ま
で

の
連

続
撮

影
が

可
能

で
、

撮
影

タ
イ

ミ
ン

グ
も

調
整

で
き

ま
す

の
で

、
見

守
り

対
象

の
方

の
撮

り
逃

し
を

減
少

で
き

ま
す

。
◆

パ
ス

ワ
ー

ド
保

護
機

能
　

ビ
ー

コ
ン

は
パ

ス
ワ

ー
ド

で
保

護
で

き
ま

す
の

で
、

勝
手

に
他

の
iO

S
端

末
に

登
録

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

を
防

止
で

き
ま

す
。

iO
S

端
末

1
台

で
複

数
の

ビ
ー

コ
ン

を
見

守
る

こ
と

が
可

能
で

す
（

写
真

撮
影

Ｏ
Ｎ

の
ビ

ー
コ

ン
は

1
0

個
ま

で
）

の
で

、
高

齢
者

施
設

で
の

ご
活

用
も

可
能

で
す

。
オ

プ
シ

ョ
ン

で
警

告
灯

（
メ

ル
丸

く
ん

）
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

外
出

の
見

逃
し

を
更

に
防

止
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
警

告
灯

は
通

知
メ

ー
ル

の
件

名
、

本
文

内
の

キ
ー

ワ
ー

ド
ご

と
に

通
知

音
、

警
告

灯
の

点
灯

、
点

滅
方

法
を

変
更

し
て

メ
ー

ル
の

受
信

を
お

知
ら

せ
し

ま
す

。
ビ

ー
コ

ン
は

有
料

と
な

り
ま

す
が

、
そ

の
他

の
月

額
費

用
等

は
一

切
発

生
い

た
し

ま
せ

ん
。

（
※

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

通
信

環
境

は
別

途
必

要
で

す
）

※
メ

ー
ル

通
知

機
能

を
使

用
す

る
た

め
に

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
で

き
る

通
信

環
境

が
必

要
で

す
。

※
iO

S
端

末
は

見
守

り
中

は
見

守
り

専
用

機
と

し
て

使
用

し
ま

す
の

で
、

他
の

用
途

に
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

※
ア

プ
リ

は
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
で

は
動

作
し

ま
せ

ん
。

【
製

品
情

報
】

h
tt

p
:/

/
fo

rt
e
c
h

-
ja

p
a
n

.w
ix

s
it
e
.c

o
m

/
h

o
m

e
p

a
g
e
/
fo

rt
s

３
９

９
H

2
8

新
製

品
や

技
術

そ
の

他
(場

面
)老

化
防

止
全

般
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
N

A
S

A
で

も
研

究
さ

れ
て

い
る

耳
石

を
「

揺
す

る
」

事
で

免
疫

や
自

律
神

経
に

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
る

高
齢

者
用

N
H

K
「

試
し

て
ガ

ッ
テ

ン
」

で
放

映
さ

れ
た

宇
宙

飛
行

士
の

老
化

が
耳

石
を

揺
す

る
こ

と
で

ス
イ

ッ
チ

が
入

る
と

い
う

番
組

に
関

連
し

た
福

祉
機

器
で

す
。

４
０

０
H

2
8

新
製

品
や

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
G

P
S

型
認

知
症

徘
徊

感
知

機
器

「
iT

S
U

M
O

」
介

護
保

険
適

用
地

域
拡

大
中

！

高
齢

者
用

奈
良

県
を

中
心

に
４

０
以

上
の

市
町

村
で

介
護

保
険

が
使

え
ま

す
！

実
際

に
保

護
事

例
も

多
数

上
が

っ
て

お
り

ま
す

！
今

後
は

全
国

展
開

に
向

け
て

準
備

中
で

す
。

４
０

１
H

2
8

新
製

品
や

技
術

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

開
発

メ
ー

カ
麻

痺
の

あ
る

方
、

リ
ウ

マ
チ

等
で

関
節

に
変

型
の

あ
る

方
な

ど
の

、
ボ

タ
ン

の
掛

け
外

し
に

お
け

る
指

先
の

困
難

さ

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

高
齢

者
用

 児
童

用
 介

助
者

用
 就

労
・

就
学

用

指
先

を
う

ま
く

使
う

こ
と

が
で

き
な

い
方

に
効

果
的

な
「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ボ
タ

ン
」

で
す

。
シ

ャ
ツ

、
ズ

ボ
ン

、
パ

ジ
ャ

マ
な

ど
に

使
用

し
、

お
し

ゃ
れ

で
着

脱
し

や
す

い
衣

類
の

開
発

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
こ

う
し

た
部

品
や

機
能

性
に

よ
り

、
衣

類
の

着
脱

に
関

す
る

不
便

さ
を

解
消

し
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

意
見

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

４
０

２
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
手

帳
の

提
示

利
用

者
精

神
障

害
者

の
公

共
の

ば
で

の
手

帳
提

示
に

つ
い

て

そ
の

他
(障

が
い

者
全

般
)

ど
ん

な
障

が
い

に
か

か
わ

ら
ず

、
障

が
い

者
手

帳
を

提
示

す
る

こ
と

に
受

容
で

き
て

い
な

い
状

態
で

は
公

共
の

場
で

障
が

い
者

手
帳

を
出

す
こ

と
に

戸
惑

い
を

感
じ

る
物

と
お

も
い

ま
す

。
そ

の
気

持
ち

を
和

ら
げ

る
た

め
に

手
帳

で
は

無
く

、
か

つ
す

ぐ
に

本
人

確
認

が
で

き
る

様
な

製
品

が
あ

れ
ば

良
い

な
と

感
じ

ま
し

た
。

理
想

と
し

て
は

、
IC

カ
ー

ド
へ

の
登

録
（

子
ど

も
の

場
合

通
過

す
る

際
に

特
定

の
音

が
鳴

る
よ

う
な

仕
組

）
が

あ
れ

ば
よ

い
の

で
す

が
、

シ
ス

テ
ム

開
発

の
費

用
対

効
果

も
考

え
て

全
国

的
に

は
難

し
そ

う
で

す
。

何
か

良
い

ア
イ

デ
ア

が
あ

れ
ば

教
え

て
く

だ
さ

い
。
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４
０

３
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

ベ
ッ

ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
屋

内
の

移
動

 屋
外

の
移

動
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
そ

の
他

盲
導

犬
に

代
わ

る
も

の
と

し
て

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
用

言
語

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
 高

齢
者

用
 児

童
用

就
労

・
就

学
用

盲
導

犬
を

連
れ

た
視

覚
障

害
者

の
痛

ま
し

い
事

故
が

相
次

い
で

い
ま

す
。

そ
し

て
ひ

ど
い

こ
と

に
ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

盲
導

犬
虐

待
が

動
画

で
流

れ
て

い
ま

す
盲

導
犬

な
ど

、
今

ま
で

美
談

の
も

と
の

よ
う

に
扱

わ
れ

て
き

ま
し

た
が

時
代

の
流

れ
の

中
で

仕
事

を
す

る
動

物
に

疑
問

が
も

た
れ

て
い

ま
す

。
特

に
盲

導
犬

で
す

そ
の

う
え

、
ま

す
ま

す
の

超
高

齢
化

や
道

路
事

情
に

と
も

な
い

、
こ

れ
か

ら
様

々
な

事
故

が
起

こ
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

の
盲

導
犬

で
す

が
、

盲
導

犬
で

は
限

界
が

あ
り

　
今

、
代

替
え

手
段

が
も

と
め

ら
れ

て
い

ま
す

盲
導

犬
の

育
成

に
は

多
大

な
コ

ス
ト

を
有

し
、

飼
育

・
訓

練
に

莫
大

な
労

力
を

要
し

そ
こ

に
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
使

用
者

に
と

っ
て

も
犬

の
世

話
（

食
事

、
排

せ
つ

、
手

入
 れ

、
健

康
管

理
）

に
は

体
力

的
、

費
用

も
か

な
り

の
負

担
が

あ
り

、
犬

の
寿

命
か

ら
長

く
て

も
8

年
で

引
退

 の
時

期
が

来
ま

す
。

ま
た

、
住

環
境

、
ア

レ
ル

ギ
ー

、
高

齢
等

身
体

的
な

理
由

で
盲

導
犬

を
持

て
な

い
視

覚
障

害
者

が
圧

倒
的

に
多

く
、

盲
導

犬
は

ご
く

一
部

の
視

覚
障

害
者

し
か

使
う

こ
と

が
で

き
な

い
の

が
現

状
で

す
。

障
害

者
の

間
で

の
不

公
平

感
の

声
も

あ
り

ま
す

私
は

、
全

て
の

人
が

使
う

こ
と

の
で

き
る

、
盲

導
犬

に
代

わ
る

も
の

は
な

い
だ

ろ
う

か
と

考
え

て
き

ま
し

た
。

今
、

自
動

運
転

の
車

が
走

っ
て

い
ま

す
。

G
P

S
が

道
案

内
も

し
て

く
れ

ま
す

。
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
、

お
掃

除
ロ

ボ
ッ

ト
、

A
Iロ

ボ
ッ

ト
と

様
々

な
ロ

ボ
ッ

ト
が

身
近

な
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　

盲
導

犬
は

時
代

遅
れ

な
の

で
は

？
と

い
う

思
い

に
な

り
ま

し
た

。
ロ

ボ
ッ

ト
な

ら
犬

の
よ

う
に

世
話

を
す

る
必

要
も

な
く

、
ア

レ
ル

ギ
ー

等
の

心
配

も
な

く
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
行

え
ば

使
い

続
け

る
こ

と
が

で
き

、
今

後
は

保
険

も
提

供
さ

れ
安

全
性

 も
高

い
と

思
い

ま
す

。
国

で
予

算
を

組
み

企
業

と
と

も
に

早
期

実
現

を
願

い
ま

す
　

将
来

的
に

考
え

て
も

盲
導

犬
よ

り
す

べ
て

の
こ

と
に

お
い

て
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
用

性
の

ほ
う

が
優

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
す

で
に

あ
る

企
業

で
は

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
が

実
現

で
き

て
お

り
ま

す
　

試
験

的
に

病
院

な
ど

に
導

入
さ

れ
る

よ
う

で
す

国
で

、
ま

ず
は

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
を

病
院

、
公

共
施

設
、

各
家

庭
へ

と
普

及
さ

せ
て

み
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
デ

パ
ー

ト
や

受
付

な
ど

様
々

な
と

こ
ろ

で
　

ロ
ボ

ッ
ト

の
ペ

ッ
パ

ー
く

ん
を

み
か

け
ま

す
　

ロ
ボ

ッ
ト

と
人

間
の

共
存

が
当

た
り

前
の

世
の

中
で

す

あ
と

は
人

間
で

す
　

ニ
ュ

ー
ス

Z
E

R
O

の
番

組
で

同
行

援
護

（
視

覚
障

碍
者

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
）

の
制

度
が

市
区

町
村

で
あ

り
ま

す
が

　
視

覚
障

碍
者

へ
の

認
知

度
が

行
き

渡
っ

て
い

な
い

よ
う

で
す

　
そ

の
制

度
を

も
っ

と
広

め
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

の
養

成
、

使
用

を
推

進
す

る
べ

き
と

思
い

ま
す

ど
う

か
犬

で
は

な
く

　
代

わ
る

も
の

と
し

て
人

間
の

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
を

増
や

し
障

碍
者

と
の

橋
渡

し
と

な
る

機
関

を
沢

山
増

や
し

て
ほ

し
い

と
切

に
願

い
ま

す
。

選
択

肢
が

増
え

る
こ

と
に

も
な

り
　

そ
れ

ぞ
れ

に
あ

っ
た

使
い

方
　

使
い

分
け

が
で

き
ま

す
障

害
者

の
助

け
に

な
り

た
い

と
い

う
、

思
い

や
り

の
心

が
技

術
開

発
に

結
実

し
、

日
本

を
は

じ
め

世
界

中
の

道
路

や
駅

の
ホ

ー
ム

で
盲

導
犬

ロ
ボ

ッ
ト

を
見

ら
れ

る
こ

と
が

目
前

に
き

て
い

る
と

感
じ

ま
す

。
2

0
2

0
年

　
東

京
五

輪
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
に

盲
導

犬
ロ

ボ
ッ

ト
、

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
と

共
に

観
戦

し
て

い
る

視
覚

障
 碍

者
の

姿
を

待
ち

望
ん

で
い

ま
す

。
　 ぜ

ひ
国

で
推

進
、

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
く

お
願

い
申

し
上

げ
る

次
第

で
す

。
大

変
お

忙
し

い
所

　
読

ん
で

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

４
０

４
H

2
9

新
製

品
や

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
摂

食
専

用
椅

子
そ

の
他

(体
具

の
開

発
)

椅
子

に
座

っ
て

自
分

の
口

で
食

事
の

で
き

る
方

の
た

め
の

誤
嚥

を
起

こ
し

難
く

楽
な

嚥
下

で
の

食
事

を
可

能
に

し
た

ダ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
に

つ
い

て

高
齢

者
用

人
生

を
誤

嚥
で

終
え

る
高

齢
者

は
年

々
増

え
続

け
て

お
り

、
誤

嚥
が

絡
む

飲
食

介
護

は
、

介
護

専
門

職
の

高
離

職
率

、
施

設
や

家
庭

で
の

高
齢

者
へ

の
暴

力
や

虐
待

の
動

因
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
誤

嚥
、

「
注

意
力

が
途

絶
え

た
一

瞬
、

食
事

を
見

守
る

人
の

目
を

離
し

た
一

瞬
」

に
起

こ
り

や
す

く
、

そ
の

瞬
間

は
決

ま
っ

て
摂

食
姿

勢
が

崩
れ

た
一

瞬
に

起
こ

っ
て

い
ま

す
。

高
齢

者
の

高
い

Q
O

L
の

維
持

、
健

康
寿

命
の

延
伸

そ
し

て
一

億
総

活
躍

社
会

の
創

生
、

こ
れ

ら
の

標
語

を
確

実
そ

し
て

着
実

に
実

現
さ

せ
る

に
は

、
生

命
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

で
あ

る
日

々
の

食
事

が
飲

み
込

み
辛

か
っ

た
り

、
頻

繁
に

誤
嚥

を
起

こ
し

て
い

て
は

到
底

叶
え

ら
れ

ま
せ

ん
。

日
々

の
安

全
快

適
な

食
事

か
ら

健
康

や
命

を
し

っ
か

り
支

え
育

む
こ

と
で

の
高

齢
化

策
が

根
本

か
ら

着
実

に
功

を
奏

し
始

め
る

こ
と

で
は

じ
め

て
少

子
化

対
策

に
本

腰
を

据
え

て
着

手
で

き
る

と
言

え
ま

す
。

解
剖

生
理

学
教

科
書

や
介

護
マ

ニ
ュ

ア
ル

テ
キ

ス
ト

に
書

か
れ

て
い

る
誤

嚥
し

難
く

そ
し

て
楽

に
飲

み
込

め
る

頸
部

前
屈

位
[自

然
な

前
か

が
み

の
姿

勢
]の

摂
食

姿
勢

の
維

持
機

能
を

持
た

せ
た

世
界

初
と

な
る

ダ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
は

、
県

の
研

究
支

援
で

福
岡

の
国

際
医

療
福

祉
大

学
の

５
名

の
教

授
に

よ
る

検
証

試
験

を
受

け
、

そ
の

機
能

効
果

が
確

認
[第

1
7

回
日

本
言

語
聴

覚
学

会
で

報
告

]さ
れ

て
お

り
ま

す
。

高
齢

者
の

誤
嚥

回
避

や
円

滑
な

嚥
下

に
寄

与
し

、
家

庭
や

施
設

で
食

介
護

さ
れ

て
い

る
方

達
の

誤
嚥

を
防

ぐ
た

め
の

「
目

や
手

」
の

代
わ

り
と

な
っ

て
「

一
瞬

た
り

と
も

目
や

手
を

離
す

こ
と

な
く

働
い

て
」

寄
与

し
て

く
れ

る
画

期
的

な
機

能
を

持
つ

ア
イ

テ
ム

が
介

護
専

門
誌

に
紹

介
さ

れ
又

本
年

１
０

月
か

ら
大

丸
百

貨
店

で
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

高
齢

者
に

と
っ

て
摂

食
嚥

下
専

門
医

提
唱

の
頸

部
前

屈
位

姿
勢

を
保

っ
て

の
食

事
が

誤
嚥

を
起

こ
し

難
く

嚥
下

の
楽

な
食

事
の

た
め

に
い

か
に

大
切

で
あ

る
か

、
そ

れ
を

改
め

て
科

学
的

に
証

明
し

て
く

れ
た

ダ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
。

　
こ

の
椅

子
を

急
増

し
続

け
る

高
齢

者
の

誤
嚥

の
軽

減
、

抑
制

に
貢

献
す

る
実

効
性

あ
る

ア
イ

テ
ム

と
し

て
在

宅
家

庭
、

施
設

等
の

一
人

で
も

多
く

の
高

齢
者

に
利

用
、

活
用

の
道

を
大

き
く

開
い

て
頂

き
た

く
、

宜
し

く
ご

指
導

、
ご

助
言

頂
き

た
く

存
じ

ま
す

。

〒
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h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
a
ig

u
k
e
n
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o
m

/
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
０

５
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ロ

ボ
ッ

ト
誘

導
ロ

ボ
ッ

ト
視

覚
障

害
者

用
安

全
な

移
動

を
保

証
し

て
く

れ
る

誘
導

ロ
ボ

ッ
ト

が
欲

し
い

。

４
０

６
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
自

動
車

視
覚

障
害

者
用

自
動

運
転

車
視

覚
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

で
も

使
い

こ
な

せ
る

自
動

運
転

車
が

あ
る

と
便

利
。

４
０

７
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ア

プ
リ

画
像

情
報

を
テ

キ
ス

ト
や

ワ
ー

ド
に

変
換

す
る

ア
プ

リ

視
覚

障
害

者
用

画
像

処
理

さ
れ

て
し

ま
っ

た
デ

ー
タ

は
ス

ク
リ

ー
ン

リ
ー

ダ
ー

で
は

読
み

込
め

な
い

た
め

、
文

字
の

部
分

だ
け

で
も

テ
キ

ス
ト

や
ワ

ー
ド

に
変

換
し

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

４
０

８
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
自

動
車

緊
急

車
両

を
知

ら
せ

る
装

置
聴

覚
障

害
者

用
運

転
中

に
緊

急
車

両
が

接
近

し
た

こ
と

が
分

か
る

機
器

が
あ

る
と

便
利

。

４
０

９
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ア

プ
リ

音
声

を
表

示
す

る
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
聴

覚
障

害
者

用
電

話
等

の
音

声
を

認
識

し
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

で
表

示
で

き
る

ア
プ

リ
が

欲
し

い
。

４
１

０
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
環

境
装

置
駅

内
放

送
を

知
ら

せ
る

電
光

掲
示

板
聴

覚
障

害
者

用
駅

の
ホ

ー
ム

で
の

放
送

な
ど

、
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
電

光
掲

示
板

な
ど

に
表

示
で

き
る

環
境

を
整

え
て

欲
し

い
。

４
１

１
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
電

話
文

字
信

号
を

送
信

で
き

る
機

器
聴

覚
障

害
者

用
か

つ
て

の
ポ

ケ
ベ

ル
の

よ
う

に
プ

ッ
シ

ュ
ホ

ン
の

ピ
ポ

パ
音

を
使

う
こ

と
で

、
電

話
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
内

ま
た

は
他

の
と

こ
ろ

で
も

、
文

字
信

号
を

送
信

で
き

る
機

器
が

あ
る

と
よ

い
。

４
１

２
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
信

号
信

号
の

色
が

振
動

で
わ

か
る

機
器

盲
ろ

う
者

用
自

力
で

安
全

に
横

断
歩

道
を

渡
る

た
め

、
触

知
式

信
号

機
や

携
帯

端
末

等
で

、
赤

か
青

か
が

振
動

で
わ

か
る

機
器

が
欲

し
い

。

４
１

３
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
A

T
M

等
の

画
面

を
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

に
表

示
す

る
機

器

盲
ろ

う
者

用
画

面
情

報
が

見
え

ず
音

声
ガ

イ
ド

が
聞

こ
え

な
い

た
め

、
Ａ

Ｔ
Ｍ

の
画

面
表

示
や

音
声

ガ
イ

ド
の

情
報

を
点

字
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

読
み

な
が

ら
ボ

タ
ン

操
作

で
き

る
機

器
が

あ
る

と
便

利
。

４
１

４
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
健

康
管

理
機

器
盲

ろ
う

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

る
健

康
管

理
機

器

盲
ろ

う
者

用
体

温
・

体
重

・
血

圧
等

の
器

具
を

使
っ

て
自

力
で

健
康

管
理

で
き

ず
、

他
者

に
見

て
も

ら
う

に
は

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

な
い

の
で

、
文

字
情

報
を

点
字

で
読

め
る

携
帯

端
末

（
ブ

レ
イ

ル
セ

ン
ス

等
）

に
体

重
等

の
デ

ー
タ

が
直

接
送

れ
る

健
康

管
理

機
器

が
欲

し
い

。

４
１

５
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

リ
ハ

ビ
リ

機
器

設
置

が
容

易
な

リ
ハ

ビ
リ

機
器

や
シ

ス
テ

ム
肢

体
障

害
者

用
大

が
か

り
な

設
備

や
専

門
職

に
よ

る
設

定
が

必
要

な
い

、
気

軽
に

在
宅

で
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
行

え
る

機
器

や
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
良

い
。

４
１

６
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

移
乗

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

昇
降

機
コ

ン
パ

ク
ト

で
低

価
格

な
昇

降
機

肢
体

障
害

者
用

コ
ン

パ
ク

ト
で

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

な
設

置
が

で
き

、
尚

且
つ

低
価

格
な

昇
降

機
・

移
乗

リ
フ

ト
が

あ
る

と
便

利

４
１

７
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
バ

ラ
ン

サ
ー

腕
の

力
や

握
力

が
低

下
し

な
い

バ
ラ

ン
サ

ー
肢

体
障

害
者

用
使

用
者

の
腕

の
力

の
方

向
や

、
利

用
者

の
力

を
生

か
す

よ
う

な
、

腕
を

吊
り

上
げ

る
た

め
の

バ
ラ

ン
サ

ー
（

腕
の

力
や

握
力

が
低

下
す

る
こ

と
な

く
、

使
用

で
き

る
機

器
）

が
あ

る
と

良
い

。

４
１

８
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)雨

天
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
雨

具
車

椅
子

一
体

型
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

肢
体

障
害

者
用

電
動

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
で

も
使

え
る

よ
う

な
車

椅
子

と
一

体
型

の
レ

イ
ン

ポ
ン

チ
ョ

が
欲

し
い

。

４
１

９
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)就

寝
時

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

布
団

ポ
リ

オ
患

者
の

た
め

の
布

団
を

か
け

な
お

す
装

置

肢
体

障
害

者
用

両
上

肢
麻

痺
で

布
団

が
か

け
直

せ
な

い
の

で
、

布
団

を
う

ま
く

か
け

直
す

こ
と

が
で

き
る

大
げ

さ
で

な
い

装
置

が
あ

る
と

良
い

。

４
２

０
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
音

声
遮

断
用

具
不

穏
な

音
を

軽
減

す
る

用
具

そ
の

他
(自

閉
症

)
不

快
な

音
を

遮
断

し
た

り
、

軽
減

で
き

る
環

境
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

る
用

具
（

周
り

に
違

和
感

が
な

く
、

携
帯

で
き

必
要

な
時

に
使

用
で

き
る

も
の

）
が

あ
る

と
便

利
。

４
２

１
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ア

プ
リ

使
い

や
す

い
絵

文
字

な
ど

の
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
そ

の
他

(自
閉

症
)

耳
か

ら
の

情
報

や
指

示
よ

り
、

視
覚

情
報

の
方

が
理

解
し

や
す

い
こ

と
が

多
い

。
よ

り
簡

単
に

使
い

や
す

い
絵

文
字

や
写

真
を

手
書

き
で

き
る

ソ
フ

ト
、

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

等
が

あ
る

と
よ

い
。

４
２

２
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
ロ

ボ
ッ

ト
自

閉
症

患
者

向
け

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ボ
ッ

ト

そ
の

他
(自

閉
症

)
 「

暗
黙

の
ル

ー
ル

」
を

理
解

し
に

く
い

の
で

、
他

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
苦

慮
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
連

す
る

ス
キ

ル
を

獲
得

で
き

る
ロ

ボ
ッ

ト
等

を
活

用
で

き
な

い
か

。

４
２

３
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
電

話
電

話
や

会
話

を
文

字
化

し
て

く
れ

る
機

器
そ

の
他

(失
語

症
)

電
話

で
の

受
け

答
え

の
際

に
相

手
側

の
言

葉
を

、
瞬

時
に

要
約

し
、

文
字

化
で

き
る

機
器

（
そ

の
他

、
ラ

ジ
オ

の
音

声
や

会
話

な
ど

を
文

字
化

し
て

く
れ

る
も

の
）

が
あ

る
と

便
利

４
２

４
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)情

報
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
環

境
装

置
書

類
の

手
続

き
を

簡
単

な
文

字
表

記
で

案
内

し
て

く
れ

る
環

境
（

装
置

）

そ
の

他
(失

語
症

)
役

所
で

の
手

続
き

（
選

挙
、

行
政

手
続

き
）

等
で

必
要

事
項

を
簡

単
な

文
字

表
記

な
ど

で
案

内
し

て
く

れ
る

も
の

（
環

境
）

が
あ

る
と

よ
い

。

４
２

５
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
環

境
装

置
会

議
中

の
要

点
を

示
し

て
く

れ
る

装
置

そ
の

他
(失

語
症

)
会

議
の

発
言

を
即

座
に

要
点

で
示

し
、

失
語

症
者

自
身

の
発

言
も

文
字

化
で

き
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
（

ま
た

は
仕

事
中

の
作

業
内

容
に

つ
い

て
要

点
で

示
し

て
く

れ
る

も
の

）
が

あ
る

と
よ

い
。

４
２

６
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

そ
の

他
(場

面
)カ

ー
ド

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

カ
ー

ド
利

用
者

カ
ー

ド
を

識
別

す
る

機
器

（
用

具
）

視
覚

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、

銀
行

カ
ー

ド
や

診
察

券
な

ど
同

じ
サ

イ
ズ

の
カ

ー
ド

が
様

々
有

る
な

か
で

、
人

の
助

け
を

受
け

な
け

れ
ば

認
識

で
き

な
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

レ
ジ

な
ど

で
戸

惑
い

、
時

間
を

要
す

こ
と

も
頻

繁
に

あ
り

ま
す

。
視

覚
に

障
害

が
あ

っ
て

も
、

様
々

な
カ

ー
ド

を
簡

単
に

識
別

で
き

る
機

器
（

用
具

）
の

開
発

を
求

め
て

い
ま

す
。

カ
ー

ド
と

そ
の

内
容

を
容

易
に

タ
グ

で
し

ょ
う

か
？

紐
付

け
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

で
き

れ
ば

良
い

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
・

代
理

投
稿

）
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
２

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
移

乗
用

リ
フ

ト
肢

体
障

害
者

用
全

身
に

力
が

入
ら

な
い

人
が

使
え

る
リ

フ
ト

を
探

し
て

い
る

が
、

一
般

家
庭

で
使

え
る

サ
イ

ズ
の

も
の

が
見

つ
か

ら
な

い
。

一
般

家
庭

で
は

幅
5

0
セ

ン
チ

程
度

で
な

け
れ

ば
ト

イ
レ

な
ど

の
ド

ア
に

は
い

ら
な

い
。

ま
た

、
つ

り
具

も
装

着
が

大
変

な
も

の
が

多
い

。

着
替

え
の

際
な

ど
　

立
位

を
確

保
で

き
、

な
お

か
つ

腰
周

り
を

お
お

わ
な

い
で

使
用

で
き

る
も

の
が

あ
っ

て
ほ

し
い

。
具

体
的

に
言

え
ば

、
ひ

ざ
を

う
け

て
く

れ
て

、
脇

を
腕

で
持

ち
上

げ
～

だ
き

と
め

て
く

れ
る

も
の

。
つ

り
具

を
使

わ
な

く
て

も
い

い
も

の
。

赤
ち

ゃ
ん

の
歩

行
器

の
よ

う
に

わ
き

の
し

た
が

3
6

0
度

ホ
ー

ル
ド

さ
れ

て
い

れ
ば

い
い

の
に

と
お

も
う

。
も

ち
ろ

ん
使

わ
な

い
と

き
に

は
コ

ン
パ

ク
ト

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
日

本
の

福
祉

用
具

は
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

。
普

通
に

生
活

し
て

い
る

中
に

あ
る

と
、

非
常

に
こ

こ
ろ

が
落

ち
着

か
な

い
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

お
お

い
。

外
国

製
品

は
そ

の
点

美
し

い
も

の
が

多
い

よ
う

に
感

じ
る

。
器

械
の

フ
レ

ー
ム

が
青

か
っ

た
り

す
る

の
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

。
ふ

つ
う

に
お

い
て

あ
っ

て
も

気
に

な
ら

な
い

程
度

の
色

や
デ

ザ
イ

ン
・

大
き

さ
で

あ
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

４
２

８
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
外

出
用

リ
フ

ト
肢

体
障

害
者

用
遷

延
性

（
せ

ん
え

ん
せ

い
）

意
識

障
害

の
息

子
を

介
護

し
て

い
ま

す
。

息
子

は
意

志
の

疎
通

が
困

難
で

全
介

助
が

必
要

で
す

。
家

で
は

車
椅

子
移

乗
や

入
浴

時
な

ど
家

庭
用

リ
フ

ト
を

使
用

し
て

い
ま

す
（

体
重

５
３

㎏
で

重
い

の
で

）
。

し
か

し
旅

行
含

め
外

出
し

た
際

に
は

車
椅

子
移

乗
や

ベ
ッ

ド
移

乗
は

す
べ

て
人

海
戦

術
し

か
手

段
が

あ
り

ま
せ

ん
。

従
っ

て
旅

行
に

行
っ

て
も

介
護

旅
行

で
あ

り
、

体
力

が
要

る
し

、
帰

っ
て

か
ら

腰
痛

に
な

っ
た

り
し

ま
す

。
そ

し
て

旅
行

に
連

れ
て

行
っ

て
や

り
た

い
の

は
や

ま
や

ま
だ

け
ど

次
第

に
億

劫
に

な
り

ま
す

。
携

行
で

き
る

リ
フ

ト
が

あ
れ

ば
い

い
の

に
な

あ
と

思
い

ま
す

。
人

を
持

ち
上

げ
る

か
ら

に
は

あ
る

程
度

の
重

量
が

な
い

と
支

え
切

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

ら
リ

フ
ト

は
重

く
て

当
た

り
前

？
こ

ん
な

常
識

を
覆

し
て

軽
く

て
持

ち
運

び
し

や
す

い
リ

フ
ト

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
！

！

４
２

９
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
開

発
メ

ー
カ

浴
槽

内
昇

降
機

肢
体

障
害

者
用

そ
の

他
(足

腰
の

弱
い

方
)

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、

浴
槽

か
ら

上
が

る
時

に
体

を
支

え
る

た
め

に
、

ひ
ざ

や
腕

に
負

担
が

掛
か

り
過

ぎ
、

健
常

だ
っ

た
部

位
ま

で
痛

め
て

し
ま

う
。

ま
た

、
介

護
者

が
付

き
添

う
場

合
、

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、

浴
槽

か
ら

上
が

る
時

に
体

を
支

え
る

た
め

に
、

介
護

者
の

腕
や

腰
に

負
担

が
掛

か
っ

て
し

ま
う

。

こ
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

、
間

口
が

狭
く

て
深

い
ス

ト
レ

ー
ト

型
浴

槽
専

用
の

浴
槽

内
昇

降
機

で
、

台
の

水
平

を
保

つ
機

構
を

持
ち

、
台

の
下

に
溜

め
こ

ん
だ

空
気

の
量

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
に

よ
り

、
浮

力
に

よ
っ

て
入

浴
者

ご
と

昇
降

し
、

入
浴

を
し

や
す

く
す

る
。

４
３

０
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

床
ず

れ
予

防
マ

ッ
ト

肢
体

障
害

者
用

こ
れ

ま
で

と
違

っ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
で

床
ず

れ
を

予
防

す
る

マ
ッ

ト
レ

ス
の

開
発

。
高

張
力

ナ
イ

ロ
ン

等
の

素
材

で
表

面
に

ネ
ッ

ト
を

形
成

す
る

。
前

後
左

右
で

こ
の

張
力

を
変

更
す

る
こ

と
で

、
マ

ッ
ト

レ
ス

の
硬

さ
を

自
由

に
変

更
で

き
る

。
カ

バ
ー

は
ゴ

ア
テ

ッ
ク

ス
等

の
生

地
を

使
用

し
て

通
気

性
の

高
い

も
の

の
液

体
は

透
過

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
寝

心
地

が
よ

く
、

寝
返

り
も

し
や

す
い

よ
う

に
す

る
。

張
力

の
変

更
は

ダ
イ

ア
ル

で
簡

単
に

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

４
３

１
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

全
自

動
移

乗
器

肢
体

障
害

者
用

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

へ
の

移
乗

を
楽

に
し

て
く

れ
る

全
自

動
の

移
乗

器
具

。

４
３

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

の
家

族
リ

フ
ォ

ー
ム

せ
ず

に
安

価
で

段
差

を
解

消
で

き
る

用
具

肢
体

障
害

者
用

7
0

代
の

祖
父

母
な

の
で

す
が

、
1

年
前

か
ら

祖
母

が
下

半
身

不
随

と
な

り
、

車
い

す
で

生
活

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
家

の
リ

フ
ォ

ー
ム

を
し

て
廊

下
に

は
手

す
り

が
つ

い
た

の
で

す
が

、
玄

関
の

段
差

に
関

し
て

は
直

さ
ず

に
そ

の
ま

ま
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

祖
母

の
家

の
出

入
り

に
苦

労
し

て
い

る
と

聞
き

ま
し

た
。

高
齢

者
で

も
楽

に
段

差
を

通
れ

る
よ

う
な

用
具

が
あ

る
と

、
介

助
し

て
い

る
祖

父
の

負
担

も
減

り
、

あ
り

が
た

い
で

す
。

４
３

３
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

地
面

か
ら

座
れ

る
手

動
式

リ
フ

ト
肢

体
障

害
者

用
そ

の
他

(知
的

障
害

者
用

)

片
麻

痺
の

方
で

、
介

助
す

れ
ば

歩
行

可
能

だ
が

、
知

的
障

害
あ

り
、

日
中

は
床

に
マ

ッ
ト

を
敷

い
て

そ
の

上
で

過
ご

し
て

い
る

。
車

い
す

に
長

時
間

乗
る

こ
と

は
あ

ま
り

好
ま

な
い

た
め

、
マ

ッ
ト

に
座

っ
て

い
る

。
排

泄
介

助
の

際
、

立
ち

上
っ

て
も

ら
う

の
に

か
な

り
苦

労
す

る
職

員
も

い
る

。
地

面
か

ら
座

れ
て

介
助

し
や

す
い

位
置

ま
で

リ
フ

ト
ア

ッ
プ

で
き

る
用

具
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
床

屋
の

椅
子

の
よ

う
に

油
圧

ペ
ダ

ル
な

ど
で

上
下

す
る

も
の

で
電

気
を

使
わ

な
い

も
の

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
３

４
H

2
6

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

介
護

・
訓

練
支

援
用

具
利

用
者

リ
フ

ト
の

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
肢

体
障

害
者

用
私

は
両

手
両

足
不

自
由

で
座

位
も

保
て

ま
せ

ん
。

移
乗

は
抱

き
か

か
え

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
介

助
す

る
方

に
と

て
も

負
担

が
か

か
る

の
で

何
度

も
リ

フ
ト

は
考

え
た

の
で

す
が

、
実

用
的

に
使

え
る

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
が

あ
り

ま
せ

ん
。

ベ
ッ

ド
か

ら
車

椅
子

に
移

乗
す

る
際

は
問

題
な

い
の

で
す

が
、

一
番

肝
心

な
ト

イ
レ

・
お

風
呂

の
時

に
使

え
ま

せ
ん

。
私

は
ト

イ
レ

の
時

、
し

っ
か

り
と

腰
が

立
っ

た
状

態
じ

ゃ
な

い
と

出
来

ま
せ

ん
。

全
身

を
す

っ
ぽ

り
覆

う
シ

ー
ト

だ
と

、
下

半
身

は
全

部
脱

が
な

い
と

使
用

で
き

ず
、

上
下

が
繋

が
っ

た
シ

ー
ト

で
も

下
半

身
の

部
分

は
便

座
に

座
っ

た
後

、
は

ず
さ

な
い

と
出

来
ま

せ
ん

。
は

ず
し

た
場

合
体

勢
が

崩
れ

て
し

ま
い

排
便

が
し

づ
ら

く
便

が
出

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、

排
便

時
間

が
長

い
為

、
シ

ー
ト

を
つ

け
た

ま
ま

長
時

間
い

る
こ

と
は

難
し

い
で

す
。

全
部

取
り

外
し

た
と

し
て

も
、

付
け

直
す

こ
と

も
出

来
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

お
願

い
な

の
で

す
が

、
上

半
身

の
部

分
だ

け
で

体
を

支
え

ら
れ

る
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

を
作

っ
て

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
？

竹
虎

の
架

け
替

え
が

で
き

る
リ

フ
ト

を
使

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
天

上
の

低
い

部
分

が
あ

り
、

架
け

替
え

の
際

、
足

先
が

擦
れ

て
し

ま
い

爪
が

あ
た

っ
て

剥
が

れ
そ

う
な

危
険

が
あ

り
ま

す
。

住
宅

事
情

を
気

に
す

る
こ

と
な

く
架

け
替

え
が

出
来

る
リ

フ
ト

を
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。

４
３

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
(商

品
企

画
開

発
)

視
覚

障
害

者
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
視

覚
障

害
者

用
ま

す
ま

す
進

化
す

る
携

帯
電

話
の

機
能

を
白

杖
に

応
用

で
き

な
い

か
と

考
え

ま
し

た
。

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

す
。

白
杖

自
体

を
パ

ソ
コ

ン
と

考
え

、
杖

の
握

り
手

部
分

を
マ

ウ
ス

の
形

状
と

し
機

能
を

付
け

、
杖

を
地

面
に

当
て

左
ク

リ
ッ

ク
す

れ
ば

、
足

元
の

地
面

に
２

６
イ

ン
チ

の
仮

想
モ

ニ
タ

ー
を

表
出

さ
せ

、
視

覚
障

害
者

は
、

杖
か

ら
の

触
覚

に
て

位
置

情
報

な
ど

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

例
え

ば
最

も
初

歩
的

な
情

報
と

し
て

、
「

方
角

」
を

情
報

提
供

し
ま

す
。

仮
想

モ
ニ

タ
ー

上
に

、
線

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
、

こ
の

方
角

が
南

北
を

表
し

ま
す

。
そ

し
て

北
側

に
は

点
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

視
覚

障
害

者
は

、
方

向
感

を
失

う
こ

と
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

（
勿

論
、

北
を

示
す

矢
印

↑
で

も
よ

い
の

で
す

が
）

更
に

発
展

さ
せ

、
仮

想
モ

ニ
タ

ー
上

に
、

触
地

図
を

表
出

さ
せ

た
り

、
あ

る
い

は
検

索
機

能
を

付
け

、
「

駅
」

と
点

字
入

力
・

検
索

す
れ

ば
最

寄
り

の
駅

の
改

札
口

の
位

置
が

表
示

さ
れ

、
こ

れ
を

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、

杖
を

通
し

て
知

覚
で

き
る

仮
想

の
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

表
出

さ
れ

、
視

覚
障

害
者

を
改

札
口

ま
で

誘
導

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

「
ト

イ
レ

」
と

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

、
周

辺
の

コ
ン

ビ
ニ

や
公

共
施

設
な

ど
の

ト
イ

レ
の

位
置

を
仮

想
モ

ニ
タ

ー
に

表
出

さ
せ

、
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
目

的
地

と
し

て
誘

導
す

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

そ
し

て
「

お
帰

り
」

機
能

で
す

。
５

年
前

に
買

っ
た

カ
ー

ナ
ビ

に
も

付
い

て
い

る
機

能
で

す
。

こ
れ

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
女

性
の

声
で

「
自

宅
に

戻
り

ま
す

。
所

要
時

間
は

約
３

０
分

で
す

。
途

中
、

信
号

機
の

あ
る

交
差

点
を

２
ヶ

所
渡

り
ま

す
。

」
と

い
う

音
声

が
流

れ
ま

す
。

次
の

瞬
間

、
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

足
元

に
現

れ
ま

す
。

そ
し

て
「

自
宅

に
到

着
で

す
。

お
疲

れ
様

で
し

た
。

」
　

カ
ー

ナ
ビ

に
は

、
当

た
り

前
に

つ
い

て
い

る
機

能
で

す
。

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

は
、

視
覚

障
害

者
に

と
っ

て
は

非
常

に
大

切
な

も
の

で
す

が
、

一
方

、
車

椅
子

の
方

に
は

負
担

と
な

り
高

齢
者

に
と

っ
て

は
躓

く
危

険
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
美

観
の

問
題

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
杖

か
ら

の
触

覚
で

知
覚

で
き

る
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
で

、
こ

れ
等

の
問

題
の

全
て

が
解

決
で

す
。

こ
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

電
話

も
メ

ー
ル

も
何

で
も

で
き

ま
す

。
視

覚
障

害
者

と
は

点
字

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。

晴
眼

者
と

は
自

動
変

換
機

能
（

点
字

⇔
文

字
）

で
メ

ー
ル

の
送

受
信

で
す

。
勿

論
、

添
付

フ
ァ

イ
ル

も
Ｏ

Ｋ
で

す
。

こ
れ

ら
の

機
能

は
、

既
に

利
用

さ
れ

て
い

る
技

術
の

応
用

・
組

み
合

わ
せ

で
実

現
で

き
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

４
３

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

黄
色

い
誘

導
用

ブ
ロ

ッ
ク

視
覚

障
害

者
用

ブ
ロ

ッ
ク

は
道

路
や

駅
な

ど
で

多
く

見
ら

れ
ま

す
が

、
白

杖
を

使
っ

て
つ

た
い

歩
き

は
し

ま
す

が
、

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

は
と

て
も

歩
き

に
く

い
で

す
。

と
く

に
ヒ

ー
ル

で
は

歩
け

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
視

覚
障

害
者

の
移

動
補

助
は

Ｇ
Ｐ

Ｓ
な

ど
か

ら
位

置
情

報
を

端
末

に
受

信
し

、
そ

の
端

末
を

持
っ

て
移

動
す

る
よ

う
に

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

視
覚

障
害

者
の

た
め

と
は

い
え

、
ほ

か
の

人
た

ち
の

迷
惑

な
ら

な
い

よ
う

な
設

備
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。

４
３

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

障
害

者
団

体
聴

覚
障

害
者

の
た

め
の

、
火

災
時

伝
達

機
能

聴
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

者
が

火
災

時
、

部
屋

な
ど

で
、

火
災

を
認

知
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
助

か
る

。
光

に
よ

っ
て

火
災

を
知

ら
せ

る
も

の
や

、
に

お
い

に
よ

っ
て

知
ら

せ
る

も
の

が
あ

る
が

、
光

は
遮

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、

に
お

い
は

遠
い

と
届

か
な

い
こ

と
が

あ
る

の
で

、
他

の
方

法
で

伝
達

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
あ

る
と

よ
い

。

４
３

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
(ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
団

体
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

大
声

消
火

器
肢

体
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

用
聴

覚
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用

施
設

な
ど

の
火

災
に

は
多

く
の

犠
牲

者
を

生
む

こ
と

が
事

例
か

ら
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
ま

ず
、

小
さ

な
炎

を
消

火
す

る
た

め
に

必
要

な
の

が
消

火
器

で
す

。
し

か
し

現
状

で
は

一
般

的
な

普
及

さ
れ

て
い

る
タ

イ
プ

は
粉

末
式

の
１

０
型

消
火

器
で

す
が

、
障

が
い

を
持

っ
て

い
る

方
は

も
ち

ろ
ん

高
齢

者
に

も
非

常
に

扱
い

に
く

い
物

で
す

。
ま

し
て

や
そ

の
時

に
”

火
事

だ
～

火
を

消
せ

”
な

ど
と

大
声

を
上

げ
る

事
は

健
常

者
で

も
な

か
な

か
で

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
消

火
器

の
底

面
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

を
付

け
、

倒
さ

れ
た

ら
大

音
響

で
”

火
災

で
す

、
火

災
で

す
”

な
ど

の
声

が
自

動
的

に
出

る
と

共
に

フ
ラ

ッ
シ

ュ
ラ

イ
ト

が
点

滅
す

る
も

の
で

す
。

既
存

の
消

火
器

に
容

易
に

取
り

付
け

ら
れ

、
消

防
法

に
抵

触
し

な
い

物
と

し
ま

す
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

的
に

薬
剤

を
噴

射
で

き
る

か
否

か
は

別
に

考
え

ま
す

。

４
３

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
("

")
聴

覚
障

害
者

緊
急

警
報

シ
ス

テ
ム

聴
覚

障
害

者
用

聴
覚

障
害

の
家

庭
内

で
使

用
さ

れ
て

る
火

災
警

報
、

電
話

呼
び

出
し

音
、

玄
関

チ
ャ

イ
ム

音
等

に
直

接
に

後
つ

け
の

音
感

セ
ン

サ
ー

を
取

り
付

け
、

聴
覚

障
害

者
の

手
元

に
最

大
５

種
類

の
文

字
盤

に
火

災
、

電
話

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
光

シ
グ

ナ
ル

を
送

れ
ば

日
常

生
活

を
安

全
、

快
適

に
過

ご
せ

る
と

思
い

ま
す

。
シ

ス
テ

ム
開

発
に

関
し

て
難

問
は

無
い

と
思

い
ま

す
の

で
安

価
提

供
で

き
ま

す
。

さ
ら

に
研

究
を

必
要

な
部

分
も

有
り

ま
す

が

90



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
４

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
("

")
魔

法
の

杖
、

魔
法

の
絨

緞
肢

体
障

害
者

用
視

覚
障

害
者

用
表

題
の

「
魔

法
」

の
意

味
す

る
と

こ
ろ

は
、

最
近

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

と
呼

ば
れ

る
高

性
能

な
携

帯
端

末
が

具
現

化
し

つ
つ

あ
る

一
群

の
新

規
な

機
能

を
指

し
て

い
ま

す
。

G
P

S
測

置
シ

ス
テ

ム
、

加
速

度
セ

ン
サ

、
方

位
セ

ン
サ

、
高

密
度

な
実

装
技

術
、

自
由

度
の

高
い

入
出

力
デ

バ
イ

ス
と

多
く

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ソ

フ
ト

の
組

合
せ

が
こ

れ
ま

で
で

は
想

像
で

き
な

か
っ

た
様

相
の

機
能

や
サ

ー
ビ

ス
を

現
実

の
も

の
と

し
て

い
ま

す
。

更
に

そ
の

可
能

性
が

急
速

に
広

が
っ

て
行

く
こ

と
は

確
実

で
し

ょ
う

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
可

能
に

し
て

い
る

技
術

群
を

「
魔

法
」

と
呼

ん
で

し
ま

っ
て

も
許

さ
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
私

た
ち

は
生

活
に

不
便

を
感

じ
る

人
を

援
護

す
る

技
術

と
し

て
一

連
の

技
術

を
筋

道
を

立
て

て
応

用
し

、
実

用
化

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
「

魔
法

の
杖

」
と

は
、

視
覚

障
害

者
の

移
動

支
援

に
こ

の
新

技
術

群
を

応
用

援
用

し
た

新
規

の
シ

ス
テ

ム
を

指
し

、
「

魔
法

の
絨

毯
」

は
歩

行
障

害
者

の
移

動
支

援
に

応
用

援
用

す
る

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

る
の

で
す

。
魔

法
の

杖
と

は
、

現
行

の
視

覚
障

害
者

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

は
、

A
地

点
か

ら
B

地
点

へ
の

物
理

的
移

動
を

安
全

に
ス

ム
ー

ズ
に

確
保

す
る

か
が

重
視

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

新
世

代
の

支
援

シ
ス

テ
ム

で
は

こ
の

基
本

機
能

を
向

上
さ

せ
る

と
同

時
に

歩
行

を
楽

し
み

移
動

中
の

街
を

楽
し

む
と

い
っ

た
レ

ベ
ル

ま
で

を
可

能
に

す
る

Q
O

L
 (

Q
u

a
lit

y 
o
f 

L
if
e
)向

上
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
「

魔
法

の
杖

」
実

現
を

目
指

す
べ

き
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

視
覚

障
害

者
の

眼
前

に
広

が
る

実
空

間
情

報
（

一
覧

情
報

）
を

セ
ン

シ
ン

グ
す

る
に

は
、

各
種

の
セ

ン
サ

ー
に

よ
る

現
場

の
把

握
、

G
P

S
と

マ
ッ

プ
デ

ー
タ

の
照

合
、

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
街

中
に

設
置

さ
れ

た
機

器
類

と
の

通
信

な
ど

を
総

合
的

に
利

用
す

れ
ば

多
く

の
可

能
性

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

そ
の

上
で

重
要

に
な

る
の

が
、

障
害

者
の

適
切

な
判

断
と

行
動

を
可

能
に

す
る

有
用

情
報

の
抽

出
ノ

ウ
ハ

ウ
、

そ
れ

を
利

用
者

に
適

切
に

伝
え

る
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
技

術
の

確
立

で
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

最
初

に
視

覚
障

害
者

の
方

達
の

イ
ン

タ
ヴ

ュ
ー

／
行

動
観

察
な

ど
か

ら
移

動
時

の
空

間
認

識
の

仕
方

、
有

用
な

誘
導

情
報

の
把

握
、

実
用

的
な

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

の
要

求
仕

様
の

整
理

を
行

な
う

こ
と

が
必

要
で

し
ょ

う
。

こ
れ

ら
の

知
見

を
踏

ま
え

て
、

音
声

(合
成

)ガ
イ

ド
や

音
響

ガ
イ

ド
の

応
用

開
発

、
G

U
Iタ

ッ
チ

式
入

力
の

フ
ォ

ー
ス

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
化

技
術

や
モ

ー
シ

ョ
ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
音

声
認

識
技

術
な

ど
の

応
用

開
発

、
ハ

ー
ド

プ
ロ

ダ
ク

ト
と

し
て

統
合

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
、

音
声

ガ
イ

ド
の

コ
ン

テ
ン

ツ
レ

ベ
ル

ま
で

様
々

な
フ

ェ
ー

ズ
で

の
研

究
開

発
の

必
要

性
が

予
測

さ
れ

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

多
く

の
工

程
が

必
要

に
な

る
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
不

便
さ

を
感

じ
る

方
々

の
移

動
に

関
連

す
る

Q
O

L
を

目
的

に
す

る
と

い
う

高
い

意
識

を
共

有
し

、
顕

在
化

し
て

い
る

技
術

を
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

す
れ

ば
「

魔
法

」
は

「
現

実
」

に
な

る
と

信
じ

て
い

ま
す

。
現

行
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
用

に
開

発
さ

れ
た

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
実

用
化

で
き

る
レ

ベ
ル

、
「

魔
法

の
杖

」
専

用
機

と
し

て
の

 ハ
ー

ド
を

作
り

込
ん

で
よ

り
使

い
や

す
く

な
っ

た
段

階
、

更
に

改
良

が
進

み
イ

ン
フ

ラ
と

の
連

携
も

稠
密

と
な

り
ユ

ビ
キ

タ
ス

な
様

相
を

実
現

化
し

た
レ

ベ
ル

な
ど

あ
る

段
階

で
実

用
に

耐
え

う
る

よ
う

に
な

れ
ば

実
社

会
に

出
し

て
行

き
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
の

で
し

ょ
う

。
最

後
に

も
う

一
つ

気
に

な
っ

て
い

る
の

が
盲

導
犬

の
存

在
で

す
。

こ
こ

に
は

最
小

限
の

指
示

で
思

い
通

り
の

結
果

を
得

る
「

調
教

」
の

仕
組

み
、

長
年

の
付

き
合

い
の

中
か

ら
双

方
が

馴
染

ん
で

行
く

「
学

習
」

の
仕

組
み

、
指

示
の

結
果

に
危

険
が

伴
う

場
合

の
非

服
従

な
ど

「
先

回
り

」
の

構
造

な
ど

考
察

に
値

す
る

関
係

性
が

観
ら

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
を

シ
ス

テ
ム

に
取

込
め

れ
ば

使
用

者
と

シ
ス

テ
ム

の
間

に
「

信
頼

」
と

言
う

べ
き

関
係

が
築

け
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

「
魔

法
の

杖
」

は
杖

の
形

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

一
体

ど
ん

な
も

の
な

る
の

で
し

ょ
う

。
 一

緒
に

考
え

ま
せ

ん
か

。

４
４

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

障
害

者
団

体
肘

で
使

用
で

き
る

ペ
ー

ジ
め

く
り

機
肢

体
障

害
者

用
手

足
が

不
自

由
で

す
が

、
唯

一
肘

が
使

用
可

能
で

肘
で

ほ
ん

の
ペ

ー
ジ

が
め

く
れ

る
器

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

現
在

絵
本

程
度

の
厚

さ
の

本
で

し
た

ら
め

く
れ

ま
す

が
、

肘
で

め
く

る
に

は
限

度
が

あ
り

ま
す

。

４
４

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
G

P
S

を
利

用
し

た
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

視
覚

障
害

者
用

盲
導

犬
と

生
活

し
て

い
る

が
、

私
が

知
っ

て
い

る
道

し
か

通
れ

な
い

。
目

的
の

場
所

ま
で

自
立

歩
行

し
た

い
。

４
４

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

ー
ゲ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

視
覚

障
害

者
用

全
盲

だ
が

自
分

の
力

で
歩

け
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

日
常

生
活

で
は

そ
れ

な
り

に
工

夫
し

て
生

活
し

て
い

る
。

安
全

な
移

動
を

補
助

し
て

く
れ

る
機

器
を

望
み

ま
す

。

４
４

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

用
の

ナ
ビ

シ
ス

テ
ム

視
覚

障
害

者
用

自
分

の
居

場
所

が
分

か
ら

な
く

な
る

こ
と

が
あ

る
。

居
場

所
を

把
握

し
、

次
の

目
的

ま
で

案
内

し
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

。
ま

た
駐

車
中

の
自

動
車

や
自

転
車

、
突

然
の

看
板

な
ど

に
ぶ

つ
か

る
こ

と
が

よ
く

あ
り

、
そ

れ
ら

を
事

前
に

感
知

し
知

ら
せ

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
よ

い
。

４
４

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

害
者

用
の

外
出

支
援

機
器

視
覚

障
害

者
用

家
の

中
の

こ
と

は
大

抵
ひ

と
り

で
で

き
る

の
で

す
が

、
外

出
す

る
際

に
は

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
で

も
自

由
に

目
的

地
ま

で
行

け
る

機
器

が
あ

る
と

と
て

も
便

利
で

す
。

４
４

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

障
害

者
団

体
日

常
生

活
用

具
視

覚
障

害
者

用
既

に
開

発
さ

れ
、

日
常

使
用

し
て

い
る

、
例

え
ば

音
声

秤
や

音
声

電
磁

調
理

器
等

が
品

切
れ

と
な

り
、

メ
ー

カ
ー

で
生

産
打

ち
切

り
に

な
り

困
っ

て
い

る
。

何
か

い
い

方
法

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
か

？

４
４

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
多

機
能

音
声

ガ
イ

ド
付

き
湯

沸
か

し
器

視
覚

障
害

者
用

お
風

呂
の

湯
沸

か
し

器
で

、
湯

を
沸

か
し

始
め

る
時

と
、

湧
き

あ
が

っ
た

と
き

に
は

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

が
、

温
度

を
調

節
す

る
際

に
ボ

タ
ン

で
操

作
し

た
り

、
室

温
を

知
り

た
い

時
に

も
あ

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

と
も

っ
と

分
か

り
や

す
い

。

４
４

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
Ｉ

Ｈ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ
ー

タ
ー

の
機

能
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
Ｉ

Ｈ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

、
例

え
ば

、
揚

げ
物

を
し

た
い

時
に

何
分

揚
げ

れ
ば

よ
い

の
か

分
か

る
よ

う
に

音
声

案
内

し
て

く
れ

た
り

、
あ

る
程

度
の

温
度

に
な

っ
た

ら
音

声
で

案
内

し
て

く
れ

る
機

能
が

あ
る

と
料

理
し

や
す

い
。

４
４

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
個

人
用

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
機

器
視

覚
障

害
者

用
車

の
カ

ー
ナ

ビ
と

同
じ

機
能

の
も

の
を

、
携

帯
し

て
持

ち
歩

け
る

よ
う

な
端

末
機

が
あ

る
と

便
利

（
歩

行
者

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

）
家

に
い

る
時

に
目

的
地

を
セ

ッ
ト

で
き

、
音

声
案

内
で

目
的

地
ま

で
誘

導
し

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
５

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
携

帯
ナ

ビ
装

置
視

覚
障

害
者

用
携

帯
で

き
る

小
型

の
端

末
機

を
持

ち
歩

く
こ

と
で

、
家

ま
で

の
ル

ー
ト

案
内

や
、

真
直

ぐ
歩

行
で

き
て

い
る

か
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

器
が

あ
る

と
助

か
る

。
道

を
歩

く
時

に
ぶ

つ
か

っ
た

り
、

ち
ゃ

ん
と

家
に

帰
れ

る
か

毎
回

不
安

に
な

る
の

で
ぜ

ひ
開

発
し

て
欲

し
い

。

４
５

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
長

い
杖

肢
体

障
害

者
用

多
く

使
わ

れ
て

い
る

杖
は

、
腰

あ
た

り
ま

で
の

Ｔ
字

杖
で

す
が

、
こ

れ
で

は
下

り
坂

で
不

安
定

に
な

っ
た

り
、

杖
を

つ
く

位
置

に
よ

っ
て

歩
行

が
不

安
定

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

介
護

用
品

と
し

て
、

頭
ぐ

ら
い

の
長

さ
の

杖
に

、
握

り
や

す
い

よ
う

デ
コ

ボ
コ

の
グ

リ
ッ

プ
を

つ
け

、
握

る
位

置
を

か
え

ら
れ

る
杖

を
提

案
い

た
し

ま
す

。
杖

を
長

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
杖

を
両

手
で

つ
か

む
こ

と
も

で
き

ま
す

し
、

立
ち

上
が

り
の

補
助

に
も

役
に

立
つ

と
思

い
ま

す
。

４
５

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
("

")
対

象
物

ま
で

の
距

離
測

定
機

視
覚

障
害

者
用

デ
ジ

カ
メ

な
ど

の
ピ

ン
ト

合
わ

せ
機

能
を

使
い

、
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

る
と

向
け

た
方

向
に

対
象

物
が

あ
れ

ば
そ

こ
ま

で
の

距
離

を
イ

ヤ
ホ

ン
で

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
。

使
用

例
　

電
車

の
席

に
座

り
た

い
け

ど
前

に
人

が
座

っ
て

い
る

か
わ

か
ら

な
い

時
な

ど
。

ス
テ

ッ
キ

で
足

を
確

認
す

る
の

も
失

礼
に

な
る

。
　

道
路

の
変

形
交

差
点

な
ど

で
ど

ち
ら

に
道

が
通

っ
て

い
る

か
確

認
す

る
な

ど

４
５

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
視

覚
障

碍
者

の
歩

行
支

援
機

器
に

つ
い

て
視

覚
障

害
者

用
携

帯
ラ

ジ
オ

サ
イ

ズ
で

歩
行

支
援

ナ
ビ

で
、

次
の

よ
う

な
機

能
を

備
え

た
も

の
を

希
望

し
ま

す
。

Ｇ
Ｐ

Ｓ
の

瀬
能

工
場

に
よ

り
き

め
細

か
い

支
援

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

提
案

し
ま

す
。

１
．

道
路

情
報

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

、
た

と
え

ば
一

方
通

行
、

歩
道

の
有

無
交

差
点

の
接

近
、

２
．

車
の

接
近

。
た

と
え

ば
、

前
か

ら
車

が
接

近
、

交
差

点
で

右
か

ら
車

が
接

近
な

ど
。

３
．

目
的

地
の

設
定

。
た

と
え

ば
住

所
や

電
話

番
号

で
の

一
特

定
だ

け
で

な
く

、
具

体
的

に
ど

こ
そ

こ
の

建
物

の
玄

関
ポ

イ
ン

ト
を

現
地

で
記

憶
さ

せ
る

と
次

回
か

ら
正

確
に

誘
導

し
て

く
れ

る
。

４
．

そ
の

た
。

た
と

え
ば

、
道

路
を

歩
い

て
い

る
と

き
、

知
ら

な
い

う
ち

に
道

路
の

中
央

に
出

て
し

ま
っ

て
い

た
ら

注
意

を
促

し
て

く
れ

る
。

歩
行

先
に

自
転

車
や

障
害

物
が

あ
れ

ば
知

ら
せ

て
く

れ
る

。
５

．
生

活
用

具
と

し
て

助
成

制
度

の
対

象
と

な
る

よ
う

働
き

か
け

る
。

以
上

で
す

。

４
５

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
音

声
婦

人
体

温
計

視
覚

障
害

者
用

全
盲

で
も

使
え

る
、

音
声

読
み

上
げ

機
能

の
つ

い
た

も
の

。
検

温
結

果
が

数
か

月
も

保
存

で
き

確
認

で
き

る
な

ど
、

現
在

一
般

に
売

ら
れ

て
い

る
も

の
と

同
様

の
機

能
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

４
５

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
音

声
調

理
用

秤
視

覚
障

害
者

用
調

理
用

の
秤

で
、

目
が

見
え

な
く

て
も

使
え

る
、

音
声

で
計

っ
た

も
の

の
重

さ
を

読
み

上
げ

る
も

の
。

４
５

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
音

声
機

能
付

き
電

卓
視

覚
障

害
者

用
台

湾
製

に
あ

る
よ

う
で

す
け

ど
。

日
本

製
の

音
声

の
電

卓
が

ほ
し

い
で

す
。

４
５

７
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
昇

降
付

き
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

ー
肢

体
障

害
者

用
入

浴
の

際
に

浴
槽

内
に

入
る

時
に

　
浴

槽
が

高
い

（
ア

パ
ー

ト
の

よ
う

に
据

え
置

き
タ

イ
プ

）
や

逆
に

低
い

時
が

あ
り

ま
す

。
バ

ス
ボ

ー
ド

は
浴

槽
の

幅
が

狭
い

時
や

　
場

合
に

よ
り

浴
槽

に
つ

か
る

と
き

に
は

使
用

が
で

き
な

か
っ

た
り

　
邪

魔
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

　
浴

槽
が

低
い

時
は

す
わ

る
こ

と
も

困
難

な
と

き
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

　
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

ー
の

高
さ

が
、

理
容

室
の

椅
子

の
よ

う
に

　
（

介
助

者
は

ス
テ

ッ
プ

を
踏

む
）

昇
降

が
自

由
に

で
き

れ
ば

　
入

り
や

す
い

の
で

は
考

え
る

４
５

８
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

中
間

サ
イ

ズ
の

浴
槽

に
つ

い
て

…
。

そ
の

他
(人

工
呼

吸
器

を
着

用
)

こ
ん

に
ち

は
。

私
の

子
供

は
、

バ
ク

バ
ク

っ
子

（
人

工
呼

吸
器

を
つ

け
た

子
供

）
１

１
才

に
な

り
ま

す
。

ま
だ

、
小

さ
い

と
き

は
写

真
の

浴
槽

で
も

プ
カ

プ
カ

浮
く

位
で

し
た

が
、

最
近

は
体

も
大

き
く

な
っ

て
き

た
し

、
骨

粗
鬆

症
と

も
言

わ
れ

、
浴

槽
が

一
回

り
位

大
き

い
の

が
欲

し
い

と
思

い
、

色
々

問
い

合
わ

せ
（

大
手

メ
ー

カ
ー

や
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

）
ま

し
た

が
、

１
個

だ
け

で
は

高
額

に
な

る
と

か
、

こ
の

先
検

討
も

難
し

い
と

か
で

、
な

か
な

か
ベ

ス
ト

サ
イ

ズ
が

あ
り

ま
せ

ん
。

長
さ

１
メ

ー
ト

ル
位

の
物

は
代

用
で

き
た

り
、

１
メ

ー
ト

ル
４

０
セ

ン
チ

過
ぎ

る
と

大
人

サ
イ

ズ
で

使
用

で
き

ま
す

が
、

１
２

０
～

１
３

０
セ

ン
チ

ま
で

の
サ

イ
ズ

と
な

る
と

 な
か

な
か

代
用

も
難

し
く

、
今

後
も

私
の

よ
う

に
我

が
子

に
ゆ

っ
く

り
つ

か
ら

せ
て

や
り

た
い

！
と

思
う

親
御

さ
ん

は
お

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。
在

宅
で

暮
ら

す
子

供
さ

ん
も

増
え

て
き

て
い

る
の

で
、

ぜ
ひ

中
旬

サ
イ

ズ
の

浴
槽

を
お

考
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

…
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

４
５

９
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
マ

イ
ス

プ
ー

ン
食

事
介

助
ロ

ボ
ッ

ト
肢

体
障

害
者

用
マ

イ
ス

プ
ー

ン
に

セ
ッ

ト
す

る
器

は
、

指
定

さ
れ

た
も

の
し

か
使

用
で

き
な

い
た

め
、

色
々

な
器

が
使

用
で

き
る

と
よ

い
。

ま
た

、
豆

腐
の

様
な

柔
ら

か
い

食
べ

物
や

味
噌

汁
の

よ
う

な
汁

物
が

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

工
夫

し
て

も
ら

い
た

い
。

４
６

０
H

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
立

ち
上

が
り

ア
シ

ス
ト

付
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
肢

体
障

害
者

用
そ

の
他

立
ち

上
が

る
際

に
便

座
が

昇
降

す
る

シ
ス

テ
ム

。
電

動
で

は
な

い
も

の
で

で
き

る
と

い
い

で
す

。

４
６

１
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
振

戦
が

あ
る

方
の

支
援

用
具

肢
体

障
害

者
用

振
戦

が
あ

る
方

は
、

洋
服

の
脱

着
が

困
難

で
あ

る
た

め
、

器
具

を
使

用
し

て
、

服
の

脱
着

時
、

ボ
タ

ン
の

留
め

外
し

字
、

服
の

袖
上

げ
等

が
容

易
に

行
え

る
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。

４
６

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
上

肢
機

能
の

補
助

具
肢

体
障

害
者

用
上

肢
の

機
能

が
低

下
し

た
方

が
、

顔
を

掻
い

た
り

、
食

事
を

口
に

運
ぶ

た
め

に
、

腕
を

支
え

る
た

め
の

機
器

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。

４
６

３
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

医
療

専
門

職
ト

イ
レ

場
面

で
の

機
器

や
洋

服
に

つ
い

て
肢

体
障

害
者

用
筋

力
の

弱
っ

た
ご

本
人

や
現

場
で

ト
イ

レ
の

場
面

で
課

題
に

挙
が

る
こ

と
は

、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

が
ち

ぎ
れ

な
い

こ
と

と
、

ズ
ボ

ン
の

上
げ

下
ろ

し
が

で
き

な
い

こ
と

で
す

。
そ

れ
を

解
消

で
き

る
よ

う
な

機
器

が
あ

れ
ば

、
ト

イ
レ

で
の

動
作

が
大

幅
に

楽
に

な
り

ま
す

。
ズ

ボ
ン

を
履

き
や

す
い

も
の

に
変

え
る

方
法

も
あ

り
ま

す
が

、
障

害
者

や
高

齢
者

用
の

ズ
ボ

ン
は

デ
ザ

イ
ン

が
暗

い
も

の
が

多
い

た
め

、
ご

本
人

は
敬

遠
し

が
ち

に
な

り
ま

す
。

洋
服

の
デ

ザ
イ

ン
性

の
向

上
を

利
便

性
と

併
せ

て
検

討
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

92



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
６

４
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
("

")
浴

槽
内

座
位

保
持

装
置

肢
体

障
害

者
用

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

使
用

不
能

な
環

境
で

あ
っ

た
り

、
介

助
歩

行
は

可
能

で
あ

る
が

、
水

中
で

の
座

位
保

持
が

困
難

な
方

の
た

め
の

座
位

保
持

用
補

助
具

。

４
６

５
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
け

い
た

い
お

ふ
ろ

肢
体

障
害

者
用

浴
槽

に
入

れ
な

い
障

害
者

の
た

め
に

、
携

帯
プ

ー
ル

の
よ

う
な

も
の

に
水

（
お

湯
）

を
た

め
て

、
浴

槽
に

入
ら

な
く

て
も

入
浴

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

バ
ス

チ
ェ

ア
ー

ご
と

そ
の

中
に

入
り

、
枠

を
持

ち
上

げ
て

固
定

し
、

そ
の

中
に

お
湯

を
た

め
る

仕
組

み
に

す
る

。

４
６

６
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
昇

降
機

能
付

き
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
肢

体
障

害
者

用
従

来
の

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

は
椅

子
型

で
あ

り
、

既
存

の
風

呂
（

施
設

の
ス

ロ
ー

プ
付

き
）

に
入

っ
て

も
足

し
か

つ
け

ら
れ

ず
、

結
局

不
安

定
な

状
態

で
湯

舟
に

お
り

て
も

ら
っ

て
い

る
。

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

に
昇

降
機

能
が

あ
れ

ば
、

安
全

に
浴

室
内

の
移

動
・

湯
舟

に
入

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

既
存

の
施

設
や

温
泉

施
設

な
ど

で
施

設
の

改
築

等
せ

ず
に

済
む

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

４
６

７
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
お

し
ゃ

れ
な

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
肢

体
障

害
者

用
普

通
の

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
は

い
か

に
も

障
害

者
用

と
い

わ
ん

ば
か

り
の

デ
ザ

イ
ン

で
あ

る
。

お
し

ゃ
れ

で
普

通
に

か
ぶ

れ
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
が

あ
れ

ば
、

周
り

の
目

も
気

に
な

ら
ず

、
本

人
も

楽
し

く
か

ぶ
れ

そ
う

。

４
６

８
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

そ
の

他
("

")
そ

の
人

そ
の

人
に

合
う

、
食

べ
や

す
い

食
器

そ
の

他
(障

害
児

用
)

食
事

の
観

察
を

し
て

い
る

と
、

そ
れ

ぞ
れ

食
べ

こ
ぼ

し
が

目
立

ち
ま

す
。

そ
の

た
め

、
こ

ど
も

た
ち

が
快

く
摂

取
で

き
る

器
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

４
６

９
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
洗

身
椅

子
肢

体
障

害
者

用
現

在
あ

る
洗

身
時

に
使

用
す

る
椅

子
に

つ
い

て
、

洗
身

後
、

浴
槽

へ
移

動
の

際
、

風
呂

場
で

の
転

倒
が

考
え

ら
れ

る
た

め
、

椅
子

に
ロ

ー
ラ

ー
タ

イ
ヤ

の
よ

う
な

も
の

を
つ

け
、

洗
身

後
、

椅
子

か
ら

立
つ

こ
と

な
く

浴
槽

へ
移

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
洗

身
中

等
は

ロ
ー

ラ
ー

が
動

か
な

い
よ

う
に

固
定

す
る

よ
う

に
す

る
。

４
７

０
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
人

に
近

づ
く

シ
ャ

ワ
ー

肢
体

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
 そ

の
他

入
浴

時
、

シ
ャ

ワ
ー

に
人

が
近

づ
く

の
で

は
な

く
、

シ
ャ

ワ
ー

の
ヘ

ッ
ド

部
分

が
伸

び
た

り
ヘ

ッ
ド

の
向

き
が

変
わ

っ
て

シ
ャ

ワ
ー

を
人

に
合

わ
せ

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

椅
子

に
取

付
ら

れ
る

付
属

品
で

、
人

に
シ

ャ
ワ

ー
を

近
づ

け
て

使
え

る
よ

う
に

す
る

。

４
７

１
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

福
祉

専
門

職
洗

え
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
そ

の
他

(知
的

障
害

者
用

)
今

使
用

し
て

い
る

ヘ
ッ

ド
ギ

ア
は

洗
え

な
い

素
材

の
も

の
が

多
い

の
で

、
洗

え
る

素
材

で
作

成
し

て
ほ

し
い

。

４
７

２
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

前
傾

姿
勢

矯
正

ギ
ブ

ス
肢

体
障

害
者

用
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 そ

の
他

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
は

、
少

し
ず

つ
、

前
傾

姿
勢

に
な

っ
て

い
き

、
歩

行
困

難
、

か
ら

、
寝

た
き

り
、

と
、

最
悪

の
結

果
に

陥
い

り
ま

す
。

そ
れ

を
く

い
と

め
る

こ
と

が
、

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

、
介

護
を

減
ら

す
こ

と
が

出
来

る
、

唯
一

の
手

段
で

す
。

補
助

器
具

に
こ

れ
を

ぜ
ひ

も
と

め
た

い
の

で
す

。
リ

ハ
ビ

リ
に

週
一

程
度

の
３

０
分

程
ぐ

ら
い

か
け

る
程

度
の

消
極

的
な

対
策

で
は

お
い

つ
き

ま
せ

ん
。

日
常

、
姿

勢
を

自
動

的
に

補
正

し
て

く
れ

る
見

掛
け

も
軽

く
コ

ン
パ

ク
ト

な
ギ

ブ
ス

の
よ

う
な

も
の

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

姿
勢

が
美

し
け

れ
ば

、
少

し
で

も
人

間
の

尊
厳

を
感

じ
ら

れ
る

上
に

、
姿

勢
の

矯
正

が
日

常
で

で
き

た
ら

希
望

の
光

が
見

え
て

き
そ

う
で

、
開

発
お

願
い

し
ま

す
。

ロ
ボ

ッ
ト

ス
ー

ツ
の

ハ
ル

　
の

よ
う

に
お

ね
が

い
し

ま
す

。

４
７

３
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

肢
体

障
害

者
用

そ
の

他
(片

麻
痺

患
者

用
)

浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
　

し
っ

か
り

と
固

定
で

き
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

で
、

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
き

る
品

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
ブ

リ
ッ

ジ
に

掛
け

る
ボ

ー
ド

の
素

材
は

、
市

販
品

の
木

製
で

は
な

く
、

バ
ス

ボ
ー

ド
に

使
用

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

滑
り

止
め

加
工

の
物

で
、

厚
み

も
2

セ
ン

チ
程

の
薄

く
て

頑
丈

な
物

。
ボ

ー
ド

は
取

り
外

し
が

出
来

た
ら

尚
良

く
、

利
用

者
が

介
助

無
し

で
も

使
用

で
き

る
よ

う
に

安
定

感
が

あ
る

と
有

難
い

で
す

。
現

在
市

販
さ

れ
て

い
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

は
高

さ
3

5
セ

ン
チ

～
対

応
と

の
こ

と
で

、
高

さ
3

5
セ

ン
チ

以
下

に
関

し
て

は
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

は
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

。
高

さ
2

8
セ

ン
チ

の
我

が
家

の
浴

室
状

況
で

は
不

向
き

で
、

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
し

て
く

だ
さ

る
製

作
所

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
埼

玉
県

在
住

な
の

で
見

積
も

り
訪

問
で

き
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

４
７

４
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

バ
ス

ボ
ー

ド
肢

体
障

害
者

用
座

位
が

不
安

定
な

方
が

、
浴

槽
に

入
る

に
あ

た
り

、
電

動
も

し
く

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

の
方

法
で

座
面

が
上

下
す

る
も

の
が

あ
れ

ば
良

い
の

で
す

が
。

在
宅

で
介

助
者

が
楽

に
介

助
出

来
ま

す
様

に
。

４
７

５
H

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
の

家
族

隙
間

の
出

来
な

い
自

立
支

援
バ

ス
ボ

ー
ド

肢
体

障
害

者
用

傾
斜

の
あ

る
バ

ス
タ

ブ
で

困
っ

て
い

る
方

や
腰

掛
け

る
場

所
の

必
要

の
あ

る
方

の
為

に
、

介
護

用
品

の
隙

間
の

出
来

て
し

ま
う

バ
ス

ボ
ー

ド
で

は
な

く
、

よ
り

薄
く

頑
丈

で
取

り
外

し
も

出
来

る
風

呂
フ

タ
タ

イ
プ

の
バ

ス
ボ

ー
ド

を
　

後
付

け
タ

イ
プ

と
し

て
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。
ど

ん
な

タ
イ

プ
の

バ
ス

タ
ブ

に
も

後
付

け
で

き
、

掃
除

も
し

や
す

い
よ

う
に

取
り

外
し

が
可

能
で

、
お

し
ゃ

れ
な

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
も

の
が

あ
れ

ば
、

普
段

介
護

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

気
疲

れ
し

て
し

ま
っ

て
い

る
方

で
も

　
一

人
で

入
浴

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

希
望

が
湧

く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
７

６
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
火

災
を

感
知

し
て

振
動

す
る

枕
聴

覚
障

害
者

用
就

寝
中

に
火

災
が

発
生

し
て

火
災

報
知

機
が

作
動

し
て

も
、

非
常

ベ
ル

の
音

が
聴

こ
え

な
い

の
で

、
火

災
報

知
機

と
枕

が
連

動
し

て
い

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。

枕
の

下
に

潜
り

込
ま

せ
、

火
災

が
発

生
す

る
と

振
動

す
る

商
品

を
以

前
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、

寝
て

い
る

間
に

枕
か

ら
ず

れ
て

し
ま

っ
て

全
く

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

ま
た

、
防

災
の

た
め

と
は

い
え

、
毎

日
火

災
だ

け
の

た
め

に
枕

の
下

に
機

器
を

入
れ

る
の

は
煩

わ
し

い
で

す
。

生
活

す
る

上
で

必
要

不
可

欠
な

も
の

に
機

能
を

備
え

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

４
７

７
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
聴

覚
障

害
者

の
た

め
の

危
険

を
知

ら
せ

る
た

め
の

機
器

聴
覚

障
害

者
用

道
を

歩
い

て
い

る
と

、
後

ろ
か

ら
接

近
し

て
く

る
自

転
車

や
、

緊
急

車
両

の
サ

イ
レ

ン
、

車
の

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

な
ど

が
聞

こ
え

ず
に

危
険

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
。

何
ら

か
の

方
法

で
、

サ
イ

レ
ン

や
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
等

の
音

を
検

知
し

、
光

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

よ
い

。
ま

た
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
を

利
用

し
て

緊
急

車
両

な
ど

の
位

置
を

把
握

で
き

る
と

危
険

の
回

避
に

つ
な

が
る

。

４
７

８
H

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

自
立

生
活

支
援

用
具

利
用

者
キ

ッ
チ

ン
で

前
後

座
右

に
動

け
る

小
回

り
可

能
な

ハ
イ

チ
ェ

ア
ー

肢
体

障
害

者
用

私
は

、
両

下
肢

障
害

２
級

、
左

下
肢

に
は

長
下

肢
装

具
を

着
装

、
右

下
肢

は
足

首
が

不
安

定
で

外
出

時
は

補
装

靴
利

用
、

室
内

で
は

サ
ン

ダ
ル

利
用

を
し

て
い

る
、

６
４

歳
の

ポ
ス

ト
ポ

リ
オ

症
候

群
の

女
性

で
す

。
現

在
は

、
D

ｒ
　

P
T

 装
具

士
の

方
々

の
ア

ド
バ

イ
ス

に
よ

り
、

少
し

で
も

体
力

低
下

を
緩

慢
に

す
る

た
め

の
努

力
を

し
て

い
ま

す
。

主
婦

で
す

か
ら

家
事

を
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
は

で
き

る
限

り
歩

く
こ

と
の

で
き

る
期

間
を

長
く

し
た

い
一

念
で

す
。

家
事

の
中

で
一

番
つ

ら
い

の
が

台
所

で
の

立
ち

仕
事

で
す

。
我

が
家

の
キ

ッ
チ

ン
は

８
畳

弱
の

ス
ペ

ー
ス

に
テ

ー
ブ

ル
な

ど
キ

ッ
チ

ン
用

品
が

並
ん

で
お

り
わ

ず
か

な
ス

ペ
ー

ス
で

す
。

で
も

、
私

に
と

っ
て

歩
く

こ
と

以
上

に
立

ち
姿

勢
を

維
持

す
る

こ
と

が
つ

ら
い

の
で

す
。

右
下

肢
で

体
重

を
支

え
る

こ
と

が
多

く
、

し
か

も
踵

に
力

が
入

る
た

め
、

体
が

後
ろ

に
倒

れ
そ

う
で

不
安

定
に

な
り

ま
す

。
椅

子
に

座
っ

て
、

な
お

か
つ

キ
ッ

チ
ン

で
自

由
に

動
け

る
イ

ス
が

欲
し

い
の

で
す

が
、

な
か

な
か

良
い

も
の

が
見

つ
か

り
ま

せ
ん

。
狭

い
ス

ペ
ー

ス
で

す
か

ら
、

（
流

し
台

と
テ

ー
ブ

ル
、

テ
ー

ブ
ル

と
食

器
棚

の
間

は
そ

れ
ぞ

れ
お

お
よ

そ
６

０
㎝

弱
、

キ
ッ

チ
ン

の
高

さ
8

5
㎝

、
私

の
身

長
は

1
5

8
㎝

）
キ

ッ
チ

ン
や

テ
ー

ブ
ル

を
伝

っ
た

り
、

足
で

床
を

蹴
っ

た
り

し
て

前
後

左
右

に
移

動
で

き
る

、
そ

ん
な

椅
子

を
ど

な
た

か
開

発
し

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
今

ま
で

い
ろ

い
ろ

な
福

祉
用

具
展

示
会

な
ど

で
話

し
て

み
ま

し
た

が
、

よ
い

反
応

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

私
な

り
に

試
し

た
も

の
一

例
を

挙
げ

ま
す

。
①

　
折

り
た

た
み

の
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
　

　
一

所
で

仕
事

を
す

る
に

は
便

利
で

す
。

し
か

し
キ

ッ
チ

ン
で

の
仕

事
は

左
右

へ
の

動
き

が
重

要
で

す
。

　
　

長
下

肢
装

具
を

付
け

て
い

る
た

め
立

っ
た

り
座

っ
た

り
す

る
た

び
に

膝
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

操
作

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
と

て
も

面
倒

で
す

。
現

在
使

用
し

て
い

る
の

は
、

こ
ん

な
感

じ
の

物
で

す
。

（
昔

5
0

0
0

円
程

で
買

い
ま

し
た

）
　

　
h

tt
p
:/

/
it
e
m

.r
a
k
u

te
n

.c
o
.jp

/
k
a
g
u

c
h

/
a
s
2

4
0

/
#

a
s
2

4
0

②
　

キ
ャ

ス
タ

ー
付

き
の

ハ
イ

チ
ェ

ア
ー

　
　

座
位

の
高

め
の

椅
子

は
、

安
定

性
を

保
つ

た
め

に
か

、
下

部
の

直
径

が
大

き
く

、
狭

い
キ

ッ
チ

ン
の

中
で

は
あ

ち
こ

ち
に

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

た
、

座
ろ

う
と

す
る

と
軽

く
逃

げ
ら

れ
、

座
り

損
な

っ
て

こ
ろ

ぶ
こ

と
が

多
く

な
り

危
険

そ
う

で
す

。
重

心
が

低
く

安
定

性
が

あ
っ

て
、

下
部

直
径

が
小

さ
な

キ
ャ

ス
タ

ー
付

き
ハ

イ
チ

ェ
ア

ー
だ

っ
た

ら
使

え
そ

う
な

気
が

す
る

の
で

す
が

･
･
･
（

素
人

判
断

？
）

４
７

９
H

2
9

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 そ

の
他

(場
面

)ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
、

タ
ブ

レ
ッ

ト

義
肢

 装
具

 座
位

保
持

装
置

 補
聴

器
 つ

え
 歩

行
器

・
歩

行
車

車
い

す
 電

動
車

い
す

意
思

伝
達

装
置

 特
殊

寝
台

 床
ず

れ
防

止
用

具
 体

位
変

換
器

 移
動

用
リ

フ
ト

 緊
急

通
報

装
置

 排
泄

関
連

用
具

 入
浴

関
連

用
具

利
用

者
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

よ
る

入
力

を
補

助
す

る
機

器
（

用
具

）

視
覚

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、

最
近

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

多
く

採
用

さ
れ

て
い

る
タ

ッ
チ

バ
ネ

ル
に

よ
る

入
力

が
で

き
ま

せ
ん

。
視

覚
障

害
者

で
も

簡
易

に
操

作
で

き
る

よ
う

な
機

器
又

は
用

具
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

中
途

障
害

で
す

が
、

多
く

方
が

同
様

の
悩

み
を

感
じ

て
い

る
の

で
は

と
思

い
ま

す
。

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
に

よ
る

代
理

投
稿

）

４
８

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

パ
ソ

コ
ン

の
入

力
装

置
肢

体
障

害
者

用
言

語
障

害
者

用
パ

ソ
コ

ン
の

入
力

装
置

を
使

用
し

て
い

る
が

、
吐

く
息

で
操

作
し

て
い

る
が

、
思

っ
た

と
お

り
の

操
作

が
し

に
く

い
。

４
８

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
障

害
者

団
体

通
訳

機
器

聴
覚

障
害

者
用

小
型

Ｐ
Ｃ

に
マ

イ
ク

を
つ

け
て

、
音

声
が

文
字

に
な

る
通

訳
機

器
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

４
８

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
福

祉
専

門
職

デ
ジ

タ
ル

数
字

読
み

取
り

視
覚

障
害

者
用

盲
ろ

う
者

用
音

声
体

重
計

、
音

声
体

温
計

な
ど

デ
ジ

タ
ル

表
示

さ
れ

た
物

を
音

声
で

読
み

上
げ

る
機

械
が

増
え

、
視

覚
障

碍
者

に
と

っ
て

は
、

あ
り

が
た

い
の

で
す

が
、

１
つ

１
つ

の
機

械
を

開
発

す
る

の
で

は
な

く
、

デ
ジ

タ
ル

表
示

さ
れ

て
い

る
数

字
を

読
み

取
る

機
械

を
開

発
し

て
欲

し
い

で
す

。
手

の
ひ

ら
に

収
ま

る
程

度
に

小
さ

い
物

で
、

読
ま

せ
た

い
数

字
の

所
に

そ
れ

を
も

っ
て

い
く

と
、

音
声

読
み

上
げ

す
る

機
械

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

ま
す

。
読

み
上

げ
た

数
字

を
点

字
表

示
で

き
れ

ば
、

盲
ろ

う
者

の
利

用
も

可
能

に
な

り
ま

す
。

世
の

中
に

は
、

数
字

を
デ

ジ
タ

ル
表

示
す

る
機

械
は

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
で

す
か

ら
、

こ
の

数
字

を
読

み
上

げ
る

機
械

が
で

き
る

と
、

視
覚

障
碍

者
も

多
く

の
機

械
の

利
用

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
ぜ

ひ
、

開
発

し
て

く
だ

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

94



N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
８

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
言

語
障

害
者

用
・

太
陽

光
で

充
電

で
き

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
で

す
。

長
時

間
外

出
す

る
機

会
も

多
い

か
ら

で
す

。
・

絵
文

字
や

顔
文

字
、

マ
ー

ク
で

気
持

ち
を

表
現

で
き

る
器

械
。

な
ぜ

な
ら

「
嬉

し
い

」
「

め
ち

ゃ
嬉

し
い

」
と

い
っ

た
感

情
が

絵
文

字
な

ど
に

す
る

と
一

遍
に

伝
わ

る
か

ら
で

す
。

・
メ

イ
ン

画
面

を
カ

ラ
ー

に
し

て
も

っ
と

分
か

り
や

す
く

し
て

欲
し

い
で

す
。

白
黒

で
は

同
じ

様
な

色
だ

か
ら

、
ち

ょ
っ

と
分

か
り

に
く

い
と

思
い

ま
す

。
・

音
量

に
つ

い
て

、
外

で
話

す
と

き
も

あ
る

の
で

も
う

少
し

大
き

い
音

や
、

逆
に

内
緒

話
が

で
き

る
よ

う
な

小
さ

い
音

が
欲

し
い

で
す

。
抑

揚
や

音
の

高
さ

も
、

も
う

少
し

段
階

を
増

や
す

か
聞

き
取

り
や

す
い

よ
う

に
し

て
欲

し
い

で
す

。
現

在
の

機
器

で
も

読
み

上
げ

速
度

を
変

え
ら

れ
る

の
で

す
が

、
速

く
す

る
と

抑
揚

が
お

か
し

く
な

る
の

で
そ

れ
も

改
善

し
て

欲
し

い
で

す
。

・
機

種
に

よ
っ

て
は

、
本

文
の

ほ
か

に
機

能
操

作
音

の
読

み
上

げ
も

さ
れ

て
し

ま
い

、
会

話
の

妨
げ

と
な

る
の

で
、

そ
れ

も
設

定
で

O
F
F
に

で
き

る
よ

う
し

て
ほ

し
い

で
す

。
・

音
声

は
タ

レ
ン

ト
さ

ん
な

ど
の

声
を

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

あ
る

い
は

、
自

分
の

声
を

入
れ

て
構

成
音

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ど

の
器

械
か

ら
も

同
じ

声
で

は
大

勢
で

話
を

す
る

と
き

誰
が

話
し

て
い

る
の

か
も

分
か

ら
な

い
の

で
す

。
皆

さ
ん

と
同

じ
よ

う
に

自
分

の
声

を
持

ち
た

い
で

す
。

・
漢

字
変

換
機

能
が

付
く

と
助

か
り

ま
す

。
漢

字
が

使
え

る
と

感
情

も
豊

か
に

表
現

で
き

る
し

、
文

字
数

も
少

な
く

て
す

む
か

ら
で

す
。

・
コ

ピ
ー

と
移

動
の

機
能

も
、

文
字

を
打

つ
手

間
を

減
ら

す
た

め
に

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
他

に
も

携
帯

電
話

の
入

力
み

た
い

に
、

「
あ

」
と

初
め

の
１

字
を

打
て

ば
（

「
あ

り
が

と
う

」
な

ど
）

そ
の

あ
と

の
言

葉
が

出
て

く
る

機
能

。
機

種
に

よ
っ

て
は

既
に

そ
の

機
能

が
つ

い
て

い
る

も
の

も
あ

り
ま

す
が

、
価

格
が

高
く

入
手

で
き

ま
せ

ん
。

・
文

章
の

保
存

に
つ

い
て

、
今

あ
る

器
械

は
短

い
文

章
し

か
保

存
で

き
ま

せ
ん

。
3

0
0

0
文

字
ぐ

ら
い

の
文

章
も

保
存

し
て

欲
し

い
で

す
。

私
た

ち
の

生
活

の
中

で
ち

ょ
っ

と
お

し
ゃ

べ
り

と
い

う
の

で
は

な
く

、
ス

ピ
ー

チ
な

ど
を

す
る

場
面

も
あ

る
か

ら
で

す
。

ま
た

、
携

帯
電

話
で

は
入

力
中

の
メ

ー
ル

を
フ

ァ
イ

ル
名

を
作

ら
な

く
て

も
一

時
保

存
が

で
き

ま
す

が
、

そ
う

し
た

機
能

も
欲

し
い

で
す

。
文

章
は

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
に

保
存

で
き

ま
す

が
、

フ
ァ

イ
ル

名
を

覚
え

て
い

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

点
と

、
覚

え
て

い
て

も
入

力
に

時
間

が
か

か
る

と
い

う
点

で
不

便
で

す
。

・
ボ

イ
ス

レ
コ

ー
ダ

ー
（

録
音

）
機

能
も

欲
し

い
で

す
。

今
あ

る
録

音
機

能
は

、
挨

拶
程

度
の

録
音

し
か

で
き

ま
せ

ん
。

会
議

や
話

し
合

い
の

と
き

、
入

力
し

て
い

る
う

ち
に

話
が

進
ん

で
し

ま
っ

て
つ

い
て

い
け

な
い

こ
と

が
あ

り
、

い
っ

た
い

何
が

話
さ

れ
た

の
だ

ろ
う

と
思

う
こ

と
が

多
い

か
ら

で
す

。
・

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
で

は
1

0
万

円
を

超
え

る
も

の
も

あ
り

ま
す

。
携

帯
電

話
で

は
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

よ
り

便
利

な
機

能
が

多
く

つ
い

て
い

ま
す

が
、

も
っ

と
安

い
価

格
で

購
入

で
き

ま
す

。
そ

し
て

携
帯

電
話

で
は

楽
し

く
遊

ん
で

い
る

と
知

ら
な

い
う

ち
に

操
作

に
慣

れ
て

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
に

も
、

楽
し

ん
で

使
い

続
け

ら
れ

る
よ

う
な

遊
び

心
が

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

４
８

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

時
間

お
知

ら
せ

時
計

そ
の

他
(発

達
障

害
者

全
般

（
A

D
H

D
、

L
D

な
ど

）
)

時
間

感
覚

に
乏

し
く

、
自

己
管

理
が

苦
手

な
発

達
障

害
者

向
け

の
生

活
支

援
グ

ッ
ツ

。
セ

ッ
ト

し
た

時
間

に
な

る
と

、
合

成
音

声
で

や
る

こ
と

を
指

示
し

て
く

れ
る

携
帯

時
計

。
防

水
タ

イ
プ

の
腕

時
計

型
だ

と
、

ど
こ

で
も

使
え

る
の

で
な

お
よ

い
。

実
際

、
私

（
A

D
H

D
）

は
パ

ソ
コ

ン
で

合
成

音
声

を
作

成
し

て
、

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
携

帯
に

転
送

し
、

ア
ラ

ー
ム

の
サ

ウ
ン

ド
設

定
で

そ
の

音
声

フ
ァ

イ
ル

を
指

定
し

、
指

定
時

刻
に

下
記

音
声

を
携

帯
か

ら
発

す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
音

声
の

例
：

（
時

間
指

定
で

）
起

き
る

時
間

で
す

、
出

勤
の

時
間

で
す

、
お

昼
の

時
間

で
す

、
帰

宅
時

間
で

す
、

お
風

呂
の

時
間

で
す

、
食

事
の

時
間

で
す

、
寝

る
時

間
で

す
。

（
曜

日
と

時
間

指
定

で
）

今
日

は
燃

え
る

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
今

日
は

資
源

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
な

ど

４
８

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
に

配
慮

し
た

銀
行

の
振

り
込

み
用

紙
と

取
引

経
過

が
把

握
で

き
る

表
示

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
向

け
の

機
器

は
値

段
が

高
い

割
に

は
使

う
機

会
が

少
な

い
で

す
。

金
融

系
は

銀
行

の
用

紙
の

説
明

も
金

額
も

記
入

枠
も

全
然

見
え

な
い

の
に

定
期

を
す

る
の

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

と
い

い
ま

す
し

。
通

帳
は

合
計

残
高

だ
け

で
公

共
料

金
の

引
き

去
り

と
か

解
り

ま
せ

ん
。

４
８

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

探
し

物
発

見
器

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
で

す
。

現
在

の
 視

力
 右

0
.0

2
 左

0
.0

1
 視

野
損

失
度

９
５

パ
ー

セ
ン

ト
で

す
。

視
野

が
か

け
始

め
て

か
ら

物
探

し
ば

か
り

し
て

お
り

ま
す

。
例

え
ば

懐
中

電
灯

、
白

状
、

Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ⅰ

、
色

ん
な

小
物

類
と

、
毎

日
、

毎
日

、
イ

ラ
イ

ラ
と

探
し

物
ば

か
り

し
て

い
ま

す
。

視
野

が
な

い
為

か
す

ぐ
そ

ば
に

あ
る

の
に

み
え

て
い

な
い

と
い

う
か

、
眼

に
止

ま
ら

な
い

の
で

す
。

あ
る

い
は

物
の

上
に

物
を

重
ね

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

ら
し

い
で

す
。

私
の

探
し

て
い

る
物

が
返

事
を

し
て

く
れ

た
な

ら
ど

ん
な

に
幸

せ
な

事
で

し
ょ

う
か

と
思

う
毎

日
で

す
。

　
そ

ん
な

時
、

今
度

は
、

携
帯

電
話

が
見

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
そ

の
時

は
家

の
電

話
か

ら
自

分
の

携
帯

を
番

号
で

呼
び

出
し

ま
し

た
。

何
と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

、
私

が
探

し
て

い
た

携
帯

電
話

が
時

間
表

示
の

ガ
ラ

ス
の

面
を

光
ら

せ
な

が
ら

呼
び

出
し

音
を

発
し

て
い

る
で

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

す
ぐ

そ
ば

の
足

元
に

落
ち

て
お

り
ま

し
た

。
　

こ
れ

で
す

。
電

話
帳

に
氏

名
を

登
録

す
る

よ
う

に
、

い
つ

も
探

し
物

を
す

る
物

を
登

録
し

て
お

く
と

探
し

た
い

と
き

、
そ

の
物

に
カ

ー
ソ

ル
を

合
わ

せ
て

呼
び

出
し

を
す

る
と

、
「

ハ
ー

イ
こ

こ
で

す
よ

」
と

い
っ

て
、

あ
ら

か
じ

め
貼

っ
て

お
い

た
タ

グ
か

な
ん

か
が

光
り

な
が

ら
返

事
を

す
る

の
で

す
。

　
作

っ
て

く
だ

さ
い

。
探

し
物

発
見

器
・

「
ハ

ー
イ

、
こ

こ
で

す
よ

」
是

非
お

願
い

し
ま

す
。

電
波

の
届

く
範

囲
は

あ
ま

り
広

く
な

い
ほ

う
が

良
い

と
お

も
い

ま
す

。
せ

い
ぜ

い
十

畳
間

ぐ
ら

い
の

広
さ

に
し

て
く

だ
さ

い
.そ

の
範

囲
で

お
返

事
が

な
い

と
き

は
次

の
場

所
を

探
す

事
に

な
り

ま
す

の
で

。
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N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

コ
メ

ン
ト

等

４
８

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

多
用

途
携

帯
型

拡
大

読
書

器
視

覚
障

害
者

用
筆

記
や

遠
方

視
も

し
や

す
い

携
帯

型
読

書
器

を
望

み
ま

す
。

私
が

試
し

た
も

の
は

、
筆

記
用

ワ
ー

ク
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
が

狭
か

っ
た

り
・

支
持

し
に

く
か

っ
た

り
、

画
像

処
理

の
遅

延
が

あ
っ

た
り

、
画

像
強

調
し

す
ぎ

て
ペ

ン
先

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

り
と

、
筆

記
困

難
な

も
の

が
多

か
っ

た
で

す
。

遠
方

視
が

で
き

る
機

種
で

も
デ

ジ
カ

メ
に

遠
く

及
ば

な
い

性
能

で
し

た
。

ル
ー

ペ
、

単
眼

鏡
、

弱
視

眼
鏡

、
携

帯
型

拡
大

読
書

器
、

デ
ジ

カ
メ

な
ど

多
く

を
持

ち
歩

か
な

く
て

も
い

い
よ

う
に

な
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
あ

と
バ

ッ
テ

リ
ー

を
気

に
せ

ず
に

使
い

た
い

で
す

。

４
８

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

人
物

識
別

機
視

覚
障

害
者

用
正

面
に

い
る

人
を

識
別

し
て

、
音

声
で

名
前

を
伝

え
て

く
れ

る
装

置
。

４
８

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

軽
量

可
搬

可
能

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

視
覚

障
害

者
用

現
在

で
も

可
搬

可
能

な
据

え
置

き
型

拡
大

読
書

器
は

あ
り

ま
す

が
、

重
た

く
て

始
終

持
ち

歩
く

こ
と

は
困

難
で

す
。

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
程

度
の

重
さ

で
折

り
た

た
め

て
バ

ッ
テ

リ
ー

駆
動

も
可

能
な

読
書

器
が

ほ
し

い
で

す
。

４
９

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
開

発
メ

ー
カ

U
S

B
眼

球
入

力
マ

ウ
ス

肢
体

障
害

者
用

上
肢

体
障

が
い

者
に

対
し

て
の

パ
ソ

コ
ン

操
作

を
上

下
肢

を
使

わ
ず

に
利

用
者

自
身

が
目

で
見

て
い

る
箇

所
に

マ
ウ

ス
カ

ー
ソ

ル
を

追
従

さ
せ

、
健

常
者

が
利

用
し

て
い

る
マ

ウ
ス

操
作

と
同

等
の

操
作

性
と

設
定

の
簡

易
性

が
あ

れ
ば

、
利

用
者

及
び

介
護

者
に

負
担

少
な

い
P

C
用

U
S

B
入

力
装

置
と

な
る

と
思

い
ま

す
。

４
９

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

活
字

を
点

字
に

変
換

す
る

機
器

視
覚

障
害

者
用

一
般

の
活

字
文

書
を

、
簡

単
に

点
字

に
変

換
す

る
機

器
を

求
め

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

が
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
読

み
た

い
。

日
常

生
活

の
中

で
読

む
こ

と
の

出
来

な
い

も
の

が
沢

山
あ

り
ま

す
。

４
９

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

携
帯

で
き

る
拡

大
器

視
覚

障
害

者
用

持
ち

運
び

が
可

能
な

拡
大

読
書

器
み

た
い

な
機

器
。

外
出

先
で

使
用

で
き

る
も

の
。

４
９

３
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
視

覚
障

害
者

用
銀

行
や

お
役

所
な

ど
で

の
重

要
な

お
話

し
は

録
音

し
て

、
あ

と
で

し
っ

か
り

と
聴

き
た

い
で

す
。

い
ま

の
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

で
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

昔
の

カ
セ

ッ
ト

テ
ー

プ
も

販
売

さ
れ

な
く

な
っ

て
き

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
者

に
優

し
い

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
を

求
め

ま
す

。
音

声
録

音
は

大
変

重
要

で
す

。

４
９

４
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

書
き

な
が

ら
使

え
る

拡
大

読
書

器
視

覚
障

害
者

用
銀

行
等

で
用

紙
な

ど
に

記
入

す
る

際
、

該
当

部
分

を
拡

大
し

な
が

ら
記

入
で

き
る

よ
う

な
商

品
が

欲
し

い
。

軽
量

か
つ

簡
単

な
も

の
。

ル
ー

ペ
の

よ
う

な
も

の
で

も
よ

い
。

そ
う

い
っ

た
も

の
が

銀
行

や
郵

便
局

に
備

え
付

け
ら

れ
て

い
る

と
便

利
で

す
。

４
９

５
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

単
眼

鏡
の

拡
充

視
覚

障
害

者
用

単
眼

鏡
の

種
類

が
ル

ー
ペ

等
に

比
べ

る
と

少
な

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
駅

の
路

線
図

や
、

案
内

板
な

ど
を

見
る

と
き

に
は

単
眼

鏡
が

重
宝

す
る

の
で

、
性

能
の

い
い

製
品

が
も

っ
と

で
て

く
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。

４
９

６
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

誤
認

が
な

い
色

識
別

装
置

視
覚

障
害

者
用

色
を

判
断

し
て

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
色

識
別

装
置

が
あ

る
が

、
誤

認
し

て
し

ま
う

こ
と

が
多

い
の

で
、

正
確

な
色

を
判

別
し

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。

４
９

７
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

手
紙

の
読

み
取

り
機

視
覚

障
害

者
用

手
紙

や
メ

ー
ル

に
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

が
付

い
て

い
る

と
内

容
が

読
み

取
れ

る
の

で
、

普
及

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
特

に
、

区
役

所
や

郵
便

物
な

ど
、

長
い

文
章

で
も

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。

４
９

８
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

拡
大

読
書

器
の

値
段

視
覚

障
害

者
用

拡
大

読
書

器
の

値
段

が
1

9
万

8
0

0
0

円
だ

が
、

1
0

万
円

く
ら

い
で

買
え

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し
い

。

４
９

９
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

視
覚

障
害

者
向

け
の

機
器

視
覚

障
害

者
用

視
覚

障
害

者
向

け
の

機
器

を
使

用
し

て
い

た
が

、
ロ

ー
マ

字
の

「
I」

と
数

字
の

「
１

」
を

間
違

え
て

読
み

取
っ

て
し

ま
う

の
で

、
使

い
勝

手
が

悪
か

っ
た

。
そ

の
よ

う
な

誤
認

が
な

い
よ

う
改

善
し

て
欲

し
い

。

５
０

０
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

時
刻

表
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

読
書

器
視

覚
障

害
者

用
冊

子
に

な
っ

て
い

る
時

刻
表

を
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

読
書

器
が

欲
し

い
。

５
０

１
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

簡
単

取
り

外
し

電
話

用
拡

声
機

器
（

仮
称

）
聴

覚
障

害
者

用
私

は
脳

出
血

の
後

遺
症

の
障

害
に

よ
る

耳
鳴

り
の

為
に

、
電

話
の

帯
域

が
難

聴
に

な
り

ま
し

た
。

職
場

で
健

常
者

で
は

聞
こ

え
る

電
話

機
で

も
、

私
に

は
一

切
聞

こ
え

ま
せ

ん
。

古
い

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
を

利
用

し
て

い
る

の
で

、
簡

単
に

市
販

の
骨

伝
導

電
話

機
と

付
け

替
え

が
出

来
ま

せ
ん

。
毎

日
、

不
自

由
な

生
活

を
送

っ
て

い
ま

す
。

骨
伝

導
を

利
用

し
た

難
聴

者
の

た
め

、
職

場
用

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
が

取
替

の
出

来
な

い
場

合
の

、
簡

単
に

取
り

外
し

が
出

来
る

、
拡

声
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

５
０

２
H

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

情
報

・
意

思
疎

通
支

援
用

具
利

用
者

音
声

リ
モ

コ
ン

視
覚

障
害

者
用

家
庭

の
電

化
製

品
：

例
え

ば
、

テ
レ

ビ
・

ビ
デ

オ
・

ラ
ジ

オ
・

エ
ア

コ
ン

・
照

明
等

を
一

つ
の

音
声

リ
モ

コ
ン

で
操

作
で

き
、

ま
た

、
リ

モ
コ

ン
の

在
り

処
を

ア
ラ

ー
ム

で
知

ら
せ

る
機

能
が

あ
る

物
が

併
用

し
て

あ
れ

ば
視

覚
障

害
者

は
非

常
に

助
か

る
。

パ
ソ

コ
ン

を
介

し
た

音
声

操
作

で
き

る
も

の
（

ボ
イ

ス
・

ス
キ

ャ
ン

）
は

あ
り

ま
す

が
、

パ
ソ

コ
ン

を
扱

え
な

い
ひ

と
は

利
用

で
き

な
い

の
で

、
是

非
、

開
発

し
て

頂
き

た
い

。
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福祉用具ニーズ
情報収集・提供システム
https://www7.techno-aids.or.jp/

－福祉用具の情報交流サイト－
障害のある方や介護される方から、福祉用具に関するご意見やご要望をお聞きし、

安全で使い易い良質な福祉用具の研究開発に繋げます。
どなたでも無料でパソコンやスマートフォンから閲覧・利用ができます。

検 索福祉用具ニーズ情報収集・提供システム

このシステムに関するお問合せ

企画部
谷田 良平　篠 明子　五島 清国

TEL 03-3266-6883　FAX 03-3266-6885

〒162-0823
東京都新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ4階

厚生労働省
Ministry of Health, Labour and Welfare

　本システムへ寄せられたご意見等は障害者自立支援機器等開発促進事業の開発テーマとして掲げられています。

障害者自立支援機器等開発促進事業のご案内

開発
対象分野
（平成29年度）

社会・援護局 障害保健福祉部企画課 自立支援振興室

（内線3071、3088）
TEL ０３-５２５３-１１１１　FAX 03-3503-1237
〒100-8916　東京都千代田区霞が関１-２-２
障害者自立支援機器等開発促進事業

平成29年度障害者自立支援機器等開発促進事業　採択開発テーマ

  1. 肢体不自由者の日常生活支援機器
  2. 視覚障害者の日常生活支援機器
  3. 聴覚障害者の日常生活支援機器
  4. 盲ろう者の日常生活支援機器
  5. 難病患者等の日常生活支援機器
  6. 障害者の就労支援機器
  7. 障害者のコミュニケーションを支援する機器
  8. 障害者のレクリエーション活動を支援する機器
  9. 障害児の生活を豊かにする支援機器
10. ロボット技術を活用した障害者の自立支援機器
11. 脳科学の成果を応用した支援機器
12. その他
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A2

A4

A1

C2

C3

C1

B4b

B4a

B3 B2a

飯田橋駅

飯
田
橋
駅

飯
田
橋
駅

B1

東京
大神宮

東京理科大学

日本歯科大学

公共職業安定所

首都高速5号線

公共職業安定所

首都高速5号線

神田川
総武線
総武線

至水道橋駅

外濠

早稲田通り早稲田通り 富士見町
教会

飯田橋
郵便局

三菱東京
UFJ銀行

三井住友銀行

みずほ銀行

東
京
新
宿
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

至
市
ヶ
谷
駅

目白通り

有楽町線
有楽町線

大江戸線
大江戸線

東西線東西線

南
北
線

南
北
線

外堀通り

JR

A3

西口

B5

B2b

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ

飯田橋セントラルプラザ4F
公益財団法人テクノエイド協会

飯
田
橋
駅

西
口
仮
駅
舎

●肢体不自由者の日常生活支援機器
姿勢変換可能なコンパクト軽量電動車椅子の開発株式会社今仙技術研究所

株式会社アシスト

宿泊施設用の簡易リフトの開発株式会社モリトー

●視覚障害者の日常生活支援機器
視覚障害者向け音声認識リモコンＢＯＸの開発株式会社レイトロン

●障害者の就労支援機器
株式会社システムネットワーク 日常生活場面に特化した高次脳機能障害者訓練・評

価用システム開発

株式会社オリィ研究所 ＡＬＳなど重度肢体不自由者に対する視線入力型オ
フィス業務補助ツールの開発

株式会社マイクロブレイン 知的・精神障がい者の就労を支援するだれでもワー
クプロの改良

●難病患者等の日常生活支援機器
有限会社ホームケア渡部建築 パーキンソン病等によるすくみ足を改善する身体装

着型移動支援機器の開発

●ロボット技術を活用した障害者の自立支援機器
社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団 物体の形状に合わせて把持することができる多指機構

を有し、軽量で極めて装飾性に優れた量産型筋電義手

RT.ワークス株式会社 障害者の歩行特性に合わせた支援機能を備える自動
制御機能付き歩行器

橋本義肢製作株式会社 ロボット技術を応用したリハビリテーション用短下肢
装具の高付加価値化

株式会社有薗製作所 成長対応調節可能な座位保持機能付き電動車いす
の開発

株式会社エクセルシア ライフラインを必要としない高機能な排泄処理剤に
よるバリアフリー仮設トイレの開発

●障害者のコミュニケーションを支援する機器
株式会社ユープラス

子ども達の日常支援具（ブランコ、スキーソリ、電動
カート、ロッキング等）を適切な価格で提供するため
の「座位保持装置用の脱着シェル」開発

有限会社オフィス結アジア 導入・運用が容易で対応用途が広いコミュニケーショ
ン支援パックの開発

●障害児の生活を豊かにする支援機器

認知機能の障害児・者の睡眠を支援する寝具の開発

●その他
フランスベッド株式会社

ユーザニーズに基づくトーキングエイドの改良
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システムトップ画面

クリック！

福祉用具の開発・普及・利活用
■福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの活用について
本システムはどなたでも無料でパソコン・スマートフォンから手軽に利用できます。登録な
どの必要もありません。提供されたご意見は福祉用具の開発研究に役立てられます。例え
ば、障害者自立支援機器等開発促進事業の開発テーマの参考にされています。

福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの概要
https://www7.techno-aids.or.jp/

　本システムはより良い福祉用具を作るために、福祉用具をお使いの方や介護されている方から福祉用具に関する
要望・アイデア（ニーズ）を収集したり、福祉用具の研究開発を行っている企業などから新しい技術や製品情報（シーズ）
を紹介することで、使う側と作る側の双方の意見交換をインターネット上で交わすことができるシステムです。皆様か
らいただいたご意見は蓄積され、どなたでも常時検索閲覧することができます。

　本サイトは福祉用具に関するアイデアや製品情報の紹介をし、良質な福祉用具の開発に繋げたり、福祉用具に関する
情報交換を行う場です。投稿やコメントをする場合は注意・禁止事項に同意の基、利用してください。以下は禁止事項と
しますので、書込みがあった場合には管理者の判断で削除いたします。

ニーズ情報
収集・提供
システム

新製品や技術

要望・アイデア

福祉用具ニーズ情報収集・提供システムとはどんなシステムなの？ 福祉用具ニーズ情報収集・提供システム WEBサイトのご紹介

使う人

作る人 新たな製品や最新の技術を紹介しています。
製品を作る人が投稿します。

お知らせ

ＮＥＷＳ

データ
蓄積

作って欲しいものや、用具のアイデ
アを投稿するところです。使う人が
投稿します。

福祉用具に関するイベントや開発
助成金等の情報を提供していま
す。事務局や行政等が投稿します。

①特定のユーザ（個人）を誹謗・中傷する書き込み
②特定のメーカー製品を誹謗・中傷する書き込み
③その他、本サイトの目的にそぐわない書き込み

投稿をしたい場合は
こちらをクリックして
入力を行います。
書き込まれた内容は
すぐにTOP画面に反
映されます。

新規投稿の
書込み

書き込まれた内容に
対してコメントするこ
とができます。
コメントした内容は投
稿の詳細画面から見
ることができます。

コメントをする

フリーワードや生活の
場面、福祉用具の種
類などから検索がで
きます。

フリーワード・
キーワード検索

入力にあたってご注意いただきたいこと

新製品や技術の書込み一例要望・アイデアの書込み一例

投稿の内容によって
カテゴリ分けされて
います。
閲覧したいカテゴリを
選択することができ
ます。

カテゴリ
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システムトップ画面

クリック！

福祉用具の開発・普及・利活用
■福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの活用について
本システムはどなたでも無料でパソコン・スマートフォンから手軽に利用できます。登録な
どの必要もありません。提供されたご意見は福祉用具の開発研究に役立てられます。例え
ば、障害者自立支援機器等開発促進事業の開発テーマの参考にされています。

福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの概要
https://www7.techno-aids.or.jp/

　本システムはより良い福祉用具を作るために、福祉用具をお使いの方や介護されている方から福祉用具に関する
要望・アイデア（ニーズ）を収集したり、福祉用具の研究開発を行っている企業などから新しい技術や製品情報（シーズ）
を紹介することで、使う側と作る側の双方の意見交換をインターネット上で交わすことができるシステムです。皆様か
らいただいたご意見は蓄積され、どなたでも常時検索閲覧することができます。

　本サイトは福祉用具に関するアイデアや製品情報の紹介をし、良質な福祉用具の開発に繋げたり、福祉用具に関する
情報交換を行う場です。投稿やコメントをする場合は注意・禁止事項に同意の基、利用してください。以下は禁止事項と
しますので、書込みがあった場合には管理者の判断で削除いたします。

ニーズ情報
収集・提供
システム

新製品や技術

要望・アイデア

福祉用具ニーズ情報収集・提供システムとはどんなシステムなの？ 福祉用具ニーズ情報収集・提供システム WEBサイトのご紹介

使う人

作る人 新たな製品や最新の技術を紹介しています。
製品を作る人が投稿します。

お知らせ

ＮＥＷＳ

データ
蓄積

作って欲しいものや、用具のアイデ
アを投稿するところです。使う人が
投稿します。

福祉用具に関するイベントや開発
助成金等の情報を提供していま
す。事務局や行政等が投稿します。

①特定のユーザ（個人）を誹謗・中傷する書き込み
②特定のメーカー製品を誹謗・中傷する書き込み
③その他、本サイトの目的にそぐわない書き込み

投稿をしたい場合は
こちらをクリックして
入力を行います。
書き込まれた内容は
すぐにTOP画面に反
映されます。

新規投稿の
書込み

書き込まれた内容に
対してコメントするこ
とができます。
コメントした内容は投
稿の詳細画面から見
ることができます。

コメントをする

フリーワードや生活の
場面、福祉用具の種
類などから検索がで
きます。

フリーワード・
キーワード検索

入力にあたってご注意いただきたいこと

新製品や技術の書込み一例要望・アイデアの書込み一例

投稿の内容によって
カテゴリ分けされて
います。
閲覧したいカテゴリを
選択することができ
ます。

カテゴリ
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福祉用具ニーズ
情報収集・提供システム
https://www7.techno-aids.or.jp/

－福祉用具の情報交流サイト－
障害のある方や介護される方から、福祉用具に関するご意見やご要望をお聞きし、

安全で使い易い良質な福祉用具の研究開発に繋げます。
どなたでも無料でパソコンやスマートフォンから閲覧・利用ができます。

検 索福祉用具ニーズ情報収集・提供システム

このシステムに関するお問合せ

企画部
谷田 良平　篠 明子　五島 清国

TEL 03-3266-6883　FAX 03-3266-6885

〒162-0823
東京都新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ4階

厚生労働省
Ministry of Health, Labour and Welfare

　本システムへ寄せられたご意見等は障害者自立支援機器等開発促進事業の開発テーマとして掲げられています。

障害者自立支援機器等開発促進事業のご案内

開発
対象分野
（平成29年度）

社会・援護局 障害保健福祉部企画課 自立支援振興室

（内線3071、3088）
TEL ０３-５２５３-１１１１　FAX 03-3503-1237
〒100-8916　東京都千代田区霞が関１-２-２
障害者自立支援機器等開発促進事業

平成29年度障害者自立支援機器等開発促進事業　採択開発テーマ

  1. 肢体不自由者の日常生活支援機器
  2. 視覚障害者の日常生活支援機器
  3. 聴覚障害者の日常生活支援機器
  4. 盲ろう者の日常生活支援機器
  5. 難病患者等の日常生活支援機器
  6. 障害者の就労支援機器
  7. 障害者のコミュニケーションを支援する機器
  8. 障害者のレクリエーション活動を支援する機器
  9. 障害児の生活を豊かにする支援機器
10. ロボット技術を活用した障害者の自立支援機器
11. 脳科学の成果を応用した支援機器
12. その他
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●肢体不自由者の日常生活支援機器
姿勢変換可能なコンパクト軽量電動車椅子の開発株式会社今仙技術研究所

株式会社アシスト

宿泊施設用の簡易リフトの開発株式会社モリトー

●視覚障害者の日常生活支援機器
視覚障害者向け音声認識リモコンＢＯＸの開発株式会社レイトロン

●障害者の就労支援機器
株式会社システムネットワーク 日常生活場面に特化した高次脳機能障害者訓練・評

価用システム開発

株式会社オリィ研究所 ＡＬＳなど重度肢体不自由者に対する視線入力型オ
フィス業務補助ツールの開発

株式会社マイクロブレイン 知的・精神障がい者の就労を支援するだれでもワー
クプロの改良

●難病患者等の日常生活支援機器
有限会社ホームケア渡部建築 パーキンソン病等によるすくみ足を改善する身体装

着型移動支援機器の開発

●ロボット技術を活用した障害者の自立支援機器
社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団 物体の形状に合わせて把持することができる多指機構

を有し、軽量で極めて装飾性に優れた量産型筋電義手

RT.ワークス株式会社 障害者の歩行特性に合わせた支援機能を備える自動
制御機能付き歩行器

橋本義肢製作株式会社 ロボット技術を応用したリハビリテーション用短下肢
装具の高付加価値化

株式会社有薗製作所 成長対応調節可能な座位保持機能付き電動車いす
の開発

株式会社エクセルシア ライフラインを必要としない高機能な排泄処理剤に
よるバリアフリー仮設トイレの開発

●障害者のコミュニケーションを支援する機器
株式会社ユープラス

子ども達の日常支援具（ブランコ、スキーソリ、電動
カート、ロッキング等）を適切な価格で提供するため
の「座位保持装置用の脱着シェル」開発

有限会社オフィス結アジア 導入・運用が容易で対応用途が広いコミュニケーショ
ン支援パックの開発

●障害児の生活を豊かにする支援機器

認知機能の障害児・者の睡眠を支援する寝具の開発

●その他
フランスベッド株式会社

ユーザニーズに基づくトーキングエイドの改良
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福祉機器開発普及等事業報告書 

 

１．義肢装具等完成用部品ハンドブック作成に向けた検討 

２．福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの運用 

 

 

平成３０年３月   発行 

発  行  者   公益財団法人テクノエイド協会 

〒162-0823 

東京都新宿区神楽河岸 1番 1号 セントラルプラザ 4階 

TEL 03-3266-6880  FAX 03-3266-6885 

 

この事業は、視覚障害者用図書事業等委託費（福祉機器開発普及等事業）の一環として厚生労

働省から補助金の交付を受けて実施したものです。 

 

 




